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「嫌なら帰っても良いのよ？」

　昼尚暗ひるなおくらい闇やみの森の中に、涼やかな声が凛と響いた。

　樹、苔こけ、蔦つた。朽ちた白亜はくあ石せきの建物の残骸を踏みにじり、複雑に絡からみ合う植物が君臨する世界。

　神代の頃ころか、あるいは言葉持つ者、最初の時代に建てられたのだろう、都市の跡。

　流れる歳月の重みに敵かなう者はいないと、森人エルフでさえ認めているというが……。

　今や壮麗な彫刻は砕け、正確な四方形をした床石はひび割れ、無残な敗者さながら。

　天蓋のように覆おおい茂る枝葉の隙間すきまからは、木漏こもれ日びと呼ぶのも頼りない薄明かり。

　住人に取って代わった草木により、今となっては廃墟以外の何物でもない、かつての街。

　その中を、思い思いの装備に身を包んだ五人組が、隊伍を組んで進んでいた。

　言うまでもなく、冒険者である。

　声の主あるじは先頭で物見を務める、狩人かりうど装束しょうぞくの娘。揺れる長耳は上の森人ハイエルフの証。

　大弓を担かついで俊敏に歩み続ける、妖精弓手エルフであった。

「無理強いしたって、私にとっては意味ないんだから」

「何がだ」

　応じたのは、ひどく淡々とした、無機質な声であった。

　隊列の二番手──薄汚れた鉄兜てつかぶとと革鎧かわよろいを身につけた、只人ヒュームの戦士ファイター。

　中途ちゅうと半端はんぱな長さの剣を腰に帯び、小さな円盾を腕に括くくり、雑囊ざつのう鞄かばんを腰帯に吊っている。

　田舎から出てきた夢見がちな若者の方が、まだしも上等な装備をしているだろう。

　その有り様はいかにもみすぼらしく、頼りない。しかし足取りも、身振りも、油断ならぬ。

　見る者に奇妙な印象をあたえるであろう、戦士と思えた。

「この冒険が、よ」

　妖精弓手は振り返らない。彼女の長耳が、せわしなく上下に揺れ動いている。

　森人はその多くが、生まれながらに野伏レンジャーの技能を持っている。

　本職ではないにしても、斥候スカウトとしては圃人レーアと並んで最良の種だ。

　彼女は大きく張り出した木の根を、体重を感じさせない軽々とした動きで踏み越える。

「嫌ではない」

　ぴくりと妖精弓手の耳が跳ねた。

「そういう約束だ。報酬の支払いを拒否する気もない」

　しんなりと妖精弓手の耳が垂れた。

　男の態度に、隊列の三番手がそっと溜息ためいきを吐つく。

　一行の中で一番華奢きゃしゃであり、小柄で、未熟で、年若い、只人の少女。

　少女は両手で錫杖しゃくじょうを握り、鎖くさり帷子かたびらの上から聖衣を纏まとっている。彼女は女神官であった。

　女神官は仕方ありませんねと言わんばかりに人差し指を振って、戦士の態度を咎とがめる。

「もう、ダメですよ？　そういう態度、よくないと思います」

「……そうか？」

「そうです。せっかく、気を使ってくれてるんですから」

「そうか」

　呟いて、戦士は黙り込んだ。鉄兜の奥でどんな表情をしているのかはわからない。

　ややあって、その無機質な面頰めんぼおが妖精弓手の方を向く。

「そうなのか？」

「……聞かないでくれる？」と、頰を膨らませて妖精弓手。

　実のところ、牧場防衛戦の報酬で「冒険」を取り付けて以来、妖精弓手は大はしゃぎだった。

　が、だからといってそれを面と向かって認められるかというと、また別の話だ。

「無駄じゃ無駄じゃ」

　くつくつと実に愉快そうに笑いながら、太った鉱人ドワーフが髭ひげをしごいた。

　隊列の四番手を務める、東洋風の衣装を纏った術師──鉱人道士ドワーフだ。

　背丈せたけで言えば女神官よりも低く、されど小柄というには大岩のようにごろりとしている。

　呪文遣いは貧弱だと相場が決まっているが、鉱人はそもそもからして地力が違う。

　とはいえ手足の短さは如何いかんともし難がたい。獣道を、やっとこさっとこ乗り越えていく。

「そやつは『かみきり丸』だからの。偏屈へんくつなのは今に始まったこっちゃないわい」

「……そうね、オルクボルグだものね」

　そう言って、妖精弓手は溜息を吐いた。

「鉱人の言う通りなのは癪しゃくだけど」

「お前さんは、その一言が余計だの」

　ふん、とつまらなさそうに鼻を鳴らした鉱人道士が、次いでにんまりとする。

「そう小言が多いんでは夫の成り手がおらんの。二〇〇〇歳の行かず後家ときた」

「む」と彼女は耳を震わせた。「いらないわよ。そんなの。だいたい、私はまだ若いもの」

「そうかそうか」と、鉱人道士は、我が意を得たりと笑みを深めた。

「確かに、その『金床』では幼子も同然かや」


「『酒樽』の癖くせに……ッ！」



　妖精弓手はきっと柳眉りゅうびを逆立てた。くるりと振り返って鉱人道士を睨にらみつける。


　両手で薄い胸元むなもとをかばい、彼女はとにかく何か言い返そうと口を開き──……



「もはや時の彼方へ去った者どもの街とはいえ、礼節を守るべきではあるまいか？」

　──シューッという鋭い息が、それを制した。

　首から護符を下げた蜥蜴人リザードマンだ。

　隊列の最後尾──まさに、だ──で尾を揺らし、顎あごの間から呼気を漏らす巨漢。

　民族衣装を纏い奇怪な手付きで合掌をする彼は、恐るべき竜たる父祖を奉じる蜥蜴僧侶リザードマンだ。

「如何せんここは人外の領域。警戒を怠らぬにせよ、藪やぶを突くものでもありますまい」

「……ふむ。ちと騒ぎ過ぎたか」

「む。何よ。鉱人がいちいち突っかかってくるから……」

「野伏殿」

　いけないんじゃない、という言葉は声にならずに消えていった。

　蜥蜴僧侶は、一党パーティの頭目リーダーというわけではない。

　が、面と向かってこの強面に逆らう気を、妖精弓手は持ちあわせていなかった。

「先行してくれるかね、そこの大樹の根、越えるのは一苦労だ」

「……はぁい」

「術師殿も、斥候の気を逸そらせるのは止やめて頂きたい」

「わかっとる、わかっとる」

　重々しい口調の説教に、妖精弓手がしゅんと長耳を垂らすも、鉱人道士は気にした風がない。

　やれやれと呆あきれた風に、蜥蜴僧侶はぐるりと大きな目を回してみせた。

　思わずと言った風に、女神官がくすくすと笑う。

　妖精弓手と鉱人道士のじゃれあうような喧嘩けんかは賑やかで、女神官はそれが好きだった。

　──喧嘩するほどでも、仲が良いのはいい事ですよね。

「よ、っと」

　妖精弓手が、彼女の背丈ほどもある大樹の根を一歩二歩三歩と駆け登り、越える。

　軽業かるわざの曲芸めいた、文字通り常人離れした俊敏さである。

「慣れたものだ」

　その動きを見上げていた戦士が、ぼそりと低く呟く。

「でしょう？」

　妖精弓手の自慢げな返事と共に、大樹の向かいから登攀とうはん用の縄が放り込まれる。

　戦士は縄具合を二度三度引いて確認すると、根に足をかけ、ぐいと体を引き上げる。

　とても鎧兜を着込んでいるとは思えぬ身軽さ、登攀の速度。野伏の心得があるのだろう。

「よし。行けるな」

　根の上に立った彼が、ぐるりと鉄兜を巡らせて眼下を向いた。

「次、来い」

「あ、はいっ！」

　女神官はこくこくと頷うなずき、その後に続いた。

　彼女は錫杖を背に回すと、不慣れな様子で縄を握り、慎重に根へ足をかけて体を持ち上げる。

「でも……んしょ。こんな大きな街が、遺跡になっちゃうんですね……ひゃっ」

「気をつけろ」

　ずるり。苔に足を滑らせ転落しかけた女神官の手首を、戦士が無造作に握り、引き上げる。

　革の籠手こてに覆われた手で摑つかまれると、彼女の腕は折れてしまいそうなほど細かった。

「す、すみません……」

　消え入りそうな声で応じた女神官は、根の上で顔を赤くして俯うつむいた。

　僅わずかに痛む手首を、そっと擦さする。文句などあるわけもない。

「怪我けががないなら、降りるぞ」

「……はい」

　そのまま戦士に手を引かれ、支えられながら、そっと女神官も大樹を乗り越える。

　二人で根の向こうへ降り立つと、妖精弓手が「大丈夫？」と小首をかしげてきた。

「はい。……やっぱり、もうちょっと体、鍛きたえた方が良いのでしょうか……」

「そりゃ、まあ、多少は？」

　妖精弓手が耳をゆらし、にんまりと目を細め、意味ありげに視線を流した。

「鉱人ほどずんぐりむっくりになると、大変よ」

「うるさいわい、耳長娘。これでもわしゃ、鉱人としちゃ並の体格だっつーのに」

　根の向こうから、鉱人道士が胴間声で怒鳴り返すのが届く。

「それに時の流れにゃ誰だれも勝てぬわ。森人の棲家も、わしらの穴蔵も、全すべて……のっ」

　ぐいと蜥蜴僧侶に押し上げられて上った鉱人道士が、意を決して幹から飛び降りる。

　どすんという鈍い音を伴って、尻しりを打つようにして着地。

　およそ見事とはいえない有様へ、あからさまに妖精弓手が顔をしかめた。

「もうちょっと優雅にいけないわけ？」

「足の長さが違うんだっつーの。これだから森人は、いつも手前を中心にしおる」

「《降下》フォーリング・コントロールの術でも使えば良いじゃない。悔しければ」

「っかーっ！　こんなことで術を浪費するたぁ、森人にゃ節約って概念はないんかい！」

「まあ、まあ……」

　女神官は嚙かみ殺しきれなかった笑みを零こぼして、二人の間に割って入る。

「あんまり騒ぐと、また怒られちゃいますよ？」

「あのね。そんな子供相手みたいにたしなめられても……」

「ほほう？」

　低く唸うなるようなその声に、びくーんと妖精弓手は長耳を震わせた。

「森人とても永遠に非ず。永遠なるは、恐らく『永遠』のみでありましょうが……」

　声と同時にするすると、蜥蜴僧侶が爪つめと尾を駆使して根をよじ登っていた。

　その巧みな動きで這うように登攀し、ひらりと着地する。音は大きくも、見事なものだ。

「ここは一番。上森人ハイエルフが永遠か否か、試してみるも一興とは思いませぬか？」

「……遠慮しておく」

　彼は茶目っ気たっぷり、いたずらっぽい表情を浮かべたつもりなのだろう。

　しかし鱗のない者の目で見れば、大顎を開けた大おお蜥蜴とかげ。

　ぶんぶんと妖精弓手は、顔を引きつらせて首を左右に振った。

「それで」と、戦士は言った。「ゴブリンはどこだ」

「……これだもんね」

　話にならないわ。妖精弓手が大きく肩をすくめ、やれやれと息を吐く。

「わざわざオルクボルグの為に、ゴブリンのいそうな遺跡を選んであげたっていうのに」

　ちょっとは感謝して欲しいものね。そう言われると、戦士は「ふむ」と声を漏らした。

「つまり、気を使われているのか」

「……ああ、もう、それで良いわ」

「そうか」

　全員の到着を待っていたらしい戦士は、一つ頷くと先陣を切って歩き出した。

　慌てて妖精弓手がその後に続き、彼を追い越して斥候へ回る。

　もっとも、戦士とて斥候に力不足というわけではなかった。

　ずかずかと無造作で乱暴な足取りにもかかわらず、不思議と彼の靴音は響かない。

　小枝一つ踏まず、小石一つ蹴けらないのだから野伏さながら、見事なものだった。

「ま、そう焦あせるものでもありますまい、小鬼殺し殿」

　蜥蜴僧侶は着物の懐ふところから大きな巻紙を引っ張りだし、歩きながら広げて見せた。

　劣化して擦すり切れ、滲にじみ、半ば残骸めいたそれは、この街の地図であるらしい。

　うっかり破かないよう慎重に、彼はためつすがめつ、爪先を滑らせ地図を調べていく。

「……奥に神殿があるようですな。拙僧はそこまで行くべきと思うが、如何いかに」

「賛成だ」

　戦士が立ち止まって路面──かつての石畳を指でなぞり、足跡を探りながら淡々と頷いた。

「ゴブリンがいるかもしれん」

「それしか頭にないの!?」

　げんなりと妖精弓手がボヤく。

「他ほかにあるのか？」

「もっと、こう神秘！　秘密！　謎なぞ！　伝説！」

　妖精弓手は前方を警戒しながら、両手を大きく振る。

「──とか、そんな気持ちは？」

「それどころではない」

「……信じらんない奴やつ」

「そうか」

　あっさりとした返事に、妖精弓手は唇を尖とがらせた。長耳がひくっと動く。

「おいおい、耳長の。石を磨くってのに焦ったんじゃ、割っちまうぞ？」

　ふてくされた子供のような彼女に、髭をいじりながら鉱人道士が笑った。

「時間をかけい、時間を。まったく森人の癖して、気の短い奴だわい」

「そうやってのんびりいつまでも食べて呑のんでるから太るのよ、鉱人は」

「うっさいわ。酒は別腹じゃい。むしろお前さんはもうちょい膨れた方が良かろうよ」

　反論を気にした風もなく、彼は腰に下げた酒袋から火酒をぐびぐびと呷あおった。

「つーても、ま、耳長娘の言うことも間違っちゃあおらんがな」

　げふ、と下品に息を吐く鉱人道士を、妖精弓手はじろりと睨みつける。

「かみきり丸、お前さんだって、こう、立身出世した方がいろいろやりやすいと思わんのか」

「考えた事はある」

　戦士は姿勢を低くして壁に身を寄せ、曲がり角の先を窺うかがいながら短く答えた。

　予想外の返事に「ほう」と鉱人道士が声を漏らした。戦士は続けて左右を見、前へ踏み出す。

「功績を上げて金等級になり、より広範囲の冒険者に働きかけるのも、手ではある」

「じゃ、なんでやらんのだ？」と鉱人道士。

「その間もゴブリンは村を襲うからな」

　隣で行く手を警戒していた妖精弓手が、頭痛を堪こらえるように首を振った。

「只人は得てして先のことを見ないと聞いたけれど、みんなこうなわけ？」

「この人が特別なだけだと思いますよ？」

　仕方ない人だと言わんばかりに、女神官が微笑ほほえむ。

　こうして付き合いだしてから数ヶ月。最初は面食らったものだけれど。

「だけど前より色々、話してくれるようになりましたよね」


「…………」



　むっつりと押し黙ったまま、戦士は乱暴な歩調で探索を進めていく。

　その後を追いかけながらも、女神官は笑みを崩さない。だって、ほら。

「それに、結構わかりやすい人ですし？」

「あ、それはわかる」と妖精弓手がこっくり頷き、声をあげてくすくすと笑いあった。

　鉱人道士と蜥蜴僧侶はこっそりと目配せをしあい、声を殺してニヤリとする。

　ほどなく、かつての大通りと思わしき道を抜けた彼らは、目的地に辿たどり着いた。

　木々の合間にぽっかりとあいた、広間。

　その奥に、まるで穴蔵のような白亜はくあの入り口が、かろうじて姿を覗のぞかせていた。

「見張りがいないようだ」

　木陰の薄暗がり、藪の中、地面を丹念に調べ上げ、戦士は大きく息を吐いた。

　この森に踏み込んで以来、怪物はおろか、獣の気配や痕跡こんせきさえ一切いっさい見受けられない。

「あ、じゃあゴブリンがいないって事ですね！」

　どこか沈んだように呟く戦士へ、後列から女神官が明るく励ます。

「そうとも限らん」

　返事は無機質なものだ。だが、彼女はそれに挫くじけた様子はない。

　とことこと後に続いて歩いて行く姿は、雛鳥のようでもある。

「奴らが、こんなねぐらを見落とすとは思えん」

「……いないならいないで良いじゃない」

　ゴブリンなんて。妖精弓手のぼやきを無視して、戦士は言った。

「どこかの巣から穴を掘って繫つなげたばかりかもしれん」

「ね……なんか、臭わない？」

　戦士の呟きに応じたわけではないが、妖精弓手が顔をしかめてボヤいた。

　蜥蜴僧侶がゆるやかに首を横に振る。

「生憎あいにく、こうも森の中では拙僧らは鼻が利きかぬ。どのような臭においで？」

「なんていうか、こう……卵が腐ったみたいな……？」


「…………いる、か」



　ぼそりと戦士が呟く。それに呼応して、冒険者たちが各々の武器を身構える。

　妖精弓手はイチイの枝に蜘蛛糸を張った大弓に、木芽の鏃やじりの矢を番つがえた。

　蜥蜴僧侶は父祖へ祈り、牙きばを術法で研ぎ澄ませた刀を握りしめる。

　鉱人道士が触媒の詰まった小袋に手を入れ、女神官が錫杖を両手で握る。

　冒険者たちは素早い動きで駆け出し、ぐるりと穴蔵の周りを取り囲む。


「どうします、潜もぐりますか？　それなら、あらかじめ守りの奇跡を──……」



　不安そうな女神官に、戦士は「いや」と素っ気なく首を横に振った。

「この遺跡──神殿か、裏口はどうなっている。地図があるだろう」

「見た限りは、ないようですな」蜥蜴僧侶が、脳裏に地図を描いて首肯する。

「もっとも、なにぶん古い遺跡ゆえ、崩れておらぬとまでは言えませぬが」

「ならば、燻いぶり出す」

　戦士は円盾を括りつけた左手で、雑囊鞄をまさぐった。

　取り出したのは掌ほどの大きさをした、何かを固めたと思わしき薄い黄色の塊かたまりだった。

　焚付たきつけの木っ端とともにぐるぐると紐ひもで縛しばり上げられ、球状に拵こしらえてある。

　見覚えがあるのか、女神官が僅かに顔をひきつらせた。

「……それ、って──たしか、松脂まつやに……ですよね？」

「そうだ」

「あと、硫黄いおう……」

「この煙は、重く、沈むからな」

　ぼそぼそと呟きながら、戦士は器用に片手で火打ち石を叩たたき、煙玉に火を点けた。

　瞬く間に立ち昇り始めた煙を吸い込まないようにしつつ、彼は穴蔵の中へと放り込む。

「それに、毒気が起こる。死にはすまいが……」

　そう言って、戦士は小振りな剣を鞘さやから引き抜いた。

「後は、待てば良い」

　煙玉から沸き上がる煙が、転げ落ちるように遺跡の奥へと吸い込まれていく。

　冒険者たちは呆れと恐れとが入り混じったような顔を見合わせ、溜息を吐いた。

「……お前さん、えげつねぇことしよるな」と鉱人道士。

「そうか？」

「自覚ないんかい」

　──はたして、効果はすぐに表れた。

　けたたましい喚わめき声と共に、煙の壁を突き破って小柄な影が飛び出してきたのだ。

　子供ほどの大きさの、醜悪な顔をした怪物──小鬼、ゴブリンである。

「ふん」

　彼は小鬼が革の胴丸を着ていると見ると、鉈なたで薪まきを割るように剣を叩きつけた。

　衝撃。悲鳴。血ち飛沫しぶき。

　頭蓋ずがいに剣を埋うずめて天を仰あおぐ小鬼を無造作に蹴倒し、彼は小鬼の手から武器を奪い取る。

　短めの半月刀。赤黒く汚れたそれを軽く素振り、戦士は頷く。悪くない。

　ゴブリンが洞窟で振るうためにあつらえた武具は、彼の手に良く馴染なじんだ。

「連中、装備が上等だ。気をつけろ」

「……こんなの、私の知ってる冒険じゃない」

「違うのか」

「違うわよ」

　顔をしかめながら、妖精弓手が矢を引き絞り、放つ。

　枝葉が自然に矢となったそれは、吸い込まれるように神殿へと飛び込んでいく。

　悲鳴が、三度あがった。

　煙の奥から打って出んとしたゴブリン三匹が、一射で貫かれ転がり出てくる。

「ゴブリンと戦うなら、せめて遺跡の中に入ってからにしない？」

「ま、いつも通りといえばいつも通りですな」

　身悶みもだえる小鬼どもへ、蜥蜴僧侶が躍りかかって刀を振るい、トドメを刺した。

「小鬼殺し殿と探索へ赴くのであらば、やはり覚悟しなければなるまい」

「それもどうかと思うんですけどね……」

　困ったような様子で、女神官が戦士の方をちらりと見やる。

　戦士は逆手に握った半月刀を小鬼の喉のどへ突き立てていた。

　喉を引き裂きながら抜き取ったそれを、すかさず投げ打つ。

　刃は回転しながら宙を飛んで煙の中へ消え、小鬼の悲鳴がまた上がる。

　その手付きは、残酷ざんこくなほどに作業的であった。

「この分なら呪文は必要なさそうじゃのぉ」

　鉱人道士が玉石に投石紐スリングを巻き付けながら呟いた。

　前衛が討ち漏らした時の備えであろうが、実にのんびりとしている。

「ああ」

　戦士が、今しがた喉を切って殺したゴブリンの短剣を取り上げ、刀身を確かめながら頷いた。

　刃には得体の知れない、黒々とした毒液が塗りたくられている。

　女神官がビクリと震えるのを他所よそに、戦士はゴブリンの衣服で毒液を拭い去った。

「術の類たぐいは、突入した後に取っておけ」

　短剣をベルトに挟み、彼は鉱人道士へと応こたえる。

　戦士は神殿の入口を睨みつける。

　累々るいるいと小鬼の屍しかばねが散らばってはいるが、煙の奥から新手が来る気配はない。

　全滅したか、あるいは避難したのか……。

「奴ら、しぶといからな」

　ゴブリンの遺骸から最初に叩き付けた剣を抜き、血脂を拭い、刃を検あらためる。問題なし。

　迷いなく剣を鞘に叩きこむと、彼は頷いた。

「毒気の煙が収まったら、行くぞ」

「もっぺん言うけど、私の知ってる冒険じゃないわ、これ」

「そうか」

「冒険じゃないからね！　数にいれないから！」

「わかった」

　短く言い捨て、戦士は神殿の入口へ向かう。その後に、彼の一党パーティが続いた。

　──只人の戦士、神官、妖精の弓手、鉱人の術師、そして蜥蜴人の僧侶。

　この奇妙な冒険者たちが集ってから、もう星々の巡りは半分ほど過ぎ去っている。

　いつ果てるともなく続く秩序と混沌の戦いに、何度目かの決着がついてよりしばらく。

　彼らはこうして、辺境都市の近隣にある遺跡や洞窟を探索してまわっていた。

　長きに亘わたる戦いの中で忘れ去られた砦とりで、神殿、遺跡、洞窟は、この世に数多い。

　混沌に与くみする者どもが、そこへ潜ひそんで雌伏しふくし、時が至るのを待ちわびているやもしれぬ。

　警戒し、備えなければならないが──恐るべき相手は何も怪物どもだけではない。

　互いに睨み合う余裕を取り戻していた諸王は、これを在野の者に任せる事にした。

　何のことはない──戦い終えて、冒険者たちは日常に戻ったのだ。

　冒険者となるからには、大なり小なり、未知の領域への好奇心がある。

　怪物を討ち斃たおし、財宝を手に入れての立身出世。それは冒険者の夢だ。

　その為の探索行に赴いて報酬が貰もらえるとなれば、願ったり叶かなったりと言えよう。

　もっとも、この場にいる戦士にとっては小鬼の潜む洞窟も、古代の遺跡も、凡およそ大差はない。

　オルクボルグ、かみきり丸、小鬼殺し。様々な字名あざなで呼ばれる戦士。

　今まさに決断的に洞窟へ踏み込まんとする彼は、まだ冒険者ではなかった。

「ゴブリンどもは、皆殺しだ」


　────彼は、ゴブリンスレイヤーだ。







§






　天頂を過ぎた太陽が沈み始めて少し経たった、夕方頃の事だ。

　彼が帰って来たと最初に気がついたのは、牧場主であった。

　夕焼けに染まった牧草地の脇わき、街に続く小道。

　そこをずかずかと無造作な足取りで、彼はゆっくりと歩いていた。

　いつものように薄汚れた鉄兜と革鎧、中途半端な長さの剣、小振りな円盾を括りつけて。

　獣避けの柵さくを修繕していた牧場主は、微かすかに漂う鉄錆てつさびの臭いに顔をしかめ、立ち上がる。

「……戻ったのか」

　ぼそりと、牧場主は呟いた。

　もう、すぐ傍そばまでやってきていた彼は、静かに頷く。

「はい。仕事が終わりましたから」

「そうか……」

　朴訥ぼくとつとした調子で応じる彼に、牧場主は無言で首を横に振った。

　何を考えているのかまるでわからない鉄兜から目をそむける。

　幼い頃から知っている──知っていたはずの彼に、牧場主はかける言葉を持たない。

　牧場主は、彼が苦手だった。

　理解はできるし、無下にもしたくないが、傍にいて欲しい人物ではない。

　もう何年も経つんだぞ、と。思わず呟いてしまう。

　ゴブリンに故郷が襲われるなど、災害、天災のようなものではないか。

　逃げるしかできないものから、一度命を拾い、二度目は抗あらがう事ができた。

　それで良いではないか。

「ええ」

　わかっていると言わんばかりに、彼は頷いた。

「だったら、ほどほどにしてくれ。……あの子が、可哀想かわいそうだ」

「……。善処します」

　牧場主の言葉に、彼は少しの躊躇ためらいと共に応じた。

　やりにくい、と。牧場主は思う。

　彼が何も気にかけない男であれば、牧場主とて気を使う必要はなかったのだ。

　それに気づいているのかどうか、彼は淡々とした口調で続ける。

「すみませんが、納屋を借ります」

「……いつもの事だ。いちいち言わないで、好きに使いなさい」

　吐はき捨てるような返事を背に受けて、彼は牧場主とすれ違って歩き出す。

　牧場の敷地内に踏み込み、牛舎の裏手に回る。干し草の山を越えて、その先へ。

　そこには古びた──使われなくなって久しい、廃墟にも似た納屋があった。

　辛かろうじて屋根や壁に開いた穴は塞ふさがれているが、ただ板を打ち付けただけ。

　乱暴な出来ではあるものの、それは彼が黙々と行った修繕の結果だった。

　牧場主の娘、彼の幼馴染おさななじみの牛飼娘は、自分がやると言い張っていたものだが。

　借りて使わせてもらっている以上、彼が直すのは当然であるように思えた。

「あーっ！」

　そうして彼が納屋の扉に手をかけた時、背後から子供のように快活な声があがった。

　振り返ると、こちらを指さしている少女──牛飼娘である。

　彼女は彼の方へと胸を揺らして駆け寄ると、腕をぶんぶんと振り回した。

「おかえりっ！　もぉーっ、帰ってたんなら声くらいかけてくれれば良いのに！」

「邪魔をする気はなかった」

「挨拶あいさつは、邪魔のうちに入らないんだよ」

「そうか」

　無造作に頷く彼の前に、牛飼娘はぴっと人差し指を突きつける。

　彼が見ると、彼女は「怒っています」と言うように、頰を膨らませていた。

「わかったならちゃんと挨拶する！」

　彼は、少しの間押し黙った。ゆっくりと頷く。

「……ただいま」

「はい、おかえりなさい」

　牛飼娘は、にっこりと微笑んだ。太陽のような眩まぶしさだった。

「さっきも聞いたぞ」

　素っ気なく応えると、彼は立て付けの悪い扉を軋きしませながら開け、納屋へ入る。

　その後に続いて、するりと牛飼娘が体を滑り込ませた。

　彼は立ち止まり、ぐるりと首を巡らせて、幼馴染の顔を見つめた。

「……仕事はどうした？」

「休憩中、かな？」

「そうか」

「そうだよ」

　彼はさして興味がなさそうであった。そのまま、乱暴な手付きで雑囊を床へ放る。

　そして火打石を用いて、梁に吊った古びたランプへ灯あかりを入れた。


　────浮かび上がる納屋の中は、さながら穴蔵のような有り様であった。



　床に御座が敷かれ、所狭しと棚が据えられ、得体の知れない雑貨がずらりと並ぶ。

　薬瓶くすりびん、薬草から、奇怪な卍型の武器、読めない字で綴られた古書、何かの獣の頭骨……。

　その他、牛飼娘には用途の見当さえつかないものが数多い。

　恐らく冒険者であっても、彼がそれで何をする気か、予測できる者は少ないだろう。

「危ないぞ」

「あ、うん」

　ふんふんと物珍しそうな牛飼娘に言い捨て、彼は床の真ん中へどっかと腰を据えた。

　腰帯から剣を外して鞘ごと放り、がちゃがちゃと防具を外しにかかる。

　その横にちょこんとしゃがみこんで、牛飼娘は肩越しに彼の手元を覗きこんだ。

「ね、何するの？」

「兜のへこみを直し、鎧の蝶番ちょうつがいを交換して、鎖帷子を繕い、剣を研ぎ、盾の縁を磨く」

「他はともかく……盾の縁？　意味あるの、そんなとこ磨いて」

「いざという時、役に立つ」

「ふぅん……」

　彼の手付きは義務的で、かつ丹念だった。

　槌つちを振るい、金具を外し、交換し、針金を曲げて鎖とし、砥石を用いて剣と盾を擦る。

　武器は折れようが使い捨てようが小鬼どもから調達すれば良いが、防具はそうもいかない。

　ゴブリンどもが、命を預けるに足るほどの鎧兜を纏っていることは稀だ。

　仮に装備していたとして、それを脱がし、着用できるほどの時間はあるまい。

　そもそも防具が破れた時点で、下手を打てば致命傷を負っている可能性が高い。

　彼にとっては何よりも大事で、重要な、命懸けの作業だった。

　その全ての仕草を、何が楽しいのか牛飼娘はニコニコと目を細めて眺めている。

「……面白おもしろいのか？」

「わりとね。君が何やってるのか、あたしは興味があります」

　えへん、と。芝居がかった仕草で牛飼娘は豊かな胸を張る。

「それでさ。今回の冒険は、どうだった？」

　それからきらきらと目を輝かせて、彼の傍へと身を寄せた。

　ふわりと、甘い牛乳のような香りが漂う。

　彼は殊ことの外ほか素っ気ない声で、言った。

「ゴブリンがいた」

「そっか」

「ああ」彼は作業を続けたまま短く答え、それから「数が多かった」と付け加えた。

　その後ろ姿を牛飼娘は、じっと見つめ──

「えいっ」

　──不意に背中に重たく柔らかい感触を覚え、彼は息を吐いた。

　牛飼娘がしがみついてきたのだ。そのまま、わしゃわしゃと頭をかき回される。

　彼は作業の手を止め、胡乱うろんげに彼女を振り返った。

「……なんだ」

「いや、お疲れさまーって」

　悪びれもせず、牛飼娘は笑う。

「危ないぞ」

「良いから良いから」

「良くはない」

「他には、なにか面白い事あった？　どんな場所だったの？」

　彼は押し黙った。何を言っても無駄だと思ったのかもしれない。
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　磨き終えた盾を壁に立てかけてから、棚を引ひっ搔かき回す。

　たぐり寄せるのは、いくつかの瓶と、手袋、転がっていた乳鉢。

　革手袋を取り出して開封した瓶の中には、干からびた奇妙な長虫が収まっていた。

　真後ろで牛飼娘が「うわぁ……」と呟くのも気にせず、彼はそれを乳鉢に放り込んだ。

「触るなよ。触れると、かぶれる」

「うん……それで、えっと」

「森の中の、遺跡だった」

「遺跡かぁ……ゴブリン退治？」

「いや」と彼は首を横に振った。「……他の者に、誘われてな」

　へぇーと声をあげる牛飼娘に頷き、彼は次々に瓶の中身を乳鉢へと振り入れていく。

　長虫。それに赤い粉末──香辛料。その他、乾燥させた草。刺激物。

　ろくに秤も使わない目分量だが、彼の調合は実に手慣れたものだった。

　後はそれを、ごりごりと乳棒で潰つぶし、擦り合わせ、混ぜていくのみ。

「……なんとかという、昔の街だそうだ」

「名前、覚えてないの？」

「すまん。興味がなかった」

「まあ、多いもんね、この辺り。辺境だし」

　長虫がすり潰され粉末状になったのを確認すると、彼は近くの棚を引っ搔き回した。

　取り出したのは卵──牧場でとれた卵の、殻だ。

　牧場でも鶏を飼育しているとはいえ、毎日定期的に産んでくれるわけではない。

　わりあいと貴重なその卵、割った後の殻を丁寧に貼はりあわせて元の形に整えてある。

　その天頂に開けられた穴へ、乳鉢の中身を注そそぎ込む。

　慎重に、殻の中を満たしていく粉末を眺めていた彼が、ポツリと「そういえば」と呟いた。

「大きな」

「うん」と牛飼娘は頷く。

「大きな、木の根が、張り出していた」

「おっきいって、どれぐらい」

「お前の背丈ほどだ。……越えるのに、苦労した」

「はぁー。それはすごいねぇ」

　子供のような感想で、やはり子供のように彼女は感心していた。

　村から街へ移り、牧場で暮らして長い彼女は、そんなものを見たことがなかった。

　今となっては、彼女より彼のほうが、遥かに世の中の多くを知っているのだろう。

　それが彼女には寂さびしくもあり、また嬉うれしくもあった。

「そして、ゴブリンがいた」

　やがて粉末で満たされた卵を油紙で包み、封をしながら、彼は独り言のように話す。

　その口調は素っ気なく、しかしどこまでも真剣なものだった。

「……妙だった。奴ら、妙に装備が整っていた」

　ふむん、と。牛飼娘はおとがいに指を添えて考えこむ。

「この間の戦争で、逃げてきたのじゃない？」

「だったら、入り口に見張りぐらい立てる」

「むむむ……。まぁ、君がわからないんなら、あたしにもわかんないや」

　ひとしきり唸った後、わぁーっと両手をあげ、彼女はごろりと仰向あおむけに倒れこむ。

　薄暗い天井てんじょうで、じりじりと音を立ててランプが燃えていた。

「汚れるぞ」

「いーよ、べつに」

　彼の言葉に、牛飼娘はにへらっと笑って応じる。

「ね」彼女は寝返りを打って、彼の傍へと転がった。「明日ってさ、お休みだったりする？」

「いや」

　そうして完成した卵の殻を雑囊へ収めながら、彼は静かに首を横に振った。

「ギルドの、受付嬢に呼ばれている」

「そっか、ざぁんねん」

　ああ、と彼は短く頷いて、言った。

「ゴブリン退治かもしれん」
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「いえ、ゴブリン退治じゃありませ──あ、だからって帰らないでください！」

　組合応接室の扉に手をかけていたゴブリンスレイヤーは、億劫そうに振り返った。

　豪奢な長椅子ながいす、毛足の長い絨毯。壁一面に飾られた怪物や魔獣の首、古びた武具。

　往年の冒険者たちが手に入れてきた戦利品トロフィーに囲まれた男は、淡々と答える。

「だが、ゴブリンではないのだろう」


「ええ、まあ、その……そう、なんですけど…………」



　ちょこんと長椅子に腰掛けていた受付嬢が、今にも泣き出しそうな表情で彼を見つめている。

　彼女は書類の束たばを、ぎゅっと抱きしめるようにしながら、か細く呟いた。

「……やっぱり、ゴブリンじゃないと、ダメ……ですか」

　ゴブリンスレイヤーは、押し黙った。鉄兜の奥、表情はわからない。

　ややあって、彼は静かに溜息を吐いた。

　そして踵きびすを返し、ずかずかと長椅子へ歩み寄ると、どっかと乱暴な調子で腰を下ろす。

　彼は対面に座る彼女の顔を見て、言った。

「手短に頼む」

「──っ、はいっ！」

　ぱぁっと、受付嬢の顔が子供のように輝いた。

　彼女は手早く書類を整え、再び卓上に並べていく。

　羊皮紙にしたためられたそれは、ある冒険者たちの履歴りれきであるらしい。

　名前や、種族、性別、技能、そして受けてきた依頼内容などが事細かく記されている。

「ゴブリンスレイヤーさんには、立会人をお願いしたいんです」

「立会人」ゴブリンスレイヤーは得心がいったように頷いた。「昇級審査か」

　冒険者の等級は、白磁から白金までの十段階に分けられる。

　等級査定の基準は、今までの報酬金額と貢献度、そして人格。

　これらを『経験点』などと称する者もいるが、まあ間違ってはいない。

　つまるところ、如何に大衆や社会に役立ったか、という目安なのだから。

　しかし一方、当たり前だが、冒険者とは戦闘技術を持ったならず者に他ならない。

　冒険者において実力と共に重要視されるのは、当人の人格。

　よって、上位冒険者の立会いのもと、審査──つまり、面接が行われる。

　なので例えば身元のわからぬ凄腕すごうでの風来坊が、一挙に銀や金になる。

　……などという物語のような事は、まず無理である。

　あるいは、女性ばかりを仲間にしている男性冒険者も、昇級は中々に難しい。

　実態はどうあれ、女癖の悪い冒険者に重要な依頼を任せたいと思う者は少ないからだ。

　幾ら実力があろうと実力しかない愚か者は、一生涯、白磁のままなのだ。

　優秀な冒険者ほど、周囲の目を気にし、信用に恥じない振る舞いを心がける。

　──歴史上数名しか存在しない白金、ごく一部の例外はともかくとしても、だ。

「……しかし」

　ゴブリンスレイヤーは不審そうに言った。彼にしては珍しい事だった。

「俺おれで構わないのか？」

　あら、と。受付嬢が何でもない事のように応じる。

「何を言ってるんですか。あなただって、銀等級なんですよ？」

「組合が勝手に決めた事だ」とゴブリンスレイヤー。

「つまりそれだけ、皆に感謝されてるって事です」

　自信たっぷり。まるで我が事のように、受付嬢は誇らしげだった。

　ゴブリンスレイヤーは、むっつりと黙りこんだ。

　しばし天井を見上げていた彼だったが、ほどなく、摑むようにして書類を手に取る。

「……誰の審査だ」

「あっ、ありがとうございます！」

　ぴょこんと三つ編みを跳ねさせながら、彼女は喜色満面で頷いた。


「一党パーティを組んでる方々で、鋼鉄から青玉、八位から七位への査定なんですが──……」
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「こ、今度こそ、今度こそ何卒、何卒、昇級を……ぜひ……っ！」



　面接室に続く廊下。待機中の冒険者たちの間に、ぶつぶつと祈禱きとうが流れている。

　唱えているのは、継当てだらけの僧衣を纏った中年の男だ。

　恐らくは僧侶──否、単純に僧侶というわけではあるまい。

　年齢のわりに引き締まった体格。傍かたわらには使い込まれた六尺棒。武僧の類であろう。

　剃髪ていはつこそしているが、塗りつける香油がないらしく、禿頭に薄く毛が生はえかけていた。

「うっせぇぞ、おっさん！　僧侶だからって念仏唱えんな。辛気臭い！」

　応じたのは目つきの鋭い、見るからに戦士といった風体の若者だ。

　語気こそ強いが、彼は落ち着かなげに身じろぎをしている。

　その度に使い古しの鉄鎧と戦斧がぶつかり、金擦れの音を立てていた。

　錆こそ浮いてないものの、随分とくたびれている。あまり良品とはいえない。

「くっそ、せめて磨いてくれば良かったかな……」

「仕方がない。おじさんは私たちの中で唯一の所帯持ち。神頼みもしたくなる」

　罵ののしる戦斧士をたしなめるように呟いたのは、魔術師風の女だ。

「それに、磨いたところで大差はないね」

　ほころびの多いローブから、僅かに尖った耳が覗いている。彼女は半森人だった。

　妖術師がせわしなく頁を繰る呪文書も、随分と古い写本であるらしい。

　剝はがれ落ちかけた表紙を、無理やり糊で貼り付けて修繕してある。

「まあ、まあ、落ち着きなよ。怒ったって、どうにもなんないんだしさぁ……」

　そしてへらへらと笑う、小柄──いや、他の者の半分ほどしか背丈のない、青年。

　傷のない革鎧を着て、腰には短剣。毛皮で裏打ちされたブーツを履はいている。

　彼は圃人の斥候──圃人斥候と見て取れた。

「そりゃあ、そうだけどよぉ」と戦斧士。「鋼鉄と青玉じゃ、依頼も報酬も段違いだぜ？」

「昇級すればもう、下水道のネズミ退治なんて仕事とはおさらばできる」

　妖術師が戦斧士に追従すると、彼はいつもの斧を振るうような風速で続けた。

「俺らだって借金の利子以上に稼げる。おっさんも生活がかかってんだ。そりゃ必死だろ」

「私も同じ。呪文書は高いから。祈って昇級できるのなら、いくらでも祈るよ」

　妖術師がどこか達観したように呟いた。ローブの奥から、じろりと圃人斥候を睨む。

「それより、君は他人事ひとごとみたいに言うね」

「いやあ、あははは……」

　圃人斥候は頭をかきながら、照れたように笑った。

「だっておいら、ほら、危ないのとか、やっぱ怖いしさぁ。借金とかもないし」

「ヘタレ」

「臆病」

　戦斧士と妖術師の二人が呆れ混じりに呟いても、圃人斥候は肩をすくめるばかり。

「はぁい、それじゃ次の方どうぞー」

　と、そこに面接室から受付嬢の明るい声がかけられた。

「あ、おいらの番だ！」

　ひょいっと身軽な動きで圃人斥候が立ち上がる。

　そんな彼に対して、拝み倒すように禿頭武僧が縋すがり付いてきた。

「頼む、頼むぞ、しっかりな……！」

「わかってるって。うるっさいなぁ」


　面倒くさそうにその手を払いのけて、圃人斥候は面接室の戸を開け──……、



「……うわっ」

　ぎょっと彼は目を剝むいた。

　面接室に控えているのは、三人。

　ギルドの職員が一名。澄まし顔の受付嬢。いつか尻を引っ叩いてひぃひぃ泣かしてやる。

　もうひとり、ギルドの制服を纏った細身の女が一名。

　はて、誰だったか。圃人斥候は首をひねった。見覚えはあったような、ないような。

　そして上位の冒険者が一名──問題は、これが異様な風体であったこと。

　安っぽい鉄兜。薄汚れた革鎧。冒険に出るわけでもないのに、この装備。

　剣と盾こそ持っていないものの、見間違えるはずがない。

「ゴ、ゴブリンスレイヤー……」

「不都合があるか」

「い、いやぁ……」

　圃人斥候は無愛想な彼へ媚こびへつらうように笑って、後ろ手にドアを閉める。

　はっきり言って、圃人斥候はゴブリンスレイヤーという男が嫌いではなかった。

　ゴブリン退治という楽な仕事ばかりして、銀になった男だ。

　金を稼ぎたい。有名になりたい。褒められたい。けど死ぬのも怖いのも嫌だ。

　きっと、彼もまた自分と似たような事を思っているに違いないと、そう考えている。


　その無表情極まりない鉄兜だけは、どうにも好きになれなかったが──……。



　ゴブリンスレイヤーは対面に腰を下ろした圃人斥候を、じろりと見据えてくる。

　圃人斥候はぶるりと身を震わせた。嫌いではないが、苦手ではあった。

「え、えっと、それでなんだっけ。昇級審査だよね」

　圃人斥候はへらへらと薄っぺらく笑い、両の掌を素早く擦り合わせた。

「バァーンと青玉、翠玉通り越して紅玉……いやさ銅ぐらいまで行っちゃってよ」

「いやあ、そうはいかないですよ」

　にっこりと微笑んで、受付嬢が応じる。

　彼女はぺらぺらと手元の書類をめくりながら、

「その革鎧やブーツ、新しいものですよね？　気になるなぁって」

「あ、わかる!?」

　圃人斥候はにやりと唇の端を歪ゆがめて笑い、小さい足を机の上に投げ出した。

　真新しいブーツは傷ひとつなく、よく磨かれ、しかし光を吸い込むような黒色をしている。

「結構上等な品でさ。艶消つやけしもしてもらって、おいらにぴったりなのさ」

「へぇ」

　だから、彼は気づかなかった。

「どうして皆さん同じ依頼を請けてらっしゃるのに、あなただけ最近羽振りが良いんです？」

　彼女の声が、ひどく事務的で平坦なものであることに。

「報酬総額と比較しても、これは変だなぁって。計算ミスとかじゃないと良いんですけど」

　びくりと身を強張らせる圃人斥候に構わず、受付嬢は淡々と続ける。

「お仲間の皆さんと違って、一人だけ依頼達成の報告も曖昧な部分が多いですし」

「あ、えっと、それは、その」

　圃人斥候は、慌てて足を卓上から降ろした。

　右を見て、左を見る。逃げ道はない。

　彼は咄嗟とっさに頭を動かし、舌が回るままにしゃべくった。


「じ、実はその、最近ちょっとおいらの実家から仕送りをしてもらって──……」



「噓うそ」

　ぴしゃり、と。今まで黙っていた職員が言った。切り捨てるような口調だった。

　圃人斥候は表情を笑みで取り繕いつつも、内心で舌打ちをする。

　彼女の胸元を飾るのは天秤と剣を組み合わせた、至高しこう神しんの聖印だ。

「至高神の御名に懸けて。今の言葉は間違いなく噓」

《看破センス・ライ》の奇跡。ちくしょう、覗き魔どもめ！

　見覚えがないのも当然だ。

　職員であると同時に、法と正義を司つかさどる至高神の司祭──監督官ではないか。

　なんてことだ。目をつけられた？　どうして？

　受付嬢がこれみよがしに、ぱらぱらと書類をめくって言った。何でも知っているぞ、と。

「先日の遺跡探索から装備を新調してるようですね……ああ、あれをやっちゃいましたか」

　彼女はにこやかに笑うと、ぽんと手を打って頷いた。

「偵察って言って一人だけ先行して宝箱見つけて、中身をネコババして売っちゃった！」

「う……」

　図星だった。

　遺跡の探索において、怪物はもとより罠わなの類も致命的な脅威である。

　圃人斥候が斥候を買って出たのも、仲間たちがそれを認めたのも、当然の成り行きだ。

　彼は慎重に遺跡の中に足を踏み入れ、幾つかの曲がり角を調べ、そして……。

　そこで、宝箱を見つけた。

　罠はかかっておらず、解錠も楽で、中には古銭とはいえ金貨が何十枚か。

　空っぽの宝箱は珍しくもない。そして、彼の背負い袋にはまだまだ余裕があった。

「いや、そ、そ、その、おいら……」

　圃人斥候は困ったように笑うと、叱られた子供のように頭を搔いて、頷いた。

　これはもう、さっさと謝ってしまったほうが得策であろうと。算段をつけたのだ。

「つい……ごめんなさい」

「まったく、困るんですよねー」

　にっこりと笑って、受付嬢は彼の謝罪に応じた。

　ぺらぺらと手元の書類をめくって見せるのは、単なるポーズだ。

　何もかもお見通しなのだと、そうはっきり伝えるための。

　ギルドの内部に宿や酒場があるのは、単に下位冒険者を支援するためだけではない。

　金の流れは、どんな時だって噓を吐かないものだ。

「あなたみたいな人がいるから、圃人や斥候の方々が偏見の目で見られるんですよ」

　──ああもう、まったく。そう言わんばかりに彼女は首を左右に振る。

「まあ、初犯ですから……白磁への降格と、この街での冒険者業禁止ですかね」

「ちょ、ちょっと待てよ！　おかしいだろ!?」

　思わず、圃人斥候は卓上に身を乗り出して叫んだ。

「たかが宝箱一つちょろまかしただけで、おいら追い出されなきゃならないのか!?」

「はぁ？」

　受付嬢の返事は、冷たい。

　彼女は呆れたように──事実呆れていたが──首を傾かしげた。

「『たかが』って、馬鹿ばかじゃないですか？　信用はお金じゃ取り戻せないんですよ？」

　信用、信頼を裏切るような人に、冒険者としての資格はない。

　もちろん、荒事あらごとを主体とする稼業だ。前歴問わず。相応に素行不良な者もいる。

　揉もめ事は絶えない──だからこそ、可能な限り誠実でなければならないのだ。

　冒険者とは所詮、信用や信頼がなければ無頼ぶらい漢かんに過ぎない。

　そして冒険者ギルドで扱っている商品とは、信用と信頼に他ならない。

　昇級できる程度に有能で、初犯だからこその温情を、この冒険者は理解していないのか？

「こちらは『報酬を誤魔化ごまかした罪で降格処分しました』と発表の上、残留でも構いませんが」

「う……」

　圃人斥候は、言葉に詰まった。彼は機転を利かせようと、とにかく必死に頭を回す。

　みんなもやっていること。ダメだ。結局裁かれる事に変わりはない。


　だれそれにやれと脅されたと言えば──……。



「下手なことを考えても、無駄だよ」

　……無理だ。正義を司る司祭が目を光らせている。

　だから──彼は、唯一の突破口を、自分の同類へと求めた。

「な、なあ、頼むよ、ゴブリンスレイヤー。同じ街の冒険者のよしみでさぁ」

　縋るような目。媚びるような笑み。両手を擦り合わせながらの懇願。

　腕組みをしたまま、今まで一言も口にしなかった人物が、ひどく面倒くさそうに応える。

「知らん」

　その返事は端的だった。

「俺は立会人だ。それ以上でも以下でもない」

「けどよ。けどよぉ……冒険者じゃねえか」

「そうとも」

　ゴブリンスレイヤーは、じろりと、食い下がる圃人の顔へと視線を向けた。

「その冒険者を騙だましたのではないか」


「…………ッ！」



　圃人斥候が、文字通り顔を赤くして二人を睨みつけた。

　彼の脳裏に一瞬、腰の短剣に手をかけて受付嬢へ飛び掛かる自分の姿が過よぎる。

　やってやれない事はない。


「…………」



　──だが、それにはゴブリンスレイヤーを越えねばなるまい。

　少なくとも単独ソロで、本来一党パーティで挑む小鬼狩りを行う程度に強い戦士を。

　真正面から圃人斥候が跳びかかって、勝算は幾らほどか。


「…………」



　小鬼殺しの鉄兜から視線が突き刺さる。圃人斥候はごくりと生唾を飲んだ。

　彼は斥候らしく頭の回転は早く、愚かでもなかった。

「……覚えてろッ」

　彼は昂たかぶる感情から捨てゼリフを迸ほとばしらせると、椅子を蹴って面接室を飛び出した。

　ばたんと大きな音を立てて閉まる扉を前に、受付嬢はほっと息を吐く。


「お断りします。……はぁー……こわかったぁ……」



　ようよう、受付嬢は顔に貼り付けていた笑みを剝がして、情けなく突っ伏す。

　あの斥候が最後にこちらを睨みつけた時、受付嬢は思わず震え上がっていた。

　ゴブリンスレイヤーがいなければ、どうなっていた事か。

「……ありがとうございます、ゴブリンスレイヤーさん」

　ぺしゃりと三つ編みを垂らしたまま、彼女は傍らの鉄兜を見上げる。

「いや」ゴブリンスレイヤーは静かに首を横に振った。「俺は何もしていない」

「そんな事ないです。昔、都で組合の研修を受けてた頃なんか酷ひどかったんですよ？」

　突っ伏したまま、受付嬢はほんのりと微笑んだ。

「口を開けば猥談ばっかりで下品な人とか、見るからに女の子口説きたい人とか……」

「多いよね。都の方は、本当に」

　やれやれと溜息を吐いた監督官が、天秤剣の印を、そっと撫でた。

「私たちは、そんな人の相手を一人でしなきゃならないので……うん」

　小さく頷くと、彼女は机に手をついてしっかりと身を起こす。三つ編みが揺れた。

「やっぱり信頼できる人が立会人をやってくれると、それだけで安心感が違います！」

「そうか」

「ええ、そうですとも」

　彼女はゴブリンスレイヤーについて語る時、いつでも自信に満ちた表情をする。

　彼はそれを受けて、少し黙り込み、ゆっくりと席を立った。

「……終わったのなら、俺は戻るぞ」

「あ、はい。謝礼金は受付に行けば出てくると思いますので……」

「わかった」

　ずかずかと無造作な足取りでドアへ向かうゴブリンスレイヤー。

　その背を見ていた受付嬢は次の瞬間、思わず声をあげていた。

「あ、あのっ」

　やってしまった。言ってしまった。受付嬢の脳裏に後悔が起こる。

　ドアノブに手をかけていたゴブリンスレイヤーが、ゆっくりと振り返った。

「なんだ」

　受付嬢は、逡巡しゅんじゅんした。

　声をかけた時の勇気は、それだけであっさりと消費されてしまったらしい。

　彼女は一度口を開きかけてやめ、結局、言うべきことだけを口にする。

「……お疲れ様でした」

「ああ」ドアノブを回した彼は、ぼそりと呟いた。「お互いにな」

　ばたん、と。音を立ててドアが閉まる。

　残された受付嬢は、再び卓上へと身を伏せた。

「はふぅ……」

　ひんやりとした天板が頰に心地よい。

「お疲れ様」

　同僚である監督官が、張り詰めた表情を緩めて、受付嬢の背中をぽんぽんと撫でた。

「でも、あの人はまた何かやりそうだね」

「……けど、生き残った冒険者って貴重ですからね。明瞭な犯罪行為でもないですし……」

　むしろ冒険者という枠を取っ払って、本当のならず者になられても困るものだ。

「まあ、秩序にして善から、混沌にして悪まで、冒険者も幅広いから」

「あくまでも冒険者としてなら、許容範囲なんですけどねぇ……。お疲れ様でした」

「いやいや。至高神の司祭として当然のお勤めだから、問題はないよ」

　監督官はひらひらと手を振ってにこやかだが、受付嬢としては溜息を吐くばかり。

「法の神様的に、今の私の対応って、どうでした？」

「正義の神っていうとだいたいの人が誤解するし、お芝居とかでもそうだけどさ」

　こほん、と。監督官は、それこそ芝居がかったしぐさで咳払せきばらいをひとつ。

「悪を裁く事ではなく、悪があると気付かせる事こそが正義なんだよ」

　法は道具であり、秩序はより良く生きるためのもの。それ以上でも以下でもない。

　故にこそ至高神が啓示をもたらす事はない。

　神からの御言葉に従うのではなく、自らの意思で考え、判断せよ、というわけだ。

　受付嬢は行儀悪く机に突っ伏したまま、なんとも気の抜けた風で顔だけを友人へ向けた。

「立派な考えですよね、それ」

「実践できればね。私はまだまだ。剣の乙女おとめ様と比べれば、とっても」

「そりゃあ、比較対象が悪すぎますよ」

　剣の乙女。

　その名が語られるようになったのは、もう十年も前からになる。

　受付嬢は十二か、十三歳か──幾柱かある魔神王のひとつが、蘇よみがえった年のこと。

　白金等級の冒険者、勇者は現れることなく、人々が懸命に戦っていた頃の伝説。

　第二位である金の冒険者一党パーティが、敢然かんぜんと魔神王に挑み、そして……。

「魔神王に打ち勝った。その一人、偉大なりし至高神の下僕、剣の乙女」

　監督官が夢見る乙女のように頰を染め、息を吐く。「憧あこがれだね」とつぶやいて。

「それにこっちは《看破センス・ライ》するだけだからね。楽なもんだよ。まだ仕事、あるんでしょ？」

「昇級を待ってらっしゃる人多いですしね。降格処分だって書類用意しないと……」

「がんばれ、がんばれ」

　ぽんぽんと、また友人が背中を撫でてくれるが気休めにもならない。

　ならない、が……少し元気は出た。「うん」と頷いて顔を起こすと、

「で、あれがお気に入りの彼？」

　にやにやと底意地の悪い彼女の笑みとかちあった。

「え、ええと……」

《看破センス・ライ》はまだもたらされているのか？　受付嬢は天井を見上げる。至高神は何も言わない。

　観念した彼女は、わずかに視線を泳がせつつも、素直に首を縦に振った。

「……そ、そう、ですけど？」

「ふぅん。ま、わかるけどね。都にいた頃から、硬派な人が趣味だったもんね」

「そりゃ、もっと、こうストイックな冒険者さんはいないかなぁって思ってましたけど……」

　残念ながら──今思えば幸運なことに──都にいた頃には、そんな出会いはなかった。

　彼と彼女の付き合いは、受付嬢が研修を終え、この辺境の街に配属されてからになる。

　登録したての冒険者と、新人の職員として知り合って……以来、そのままの関係が続く。

　ひたすらゴブリンを狩り続ける彼は、それ以外の事に目もくれない。

　都の軟派な冒険者に辟易へきえきしていた彼女にとって、その姿は実に新鮮だったものだが。

「ちょっとストイック過ぎるっていうか、なんていうか……」

　──お話できるのは嬉しいんですけど、せめてお食事に誘ってくれたりとか……ううん。
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　受付嬢は首を横に振った。

　冒険の後で、爽さわやかに食事に誘ってくる彼？

　それではまったく、らしくもない。

　さりとて自分から誘う勇気はまだない。もうちょっとこう、なにか、きっかけがあれば。

「幸せそうな様子で何より。……で、お仕事やらなくていいの？」

「……うん、バカな事考えてないでお仕事しないとですね」

　気を取り直し、彼女はゆっくりと上体を起こした。机上に積んだ書類の束を整える。

　やるべき事は多いのだ。

　圃人斥候の転属から、戦斧士、妖術師、禿頭武僧の昇級処理。

　他にも日常の業務がごまんと控えている。

　とにかく目の前のことからとりかかり、片付けるべきだ。


　意を決して彼女がペンをとり、インク壺の蓋をあけ、羊皮紙に走らせ────



「おい」

「わひゃあっ!?」


　────不意に間近で聞こえた声に、ペンが文字通り踊った。



　ばくばくと跳ねる心臓を押さえながら振り返った先には、表情のわからない鉄兜。

　インクをこぼさないよう気をつけつつ、わたわたと慌てて髪を整え、息を整え。

　にやにやと笑っている監督官には後でやり返す事を誓いつつ。

「ど、どうしました、ゴブリンスレイヤーさん」

「決まっているだろう」

　応じる彼の声は、無機質ながらも心なしか明るい。手には依頼書が握りしめられている。

　戻りがけに掲示板から引きちぎってきたのだろうか？　いや、依頼はなかったはずだ。

　──それに、あの書類形式……名指しの依頼？

　誰から。どこから。それはわからねど、遠方から郵便馬車で運ばれる特別の様式。

　それを見て取った受付嬢が首を捻ひねるのをよそに、彼はきっぱりと言い切った。

「ゴブリン退治だ」

　受付嬢は、くしゃくしゃになったような笑顔を浮かべた。





§






「報酬は一人金貨一袋。来るのか、来ないのか、好きにしろ」

　どっかとギルド内酒場の席に腰を据えたゴブリンスレイヤーは、そう言って締めくくった。

　まだ昼日中だが、すでに気の早い連中が酒を飲みに繰り出して来ていて、よく賑わっている。

　もともと冒険者の仕事に昼夜の概念は薄い──戦闘時を除けば、だが。

　延々と遺跡や迷宮に潜り、出てきたら夜、あるいは朝、なんてこともザラだ。

　朝方潜って夜に戻ってきたつもりが、実は翌日の夜だった、という笑い話もある。

　隊商の護衛などであれば昼に出立することもあろうし、酒場から灯ひが消えることはない。

　今日もそうして昼食や酒を堪能たんのうする冒険者たちで、酒場はごった返していた。

　対面で、ひとしきり話を聞いていた女神官が、こめかみを押さえながら頷く。

「……まあ、だいたいわかりました。わかっていたつもりですけど、わかりました」

「そうか」

「ええ、はい。あなたの行動に一々驚いてたら身が持たないという事が」

　円卓には、他に三人の冒険者の姿もあった。彼の一党パーティ。彼女の仲間たち。

　呆れたようにしながらも「うんうん」と、女神官へと同意を示す妖精弓手。

　蜥蜴僧侶は目を細めて尻尾しっぽを振りながらチーズに齧かじりついている。

　鉱人道士はニヤニヤとした顔で、チョッキの裏地に宝石を縫い付けるので忙しいようだ。

　女神官は神殿の子供たちを諭すように、「良いですか」と形の良い人指し指を振って見せた。

「前も言いましたけれど、選択肢があるようでないのは、相談とは言いません」

「選択肢はあるだろう」

「『一緒に行く』『行かない』は、ただ二択を迫っているだけです」

「そうなのか」

「そうなんです」

「……ふむ」

　ゴブリンスレイヤーは不思議そうに首を傾げた。わかっているのだか、いないのだか。

　女神官の脳裏に、本当は何も考えていないのではないかと、そんな思いも過る。

「どうせ、私たちが行かないって言ったら、一人で行くんでしょ？」と妖精弓手。

「当然だ」

　やっぱ相談じゃないわよ、これ。妖精弓手はそう言って笑った。

「ま、わしらにも『相談』するだけ、かみきり丸も柔らかくなったっちゅうことかの」

「甘露かんろ、甘露。……うむ。良き傾向でありましょうな」

　縫い付けた宝石を灯りにかざして具合を確かめながら、鉱人道士。

　さらに蜥蜴僧侶が、舌鼓を打ちながら続く。抱えたチーズは、既に八割齧られていた。

「じゃあ、わたしたちも好きにします。宜しいですか？」

　女神官が立てかけていた錫杖を、両手でしっかと握りしめる。

「構わん」

　ゴブリンスレイヤーは淡々と応じる。

　女神官は何度目かになる溜息を吐いて、目を閉じ、そしてハッキリと言った。

「では、ついて行きますね」


「…………」



　たおやかに微笑む女神官に彼は黙りこみ、ややあって「そうか」と小さく呟いた。

「ま、この前は私の冒険に付き合ってもらったしね。結局ゴブリン退治になっちゃったけど」

　どこか得意げな妖精弓手が、うきうきと長耳を上下に動かした。

　気の早い彼女はもう大弓の具合を確かめ、矢筒の中を検め、鞄を肩に下げて席を立つ。

　ふふん、と。薄い胸を自信たっぷりに張って、妖精弓手は片目を瞑ってみせる。

「手伝ったら冒険一回。良いでしょ、オルクボルグ？」

「ああ」ゴブリンスレイヤーは頷いた。「それで良い」

「それから、例の毒気起こす奴は禁止ね！」

「む……」

「当然でしょ？」と指を突きつけられたゴブリンスレイヤーは短く唸る。

　ややあって、彼はもごもごと言った。

「……有効なのだが」

「ダメ。あと火攻めと水攻めとかも。他の方法を考えるよーに」

「しかしだな」

　こうなるともう、妖精弓手は文字通り聞く耳を持たない。

「よせよせ。長耳を犬の尾みたく振っとるから、人の言うことが入らんのだ」

　鉱人道士がぼやくのを聞いた蜥蜴僧侶が、愉快そうに目を細め、鼻先を舌で舐なめた。

「さしも蛇の如ごとき小鬼殺し殿の知略も、野伏殿の前には形無しですな」

「……仕方あるまい」

　反論らしい反論もせず、ゴブリンスレイヤーは押し黙った。

　それが妖精弓手の同行する条件だというのならば、是非もないのだろう。

　──わりと、素直な人ですよね？

　女神官がこっそりと笑み浮かべ、妖精弓手へと目配せをする。頷き合う。

「なんにせよ……」と、そんな合間を縫って、蜥蜴僧侶が顎を開いた。

　彼はさも思慮深く考えたことを示すように重々しく、勿体ぶって言葉を紡つむぐ。

「そうならば、呪文遣いは一人でも多いほうが良いでしょうや」

「おいおい、鱗の」

　それを聞いた鉱人道士が髭をなでながら、咎めるような口振りで言った。

「その理屈だと、わしも行かねばならんようだぞ？」

「おっと、それは失敬」

　蜥蜴僧侶がぐるりと大きな目を回した。鉱人道士が親しみを込め、その脇腹を肘で突く。

「まったく、仕方がないのぉ。これではまったく、わしも断れんではないか」

　わざとらしく「まったく」を繰り返して鉱人道士は針仕事の手を止め、道具を片付けた。

　かさばる金貨を宝石に両替し、盗まれぬよう衣服に縫い付けるのは珍しい事でもない。

　手先の器用な鉱人の手にかかれば、どこに縫い込まれたかもわからぬほどだった。

　上着にばさりと袖そでを通し、豊かな白髭しろひげを手でしごき、彼はニヤリと笑って見せた。

「ちょうど路銀の準備も終わったとこだしの。付き合うとしよう」

「あら」と妖精弓手。彼女は猫のように目を細めて笑いかけた。

「嫌なら来なくっても良いのよ？」

「お前さんこそ、無理くり理屈つけるくらいなら来なくて良いぞ？」

「む……！」

　ぴんと長耳を逆立てた妖精弓手が、両手を卓について鉱人道士へ詰め寄った。

「いい加減、頭に来てたのよね……。勝負よ、鉱人！」

「ほ！　耳長娘が、良い度胸しとるわ。手加減しちゃるかんの」

　不敵に笑った鉱人道士が、卓上の酒瓶二つと杯を手繰たぐり寄せた。

「わしゃ火酒。そっちは葡萄酒。どうかの」

「望むところ！」

　喧々けんけん囂々ごうごう。酒精を杯に注ぎ、二人揃そろって勢い良く呷っていく。

「お、なんでぇ。面白いことやってんじゃねえか」

「ふ、ふふ……。賭かけ、る？」

　当然、そんな愉快そうなことを放っておく冒険者どもではない。

　槍使いが喜々として口を挟み、魔女が帽子を脱いで早速胴元として名乗りをあげる。

　わっと歓声があがり、酔いもあわさった冒険者は、次々と財布の紐をゆるめだした。

　真っ先に金貨を帽子に投じたのは、女騎士だ。横には呆れ顔の重戦士が立っている。

「よし。私は彼女の方に賭けるぞ。金貨で三枚！」

「おい、剛気だな。大丈夫か？」

「ふふふ、大穴狙ねらいだ。なにせ秩序にして善なる私には神々の加護が……」

「どっちかっつーと至高神は博打咎める方じゃねえかなぁ」

　ならば俺は鉱人だ。いいや、娘っ子に賭けるぞ。もっと飲め、もっと飲め！

　勢いのまま飲み比べを始めた仲間たちを眺めて、女神官が困ったように呟いた。

「……止めなくて良いんでしょうか？」

「どうせ、そう何杯も続かずに片が付く」

　ゴブリンスレイヤーは至極あっさりと切り捨てる。

　なにしろ鉱人は酒に強く、森人は酒に弱い。

　考えるまでもなく、どちらが勝負に勝つかは自明の理だった。

「いやいや、野伏殿は意地が強い。これはわかりませぬぞ？」

　顔を真まっ赤かにして次の葡萄酒を飲もうとする妖精弓手を、蜥蜴僧侶は楽しげに見やる。

「つぎぃっ！　まぁだまだなんらからね！」

「ほいきた！」

　聞こえる声からして呂律ろれつが回っておらず、彼女の目は据わっている。

　だんと卓に叩きつけられた杯に、なみなみと葡萄酒が注がれていく。

　それを彼女がぐいっと一息で呷るものだから、周りからもわっと声があがるのは当然だ。

　取るに足らない、記憶に残るほどのこともない、けれど愉快な時間。

　酔い潰れて卓に突っ伏す妖精弓手の横で、鉱人道士が拳こぶしを掲かかげ勝鬨かちどきをあげる。

　森人相手に酒盛りで勝ち誇ってどうするのかという質問は、鉱人には無意味なものだ。

　ならば次は私がと意気込む女騎士を、大慌てで重戦士が止めにかかる。お前は酒癖が悪い。

　二人の一党パーティである少年少女、それに半森人の青年は笑って囃はやし立てるばかり。

　傍観に徹していた槍使いが、魔女に煽られて腕まくり。

　それを見た女騎士も、負けるものかと重戦士を押し出した。

　続いて始まる腕相撲。当人たちは不本意ながら、やるとなったら負けられぬ。

　やんややんやと喝采が上がる。鉱人道士が審判を買って出、魔女が再び三角帽を掲げだす。

　こうなるともう、後はとまらない。どっちが勝つ、負ける。再び乱れ飛ぶ硬貨の雨。

　槍使いが勝った。重戦士が勝った。

　ようし次は俺だと新米戦士が声をあげ、やめなさいよと見習聖女に小突かれる。

　重戦士は良い覚悟だと頷いて、逃げようとした少年斥候の首を捕まえ引きずりだした。

　まだまだ未熟ノービスの男子二人が真剣に腕相撲。


　見守る冒険者は勝手気ままに応援し、鉱人道士の合図と共に勝負がはじまり──……。



「……ゴブリンスレイヤーさん」

　頃合いだろう。女神官がそっと彼を見上げると、鉄兜が「ああ」と、ゆっくりと頷いた。

　ゴブリンスレイヤーはのそりと席を立つと、円卓を回りこみ、妖精弓手を脇から抱え込んだ。


「ふ、みゅぅ……」



「……む」

　ぐったりと弛緩した身体は、しかし小枝か何かのように華奢で、軽々と持ち上がる。

　ともすれば折れてしまいそうな繊細な肢体の感触に、ゴブリンスレイヤーは唸った。

　ちらりと女神官へと目を向ける。彼女はにこにこと微笑んでいた。仕方あるまい。

「後で怒るなよ」

　聞こえてはいないだろうが呟くと彼は身を屈かがめ、妖精弓手の下に身体を潜らせた。

　そのまま尻を支えて立ち上がり、半ば投げるのにも似た動作で、上森人の娘を背負い込む。

「ぅ、ゆぁ……」

「何を言いたいのだか、さっぱりわからん」

「んぅ、ふふぅ……」

　共通語なのだか森人語なのか、はたまた夢の国の言葉か。

　不明瞭な囁ささやきにぶっきらぼうに応じると、妖精弓手は蕩とろけたような笑みを浮かべる。

「部屋までは連れて行くが」

　彼は子供をあやすように妖精弓手を軽く揺さぶってやりながら、淡々と言った。

「着替えだのは頼むぞ」

「はいっ！　任せてくださいっ」

　それはもう当然とばかり、ぎゅっと拳を握って女神官は頷いた。

「なぁに、今時分から寝かせて、明日は馬車に乗り、それから一仕事とならば……」

　完全に見けんを決め込んでいた蜥蜴僧侶が、ぬぅっと首を伸ばして気楽に言った。

「よもや二日酔いを引きずるという事はありますまいよ」

「もし酔いが残っていたら、解毒薬アンチドーテでも飲ませてやれ」

「ゴブリンスレイヤーさん。それは、ちょっと……」

　女神官があんまりだと呟くと、ゴブリンスレイヤーは、何でもない事のように言った。

「冗談だ」

　女神官と蜥蜴僧侶は顔を見合わせ、それから声をあげて笑いあった。

　ゴブリンスレイヤーの冗談ではなく、彼が冗談を言った事が二人には嬉しかった。

　これほど彼の機嫌が良いのは、めったにない事だった。
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　ここではないどこか。ずっと遠くて、すごく近い場所で。

　できました！　そう言って《幻想》の女神さまは額ひたいの汗をぬぐいました。

《幻想》がバーンとかかげた大きな紙には、なんともまあ、広い広い迷路が描かれています。

　ダンジョンです。ダンジョンなのです。ダンジョンなくして何が冒険かという話です。

　わーっと喜びのあまり迷路をかかげてくるくる回る《幻想》が、はたと動きをとめました。

　しまった。そう。ダンジョンには怪物がいなければならないのです。

　冒険といえば迷宮ダンジョンと竜ドラゴン、洞窟トンネルと巨人トロル！

　罠わなもあればなお良しなのですが、さて、どうしたものでしょうか。

　とりあえずといった感じで《幻想》はゴブリンを置いてみました。ゴブリンは基本です。

　けれどその後が続きません。さてさて、どうしましょうか。

　強い冒険者には強い怪物、弱い冒険者にはそれに見合った怪物。

　そうでなくば冒険は盛り上がりませんし、何より楽しくありません。

　と、そこに、こんなものがあるのだと、ひとりの男神おがみさまがやってきました。

《真実》です。《幻想》はホントに？　と疑わしげに見ました。

　なにせ《真実》ときたらもう、それはひどいことをするのです。

　依頼人に邪悪なことを囁ささやきかけて、毎回毎回冒険者を裏切って口封じにかからせるとか。

　冒険者たちが一〇フィートの棒で罠を調べるなら、一一フィートの位置に罠を置くとか。

　そんな《幻想》に、《真実》はまあ見ろよと、虚空こくうから一冊の本をとりだします。

　表紙をめくり尽きないページを繰っていけば、出るわ出るわ、禍々まがまがしい怪物に罠の数々！

　まるで生きているかのような絵に《真実》がさわると、すっと掌にそれが顕あらわれます。

　そして止めるヒマもあろうかという速さで、怪物と罠を迷路へと押し込んでしまいました。

　あーっ！　と声をあげる《幻想》に、《真実》はケラケラ笑って言います。

　後は適当な邪教団にでも託宣ハンドアウトを出せば完璧かんぺきだ、と。

　ホントかなあ、と《幻想》は呟きますが、もう手遅れです。

　すでにサイコロは投げられたのですから。

「……あっ」

「マジか」

　そして、彼と彼女がやってきました。
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　水の街。

　辺境の街から広野を東へ二日ばかり行ったところに、その古い街はある。

　鬱蒼うっそうと茂った森の中、多くの支流を従えた湖の中洲にそびえ立つ、白亜はくあの城塞じょうさい。

　神代の砦とりでの上に築かれたこの街には、その立地から多くの旅人が集つどう。

　船が行き交い、商人と品物で溢あふれ、様々な言語が入り乱れ、混沌かつ華やか。

　ここは中央の西端、辺境の東端。水の街は近隣で最大の都市だった。

　がたごとと音を立てて馬車が跳ね橋を渡り、湖の中央、城門を潜くぐり抜ける。

　門に掲かかげられた紋章には、法を司つかさどる神の象徴が彫り込まれていた。

　天秤と剣を組み合わせた、法と正義の象徴。

　怪物と悪漢が蔓延はびこる辺境においても、法の威光は行き渡る。

　建前たてまえだけであっても、それだけで人は安心し、生きていく事ができるのだ。

　石畳に何百、何千年とかけて刻まれた轍わだちにそって馬車は走り続ける。

　ややあって広場の停留所に馬車が停まると、冒険者たちは次々に幌ほろから飛び出した。

「あー……。お尻しり、いったぁーい……」

　長く馬車に揺られて強張った身体を解ほぐすように、妖精弓手エルフが大きく伸びをする。

　天高く昇った太陽は、もうじきに直上へ至るだろう。真昼時であった。

　周囲には旅客目当ての出店が並び、食欲をそそる匂においを漂わせている。

　炙あぶられる肉から滴したたる脂の香り。甘い焼き菓子から漂う香り。

　どこにでもあるような食べ物から、見たことのない異国情緒溢れるものまで、千差万別。

　売り手も同様だ。

　威勢よく声をあげる鉱人ドワーフの商人がいるかと思えば、森人エルフが演舞でもって客引きをする。

　圃人レーアの果物売りが俊敏に走っては林檎を売りつけてまわり、只人ヒュームが朗々と口上を述べている。

　あちらで説教を垂れているのは蜥蜴人リザードマン。あろうことか闇人ダークエルフも店を構えているではないか。

「ほ、なかなか良いではないか」

　そんな気配を見回して、鼻をひくつかせた鉱人道士ドワーフが、突き出た腹を叩たたいて言った。

「胸に金床、尻には轍、へこめば釣り合いが取れるわい。歳月は物を削るからの」

「……寸詰まりの癖くせに」

「ふふふ。こう見えてもわしゃあ、鉱人の中じゃ伊達だて男おとこで通っておるでな」

　いつものように胴間声で笑う鉱人道士を、妖精弓手はじろりと睨にらみつける。

　流れ弾だまを食った女神官が、あせあせと薄っぺたな尻を後ろ手に押さえ、隠した。

「そ、それより、依頼人さんへ会いに行きませんか？」

「ああ」

　指導者ゴブリンスレイヤー譲りの強引ごういんな話題変換。

　それに気づいた風なく頷うなずいた彼は、雑囊ざつのうからくしゃくしゃになった羊皮紙を取り出した。

　乱雑に鞄かばんに突っ込まれたせいで随分と皺がついているが、気にした風もない。

「法の神殿に行けば会えるそうだ」

「なら、こっち！」

　いい加減、決着がつかない口論を切り上げた妖精弓手が、優雅な動作で手を伸ばす。

「道がわかるのか」

「前にもこの街、来た事あるもの」

　そう言って彼女は朗らかに笑い、颯爽さっそうと歩き出した。

　なにせ彼女がオルクボルグ──ゴブリンスレイヤーの歌を聞いたのは、この街での事だった。

　勝手知ったる通りを、しなやかな脚を繰り出して歩く妖精弓手。その後に続く四人。

　足元には石畳が敷き詰められ、馬車が行き交い、運河が縦横無尽に走り、渡し船が行く。

　遺跡の機構をそのまま活用しているとはいえ、その町並みは実に見事なものであった。

　建物という建物は、商店から宿、小さな住居に至るまで、美麗な彫刻が施されている。

　さらに道行く人々の衣服も、辺境と中央双方の流行を取り入れ洗練され、洒落ていた。

　都会という言葉がぴったり収まるような、水の街はそんな雰囲気であった。

「でも、えっと、その。本当に、この街にゴブリンなんているんでしょうか……？」

　女神官は、すれ違った女性たちのドレスと古びた神官衣を見比べ、恥じ入るように俯うつむく。

　華やかで美しく、娘らしい装い。対して冒険と日々の勤めで擦すり切れつつある衣装。

　それを恥ずかしいと思ってしまった事こそが、彼女にとっては恥ずべき事だった。

「いるとも」

　それに気づいているのかどうか、ゴブリンスレイヤーが断定的に言う。

　どちらにせよ、女神官にはありがたい事だった。彼はいつだって迷わないでいてくれる。

　ほう、と。蜥蜴僧侶リザードマンが興味深げに舌を出した。

「小鬼殺し殿。して、その心は？」

「ゴブリンどもに狙ねらわれた村と、よく似た空気だ」

「……空気？」

　鉱人道士が訝いぶかしげに、その丸い鼻を鳴らした。

　彼には水の臭においと、石畳の香りと、どこかの店の料理の匂いしか嗅ぎ取れない。

　ゴブリンの巣穴特有の、刺すような腐敗臭はとても感じ取れない。

「よぉわからんの」

「鉱人は鈍いから」

「そういうお前さんだってわからんくせに」

　腕組みをして首を捻ひねる鉱人道士に、くすくすと妖精弓手が笑った。

　じろりと鉱人道士が睨みつけても、彼女は気にした風もなく手をひらひらと振った。

「あら、森人の住処すみかは森の中よ？　都市の匂いがわからなくても、気にならないわ」

　それに何かを言い返そうとした鉱人道士が、しかし不意にむっつりと黙りこむ。

　妖精弓手の背後で、蜥蜴僧侶がシューッと鋭く息を吐はいていたからだ。

「街中で、あまり騒がしくするものではありませぬぞ」

「わぁっとる、わぁっとる。まったく、鱗のは堅苦しいのぉ」

「あなたが緩いだけでしょ、鉱人」

　蜥蜴僧侶がチッチッと舌を鳴らし、今度こそ二人が口をつぐむ。

　それを見て、女神官がくすりと笑った。

　さすがの妖精弓手と鉱人道士も、これ以上に言い争う気はないらしい。

　洗練された水の街を、半ば物見遊山の心持ちで、のんびりと歩いて行く。

　行き交う人々から視線をちらと向けられる事もあるが、それだけだ。

　この街では只人以外の言葉持つ者も、冒険者も、さして珍しいものではない。

　ただ一人ゴブリンスレイヤーだけが、しきりに周囲へ気を配っていたが。

「臭いはわからないけどさ。さすがに、こんな街中にはゴブリンも出てこないでしょ」

「わからんぞ」

　妖精弓手が呆あきれたようにボヤくと、ゴブリンスレイヤーは鋭く言い返す。

「俺おれは一度覚えがある」

　武器こそ抜いていないものの、彼の動きは洞窟の中のそれと大差がなかった。

　ずかずかとした歩調のわりに足音は立っていないのが、その証拠である。

　彼にだけは、すれ違う人々が異様な者を見る目つきで視線を向けてくる。

　薄汚れた革鎧かわよろい、安っぽい鉄兜てつかぶとの冒険者が、さながら迷宮を行くが如ごとく街を歩いているのだ。

　新手の芸人か何かと思われても、仕方のない光景だった。

　恥ずかしさに妖精弓手が顔を覆おおったのも、まあ、致し方ないといえる。

「……して、件くだんの神殿とやらはどこにあるのかね」

　さりとて、彼の行動を改める気はないのだろう。蜥蜴僧侶がのんびり尾を揺らして言う。

「ああ、それならもう見えるわよ。……ほら、あそこ」

　妖精弓手が細い指を伸ばして、川沿いの建物を指さした。

　白亜の大理石を、何本も円柱として築き上げた壮麗な社やしろ。

　初めて訪れる者でも、なるほど、神殿と言われて疑うことはないだろう。

　天秤と剣を組み合わせた意匠の掲げられた、法と正義、光と秩序の神殿。


「わぁー……」



　思わず、女神官は声を漏もらした。

　彼女の育った地母神ちぼしんの神殿とて決してみすぼらしい建物というわけではないが……。

　それでも、これぞまさに神が坐す殿と呼ぶべき、壮麗な社である。

　見惚みほれた彼女はうきうきと頰ほおをゆるめ、興奮で頰を紅潮させながら振り返る。

「ゴブリンスレイヤーさん、すごいですね！」

「そうか？」

　対するゴブリンスレイヤーの反応は実に淡白なものだった。

　いや、むしろ見方が違うというべきか。

　彼が神殿を小鬼の巣窟に見立てて様子を窺うかがっているのは、傍目はためにも明らかだ。

「……もうっ」

　女神官は、思わず頰を膨らませる。子供のような事だと、自分でもわかっているのだが。

　──と、そういえば。

　はたと彼女は今更ながら、一番大事な事を聞きそびれていたのに気がついた。

「あの、ゴブリンスレイヤーさん」

「なんだ」

「依頼人って、至高しこう神しんの神官さんなのですか？」

「いや」

　彼は何でもない事のように首を横に振り、依頼人の名を口にする。

「至高神の大司教アークビショップだ」

　その瞬間、女神官の身体から、興奮の熱は一瞬にして奪い去られた。

「えぇっ!?」

　よもや依頼人が、彼女とは思いもよらなかったのだろう。

　女神官は錫杖しゃくじょうを両手でぎゅっと握りしめ、思わず声をあげていた。

　この西方辺境一帯の法を負って立つ人物。いや、それだけではない。

　今やその人物は、こう呼ばれているからだ。

　──剣の乙女おとめ、と。
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　法の神殿を訪れる者は、多い。

　というのも、至高神に祈らねばならないのは、何も信者だけではないからだ。

　なにせここは神の名の下に審判を行う、文字通り「司法」の場でもある。

　細やかな日常の揉もめ事から、人の生き死にに関かかわる事まで。

　神の威光を以もって裁いてもらおうという者は、いつの世も後を絶たない。

　そうした人々で満たされている待合室を抜けて、神殿の奥へ。

　審判の行われる法廷や、書庫の並ぶ廊下を進んで、更に奥へ。

　白亜の円柱が立ち並ぶ、静寂せいじゃくに満たされた空間の、一番奥へ。

　太陽を模した神像が祀まつられる礼拝堂は、神殿の最奥にあった。

　それはまさに、神話から抜け出たような光景だった。

　並ぶ円柱の狭間から降り注そそぐ陽光は、金色の帯の如し。

　一切いっさいの無粋ぶすいな音が存在し得ない、完璧かんぺきなる静謐せいひつ。聖域。

　そして祭壇に跪ひざまずき、長柄の杖つえに縋すがるようにして祈りを捧げる、一人の女性。

　豊満な肉体を覆い隠す薄い白衣。陽光に煌きらめく金の髪。

　天秤の鍔つばを持つ長剣を逆しまにした杖は、正義と法の公平さを示す象徴。

　至高神を女神として描けばこうだろうという、そんな美女であった。

　惜しむらくは、その目元を黒い帯で覆い隠してしまっているところか。

　にもかかわらず、その美貌は決して損なわれたわけではない。

　いや、その眼帯があればこそ、より際立きわだってさえ見えるのかもしれない。


「────？」



　不意に、彼女が顔を上げた。

　聖域の静けさが、ずかずかと無造作な足取りで踏み破られたからだ。

「ちょ、ちょっとゴブリンスレイヤーさん、もっと静かに……」

「急ぎの仕事だ。入って構わんのなら、待つ意味がない」

「思ってたけど、オルクボルグ、わりとせっかちよね」

「そらお前、森人と比べたら大概は気が短いわな」

「これ、あまり騒々しくしてはなりませぬ。異教なれど神の御下みもとですからな」

　騒々しく、賑やかで、荒々しく、生命力に満ち満ちている。

　それは彼女にとって、あまりにも懐なつかしい雰囲気であった。


「────────」



　女の口元が僅わずかに緩み、薄衣の裾すそが海の波に似て、流れるように動いた。

　彼女──至高神に仕つかえる大司教──剣の乙女は、ゆっくりと立ち上がった。

「あら、まあ……どなた？」

「ゴブリン退治に来た」

　穏やかな微笑と凛とした良く通る声に、ゴブリンスレイヤーは淡々と言い放った。

　不遜とさえ言える態度であったが、けれど軽んじている風はない。

　冒険者らしいといえば、あまりにも冒険者らしい態度ではあった。

「す、すみません。えと、よ、よろしくお願いします……っ」

　その横、あわあわと慌てながら、どうにか挨拶あいさつしようと女神官は四苦八苦する。

　──だって、剣の乙女様ですよ!?

　至高神に愛されし大司教。

　十年前、蘇よみがえった魔神王を討ち滅ぼした金等級、第二位の冒険者。

　伝説に導かれし勇者ではなく、人の内より現れ出た史上の存在。

　黒曜等級になったばかりの自分では、とても比較にもならない。

　それを例えるならば、それこそゴブリンとドラゴンほどの差がある。

　侍祭アコライトの頃ころなら、とても恐れ多くて、女神官はこの場にいられなかったろう。

「その、あ、あの、お、お会いできて、光栄です……！」

　頰を紅潮させ、目をきらめかせ、上ずった声でそう言って女神官はぺこりと頭を下げた。

「戦士ファイター様に……それに、可愛かわいらしい女神官プリーステス様に……」

　眼帯を超え、柔らかな視線が女神官の頰を撫で、通り過ぎていく。

　彼女の小さな胸の内側では、心臓がばくばくと音を立てていた。聞こえないと良いけれど。

「そして、こちらの方々は？」

「うむ。一党パーティの同胞はらからでありまする」

　鱗でその視線を受け止めると、蜥蜴僧侶は重々しくもそう言った。

「恐るべき竜を奉じる身なれど、拙僧も及ばずながら、力をお貸ししましょうぞ」

　奇怪な手付きで合掌する仕草は、堂々たるものだ。

　無論、その礼儀作法は至高神の神官たちとは異なるものだが、問題はそこではない。

　何よりも重要なのは『他者へ礼儀正しく振る舞う意志がある』と示すこと。

　全すべてはそこから始まるのだ。剣の乙女は微笑を崩さぬまま宙に指を走らせ、十字を切る。

「ようこそ、法の神殿へ。歓迎いたしますわ。鱗の生はえた僧侶様」

　一方、妖精弓手と鉱人道士は、そういった事にさして興味がないらしい。

　蜥蜴僧侶の後ろで軽く会釈したものの、ひそひそと顔を寄せて囁ささやき合っているのだから。

「……ふん。只人にしては見事なもんだの」

「そうね。……うん、綺麗きれいな絵」

　むしろ彼らの気持ちは、頭上高くにある天蓋の方にあった。

　そこには神代の戦いの絵物語が、壮麗な筆致で描かれていたのだ。

　かつて、遺跡の地下で血に塗りたくられた壁画を見た事はあったが……。

　秩序と混沌、幻想と真実、相反する神々が互いに全身全霊全魂魄こんぱくを駆使して激突する様。

　星々を背景に奇跡が、魔術が渦うずを巻いて唸うねり、弾はじけ、煌めき、燃える。

　やがて神々は立方体へと手を伸ばし、それを投じて遊戯に耽ふけるようになっていく。

　その遊技盤こそがこの世界であり、彼らの駒こそが自分たち。

　故にこそ、言葉持つ者、祈る者たちは、正しく生きようと心がけている。

　世界に満ちる精霊と共にある二人にとって、神々もまた似たような存在。

　……とはいえ、森人と鉱人は神々を尊びこそすれ、決して無闇むやみに崇あがめるということはない。

　神々とても「共に在る」者なのだ。忠言は聞こう。しかし下僕とはならない。

　鍛冶神に近しい鉱人は別として、森人の聖職者が少ないのはその為であった。

「ふふ。……冒険者らしい、方々ですね」

　偏屈へんくつな戦士。健気けなげな神官。異教の僧侶。鉱人の術師。森人の野伏レンジャー。

　そうした五者五様の姿に大司教はくすりと、おかしそうに笑った。


　──……？



　女神官にはその笑みが、ひどく寂さびしく、懐かしそうなものに見えたが……。

「であれば、わたくしの同胞です。心から歓迎しますわ」

　それも一瞬のこと。

　冒険者たちを包むように、剣の乙女はゆるやかに両腕を広げた。

　それは穏やかな母を思わせる仕草であり、けれど寝台へ誘う娼婦のように艶あでやかでもある。

　もしもこの場に普通の只人の男がいたならば、生唾を呑のんだに違いない。

「能書きは良い」

　しかしその全てを無視して、ゴブリンスレイヤーは言った。

「依頼の詳細を聞きたい」

　真横で女神官が顔をひきつらせているのを、気にも留めない。

「ちょ、ちょっと、ゴブリンスレイヤーさん……！」

　あまりといえばあまりな態度。

　慌てた女神官が、彼の籠手こてに包まれた腕を摑つかんで、引き寄せる。

「失礼ですよ、大司教様に、そんな……」

「構いませんよ」

　しかし、剣の乙女はゆるゆると首を左右に振った。

「頼もしい冒険者が来てくだすったようで、わたくし、とても嬉うれしいのです」

「そうか」

「これは興味本位ですけれど」と、彼女は囁いた。

「あなた、ご自分の血族が混沌に与したとして、殺せますの？」

「いや」ゴブリンスレイヤーは即答した。「俺に甥おいはいない」

　そうでしたか。赤く濡ぬれた唇が囁くのを、ゴブリンスレイヤーは鉄兜越しにじっと見て、

「で、ゴブリンはどこだ」

　その背後で、冒険者たちが溜息ためいきを吐ついた。





§






「一ヶ月ほど前の事ですわ」

　冒険者に床へ座るよう促し、彼女自身も寂然じゃくねんと趺坐ふざしながら、剣の乙女はそう切り出した。

「夜分遅くに、神殿から使いに出した侍祭の娘が……」

「殺されたか、攫さらわれたか」

「……その晩は、戻らなくて。翌朝、遺体が路地裏で見つかりました」

　剣の乙女の沈鬱な表情。「ふむ」とゴブリンスレイヤーは顎あごに手を当て、思案する。

「……生きたまま切り刻まれたようだ、と。見つけた者は、申しておりました」

　剣の乙女の言葉は淀よどみなく、冷静そのもの。しかし、僅かな震えが垣間見えた。

　恐怖、怯おびえ、あるいは沈痛、憂い。女神官には、判別がつかなかったけれど。

「それは……その。ひどい、ですね」

「殺人という事自体は、悲しいかな、まま起こりうるのですけれど……」

「生きたまま……」ゴブリンスレイヤーは、低く唸うなった。「……その場でか？」

「……ええ」

「喰くわれていたのか？　殺されただけか？　他ほかには……？」

「ちょっと、オルクボルグ。無神経過ぎ」

　剣の乙女の表情が曇るのを認め、顔をしかめた妖精弓手が唇を尖とがらせ鋭く咎とがめる。


「…………」ゴブリンスレイヤーは押し黙り「……続けてくれ」と短く促した。



「……本当に、ひどい事件でした」

　そう、ひどい事件ではあった。

　如何いかに法の神殿の膝元ひざもととはいえ、ここは辺境。

　かつては無法の広野であり、怪物とならず者の徘徊する土地。犯罪と無縁ではいられない。

　至高神の光といえど、遍あまねく人の心を照らすには未いまだ足りていないのだ。

「法と秩序は、それが世に生まれた時より、負け続けている……とは、申します」

　──この世に悪の栄えた試しはなくも、悪が潰ついえた試しもない。

　剣の乙女はそう呟いて手を組み、短く自らの仕える神へと祈りを捧げる。

　その終わりを待って、用心したように蜥蜴僧侶が首を伸ばした。

「すると、探索の成果は上がらず、というところですかな」

「……はい。お恥ずかしい事ではありますが……」

　混沌の手勢が紛れ込んだか、邪神の信奉者か、あるいは……。

　様々な憶測や推理が飛び交う中、街の衛視たちは即座に探索にあたった。

　だが、大勢の人々が日夜集う街ということを差し引いても、証拠は驚くほど少なかった。

　証拠がなければ、如何に犯罪者と戦う心構えがあろうとも、どうにもならない。

　そしてそうこうする内、水の街では犯罪が急増したのだという。

「ささやかな窃盗や、通り魔めいた傷害。婦女子への暴行や、子供の誘拐なども……」

「ふん」

　沈鬱な表情で語る剣の乙女へ、ゴブリンスレイヤーは小さく鼻を鳴らした。

「気に入らんな」

「かみきり丸が『気に入らん』のはいつもの事じゃろうて」

　鉱人道士は慣れた調子で言って、気にするなというように剣の乙女へと手をふる。

　流石さすがに酒を飲む気も起きないのか、組んだ膝の上に肘を載せて頰杖を突いていた。

「こいつはなかなか偏屈での。で、だからわしらを呼びつけたわけじゃあるまい？」

「はい。……足跡が辿たどれないのであれば、現場を押さえよう、となりました」

　かくて街の巡回には、衛視のみならず冒険者たちも駆り出された。

　幾つもの組に分かれて慎重に夜道を巡回し、不審者と見ればこれを追う。

　味も素っ気もなく芸もない、極めて現実的かつ地味な作戦であった。

　だが、これが功を奏した。

　一組の冒険者たちが女性を襲う小柄な人影を見つけ、これを斬り伏せたのだ。


　角灯カンテラに照らしだされた、その小さな死骸は──……。




「──……紛れもなく、ゴブリンだったのです」



「ほう」

　黙って話を聞いていたゴブリンスレイヤーが、興味深そうに声を漏らした。

「ゴブリンだったか」

「小鬼、なぁ……。一匹二匹てこたぁ、なかろうけどよ」

　思案げに自慢の長髭ながひげを弄もてあそびながら、鉱人道士が息を吐く。

　女神官もまた、唇に形の良い人差し指をあてがい「ん」と考えを巡らせている。

「そもそも、どこから街に入ったんでしょう。外から門を潜って、というわけはないですし」

「するってぇと、地下か、水道かの」

「紛れ込んだにしては、被害者の数が多くない？」と妖精弓手。

「どう見る」

　ゴブリンスレイヤーが、蜥蜴僧侶へと鉄兜を巡らせた。

　鱗の生えた僧侶は、思慮深く目をぐるりと一回しし、「小鬼ばらは」と顎を開いた。

「地下に潜ひそむものでありましょう。この街は古い都邑とゆうの上故、地下は遺跡も同然とか……」

「ならば、間違いあるまい」

　断定的にゴブリンスレイヤーは言う。

「奴やつらは馬鹿ばかだが間抜けじゃあない。俺なら地下水道を、そのまま寝床にする」

「つくづく、ゴブリン並みの思考よね……」

　呆れているのか感心しているのか、判別がつかない妖精弓手の言葉。

「当然だ」

　ゴブリンスレイヤーは頷いて応じる。

「奴らの考えがわからねば、奴らとは戦えん」

　剣の乙女は、ゴブリンスレイヤーの言葉に些いささか戸惑ったような表情であった。

　だが、それでも彼女は、しっかりと頷いた。

「あなたのような冒険者が依頼を請けてくだすったのは、神のお導きかもしれません」

　一転、その顔には微かすかに笑みが浮かび、声も凛と張り詰めている。

　心から安心したと、そう言わんばかりだ。

「そうなのです。一ヶ月かけて、わたくしどもも、地下だろう、との結論に至りました」

「一ヶ月か」

「はい。そして最初はこの街の冒険者へと依頼を出したのですが……」

「……その人たちは？」

　女神官がそっと問いかけると、剣の乙女は黙って首を左右に振った。

「そう、ですか……」と、女神官。

　それ以上の返答は必要なかった。

　──帰ってこなかったのだ。

　ゴブリン退治に挑んだ、多くの白磁や黒曜等級の冒険者同様に。

　かつて女神官と共に洞窟に潜もぐった仲間三人のうち、斃たおれた二人のように。

　不意に脳裏へ蘇る陰鬱な光景は、そう容易たやすく拭いされるものではない。

　女神官は洞窟にこもる湿った腐臭を嗅いだ気がして、わずかに顔を俯かせた。

「……そんなとき、辺境の勇士、ゴブリンスレイヤーの歌を耳にしました」

「歌」ゴブリンスレイヤーは意味がわからないと、小さく漏らす。「とは、何だ」

「あら、知らないの？　オルクボルグ、歌になってるのよ」

　妖精弓手が、人差し指を立ててくるりと宙に円を描く。

「現実を知ると幻滅ものだけどね」

「知ったことではない」

「とはいきますまいよ」蜥蜴僧侶が目を細める。「詩人あればこそ、武勲ぶくんは語られるもの」

「遺のこしてどうなる」

「なんだ、かみきり丸、知らんのかや」

　興味が薄い、というわけではあるまい。

　心底不思議そうなゴブリンスレイヤーの姿に、鉱人道士が太鼓腹を叩いた。

「いさおしが伝わりゃ、お前さんに小鬼退治を頼む手合も増えるって寸法よ」

「ふむ……」

　剣の乙女の見えざる瞳ひとみと、鉄兜に隠れたゴブリンスレイヤーの視線が、わずかに交差する。

　彼女はきゅっと唇を嚙かみ締め、決意を秘めた表情で頭こうべを垂れた。

「──お願いします。どうか、わたくしどもの街を救っては頂けないでしょうか」

「救えるかどうかは、わからん」

　ゴブリンスレイヤーは、あっさりと言った。

「だが、ゴブリンどもは殺そう」

　仮にも辺境一帯を預かる大司教、かつての英雄に対する口の利きき方ではない。

　女神官が「ゴブリンスレイヤーさん」と袖そでを引き、唇を尖らせて囁く。

「その、なんというか、もうちょっと、言い方を……」

「事実だろう」

「事実だからこそ、言い方が大事なんですっ」

「む……」

　ふんすと鼻息も荒く叱り飛ばされては、ゴブリンスレイヤーも黙らざるを得ない。

　むっつり口を閉ざした彼の姿に、蜥蜴僧侶は愉快そうに尾を振った。口調は真剣そのもの。

「しかし地下水道となると……いつもの手は使えませぬな」

「いつもの手って言うのも、ちょっと嫌だけどなぁ……」

　げんなりと妖精弓手はそう言って、「何か変なの」を軽く肘で小突く。

「わかってるでしょうね？」

「ああ」と彼は頷き「乗り込んで、掃討する。地下は広い。討ち漏らしが出ては手間だ」

「そういう事じゃなくて。……街の地下、水道、いろんな人が上で暮らしてるの。わかる？」

　思い起こせば、まあ、もう、なんともはや。出会った頃からオルクボルグはひどかった。

　砦に火をかけ、人に腹わたを浴びせ、小鬼を虐殺し、水攻めをぶちこみ、人海戦術に……。

「火と、水と、毒気と、内臓は、禁止！」

「だから使うつもりはないと言っている」

　女神官よろしく叱りつけたつもりが、あっさり返され、妖精弓手は「む」と唸る。

　長耳がひくひくと不満気に震え、結局「もう良いわよ」と折れたのは彼女の方だった。

「なんなのこいつ」とかぶつくさ言うのを聞き流し「しかし」と蜥蜴僧侶が唸る。

「なぜ、衛視だの軍だのの類たぐいに討伐させないのかね」

　彼はぱたりと尻尾しっぽで大理石の床を打って、自らの疑問を口にした。

「拙僧はこの街の事情をわかりかねるが、別に管轄外というわけでもあるまい」


「それは──……」



「ゴブリンごときに、兵隊を動かす必要はない、と言われたか？」

　言い淀む剣の乙女にかわって、ゴブリンスレイヤーが淡々と言った。

　剣の乙女が微かに俯き、唇を震わせた。何よりも雄弁な答え。

　無理もない事ではあった。

　そも衛視、軍隊を動かすほどの事態でないからこそ、冒険者が出張るのである。

　衛視は金をかけて訓練をし、装備を整え、街に家族も暮らしている手合だ。

　怪我けがをし、あるいは死ねば、年金だの遺族への手当だのでまたぞろ金が飛んで行く。

　どこまでも自己責任である冒険者とは、何もかもが違うのだ。

　それに何より、春先におきた魔神の復活は記憶に新しい。

「まあ、しゃあねえか。……悪魔デーモンの残党ばらも多いもんなぁ」

　鉱人道士が、長い白髭をしごきながら溜息混じりに呟いた。

「ゴブリン退治は、それこそわしら冒険者の仕事か……」

「やれ。只人の金銭だ政まつりごとだのは、面倒なものですやな」

「……恥ずかしながら、そうなのです」

　蜥蜴僧侶の言葉に、剣の乙女はぽつぽつと、罪を告白するかのように続ける。

　世に悲劇は多く、絶えず。

　先の言葉通り、法と秩序は、それが世に生まれた時より負け続けている。

　それをただ一手でもって覆くつがえすことのできる者はいない。

　遍くに救いをもたらす地母神とても、救いを望み、願い、祈る者以外には……。

　故にこそ怪物どもは「祈らぬ者ノンプレイヤー」と呼ばれるのだ。

　とは、いえ。

「……わたくし、そういうのは、あまり好みません」

　しかし、それでも尚なお、そっと顔を伏せながら剣の乙女は呟く。

　それは、恥ずべき事をしてしまった、うら若い娘のような口ぶりだった。

「興味がない」

　そういった諸々を、ゴブリンスレイヤーはばっさりと切って捨てる。

「俺たちはどこから潜れば良い」


「────」



　剣の乙女の隠された目が、そっと様子を窺うように彼の鉄兜へ向けられた。

「おい」

「……。あ、はい。失礼致しました」

　呼びかけられ、応じた声は、どこかぼうっと熱に浮かされたよう。

　剣の乙女は薄衣の袂たもとに手を入れ、豊かな胸元むなもとから紙片を取り出した。

　折りたたまれたそれは、随分と古めかしい、地下水道の見取り図であるらしい。

「神殿、裏庭の井戸から地下水道に降りるのがよろしいかと思いますわ」

　彼女の細く白い指先が、そっと図の表面を撫で、床へ広げていく。

　いくども折りたたまれ、広げられ、すりきれた羊皮紙が、かすかな音を立てた。

「なので探索の間、この神殿を宿代わりにしてくださいまし」

「ふむ」

　小さく声を漏らしながら、ゴブリンスレイヤーは丹念に見取り図を調べていく。

　既に変色し、虫食いの痕跡こんせきもある地図は、水道が広大な事を如実に物語っていた。

　古代の建築家たちにとっては秩序ある構造だったのだろうが、今となっては……。

「まるで、迷宮ですね」

　そっとゴブリンスレイヤーの肩越しに地図を覗のぞいた女神官が、戸惑うように言う。

　この地下迷宮の至る所から地上へ上がり、人々を襲う小鬼。

　それに立ち向かうのは、下手に他の怪物と戦うより、よほど困難なように思えた。


　──……わたしが怖がっているだけ、かもしれませんけど。



　女神官がこっそりと視線を向けたのに気づいているのかどうか。

　ゴブリンスレイヤーは広げられた地図を手繰たぐり寄せ、ぴしゃりと軽く手で叩いた。

「……正確なのか、この地図は」

「なにぶん、これも神殿建立当時の古い見取り図ですから……」

　剣の乙女がゆるやかに首を横に振る。豊かな髪が美しく波打った。

「ただ、街の水は巡っております。壊れているにしても、ひどくはないかと」

「わかった」

　頷くと、彼は地図を無造作に折り畳むと、宙に放った。

　サッと蜥蜴僧侶が腕を伸ばし、鋭い爪先つめさきで器用にそれを摑みとる。

「地図役マッパーは任せる」

「うむ、承知した」

「では行くぞ。時間が惜しい」

　言うだけ言い捨てると、ゴブリンスレイヤーはずかずかとした足取りで歩き出した。

　取り残された冒険者たちは顔を見合わせ、仕方ないと頷き合う。

「……ま、オルクボルグはそうでなくっちゃね」

　真っ先に立ち上がった妖精弓手は、軽かろやかに笑った。

　彼女は大弓を担かつぎ直すと、矢の残りと装束しょうぞくを検あらためながら、足早に後を追いかけていく。

　森人は体重を感じさせぬほどに足音が小さく、蜥蜴僧侶には到底聞き取れるものではない。

　彼は受け取った地図を丁寧に広げ、検め、畳み直し、丁寧に懐ふところへと仕舞いこんだ。

「奥は遺跡に通じているようですが、実際問題、行ってみなければわかりますまい」

「じゃろうて。耳長娘にゃ道案内なぞできんだろうしの。かみきり丸一人ならともかく」

　危なっかしくて見ていられない。髭をしごきながらの鉱人道士。

　二人は互いに軽く肩を叩くと、気楽な様子で立ち上がった。

「では、これにて失敬。拙僧らは、先に参りますぞ」

「慌てんでええかんの。かみきり丸と耳長娘にゃ待たせとくから」

　そう言ってどやどやと、二人が仲間を追って去って行く。

　女神官もまた、ぼんやりしている暇はない。

　てきぱきと装備を検めて、ぱっぱと服の裾を伸ばして整えながら、立ち上がる。

「じゃあ、えっと、大司教様。わたしも、行って参ります」

　うん、と。両手でしっかと錫杖を握りしめて、彼女は剣の乙女にペコリと頭を下げた。

「もし……」

　さっと踵きびすを返して歩き出そうとした女神官を、剣の乙女はそっと呼び止める。

　ほっそりとした手が伸びて、招くように女神官を誘う。

「なにか？」と立ち止まった女神官が、ゆるく小首をかしげた。

「依頼人として、不躾ぶしつけとは思いますが……」

　そう呟く剣の乙女がどのような表情をしているのか、女神官にはわからなかった。

　眼帯によって瞳が隠されているから、ではない。

　その美しい顔から潮が引くように、あらゆる感情が消え失せたような……。

　例えるならば仮面をかぶっているかのように、そう思えたからだ。

「……あなたは、恐ろしくはないのですか？」

　それは凛とした、静かな問いだった。


　女神官はわずかに眉まゆをひそめ、目をさまよわせた。何と答えれば良いのか──……。



「……そのう。確かに、怖いのはそう、なんですけど……」

　だから彼女は、ありのまま、そのままを口にする。

　初めてゴブリンの巣穴に挑んだあの日から、恐怖が消えた試しは一度もない。

　だが、しかし、それでも。

　さまよった視線が、遠く、先に歩き出した冒険者たちの背中へと追いついた。


　巨漢の蜥蜴人、その隣に小さな鉱人。すらりとした森人が並び──……。



　安っぽい鉄兜、薄汚れた革鎧、小振りな円盾、中途ちゅうと半端はんぱな剣を帯びた、戦士。

「……ふふっ」

　最後に残された女神官の顔には、自然と笑みが浮かぶ。

　彼女は地母神に仕える者だが、至高神に願う事があるとすれば一つ。

　この仲間たちが誰だれ一人欠ける事がないようにと、それだけだ。

「……きっと、大丈夫だと思います」

　そして彼女は、そっと、はにかむように祈りを口にした。
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「……はい、書類問題なしです！　いつもいつも、食料の搬入、ありがとうございます」

「いえいえ。これもあたしたちの仕事ですし」

「いやあ、でも牧場の品は評判良くって。美味おいしいのが一番、安いともっと嬉うれしいですけど」

「あはははは……。うん、春の一件以来、皆さん良くしてくれて、助かってます。……はぁ」

「おや、どうしました？　溜息ためいきを吐ついたりして。御値段の事なら、相談できませんけど」

「あ、いや、えと、ほら。彼が、留守なもんだから、ちょっと、ね？」

「ふふっ。大丈夫ですよ、ゴブリンスレイヤーさんなら。いつだって準備万端ですし」

「そうかな。……まあ、あんまりドジ踏んだりするところ、想像つかないけどさ」

「というより、余裕ですね。もっと他ほかのことを心配してるかと思いました」

「他のこと？」

「女の子二人と遠出っていう。しかも大きな街。遊ぶところもいっぱいありますよ？」

「……べ、べつに女の子しかいないわけじゃないし？　っていうか、そんな、彼が……」

「どうこうする気配はまるでない。……そうなんですよねぇ」

「……ねぇ。冒険者って、お話だとさ。助けた姫様とか村の娘さんと結婚、するじゃない？」

「ああ。定番ですよね。お芝居とか、本とかでも、いろいろ」

「実際、その辺って、どうなの？」

「結構ありますねー。というか、だから女性冒険者は結婚相手、足りないのですけど」

「……。じゃあさ。助けられた女の子から見た時の彼って、どう思う？」


「え？　そりゃあ──……辺境最優、小鬼殺しって言うくらいですし、見るだけなら……？」



「……」

「……お茶、飲みます？」

「……いただきます」

「今度、お祭りありますよね。秋の、収穫祭」

「逃す手はないよね」

「やりましょう」

「やりましょう」

　そういう事になった。
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　古代の人々が築き上げた石造りの水路に、けたたましい悲鳴が木霊こだました。

　ゴブリンが額ひたいに鉈なたを呑のんだまま、仰向あおむけになって崩れ落ちる。

　ゴブリンスレイヤーはその遺骸を、傍かたわらに流れる汚水へと躊躇ちゅうちょなく蹴けりこんだ。

　どぷんと音を立てた小鬼は、泡立つ汚物の合間に一瞬だけ浮かび、そして沈んでいった。

「どうも片は付いたようですな」

　牙きばの刀を手にゴブリンの息の根を止めて回った蜥蜴僧侶リザードマンが、刃へ血振ちぶりをくれる。

　床に捨てられた松明たいまつの炎が揺らめく。その一帯は、まさに死屍しし累々るいるいという様相であった。

　照らし出されるのはゴブリンの死骸が数匹分と、腐りかけた冒険者の骸むくろ。

　そして無数に分岐した水路の先では、何か得体の知れない者の影が蠢うごめいている。

「ううん、まだね」

　それを見逃す妖精弓手エルフではない。短く呟いた彼女は、木枝の矢を大弓に番つがえた。

　長耳を小さく上下させ、蜘蛛糸の弦つるをきりきりと引き絞り、放つ。

　上等な琴のような鳴弦めいげんとともに、矢が風切り音を置き去りにして宙を奔はしる。

　生物のように弧を描いて曲がった矢が角の彼方へ消え、しばし後。

　ギャッという甲高い悲鳴と、続けて何かが落ちる水音が微かすかに響いた。

「これで、終わりっ」

「ふぅ……。お疲れ様です」

　妖精弓手の上げた快哉かいさいに、両手で錫杖しゃくじょうに縋すがっていた女神官が、ほっと息を吐つく。

　彼女はいつでも奇跡を嘆願できるよう、精神を研ぎ澄ませていたのだ。

　何事もなく、奇跡が温存できて良かった。

「……でも、こんなにたくさんゴブリンが、街の下にいるなんて……」

「予想はしていた」

　ゴブリンスレイヤーが無造作に冒険者の骸を引き起こした。腐った肉片が、崩れて落ちる。

　鼠に囓られ朽ち果て、もはや性別もわからぬほどに損傷しているが、気にも留めない。

　赤錆あかさびの浮いた鎖くさり帷子かたびら。割れた兜かぶと。元は戦士だったのだろう。道具袋は既に荒らされた後。

　ゴブリンスレイヤーは小鬼が持ち去らなかった装備を検あらため、腰の長剣を鞘さやごと奪い取った。

　鞘を払うと、油で磨いたままだったのか、錆のない刃が露あらわになる。

「奇襲を受けたらしい」

　恐らく、頭を一打ち。武器を構える間もなく殺されたのだ。

　剣は小鬼が扱うには重く、ゴブリンスレイヤーの好みより長かったが、悪い品ではない。

「よし」と、剣を鞘に叩たたき込んで、ゴブリンスレイヤーは頷うなずいた。女神官が溜息ためいきを漏もらす。

「……よし、じゃないですよ、もう。良いですか？」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーが、どさりと冒険者の亡骸を横たえた。

　表情を曇らせた女神官が傍らに跪ひざまずく。白い法衣が汚液に染まるのも、気にも留めない。

「慈悲深き地母神ちぼしんよ、どうかその御手にて、地を離れし者の御魂を御導きください……」

　錫杖に縋り、目をつむり、唇の端で歌を口ずさむように囁ささやき、祈り、唱え、念じる。

　失われた冒険者とゴブリンの魂が、天上に座す神々によって救われますように。

「できれば地上にて土に還してやりたくはありますが……」

　蜥蜴僧侶がそれにならって、奇怪な手つきで合掌し、その魂が輪廻りんねする事を願う。

「せめて鼠や虫の糧かてとなりて、巡っていくのが幸いでありましょう」

　地母神と恐るべき竜。二人の信奉する神は違い、故に教えも違う。

　だが、死者の魂に幸あれという祈りに差はない。

　その祈りがどこへ届くかはわからないが、救いはあるのだ。

　女神官と蜥蜴僧侶は納得した表情で、視線を交わし合った。

「よ、っと……」

　二人の祈りを横目に、妖精弓手がゴブリンの死骸から矢を引き抜いた。

　木芽の鏃やじりを検め、欠けがないことを確認し、矢筒へと回収していく。

「言っとくけど、オルクボルグの真似じゃないわよ」

　彼女はふと、何を考えているのかもわからない、鎧よろいの冒険者を睨にらんだ。

　長耳がふるり。彼女の感情を表すように震える。

「長期戦になりそうでしょ？　オルクボルグと違って、小鬼の矢、使いたくないし」

　あれ雑なんだもの。そう零こぼす妖精弓手へ、ゴブリンスレイヤーがちらりと目を向けた。

「そうか？」

「そうよ」

「そうか」

「まったく、なぁ」と、鉱人道士ドワーフが髭ひげをしごきながらボヤいた。

　彼もまた触媒の詰まった鞄かばんに片手をかけ、呪文に備えてはいたが……。

　その目線は、松明の灯あかりさえ届かぬ先、闇やみの奥へと向けられていた。

　地下に暮らす彼ら鉱人の瞳ひとみには、暗闇さえも見通す力が備わっている。

「……この調子じゃ、どんだけいるかわかったもんじゃないの」

　だが、その視力を持ってしても、ゴブリンの姿は見出す事ができない……。

　彼らが地下水道の探索を始めてより三日。

　襲撃を受けるのは、今日だけで五度目である。
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　────水の街の地下は、もはや完全にゴブリンの巣窟と化していた。



　水路へ降り立った冒険者たちは、ほどなく小鬼たちから襲撃を受けたのだ。

　複雑怪奇に張り巡らされた水路……否、迷宮は、ゴブリンの味方だ。

　不規則に間をおいて、幾度となく繰り返される戦闘。

　気を抜くことも許されず、延々と続く探索行。

「迷宮都市の冒険者なぞは、これが日常だと聞きますがな」

　屈強な蜥蜴僧侶が思わず愚痴を漏らすほどに、消耗は一行へのしかかってくる。

　単純に戦うだけなら、あるいは洞窟を行くだけならば、こうはなるまい。

　警戒し続けるというのは、殊ことの外ほか、神経をすり減らすものなのだ。


「…………」



　女神官も、その表情に緊張の色が濃い。足取りも、どこか不確かだ。

「安心しろ」

　周囲をくまなく調べていたゴブリンスレイヤーが、ぼそりと言った。

　彼は背囊はいのうから新たな松明を取り出して着火しながら、周囲の壁をがつがつと叩く。

「ここは石壁だ。壁を抜いての奇襲はないだろう」

「……嫌な事を思い出させないでください」

　ぶるりと身を震わせた女神官が、唇を尖とがらせて言った。

　初めての冒険における恐怖は、未いまだに苦い記憶として染しみ付いている。

「……悪かった」

　ゴブリンスレイヤーの低い声に、女神官は「いえ」とだけ応じる。

　その二人の雰囲気を察したかどうか。

　鉱人道士が、声を押し殺してくつくつと笑った。

「これだけゴミが多いなら、臭い消しは必要なかろ」

「……やなこと思い出させないでよ」

　げんなりとした調子で、妖精弓手が手を振った。

　狩人かりうど装束しょうぞくの裾すそや袖そでを伸ばし、すんすんと匂においを嗅いでみる。

　いつぞやの地下遺跡探索の際、臭におい消しと称して小鬼の腹わたを浴びせられたのだ。

　綺麗きれいに服を洗ったし、体も清めたけれど、だからって許せるものでもない。

「オルクボルグ、いっとくけど、次にアレやったら本当に怒るからね」

　ゴブリンスレイヤーは黙って、僅わずかに首を巡らせる。

　周囲の臭いを確かめているのだろう。ややあって、彼は応こたえた。

「確かに、今回は必要あるまい」

「む……」

　妖精弓手が、長耳をぴんと逆立てた。

　半眼になった射手の視線が、じろり、ゴブリンスレイヤーへと突き刺さる。

「ねえ、ちょっと、今思い出したんだけどさ」

「なんだ」

「オルクボルグ。私まだ謝ってもらってない！」

「必要なことだったからな」

　実にあっさりとした返答。妖精弓手が「むぅっ」と頰ほおを膨らませ、ふて腐れる。

　が、それも一瞬のこと。

「……ん」

　不意に彼女はその長耳をせわしなく上下に動かし、天を振り仰あおいだ。

「どうしたい、耳長娘」と、鉱人道士。


「何か、今ちょっと、変な感じが──……水の音。上？」



　その瞬間ぽつん、と雫しずくが落ちて、水路の水が僅かに跳ねた。

　汚水へと浮かぶ波紋。それがひとつ。ふたつ。みっつ。

「む……」

　蜥蜴僧侶が訝いぶかしげに舌を出し、鼻先を舐なめた。

　その間もぽつ、ぽつと水が垂れ、滴したたり、弾はじけ続けている。


　もはや、これは、紛れもなく──……。



「……雨、ですね」

　遠い天井てんじょうを見上げて、女神官が顔をしかめた。小川の如ごとき水路の水面もさざ波立つ。

　雨粒から庇かばうように意味もなく手をかざした妖精弓手が、困惑げに尋ねる。

「でもこんな、地下で雨なんて、あるの？」

「多分、雨が降っとるんは上だの。排水口だ運河だのから、こっちに回ってくんじゃろ」

　髭を引っ張りながらの鉱人道士。彼はゴブリンスレイヤーへと目を向けた。

「どう見るね、かみきり丸」

「光源が消えればこちらが不利だ」

　灯ともしたばかりの松明を盾で庇うようにしながら、ゴブリンスレイヤーが言う。

　そう容易に消えるようでは役にも立たないが、この点、角灯ランタンは強い。

　一長一短。ゴブリンスレイヤーは忌々いまいましげに舌を打つ。

「それに、足場が悪い」

「雨の中進むでは、身体も冷えますからな」

　重々しく頷いた蜥蜴僧侶はぐるりと一行を見回した。

「拙僧としては小休止を提案するが、如何いかに」

　行くにせよ戻るにせよ無理に雨天行軍をすべき状況ではない。反対意見はなかった。

　そうと決まれば冒険者たちの行動は早い。

　雨粒が降りだした直後であったから、路面はまだ比較的乾いている。

　優柔不断をしていたら、濡ぬれた場所に座ってさらに冷えてしまうだろう。

　天幕の類たぐいは持ってきていなかったが、雨具の備えは冒険者の嗜たしなみだ。

　彼らは梳毛ウーステッドの外套がいとうに包まると、円陣を組んで腰を下ろす。

　そして女神官が用意していた角灯に松明の炎を移して、中央に置いた。

　暖を取るのには難しいが、ないよりはマシだ。

「……ねえ、オルクボルグ。なんで角灯使わないの？」

　妖精弓手が、物珍しげに角灯を指先で突き、ついた煤すすを擦こするようにして払う。

「片手が塞ふさがるって言ったって、角灯なら腰に吊るせば良いじゃない」

「松明は武器になる」ゴブリンスレイヤーは言った。「角灯は、割れたらしまいだ」

「あ、そ」

　妖精弓手は呆あきれたように答えて、膝ひざを抱えるように座り込んだ。

　ゴブリンスレイヤーは鉄兜に水が滴るのも構わず、水路の方へ目を向けている。

　女神官が、気遣わしげに目を向けた。

「せめて兜ぐらい、脱いだほうが良い、と……思うんですけど」

「いつどこで敵が来るかわからん」

「前から思うとったが、かみきり丸、道具使いの荒い奴やつだの。手入れはしとけよ」

「ああ」

　あぐらをかいた鉱人道士が、触媒の詰まった鞄から酒壺を引っ張りだす。

　封を破って透明な火酒を杯に注そそぐと、手早く一行へとそれを振る舞った。

　水気の匂いの中、ふんわりと酒精が混ざって漂っていく。

「ほれ、呑んどけ。冷えた身体じゃ動けんぞ」

「私は……」

「わぁっとる。一口で良い、一口で。別に嫌がらせなんぞする気もないわ」

　妖精弓手は、渋々──いや、恐る恐ると言った様子で杯を受け取る。

　そしてちびりと舐めるように口をつけ、その辛からさに顔をしかめた。


「う、ぅー……」



「子供かい、お前は」

「大丈夫ですか？」

「……ん、平気。……酔っ払って身のこなしの鈍い野伏レンジャーなんて、意味ないもの」

　無理をしないでくださいねと言う女神官に、彼女は頷いて応じる。

　とはいえ、女神官も火酒に慣れないのは同じだ。

　その強烈な酒精に苦労しながらも、薬と思って、そっと一口啜すすった。

　舌の上でカッと燃えるように強烈な味わい。彼女もまた目を白黒させている。

「どれ、では拙僧も一献」

「おお、飲め飲め！」

　対照的なのは、尾を巻いて座った蜥蜴僧侶だ。

　彼は鉱人道士の用意した杯に並々と酒を注がれると、それを大きな顎あごで一息に干した。

「うむ。これはやはり美味ですな。なみなみと樽ひとつで飲みたいところですが」

「如何なわしの手妻てづまといえど、樽は持ち運べんかんの。かみきり丸も飲むがええぞ」

「……」

　ゴブリンスレイヤーは水路から目を離さず、兜の隙間すきまからがぶりと酒を飲む。

　間断なく降り注ぐ水滴は、ほどなく土砂降りと言っても良い程に勢いを増していた。

　水路の汚水も激しくうねり、濁流さながらに迸ほとばしっている。

　しばらくの間、誰だれも何も喋しゃべらなかった。

　雨粒が外套を叩く音。酒を傾かたむける音。各々の微かな吐息。

　周囲は音で満たされているのに、それは奇妙な静寂せいじゃくを伴っていた。

「すこし、腹に何かを入れておこう」

　ぼそり。ゴブリンスレイヤーが、低い声で言った。

「多少は空腹の方が胃に血がたまらなくて良いが、これでは鈍る」

「あ、簡単なものでしたら……」

　いそいそと、女神官が自分のカバンに手をいれて、油紙の包みを取り出した。

　ほほう。料理の気配に鼻をひくつかせた鉱人道士が、にんまり顔で妖精弓手を肘で突く。

「やっぱりの。耳長娘よ。お前さんにゃ、こういうとこが足らんのだ」

「む、む、む……！」

　反論のしようもない。

「……料理、覚えようかしら」そんな呟きに、女神官は「教えますよ」と頰を緩める。

　食事は、堅く焼いたパンと、水で薄めた葡萄酒の瓶びんだった。

　長持ちするが味も素っ気もなく、ただ腹を満たし、喉のどを潤すための「携行食」に過ぎない。

　しかし冒険者らは喜びこそせずとも、文句も言わず、その堅パンをもそもそと頰張った。

「本当は、もうちょっと……凝ったものではなくても、お料理を作りたかったんですけれど」

　頰についたパンくずを親指にとって舐めると、女神官は申し訳なさそうに居住まいを正す。

「流石さすがに、ここでそんな、ご飯を食べる気には……」

「そりゃあ、ね……」

　これみよがしに鼻をひくつかせ、つまんで見せながら、妖精弓手が肩を竦すくめた。

　雨だれによって波紋を幾重にも繫つなげながら、とうとうと川のごとく水路を流れる汚水。

　味覚の大半は嗅覚によって補われているというが……とても、ここでは。

　なにしろ葡萄酒の香りさえ、苔こけとカビと、その他ほかもろもろの臭いに負けてしまうのだ。

「地下でご飯を食べるっていうのも、私にはわからないけど」

「ほ、言いよるわい、耳長娘」

　上に出たら覚えとけよ。鉱人が半眼になって睨めつけるが、妖精弓手は気にした風もない。

「ならば一山越えたら、何ぞ旨い物でも腹にいれるとしましょうや」

　蜥蜴僧侶が葡萄酒と火酒を交互に堪能たんのうしつつ、二人の間を取り持つ。

　そうですね、と。女神官が、葡萄酒の入った杯を両手で包みながら、同意する。

「そういえば、この辺りって何が美味おいしいんですか？」


「ふぅむ。そうさの」鉱人道士が顎髭あごひげをしごく。「ここいらだと────……」



「川魚の揚げ物、仔牛の肝臓かんぞうと葡萄酒の炒め煮」

　ゴブリンスレイヤーが、水路から目を離さず淡々と言った。

　一行の視線が、彼のもとへと集まる。

「この辺りの小麦は目が粗いから、衣が旨いそうだ」

　セリフを奪われた形の鉱人道士が、仰々ぎょうぎょうしい仕草で肩を竦めた。

「……だとさ」

「ほほう、詳しいな、小鬼殺し殿」

「知り合いがな」

　興味深いと言わんげに身を乗り出した蜥蜴僧侶へ、ゴブリンスレイヤーは短く頷く。

「ここへ行くと言ったら、教えてきた」

　──知り合いって……。

　女神官の脳裏に浮かぶのは、受付嬢、牛飼娘、あるいは魔女。槍使いか、重戦士……。

　数ヶ月前、知り合ったばかりの頃ころに比べると彼の「知り合い」は実に増えたものだ。

　声を殺して、女神官はくすりと喉の奥で笑った。

　冒険中の小休止は、こうして穏やかなままに過ぎていく。

　しかれども危険を冒すと書いて冒険である。安全なことなどあるものか。

　それは酒精が各々の体にめぐり、ぽかぽかと暖かくなってきた頃合いであった。

「……む」

　不意に、ゴブリンスレイヤーが声を漏らした。

　彼は素早く片膝立ちになると、じっと水路の方を見たまま、目を逸そらそうとしない。

「……どうしました、ゴブリンスレイヤーさん？」

「いや……」と彼は呟いた。「……用心しろ」

　女神官は、その曖昧な返事にこくりと頷いてみせた。

　何かを察したのだろう。彼女は様子を窺うかがいながらも、手早く荷物をまとめ始める。

　ただの杞憂だとしても、そろそろ移動しなければならない頃合いだ。

「手伝いまするぞ。術師殿、毛布を」

「ほいきた」

　誰が指示するでもなく、熟練ベテランの冒険者たちの動きは早い。

　ゴブリンスレイヤー同様に身をかがめた妖精弓手が、矢筒に手をかけつつ、耳を動かす。

　せわしなく上下する長耳は、この一党パーティの中で最も鋭敏なものだ。

「……何か来るわ」

　冒険者たちは、素早く各々の武器を取った。

　ゴブリンスレイヤーが鹵獲ろかくしたばかりの長剣へ、蜥蜴僧侶が牙の刀に、それぞれ手をかける。

　女神官が錫杖を不安げに握り、鉱人道士は投石紐スリングを、そして妖精弓手が矢を一本抜く。

「かみきり丸よ！」

「ああ」

　鉱人道士が放った角灯を、ゴブリンスレイヤーは盾を括くくった左手で受け取った。

　松明に火を移し替える時間はない。手持ち……いや、腰帯に吊るべきか。

　雨の向こう側、水煙が薄く靄もやになった水路の彼方へと、全員が目を凝らす。

　と、今度は全員に、水が弾ける音が聞き取れた。

　波、ではない。

　汚水をかきわけ、流れに乗って、何かが水路をこちらへと向かってくる。

　水煙の彼方に隠れた影へ、ゴブリンスレイヤーは躊躇なく角灯の光を向けた。

　朧おぼろに浮かび上がるのは、廃材を組み合わせて作られた、筏いかだにも似た粗雑な船だ。

「ゴブリン！」

　次の瞬間、船上の小鬼どもは手製の弓を引き絞り、放った。


　降り注ぐ矢衾やぶすまはてんでばらばらな狙ねらいなれども、雨の如く狭い空間を覆おおい尽つくし──……。



「《いと慈悲深き地母神よ、か弱き我らを、どうか大地の御力でお守りください》……！」

　水滴ともども、まさしく奇跡のように退けられた。

　淡く燐光を帯びた不可視の障壁。その中心には、両手で錫杖に縋る女神官。

　魂削る祈りが天上へ届き、慈悲深き女神が《聖壁プロテクション》の奇跡を賜たまわったのだ。


「あまり、長くは…………！」



「十分だ」

　額に汗あせ滲にじませる女神官に、ゴブリンスレイヤーは応じる。

　彼の右手は既に長剣を抜き放ち、左手は括った円盾を掲かかげていた。

「数はどうだ」

「数えてらんないわよ」

　妖精弓手が矢を番え、弦をきりりと引き絞りながら言った。

「どうするの？」

「決まっている。いつもと変わらん」

　ゴブリンスレイヤーは弾け飛ぶ矢雨やあめの中で、平然と言った。

　ぐるりと長剣が手の内で回り、逆手に握られる。

「ゴブリンどもは皆殺しだ」

　振りかぶったそれを、ゴブリンスレイヤーは目にも留まらぬ速さで投げ撃った

　女神官への害意なくば、その刃が《聖壁プロテクション》に妨さまたげられる事はない。それが法則ルールだ。

　矢衾を切り裂いて、長剣は頭目らしき小鬼の頭蓋ずがいへとめり込む。

　悲鳴も上げられず、もんどり打って汚水へと転がり落ちるゴブリン。

　派手な水みず飛沫しぶきと共に、小鬼の手に握られていた杖つえが水面を打って跳ぶ。

「ＧＲＯＯＡＲＲＢ!!」

「ＧＡＲＯＯＲＯＲＯＲＯＲ!?」

　シャーマンを失った小鬼たちの喚わめき声が木霊し、攻勢の手が一瞬緩んだ。

「まず一つ。……術はいくつ残っている？」

「たっぷりと。温存しといたからの！」

　投石紐スリングに玉石を巻きつけて放ちながら鉱人道士が応じ、

「……なら《隧道トンネル》だ。穴を掘れ」

　続く淡々としたその指示に、ギョッと目を剝むいた。

「おいおい、馬鹿ばかな事を言うない。上の街を崩す気か!?」

「上ではない。下だ」

　ゴブリンスレイヤーは雑囊ざつのうへと手を突っ込んだ。

「水路へ穴を掘って、水ごと落とす」

「都市っちゅうのは、精密なからくり細工ざいくみたいなもんだ！」

　当然と言わんばかりのゴブリンスレイヤーに、鉱人道士が胴間声で怒鳴る。

「ちょいとでも狂えば、下水の氾濫が起きるぞ」

「火でも水でも毒気でもないのだが」

　平時であればきっと笑っただろう困惑気味の声に、妖精弓手がたまらず叫んだ。

「他の手！」


「…………ふむ」



　ゴブリンスレイヤーは押し黙り、雑囊の中を引ひっ搔かき回し続ける。

　無論、ゴブリンとて黙ってみているわけではない。

　文字通り矢継ぎ早に射撃を続けながら、じりじりと船が岸辺へと迫ってくる。

　女神官が錫杖を掲げながら、悲鳴をあげた。

「もう、無理ですよ……！」

「いつぞやのように、《転移ゲート》の巻物スクロールはありませぬか」

「あれば、持ってきていた」

　人喰鬼オーガを屠ほふるのに、この男が用いた手は記憶に新しい。

　しかれども《転移ゲート》の巻物は貴重品だ。そう滅多に入手できるものでもない。

　それを躊躇なく使い潰つぶせるのがゴブリンスレイヤーという男の奇異なところであった。

　なにしろ彼はそもそも、それをゴブリンに対して用いるつもりであったのだから。

　そう言いながら、彼は雑囊から何かを摑つかみとった。

「して、作戦は？」

　問うた蜥蜴僧侶に、ゴブリンスレイヤーは答える。

「《聖壁プロテクション》が解けた瞬間に切り込む」

「心得た」

「小鬼と、船。どう見る？」

「船でしょうや」

「よし」

　素早く作戦をやり取りすると、ゴブリンスレイヤーは女神官へと首を巡らせた。

　必死に錫杖を振りかざす少女は、とてもこちらへ目を向ける余裕がないらしい。

　ゴブリンスレイヤーはしばし宙を睨む。何を言うべきか。

「……お前は《聖壁プロテクション》を張り直して、守りを固めろ」

「は、はいっ」

　懸命に頷く女神官。ゴブリンスレイヤーは息を吐いた。空の右手を軽く握り、開く。

　武器が必要だった。ナイフ一本でもどうとでもなるが……。

「おっと待たれよ、小鬼殺し殿」

　蜥蜴僧侶は素早く、懐ふところから獣の牙を取り出した。それを奇怪な合掌でもって包み込む。

「《伶盗龍リンタオロンの鈎かぎたる翼よ。斬り裂き、空飛び、狩りを為なせ》」

　奇怪なる父祖への祈り。祖霊への嘆願。

　鱗の生はえそろった両手で揉もみ解ほぐされた牙に、恐るべき竜の力がやどりだす。

　牙が見る間に鋭く伸び、見事な《竜牙刀シャープクロー》へと転じたではないか。

「お好みの刃渡りと思いまするが。──ああ、できれば投げずに」

「努力はする」

　放り渡された小刀を、ゴブリンスレイヤーは慣れた手つきで素振りした。悪くはない。

「……あと、ちょっと……ですっ！」

　やがて間断なく降り注ぐ矢を受けて、不可視の防壁がみしみしと軋きしみだす。

　その軋みは決定的なひび割れの音へと変わり、ついには粉々に砕け散る。

「目と口を閉じ、息を止めろ。跳ぶぞ！」

　次の瞬間、ゴブリンスレイヤーが、左手に持った卵を船上へと投じた。

「ＧＡＲＡＲＡＯＢ!?」

「ＧＲＯＲＲＲ!?」

　悲鳴。

　すり潰された唐辛子と長虫の粉末が、砕けた卵の殻と混じって飛散したのだ。

　あまりの苦痛に、小鬼どもは涙を流して息も絶え絶え、もがき出す。

　その赤煙を切り裂いて、ゴブリンスレイヤーと蜥蜴僧侶が廃材船へと飛びかかった。

　二人の重量が加わって大きく揺れる船から、一匹、二匹、小鬼が汚水へ転げ落ちた。

　重い水音。迸る水柱。降り注ぐ水飛沫。

「む……」

　不安定な足場に体勢を崩した小鬼へ切りつけたゴブリンスレイヤーは、微かに唸うなる。

　その隙すきを突いて背後から組み付かんとしたゴブリンを、彼は盾で強したたかに叩きのめした。

「ＧＡＲＯＵ！」

「……鎧を着ているか」

　響き渡る金属音。ゴブリンスレイヤーは忌々しげに吐はき捨てる。

　彼はすかさず振り返り、盾に打たれよろめいていた小鬼を、筏より蹴り落とす。

「ＧＲＯＯＲＯＢ!?」

　汚水へ叩きこまれたゴブリンは懸命に這い上がろうとするが、鎧の重量には敵かなわない。

　やがて醜悪な顔は水面に沈み、ぼこりとあぶくを一つ残して、この盤上より消え去る。

「ふむ」

　ゴブリンスレイヤーは躊躇なく、返す刀で手近な一匹を思う様殴りつけた。

　薄汚い涙をぽろぽろと零していた小鬼は、為なす術すべもなく汚物へと転落した。

「ＧＡＲＯＯＡＲＡ!?」

「落とした方が楽だな」

「おお！　恐るべき竜よ、末裔まつえいの戦働いくさばたらきを御覧あれ！」

　一声吠ほえて応じた蜥蜴僧侶が祝詞のりとをあげて、小鬼どもへ躍りかかる。

　目潰めつぶしから回復したゴブリンたちが弓を放り捨て、大慌てで剣を抜き放つ。

　だが、遅い。

　爪つめ、爪、牙、尾。あるいは剣、盾、拳こぶし、蹴。

　俊敏な身のこなし、徹底した戦術でもって、狭い船上を縦横無尽に暴あばれ回る二人の戦士。

　彼らの攻撃を受けたゴブリンどもは、たちまちのうちに蹴散らされていく。

　なにしろ──ゴブリンは、弱い。

　熟練の戦士と真正面から打ち合って、平々へいへい凡々ぼんぼんなゴブリンが敵うはずがないのだ。

　一匹、二匹、我を忘れて汚水へ飛び込んだゴブリンが、泳ぐこともできずに沈んでしまう。

「十六、とはいえ」

　それでも、小鬼どもの最大の強みが失われたわけではなかった。

「……いかんせん、多いな」

　すなわち、数だ。

　一匹叩落とされれば二匹が、二匹沈められれば四匹が。


　四匹が八匹。八匹が十六匹。十六匹が三十二匹────…………。



　小さな筏の上にどれだけの小鬼が乗っていたのかと思うほどである。

「ＧＯＯＯＲＲＢ！」

「ＧＲＯＢ！　ＧＯＯＢＲ!!」

　群がる小鬼たちを二人の冒険者は次々と迎え撃つ。だが限りがない。

　では、二人でなければどうか。

「ＧＲＡＢ!?」

　そこへ木芽の矢が飛んだ。

　目の前の脅威へ掛かり切りだったゴブリンが、目を射抜いぬかれて転げ落ちる。

「森人エルフの弓はね、目をつむってたって当たるんだから……！」

　言うまでもなく、岸に立った妖精弓手である。

　彼女は長耳をピンと立てると、目にも留まらぬ速さで矢を番え、放つ。

　速い。とにかく速い。

　こと弓の腕で森人に敵う者など、言葉持つ者の中にいるわけもないのだ。

　乱戦の最中だというのに、彼女の狙いすました矢はゴブリンだけを射止めていく。

　瞬く間に矢筒の中身を撃ち尽くしたにもかかわらず、その射撃は途切れない。

　妖精弓手は舌打ち混じりに、先ほどゴブリンたちが放った矢を拾いあげていた。

「まったく、出来の悪い矢だこと」

　悪態も何のその。鏃が石に変わろうと、その矢が外れることはない。

　業を煮やしたゴブリンの一匹が、捨てたはずの弓矢をまた手に取った。

　こそこそと身を屈かがめ、姑息こそくに仲間を盾にして、物陰から大雑把に狙いをつける。

　いや、小鬼にしては丁寧に、と言うべきかもしれない。

「ＯＲＧＧＧＧ……」

　狙いはあの小生意気な森人だ。

　ぎりりと粗雑な弦をきしませながら、その小鬼は矢を引き絞る。

　森人。それも女。生け捕りにしても楽しめるし、殺してしまっても面白おもしろい。

　目を射抜いてやる。それとも耳か。いやらしいニタニタ笑いと共に、矢が放たれ、

「《いと慈悲深き地母神よ、か弱き我らを、どうか大地の御力でお守りください》……！」

　妖精弓手に届くわけもなく、びぃんと音を立てて弾かれる。

　慈悲深い地母神が、信徒の嘆願を拒もうはずがないのだ。

　次の瞬間には、ゴブリンの射手もまた妖精弓手の矢の餌食えじきとなって、死んだ。

「ありがと」

「いえ、このくらい、頑張らないと……！」

　傍らの少女へ片目を閉じてみせる妖精弓手。女神官は気丈に微笑ほほえんで、祈りを保つ。

「とにかく、後衛への攻撃は防ぎますから……攻めるの、お願いします！」

「おうともよ！　こっちも、準備が出来たトコだわい！」

　応じたのは、今のいままで触媒の詰まった鞄をあさっていた鉱人道士だった。

　その両手には一摑みの粘土が握られている。

　ゴブリンどもの筏から目を逸らさぬまま、妖精弓手が唇を釣り上げて笑った。

「いいから早くしてよ、鉱人は遅いんだから」

「うっさいわ。わしらにゃ、わしらの戦い方があるんじゃい」

　ぐしゃりと鉱人道士は両手の粘土を握りつぶし、丸く捏こねる。

　ぶつぶつと何事かを呟いて吐息を吹き付けると、彼は胴間声で叫んだ。

「──かみきり丸、鱗の！　戻れッ!!」

　同時に、中空へと粘土玉を投じる。口から迸るは、真に力ある言葉の数々。

「《仕事だ仕事だ、土精ノームども。砂粒一粒、転がり廻せば石となる》！」

　粘土玉は見る間に巨大な石塊せきかいへと姿を転じ、船を目掛けて一挙に落下する。

《石弾ストーンブラスト》……それも精神力で以もって拡大した、大玉であった。

「む……小鬼殺し殿！」

「ああ」

　船上の二人は素早く目線を交わし合うと、慌てふためくゴブリンを退け、思い切り跳躍ちょうやくした。

　その背後で、轟音と共に汚水が柱の如く跳ね上がる。

　転がるように岸へ着地したゴブリンスレイヤーと蜥蜴僧侶へ、下水の飛沫が降り注いだ。

　見ると、石塊にゴブリンごと押し潰された船が、あっという間に沈んでいくところであった。

　かろうじて逃れた小鬼もいたものの、鎧の重みに耐えかね、汚物の中へと消えていく。

　それを見届ける間、誰も何も言わなかった。

　乱戦で火照ほてった身体に、未だ降り注ぐ雨が冷たい。

　吐く息は白く、周囲には血と汚物の臭いが立ち込める。

　妖精弓手が、やや掠かすれた声で呟いた。

「さて、お次は何かしら？」

「……勘弁してくれい」

　鉱人道士はげんなりと応じながら酒壺を取り出し、栓を抜いた。

「今の大盤振る舞いで、精神力が足らんわ」

　その横に、へなへなと女神官が腰を下ろす。

「とにかく……少し休みましょう。わたしも、ちょっと……」

「いや」と、首を横に振ったのは、ゴブリンスレイヤーだった。

　戦闘の直下だというのに息を乱した様子もなく、彼は真まっ直すぐに水路の奥を睨んでいる。

「すぐに動くべきだ」


「ふぇ……？」



　女神官が呆然ぼうぜんとゴブリンスレイヤーを見上げる。

　彼はまだ両手に武器を握ったまま、警戒態勢を解いていない。

「同感ですな」

　奇怪な手つきで合掌をした蜥蜴僧侶が、その横で頷いた。

「ずいぶんと騒々しくやりましたから、雨で音が妨げられるとはいえ……」

　他の者どもが感づいているやもしれぬ。

　蜥蜴僧侶がそう呟いた──その時だった。

　ばしゃり、と。またしても、水の跳ねる音がしたのだ。

　妖精弓手が、強張った表情で水面へと目を向けた。

「……小鬼から逃げて狼に捕まるのはゴメンよ」

　古い諺ことわざを持ちだして、彼女はぶるりと身を震わせる。

　ゆらゆらと汚物が揺れ、波が生まれ、波紋が近づいてくる。

　次の瞬間、濁った河を搔き分けて、巨大な顎が飛び出した。


「ＡＡＡＡＡＡＲＲＲＩＧＧＧＧＧＧ！！！！」



　次の瞬間、冒険者たちは躊躇なく戦術的撤退を決断した。

　雨粒を振り払い、水飛沫を蹴散らして、走りに走る。

　薄暗い下水路の中であれ、彼らは迷いなく道を選んでいく。

　何故なぜなら、先導が妖精弓手と蜥蜴僧侶だからだ。

　暗闇も多少の障害物も、その俊敏な動きは物ともしない。

　彼らの見出した道順に従って女神官と鉱人道士が続く。

　華奢きゃしゃな女神官は元より、体格で劣る鉱人道士の足は鈍い。

　懸命に走る二人を、腰に角灯を吊るしたゴブリンスレイヤーがぴたりと守る。

　その背後で、また盛大に水面が波打ち、弾け飛んだ。

　ちらりと振り返った彼の視界に映るのは──巨大な白い顎。

　細長く、巨大で、鋭い歯がびっしりと生えそろっている。

　暗闇の中に浮かび上がるそれは、人ひとり嚙かみ砕くには十分過ぎた。

　がつりと宙を嚙んで水中へ没する顎は、徐々に距離を詰めてきている。

「見る限り、わかったことがある」

　呼吸ひとつ乱さぬまま、ゴブリンスレイヤーは重々しく言った。

「あれはゴブリンではないようだ」

「見ればわかるわよ！」

　振り返る事なく妖精弓手が怒鳴り返した。

　沼竜アリゲイタ。そう呼ばれる怪物である。

　竜とは名ばかり、実態は蜥蜴とかげの仲間。伝説に語られる類ではない。

　体長と顎こそ長いものの、平べったく這いまわる姿は実に不格好だ。

　だが長い尾をくねらせ汚水を切り裂いて泳ぐそれを、笑うことはできない。

　この場に限り、背後に迫る白沼竜は、伝説の竜以上に恐るべき存在だった。

「おい、鱗の！　ありゃお前の親戚じゃろが！　なんとかしろい！」

　どたどたと短い手足を振り回して走る鉱人道士。彼が唾を飛ばしながら叫ぶ。

「生憎あいにくと拙僧、出家してよりこちら、親戚づきあいもないもので」

「ええい、たまにゃあ郷里に帰っとかぬか！」

「なにぶん、遠方でしてなぁ」

　蜥蜴僧侶は鋭く息を吐くと、長い尾を素早く振るって鉱人道士の足を払った。

「ぬおっ!?」と、短い足がすぱんと地を離れ、宙に浮く。

　あわや転倒と思った次の瞬間、鱗の剛腕ごうわんが首根っこを摑んで彼を担かつぎ上げる。

　そのままの勢いで疾走する蜥蜴僧侶は、まったく速度が衰えない。

　蜥蜴人リザードマン特有の瞳が、ぐるりと回った。

「第一、あのような長虫ワームは拙僧の親類におらなんだよ、術師殿」

「ほ！　こりゃ楽で良いわ！」

　気にした風もない鉱人道士は、蜥蜴僧侶の肩でからからと笑った。

「ど、どこかから、まぎれてきた、んでしょうか……？」

　その後ろで、女神官が喘あえぎ喘ぎ言う。

　神への嘆願は精神を、魂を酷使こくしするのだ。剣を振るうより楽ということはない。

　もはやとうに息は切れ、足元は覚束おぼつかず、今にも転びそうな危うさがある。

　ゴブリンスレイヤーは小さく舌打ちをすると、その細い腰をかっさらった。

「ひゃっ!?」

「少し、息を整えておけ」

　突然の行為に声を漏らす女神官へ、ゴブリンスレイヤーは淡々と言う。

　今や女神官は、彼の小脇こわきに抱えられるような姿勢であった。

　羞恥心と、文字通り負担となる事を厭いとい、彼女は足をばたつかせて身をよじる。


「だ、大丈夫ですっ　こんな、運んでもらわなくても──……」



「暴れるな。落とすぞ」

「う……」

「あと一つ奇跡は残っているだろう」

　ここで倒れられては困る、と彼は言う。

「また、術を使ってもらうかもしれん」

　ややあって女神官は顔を赤らめ、俯うつむき、「はい」と小さく応えた。

「水路から逸れるべきでしょうな」

　蜥蜴僧侶は片手で鉱人道士を担いだまま、器用に懐から地図を引っ張りだしていた。

　雨粒が滴り落ち、滲む図面で道順を確かめながら、彼はするすると駆けて行く。

　湿地も雨も、粘ついた大気さえ、密林を棲家とする蜥蜴人の友であった。

「鉱人を食べさせてその間に逃げましょう！」

　雨粒を弾いて牝鹿の如く駆ける妖精弓手が、大おお真面目まじめに言う。

「きっと食あたりを起こすから！」

「ぬかしおる！」

「ま、前からも、何か来ます……！」

　妖精弓手と鉱人道士のやりとりを遮さえぎり、女神官が錫杖で行く手を示した。

　長耳を素早く上下させて妖精弓手が耳を澄ませる。
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　──水音。水面を叩く音。それも、三つ。櫂かいか何か。聞き覚えのある、たぐいの。

「……またゴブリン？」

　げんなりとした顔で彼女が言う。先刻の懸念が的中した形だった。

　薄暗い水路の奥深くから、小鬼どもの船団がこちらを目指しているのだ。

「ど、どうしましょう……？」

　震える瞳でゴブリンスレイヤーを見上げ、抱えられた女神官が問うた。


「…………」



　彼は黙りこくったまま、返答のかわりに角灯の火を消す。

「……おい。この先に脇道はあるか？」

「無論だとも。この地下水道、やたらと分岐路が多いですからな」

　蜥蜴僧侶が地図を爪先でなぞりながら首肯する。

「ちょっと、何を思いついたか知らないけど、毒気とか、燃やすのは……」

「しない」

　妖精弓手に応じるゴブリンスレイヤー。彼は淡々と呟く。

「お前の手で行くぞ」

「──？」

　妖精弓手が不思議そうに首をかしげ、鉱人道士と顔を見合わせた。
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　ゴブリンどもは、大慌てで軍艦──彼らにとっては、だ──の速度を上げた。

　ぎいぎいと頭であるシャーマンが喚き、杖を振って漕ぎ手を急かす。

　下水路中に木霊した戦闘音が途絶えてから、相応の時間が経たっている。

　もう既に戦っていた同胞たちは殺されたろうが、それは良い。

　重要なのは、敵ないし獲物である冒険者どもが疲弊しているだろうという一点だ。

　これを逃す手はない。

　ゴブリンどもは限界だった。

　じめじめとした巣穴の居心地はすこぶる良い。

　だが、何にも増して忌々しいのは、この雨だ。

　小鬼たちは汚物や汚水を物ともしないが、だからといって濡れたいわけではない。

　温かい寝床は欲しい。旨い食事が欲しい。

　そして痛めつける相手がいれば尚なお良し。

　しばらく前に地下へ訪れた冒険者たちを嬲なぶり殺して以来、彼らはご無沙汰だった。

　だから、これを逃す手はない。

　冒険者どもに森人はいるだろうか。それとも只人ヒュームか。女はいるか。きっといるだろう。

　漕ぎ手どもが小鬼の耳障りな囃子はやし唄うたを口ずさみ、拍子も取らずに櫂をぶん回す。

　多くの言葉持つ者の船がそうであるように、小鬼軍艦も全すべての乗組員が兵士である。

　一隻ならともかく三隻による艦隊ならば、生半な冒険者の徒党など物ともしない。

　事実はどうであれ、小鬼どもはそう信じているのだから性質が悪い。

　ゴブリンは徒党を組んだ自らが弱いなどとは、露つゆほどにも思わないのだ。

　彼らは欲望に顔を歪ゆがめ、涎よだれを滴らせ、一心不乱に船速を上げる。

　ゴブリンシャーマンの闇夜を見通す目が、一つの光点を捉とらえていたのだ。

　ゆらりゆらりと揺れるそれは、冒険者どもの角灯に違いない。

　無様なことに、只人どもは灯がないと暗闇の中では目が利きかなくなる。

　光のない穴蔵の奥底こそ、ゴブリンの強みを最大限発揮できる領域だった。

　故に彼らは勝ち誇り、されど油断なく、その光へと近づいていく。

　だが、冒険者の姿は見えない。

　というより、近づいてわかったのだが、その明かりは水面に揺らめいていた。

「ＯＲＡＧＡＲＡ！」

「ＧＯＲＲＲ……」

　不審に思ったゴブリンシャーマンが、罵声ばせいをあげて一匹の小鬼を杖で突いた。

　ただ手近なところにいただけの不運な小鬼は、渋々と櫂で探るように水の中を搔き回す。

　そして、

「ＯＲＡＧＡ!?」

　ばくり、と。そのゴブリンの頭が削り取られた。

　汚水を跳ね上げながら、白い怪物の顎が飛び出してきたのだ。

「ＧＯＲＡＲＡＲＡＲＡＢ!!」

「ＧＯＲＲＲＢ！　ＧＲＯＡＢ!!」

　けたたましい喚き声をあげながら臨戦態勢に入るゴブリンたち。

　恐慌状態に陥おちいって逃れようと船から飛び降りる者、あるいは立ち向かう者。

　いずれにせよ水に近い小鬼から片っ端、その怪物によって嚙み千切られていく。


　ゴブリンシャーマンは苛立いらだちながら、杖を振り上げて呪文を唱えはじめ──……。
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「数は奴らの方が多いものの、不利なようですな」

「ああ、同情の余地はないわい」

　……その全てを、脇道の暗がりに蹲うずくまりながら、冒険者たちは眺めていた。

「《いと慈悲深き地母神よ、闇に迷える私どもに、聖なる光をお恵みください》」

　ゴブリンスレイヤーの盾で雨粒から庇われながら、女神官が地母神へと祈りを捧げる。

　慈悲深き神は彼女の嘆願に応え、白沼竜の尾へと《聖光ホーリーライト》の奇跡をもたらしていたのだ。

「毒気も、火攻めも、水攻めもできないのでは、この程度が関の山だ」

　忌々しいと言わんばかりにゴブリンスレイヤーは吐き捨てる。

　その様子を呆れた様子で見ながらも、まあまあと妖精弓手が宥なだめにかかる。

「なんにせよ、切り抜けられたんだから良いじゃない」

　これでこそ普通の冒険よ！　ふんすと鼻を鳴らし、彼女は薄い胸を張る。

　喜色満面。上機嫌なのは揺れる長耳の動きへ如実に現れていた。

「にしても。明かりであっさり騙だまされるとはねー」

「奴らは、冒険者は明かりをつけて移動するもの、と学習している」

「そうなの？」

「いつの頃からかは知らん。だが、共通の『常識』となっている」

　ゴブリンスレイヤーは、水路の奥で繰り広げられる戦いを睨みながら、言った。

「そもそも、奴らは略奪民族だ。物を作るという発想自体を持たん」

　そう、小鬼とは、ゴブリンとは、そういう生き物なのだ。

　作るとしても、せいぜいが棍棒こんぼうや石器、あるいは他の武具を短く擦すり上げるぐらいだろう。

　道具、食料、家畜……必要なものは作るのではなく奪えば良いのだ。

　なにせ、マヌケな只人どもの村から奪えば、何でも揃そろう。

　略奪で足りている以上、他の選択肢は必要ない。

　それこそ母体さえ、女子供や冒険者をかっさらえば、事足りるのだから。

「しかし奴らは馬鹿だが、間抜けじゃあない」

　ゴブリンスレイヤーは、用心しいしい、油断なく小鬼どもの戦いを窺い続ける。

「道具の使い方はすぐに学習する。船の作り方を教えればすぐに会得する」

「……ずいぶんと詳しいのね」と、妖精弓手。

「調べて、研究した」

　至極あっさりとゴブリンスレイヤーは答えた。

「だから俺おれは、奴らに新たな発想を絶対に与えない。鏖殺おうさつする」

　壁際かべぎわに座り込んでいた鉱人道士が、髭をしごきながら言った。

「……つまり、誰かが船について小鬼ばらに教えた、っちゅうことか」

「ああ」

　祈りを終えた女神官が、ふぅっと息を吐いた。額の汗と、水滴を拭う。

「でも、それだけならまだ、シャーマンとかが、思いついたかもしれませんし……」

「かもしれん。だが、奴らがここで自然に増えたのだとすれば、何故あの……なんだ」

「ええと、沼竜……ですか？」

　そっと言葉を繫いだ女神官に、彼は「そうだ」と頷く。

「アレの存在を知らないのだ？　知っていれば、船を用いるなどとは思わんはずだ」

　奴ら、臆病だからな。ゴブリンスレイヤーはぼそりと呟いた。

「何が言いたいのかね、小鬼殺し殿」

　ぶつぶつと何事か呟きながら思案するゴブリンスレイヤー。

　その様子を見かねて、蜥蜴僧侶が静かに問うた。

　返事は、極めて端的な一言だった。

「この小鬼禍ゴブリンハザードは、人為的なものだ」

　戦闘音が途絶えるのを待って、ゴブリンスレイヤーは一時撤退を提案した。

　誰も反対はしなかった。

　術も切れ、矢も尽き、装備も足りず、体力も消耗していたからだ。

　小鬼と沼竜の戦いを背後に置き去りにして、薄暗い地下道を黙々と進む。

　ややあって梯子はしごに辿たどり着き、地表へと戻った彼らは、大粒の雨によって迎えられた。

　ただでさえずぶ濡れの全身を雨に打たれながら、疲弊した表情で女神官は空を見やる。

　そして、ぽつりとか細い声で呟いた。

「──雨、止みそうにないですね」
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　よろしい、ではまず、先だって討伐された、魔神王についてだ。

　幾つか、残党どもが邪教を立ち上げたとのことで、既に賢者殿が調査に動いている。

　報告を待つ間にも、彼女から要望があれば対応できるよう、諸侯に伝えておけ。

　次は……ふむ、水薬ポーションの価格高騰？

　ああ、需要が増えていて供給が追いつかないか。由々しき問題だな。

　冒険者に行商人、村人、怪物どもの活動が増えれば負傷者も増える……。

　よろしい。施療院に所属、あるいは委託を受けた薬師に王室林を開放する。

　この際だ、致し方あるまい。ただし狩猟制限は解かんぞ。

　密猟者の侵入にはこれまで以上に目を光らせろ。自衛戦闘以外は厳正に罰せよ。

　では次、と……ふむ、冒険者組合から定例活動報告書か。これは後回しで良かろう。

　大臣、金、銀等級ら高位の者に限定して報告をまとめておいてくれ。

　魔神や邪神だのに関連する事例があるかどうか、全読は手隙てすきの者に任せよ。

　次、森人エルフ、鉱人ドワーフ、蜥蜴人リザードマンとの同盟か。

　やれやれ……亜人、失敬、失言だな。異種族との外交は、毎度面倒だ。

　信を置かぬわけではないが、文化も違う、我々の領地で好きに動かれても困る。

　最大限の配慮はしつつも、警戒を怠るなよ。揉もめ事はごめんだ。

　そうだ、補給はどうだ。我が方の兵への物資供給や支援も忘れずにな。

　輜重しちょう隊たいの編成はどうなっている？　雑兵は手弁当の者も多かろう。

　その兵が農民であろうが貴族だろうが、温かい食事と寝床だけは欠かしてやるな。

　で、次は……ああ、ゴブリン被害への対策についての進言か。

　剣の乙女おとめから。やれやれ、いつものことだが……。

　村を襲う野犬の群れに一々と軍を送り込んでいては、とても兵が足りん。

　魔神王だの邪神だの、脅威は他ほかにある。

　だいいち、彼らは自力で対処できているではないか。

　よし、ではこの方針で動くとしよう……うん？　大臣。冒険者についての報告は後で……。


　…………なに？　賢者殿から……ほう、これは。



　うむ、どうやら賢者殿が、すでに邪教の陰謀、その一端を摑つかんだらしい。

　もう討伐に向かっているとのことだ。いやあ、何とも頼もしい限り。

　この件に関しては、もう後は心配することもなかろう。

　なにせ、ほら。白金等級冒険者──勇者様のお出ましだからな。
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「わぁ……」

　雨に濡ぬれて冷えきった裸身を暖かな湯気で包み込まれ、女神官は顔をほころばせた。

　戸を開けた向こうは、華美でない程度に流麗な彫刻が施された、白亜はくあ石せきの大広間。

　ほの甘い香りの湯烟ゆけむりで満たされた室内には、ゆったりと腰掛けられる椅子いすが並ぶ。

　最奥には、浴槽神──美しい女神──の石像が安置されている。

　そしてあろうことか水桶みずおけには、獅子像の口を通して常に湯が注そそぎ込まれていた。

　何とも贅沢な事だ。きっと街を縦横無尽に流れる運河より水を引いているのだろう。

　清貧を尊び、湯で身体を拭うのがせいぜいな地母神ちぼしんの神殿では、こうはいかない。

　ここは法の神殿、大浴場──つまりは蒸むし風呂ぶろだ。

　法を司つかさどる者は清らかな身であれという、至高しこう神しんの神殿ならではの施設。

　なかでも辺境最大である法の神殿の蒸し風呂、その素晴らしさときたら！

「……うんっ。今日だけ──今日だけ、ですから」

　女神官は片手のタオルで華奢きゃしゃな胸元むなもとを隠しながら、片手で地母神の印を切る。

　平素から神官衣と鎖くさり帷子かたびらで守られている彼女の肢体は、透き通るように白い。

　その肌を蒸気でしっとりと湿らせながら、女神官はうきうきと浴室へ足を踏み入れた。

　些いささか夜遅い事もあって、幸い他ほかに入浴者の姿は見えない。

　なので彼女は水桶へ赴くと、遠慮なく柄杓ひしゃくいっぱいに湯を掬すくった。

「あ、これ……」

　ふんわりと漂う芳香は、水桶に垂らされた香油のそれだろう。

　聖職者たらんとする以上、彼女は別段、派手に着飾りたいとは思わないが……。

　それでも脳裏に、数日前にすれ違った娘たちの、華やかな姿が思い浮かんでしまう。

「……せっかく、ですし。良いですよね、うん」

　女神官はそっと左右を見回し、湯を香花石サウナストーンで出来た浴槽神像へと振り掛けた。

　高温に熱された石像は瞬く間に湯を蒸発させ、薔薇の湯烟で浴室内を温めていく。

　浴槽神は裸婦を象かたどっているが、双面の為、男風呂には老人の像が置かれているらしい。

　らしいというのは、当たり前だが、女神官は男風呂になど入ったこともないからだ。

　浴槽神は入浴者に吉凶を教えるというが、これといった神殿を持たず、信者もいない。

　というより、あらゆる風呂こそが神殿であり、遍あまねく入浴者が信者なのだ。

　信者としての礼を尽つくし、たっぷり湯気に当たって満足した女神官。

　彼女は薄い尻しりでぺたりと音を立て、椅子に腰を下ろす。

　次いで手に取るのは、どの浴室にも置いてある白樺の枝だ。

　それでぴしゃりと軽く、撫でるように身体を叩たたく。

「……んっ」

　長時間に及ぶ地下の探索で強張り、疲労した筋肉を、こうして解ほぐすのだ。

　ひとしきり白樺の枝を振り終えると、女神官の裸身はほんのりと桜色に上気している。

　長椅子の背もたれによりかかった彼女は、ほぅ、と息を吐ついた。

「皆さんも、来れば良かったのに……」

　一応、妖精弓手エルフにも声をかけたのだが、ぶんぶんと首を振って嫌がられてしまった。

『なんか、火と水と空気の精霊が入り混じってる感じがして、苦手なのよね』

　鉱人道士ドワーフや蜥蜴僧侶リザードマンは「風呂よりも酒と食事」と街に繰り出してしまうし……。

　そしてゴブリンスレイヤー。

　彼はといえば『手紙を送る』などと奇妙なことを言い出して、早々に姿を消していた。

『あっ、私もついてく！』と妖精弓手がその後を追った気持ちは、わからなくもないけれど。

　──ゴブリンスレイヤーさん。

　そう、女神官が思うのは、彼の事だ。

「もう……。半年なんですよね……」

　ゴブリンの巣穴で、死にかけてから。彼によって、命を救われてから。

　未いまだに、あの日の冒険を夢に見ることがある。

　ともすれば今この場にいる自分が、小鬼の巣穴に囚われた哀れな娘の妄想とも思える。

　あるいは逆に、あの三人と共に冒険を成し遂げた後に見る、うたかたの夢。

　どちらも、可能性としてはあった。

　あの日、あの時、自分ははたして、どうすれば良かったのだろうか。

　何を為なすべきだったのだろうか。

　もしも。

　もしも仮に、自分が最初の冒険を成功させていた、としたら。

　今の仲間たちとは、決して知り合うことはなかっただろう。

　そうなったら地下遺跡や、小鬼王ゴブリンロードとの戦いが、どんな結末になったか。

　街は。牧場の人は。仲良くなった人、知り合った人、他の冒険者は。

　彼──ゴブリンスレイヤーは、無事に生き延びることができたのだろうか。

　決して、自分が彼の命を救った、などと思うほど、女神官は傲慢ではなかったが……。

「……悪い人じゃ、ないんですけれど」

　そっと、先刻抱きかかえられた腰を撫でてみる。

　彼の腕と比べれば、折れてしまいそうなほどに華奢で細い。

　彼は英雄のようであり、復讐鬼のようであり、恐らくそのどちらでもない。


「……………」



　女神官はいつしか、長椅子の上で膝ひざを抱えるようにして丸くなっていた。

　蒸気で温められた頭は、ぽかぽかとして、幾つもの考えが浮かんでは弾はじけていく。

　他愛ない泡沫ほうまつの思考に身を委ゆだねるのは、奇妙な心地よさと焦燥しょうそう感かんがあった。

　それは休みの朝、普段よりも早く目が覚めた時の気持ちによく似ていた。

　このまま眠ってしまっても良い。けれど起きて動き出した方が良いのではないか。


　何かしないと。そうしなければいけないと、思うのだが──……。



「どうすれば、良いのかなぁ……」

「何が、ですの？」

「ひぁっ!?」

　ぽつりと呟いた独り言。

　それに柔らかな声で返事があって、ぱちんと女神官のあぶくは弾けて消える。

　飛び上がらんばかりに見上げた先には──熟れた果実のように豊満な、美しい肉体。

「ふふ、そんな風にしていると、のぼせてしまいますわよ？」

「す、すみません、考え事をしていて……」

　女神官は、慌てて目前に佇たたずむ大司教アークビショップ──剣の乙女おとめへと頭を下げた。

　彼女は「構いません」と、美しい金髪を緩やかに波打たせて首を横に振る。

「驚かせてしまった、わたくしがいけないのです。勤めで遅くなってしまって……」

　その姿に、女神官は思わず見惚みほれてしまった。

　隠されもせず、惜しげもなく晒さらされた、一糸いっし纏まとわぬその美体。

　それは、女性であっても目が離せないほどに艶あでやかだ。

　唯一残る目隠しが瞳ひとみを覆おおっているのが、かえって淫みだらに思えてしまう。

　陽光の中に垣間見たあの神秘的な雰囲気が、形を変えて彼女の肉体を彩いろどっていた。

　ばかりか、しっとりと蒸気に濡れた姿は、肌が上気し、女神官さえも息を呑のむ。


　ただ──……。



「あの……それ、は……」

　女神官が遠慮がちに、そっと声を漏もらす。

　剣の乙女が持つ完璧かんぺきなはずの美体には、うっすらと、白い筋が走っていた。

　幾本も、幾重にも。細いものも、太いものも。長いものもあれば、短いものも。

　直線的に奔はしるものがあれば、引きつったように奇妙な紋様を描いているものもある。

　よく注視して見れば全身くまなく、その線──傷跡のないところが珍しいほどに。

　昼間、神殿で会った時には気づかなかった。

　彼女の肌がうっすらと桃色に染まったからこそ、見ることができたのだ。


　刺青いれずみだろうか？　いや、とてもそうは思えない。これは──……。



「ああ、これ……」

　大司教は細く白い指先で、そっと二の腕に走る歪いびつな線を辿たどっていった。

　柔らかな肉に指を沈めるその手つきは、まるで愛撫するかのよう。

　女神官はそれを本の中でしか知らなかったが、恥じ入って俯うつむいた。

　とても、見ていられなかった。

「すこし、失敗してしまったのね」

　全身を切り刻まれた事を、さも何でもないかのように、剣の乙女は微笑ほほえんだ。

　思わずぼうっとのぼせてしまう、蕩とろけるような笑みだった。

「うしろから、頭をがつん、って。……十年以上も、前のことだけれど」

「あ、えと、その……」

　それがどういう事なのか。

　もはやわからない女神官ではなかった。

　何を言うべきか、どう言うべきか。上ずった声を漏らし、視線をさまよわせる。

「……もう、大丈夫、なんですか？」

　剣の乙女のしぐさが、一瞬、止まった。

　彼女は──もし隠されていなければ──目を瞬かせていたに違いない。

「あなたは、優しい人なのね」

　そう、ぽつりと呟いた顔からは、まるで彫像のように表情が抜け落ちていた。

「だいたいの人は、わたくしが教えると『ごめんなさい』って言うのに」

「……そんな、ことは」

　他に言うべき言葉が見つからなかっただけ──女神官は、口をつぐんで俯いた。

　とても、そうは言えなかったのだ。

「ふふ……。気になさらずとも良いのですよ」

　剣の乙女の腕がすっと伸びて、白樺の枝をつかみとる。

　目を覆われているとは思えないほど、その動作は優美で正確。

　そしてぴしゃりと鞭むちのように枝を振るえば「んっ」と微かすかな声が、彼女の唇から漏れた。

　目を背そむけようとしつつも、ちらり、ちらり、そちらを見てしまう女神官。

　やがてそれに気づいたらしく、剣の乙女が自らを鞭打つ手を止めた。

「この目で」

　そう剣の乙女は囁ささやいて、女神官の間近へと顔を寄せた。

　女神官は、こくり、僅わずかに喉のどを鳴らす。

「いろいろ……本当に、いろいろなものを見てきましたわ」

　微かな吐息、喘あえぐようなそれが女神官の鼻をくすぐった。

　甘い、咽返むせかえる花の香りを嗅いだ時の酩酊めいてい感にも、似た……。

「あなたが想像もつかないような……」

「ぁ……」

　つい、と。剣の乙女は、惚ほうけた女神官を残して、湯烟の奥へと身を退ける。

　恥じらう娘のように、煙で姿を覆ったのだ。金色の髪が影の中で揺らめいていた。

「あの御方」

「え……？」

　熱に浮かされ、霞かすみがかかったかのような思考を振り払い、女神官は首をかしげる。

「ゴブリンスレイヤー、と仰おっしゃいましたか……。頼もしい、御仁ごじんですわね」

「あ、え、っと。……はい。本当に」

　女神官の浮かべた表情は、宝物の事を打ち明ける子供のような、あどけないものだった。

　剣の乙女が唇の端をそっと持ち上げて、蠱惑こわく的な微笑を浮かべたのが、女神官にもわかった。

　いや、そればかりではない。

「探索も順調な様子で、わたくしも嬉うれしく思っておりますわ」

　でも、と。濡れた唇で、まるで彼のように、剣の乙女は淡々と呟いた。

「きっといつか、消えてしまうのでしょうね、彼も」

　女神官は、かすかに息を呑む。

　──見られている。

　彼女の見えざる瞳が、しっかりと自分の肢体を見ていると、肌を刺すように感じられた。

　瞳は見えない。にもかかわらず、まるで胸の奥、心の奥底まで見透かされているように……。

「あ、あの、わた、わたし……っ」

「ええ。のぼせないうちに、お上がりなさい」

　思わず立ち上がってしまった女神官へ、剣の乙女は陶然とうぜんと頷うなずいてみせる。

　その視線から逃れるように、滑る白亜石に足を取られながら、女神官は浴室を飛び出した。

　脱衣室で、どのように身体を拭い、寝間着へ着替えたのかは判別がつかない。

　ただ気づくと、彼女は夜風の吹き抜ける、神殿の廊下に佇んでいた。

　いつの間にか雨は上がり、うすら寒いほどに綺麗きれいな星空が見えている。

　夏だというのに冷え冷えとした双月の煌きらめき。

　それを眺めながら女神官は細い肩を抱いて、身を震わせる。

　──知っている。

　それは啓示にも似た、閃ひらめきだった。

　──あのひと、知っているんだ。

　なにを。

　──ゴブリンの、ことを……！

　身体とは裏腹に、彼女の心胆は、凍えるほどに冷えきっていた。
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「っと、ここね」

　オルクボルグ──ゴブリンスレイヤーが待ち合わせ場所としたのは、冒険者ギルドだった。

　やはり街の入口に建てられた、辺境の街のより大きな、しかし法の神殿よりは小さな支部。

　役所と酒場と宿屋、他は工房なぞが一緒になったのは同じだけれど、趣おもむきはだいぶ違う。

　こちらは、白亜石でもって築かれたせいもあって静かで清潔な、銀行か何かのようである。

　もっとも妖精弓手は銀行を訪れたことはないので、広々してるな、と思うだけだけれど。

「……おい、見ろよ、ありゃ上森人ハイエルフだぞ……！」

「マジか。俺おれァ、初めて見たぜ……」

「ヒョウ。べっぴんじゃねえか。いいねぇ」

　前も数度訪れたことはあるのだが、物珍しいのか、周囲の冒険者の目が妖精弓手へ向かう。

　口々に好き勝手なことを言い合いながら、好奇と好色な視線が、容赦なく突き刺さる。

「……」

　妖精弓手は、柳眉りゅうびを僅かにひそめた。

　かつては物ともしなかったのだが、あの居心地の良い辺境の街に馴染なじんだ今……。

　──なんか、やな感じね。

　まだまだ開拓途中の辺境の街とくらべて、ここは発展した大きな街だからだろうか。

　たむろする冒険者の数は多く、妖精弓手は長耳を揺らしながら、ぐるりと周囲を見回した。

「えっと、オルクボルグは……あ、いたいた」

　あの安っぽい鉄兜てつかぶと、薄汚れた革鎧かわよろいを見間違えるはずもない。

　ゴブリンスレイヤーは、ホール片隅の長椅子に、どっかと腰を下ろして腕を組んでいた。

　場所は違えど、いつもと同じ姿勢。けれど、普段と違う点もあった。

　彼を遠巻きに、ひそひそと小こ馬鹿ばかにしたような表情で囁き合う一党パーティ。

　聞こえないと思っているのだろうが、森人の長耳にすれば、声が大きすぎるというもの。

「……なぁに、あれ。汚い格好」

「どこからの流れ者か？　ったく、勘弁してくれよ。水の街の品格が落ちちまう」

　妖精弓手は全すべてを睥睨へいげいすると、ふん、と小鼻を鳴らした。

　何もかも気に入らない。

　彼女は冒険者どもの視線を切り裂くよう、さっと脚を繰り出してホールを歩き出した。

　あえて普段は決して立てない足音を、かつかつと威圧的に鳴らしながら、長椅子へ。

「おまたせ、オルクボルグ」

　そして親しみをこめて、ひらりとその真横、身を寄り添わせるほど近くに腰を下ろす。

　ざわり、と。有象うぞう無象むぞうの冒険者どもがざわめくのを、彼女は猫のように眺め、笑った。

　ざまあみろだ。妖精弓手はくすくすと、喉の奥で笑い声を転がした。

「ごめん、ごめん。寝ちゃってて。どう、手紙は出せた？」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは、むっつりと頷いた。

　どうやら寝坊で遅刻したことを、怒ってはいないようだ。

　妖精弓手はそのことに、ほんの少しだけホッとする。なら、気にしなくても良さそうだ。

　そんな気持ちを知ってか知らずか、彼は依頼書の控えを妖精弓手へ掲かかげてみせた。

　封書には蠟印ろういんが押され、受領されたことが示されている。

「あの街へ向かう冒険者がいたから、依頼として頼んだ。支払いも終わった」

　郵便──いかな辺境といえど、街道が通ってさえいれば、駅馬車の往来はある。

　その積荷としてというのが一般的だが、金さえあれば冒険者へ頼むに限った。

　なにせ身ひとつ、かつ武装し、戦闘力も有した無頼ぶらいの徒こそが冒険者だ。

　緊急時はもちろん、駅馬車の通らない辺鄙へんぴな場所へも、金さえ払えば届けてくれる。

　それに冒険者ギルドを通した依頼となれば、履行りこうできたかどうかはギルドが確認する。

　持ち逃げや、届けたと偽って手紙を廃棄するなどの懸念も、低くなろうというもの。

　いかに力があろうとも、ポッと出の氏うじ素性すじょうも不明な若者に、大事な仕事は頼めない。

　重要な荷物や書類を託せられるという点は、冒険者等級制度の利点であった。

「そういえば手紙って、私、書いた事ないのよね」

　ふむん。なんて声を漏らしつつ、妖精弓手はためつすがめつ依頼書を眺めた。

　そしてそれを適当な、けれど森人特有の優美な動きでもって、くるりと丸める。

「どんなこと書くの？　安否報告とか？」

「報告という点では、間違っていない」

　──ははぁん。

　合点がいった。そんな風に頰ほおを緩めながら、妖精弓手は受領書を放るように彼へと返す。

　──ってことは、相手は牧場の子ね、きっと。

「なんだ、オルクボルグ。気遣いできるようになったのね」

「そうか？」

「そうよ」

「そうか」

　うん、うん。勝手に決めつけた妖精弓手の頷きにあわせ、上機嫌な様子で長耳が揺れ動いた。

「いよっし」と気持ちも新たに、妖精弓手はひらりと長椅子から飛び降りる。

　さっと身を翻ひるがえすと、彼女の髪が長く尾を引いて、流星のように宙を走った。

「買い物、オルクボルグは武器とかだっけ？」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは頷き、のっそりと立ち上がった。片手で軽く腰を叩いて見せる。

　普段ならば中途ちゅうと半端はんぱな長さの剣か、奪いとった雑多な武具が納まっているはずの鞘さや。

　昨日の冒険でいつも通り惜しげなく使い捨てた結果、今や空鞘だ。

「短剣では心許こころもとない。……お前は、服を買うのか？」

「当然でしょ。下水の臭においって、ひどいのね。染しみ付いちゃうし、やんなっちゃう」

　気にならないのはオルクボルグくらいよ。妖精弓手は、じろり、半眼になって睨にらみつける。

「オルクボルグに血反吐ちへど浴びせられたのは、もっと酷ひどかったんだから」

「む……」

　ゴブリンスレイヤーは、妖精弓手の前に立ったまま、低く唸うなる。

「……不快だったならば、謝った方が良いか？」

「良いわよ、別に」

　ひらり。軽かろやかに妖精弓手は手を振って、悪びれもなくこう言った。

「謝られたら、それ以上、からかえないじゃない」

「……そうか」

　ゴブリンスレイヤーの返事は、やはりいつもと同じ。

　ギルド内の雰囲気も、相変わらずだ。

　有象無象の冒険者、職員が、物珍しげな目で自分たちの方へ視線を向けている。

　なかには妬ねたましさやなんかもあるのだろう。

　あんなどうしようもない冒険者が、上森人と共にいる？

　なにかの間違いか、騙だまされているのかと、好き勝手なことばかり。

「そういえば」

　ぼそりと呟いたゴブリンスレイヤーの言葉に、ざわりと周囲が聞き耳を立てる。

「下水道がある割に、大鼠退治の依頼はなかったな」

「あ、言われてみれば……そうね」

　背伸びして掲示板を見ようとした妖精弓手は、そこに人々の失笑を見出してしまう。

　田舎者め、と。言葉がなくとも伝わる、上から目線の悪意に満ち満ちた視線。


　この美しい街の下水に、ネズミなどいるわけがないではないか──……。



　けれど、ふふん、と妖精弓手は上機嫌に鼻を鳴らして、ちらりと周囲を見回した。

「じゃ、行きましょ？」

　にやりと笑ってゴブリンスレイヤーの手をとると、ざわりと喧騒が大きくなる。

　それがなんとも言えず楽しくて、彼の無骨な革の籠手こての感触も面白おもしろく、笑みが深まる。

「ねえ、前から気になってたんだけどさ」

　颯爽さっそうと、つい先ほど通った道を二人で戻り、街へ繰り出しながら妖精弓手は問いかける。

「なんだ」

「下着って、必要あるのかしら？」

　まだ良くわかんないのよね。

　そう零こぼす妖精弓手に、めずらしく、ゴブリンスレイヤーは深々と息を吐いた。

「俺に聞くな」

　もちろん、この自由気ままな上かみの森人がそんなことを気にするわけもない。

　彼女は物珍しげに革の籠手を握りながら、ひょいとゴブリンスレイヤーの顔を覗のぞき込む。

「で、オルクボルグが買うのは剣だけ？」

「いや、他にも入りようだ」

「ふぅん」

　妖精弓手は、ゴブリンスレイヤーの雑囊ざつのうの中身を思い出した。

　得体のしれぬ道具の数々。見たこともない品々。触ってみたい装備。

　彼女の薄い胸のうちは、あっという間に好奇心でいっぱいになり、

「ねぇ、なに買うの？」

　一切いっさいの遠慮なく、その笑顔から溢あふれだしていた。
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「で、それは何なわけ？」

　翌日。再び地下へ降り立った妖精弓手エルフは、腰に手を当ててゴブリンスレイヤーを見やる。

　中途ちゅうと半端はんぱな長剣を新調して腰に帯びた彼は、鞘さやの横に小さな籠かごを吊るしていた。

　その中では淡い若草色をした小鳥が、チチチと軽かろやかな声でさえずっている。

　汚水の流れる地下水路には、不釣り合いに明るい音色だった。

　ゴブリンスレイヤーは、不思議そうに首を傾かしげた。

「……？　鳥を知らんのか」

「知っているわよ」

「金糸雀カナリアだ」

「だから、知っているってば……！」

　妖精弓手が長耳を逆立てて詰めよる。

　その横で、鉱人道士ドワーフがくっくと嚙かみ殺した笑い声をあげた。

「昨夜からずっとそんな調子で、よぉ飽きんものだ」

「だって、気にならない？　小鳥よ、小鳥、金糸雀！」

　水路の奥、闇やみの彼方へと、ゆっくり静かに進みながら、妖精弓手の怒りは冷めない。

　斥候スカウトを勤める彼女の長耳は、せわしなく上下に揺れ動く。

　ちらりと、切れ長の瞳ひとみが背後のゴブリンスレイヤーへと向けられた。

「例の巻物スクロールみたく、触ったら大惨事とかじゃないでしょうね」

「金糸雀が人を殺せるとでも思うのか」

　妖精弓手の長耳が大きく跳ねて、鉱人道士が笑いを嚙み殺しきれずくくっと漏もらす。

「ゴ、ゴブリンスレイヤーさん、そうじゃなくって……」

　見るに見かねた女神官は、思わず口を挟んでいた。

　錫杖しゃくじょうを両手で握りながら、おずおずと、隊列の中ほどから。

「なんだ」

　ぐるり。振り返ったゴブリンスレイヤーの鉄兜てつかぶとを見て、言葉が詰まる。

　あれから、一晩。

　まんじりとしないまま目覚めてみれば……なんのことは、ない。

　単に自分が緊張のあまり、変に気を回し過ぎただけ、なのだろう。

　朝餉あさげの場に現れ、一党パーティの面々に一礼して通り過ぎていった剣の乙女おとめ。

　その佇たたずまいからは、昨夜の淫靡いんびさが噓うそのように消え去っていた。

　──ううん。きっと、全部……なかったんですよ、最初から。

　全すべては自分の勘違いだ。そのはず。そうで、なければ……。

「どうした」

「あ、いえ」

　ゴブリンスレイヤーの低く淡々とした声に、女神官ははっと身を強張らせた。

　軽く息を吸って、吐はく。

「えっと、つまり、どうして金糸雀を連れてるのか、って事です。その……」

　ちらりと、鳥籠へ視線を向ける。若草色の金糸雀は、元気そうに止り木の上で跳ねている。

「……可愛かわいいとは、思いますけど」

　しかし目の前の男はゴブリンスレイヤーだ。伊達だてや酔狂でゴブリン退治をする男ではない。

「金糸雀は、僅わずかな毒気をも感知して、騒ぐ」

「毒気、ですか？」

　ゴブリンスレイヤーは頷うなずき、やはりいつものように淡々と説明した。

「この巣穴のゴブリンどもは、教育を受けている。遺跡の仕掛けを扱えても、不思議はない」

「そういや只人ヒュームの坑夫は、地下の毒気に備えて小鳥を連れてくんじゃったか」

　触媒の詰まった鞄かばんを抱えていた鉱人道士が、合点がいったとばかりに頷いた。

「わしらぁむしろ毒気掘り当てるよか、財宝だのを狙ねらってくる竜のがおっかなかったが」

「……そうなの？」

　にやにやと、意地悪げな顔の妖精弓手が曲がり角の先を見て、後方へ手招きする。

　それを追ってゴブリンスレイヤーはゆっくり、慎重に足を進めていく。

　中途半端な長剣へと手をかけ、盾持つ左手は松明たいまつを掲かかげた、いつもの姿。

「地下の悪魔デーモンを掘り当てて滅んだ、鉱人ドワーフの王国があったように思ったけど？」

「……ま、時にはそういう事もあるわい」

　むっつりと鉱人道士は黙り込んだ。痛いところを突かれたらしい。

　古今東西、様々な要因で国は滅び、栄え、争い、また滅ぶもの。

　栄えた国にも、亡びた国にも事欠かぬのが、世の常である。

「なるほど」と。首肯したのは蜥蜴僧侶リザードマンだった。彼はゆらりと尾を揺らめかせる。

「ちなみに小鬼殺し殿、どこでそのような知識を？」

「炭鉱夫だ」彼は当然のように言った。「世の中、俺おれの知らぬ事を知っている奴やつの方が多い」

　ほどなく進むと、通路が途切れていた。行き止まり──といっても袋小路ではない。

　何かの拍子に石橋が崩れたか流されたか、川のような水路によって道が断たれていたのだ。

　妖精弓手がぴんと親指を立てて腕を伸ばし、目算で距離を測る。

「跳べないことはないと思うわ」

「他ほかの道はどうだ」

「どれ……」

　ゴブリンスレイヤーの求めを受けて、蜥蜴僧侶がごそごそと古地図を広げた。

　元の図面に加えて、さらに様々な書き込みが加えられているのは、冒険者の嗜たしなみだ。

　蜥蜴僧侶は爪先つめさきで水路と通路とをなぞり、そして緩やかに首を横に振った。

「この大水路が通っているのは変わらんようですな。他の橋は落ちてないやもしれませぬが」

「望み薄だのう」

　鉱人道士がおっかなびっくり、水路へ身を乗り出して、崩れた石橋の断面を小突く。

「ちょっと、落ちないでよね」と言って、妖精弓手がその帯を摑つかんでやった。

「すまんの。……うん、こらあ、経年劣化に大水が来て、ってぇとこだな」

　昨日今日崩れたもんじゃなかろう。そう呟き、鉱人道士は通路へと戻る。

　手の内に握りこんでいた破片を皆に見せながら握ると、ぐずぐずに崩れてしまった。

「他の橋も似たり寄ったりだと思うぜ、わしゃ」

「なら、跳ぶぞ」

　ゴブリンスレイヤーは迷わずに決断した。

「先に一人跳んで綱を張れ。念のための命綱だ」

「あ、ありますよ、綱」

　女神官が甲斐かい甲斐がいしく、鞄の中から一巻きの綱──鈎縄かぎなわを取り出していた。

　きちんと丸めて束たばねてあるのは、彼女の性格の顕あらわれだろう。

　もっとも、使った痕跡こんせきがないあたりが、彼女の実力を物語ってはいたが。

「ああ、『冒険者ツール』ね」

　にんまり。目を細めて笑いながら鞄を覗のぞき込んだ妖精弓手が、懐なつかしそうに零こぼす。

　鈎縄一巻き、楔くさびが何本かと小槌こづち。火口箱。背負袋に水袋。食器、白墨、小刀、エトセトラ。

　駆け出しの冒険者向けに、そういった雑多な品々をひとまとめにした装備だった。

「鈎縄はともかく、他は意外に使わないわよ、それ？」

「でも冒険の時は忘れずに、ですよ」

　ふぅんと鼻を鳴らした妖精弓手は、鈎のついていない方の端を握りしめた。

　一、二歩と下がって距離を開け、牝鹿の如ごとく軽やかに走りだし、

「で、さ。オルクボルグ」

　跳躍ちょうやく。着地。

　音もなく対岸へ降り立った妖精弓手は、縄を矢に結び、石畳の隙間すきまへと突き立てる。

「あの《転移ゲート》の巻物も、誰だれかに使い方、習ったの？」

「水没した遺跡に《転移ゲート》で行こうとした奴らが、水に潰つぶされた、という話を聞いた」

　あの女から──というのは、冒険者ギルドの、魔女のことであろう。

　妖精弓手が合図を出したのを受け、ゴブリンスレイヤーが鈎を摑み、跳ぶ。

　さすがに全身を鎧よろいで覆おおっている以上、着地音ばかりは重く、鈍い。

「呆あきれた」と彼から受け取った鈎を、対岸へと妖精弓手は投げ返す。

「ゴブリンを倒す為なら、ほんと、何でもするのね」

「当然だろう」と、ゴブリンスレイヤーは言い切った。

　問答は終わったと判断したのか、彼はむっつり黙りこみ、通路の四方を睨にらみつける。

「ほれ、跳べるか？　わしは鱗のに手伝ってもらうが……」

「あ、はい。えっと、じゃあ、次、行きます」

　ぼんやりとその姿を見ていた女神官は、鉱人道士に促され、慌てて鈎を握りしめた。

　距離を取り、助走をつけて「えいっ」と跳びながら、女神官は僅かに表情を曇らせた。

　罠わなを仕掛け、子供でも躊躇ちゅうちょなく殺し、悪辣あくらつで、容赦がない。

　彼の有様は、まるでゴブリンのようだ、と思う。

　恐らく、それは彼自身が一番わかっているのだろうが。

　──きっといつか、消えてしまうのでしょうね、彼も。

　不意に、甘く濁った囁ささやき声が脳裏を過よぎり、流れて消えていった。
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　地下水路の探索は、昨日よりも速やかに進められた。

　おおよその道順を把握していた事もあるが、方針の転換が大きい。

　ゴブリンスレイヤーは、徹底してゴブリンとの遭遇を避けるようにしたのだ。

　彼は無造作な足取りながら、松明を掲げ、猫のように気配を消して歩いて行く。

　そのあたりは妖精弓手も心得たもので、彼女の歩調は羽のように軽い。

　時に小鬼の巡回をやりすごし、時に小鬼のいない道を選んで。

　そうして見出された通路を、女神官、鉱人道士、蜥蜴僧侶はそっと辿たどっていった。

「珍しいっていうか、ありえないわよね。オルクボルグが、ゴブリンを見逃すのって」

　ぼそりと呟いたのは、妖精弓手だ。

「別に見逃しているわけではない」

　這いつくばるようにして曲がり角の先を探りながら、彼は短く応じる。

「頭を叩たたき、潰す。皆殺しにするのはそれからだ」

「……また、ゴブリンロードや、オーガなのでしょうか」

　不安げに声を漏らす女神官に、「わからん」とゴブリンスレイヤーは首を振る。

　小鬼は怪物の中で最下級に位置する存在だ。当然、あらゆる者がその主君たりうる。

　闇人ダークエルフか、悪魔デーモンの類たぐいか、あるいは竜ドラゴン……。

「ま、今この場で考えても仕様のない事でありましょうや」

　蜥蜴僧侶は折りたたんだ地図を懐ふところから引き出し、爪で器用に広げてみせた。

　灯あかりがなくとも、先祖伝来の暗視能力を持つ彼に、闇は問題とならない。

「さしあたって、我らは黒幕の尾の影さえも摑んではおらぬゆえな」

「つまり、奥へ進まにゃならんっちゅう事じゃな」と、鉱人道士。

「正確には上流へ、だ」

　立ち上がったゴブリンスレイヤーが、灯りをかざして地図を覗きこむ。

　彼は粗雑な革の籠手こてに包まれた指を伸ばし、道をなぞっていく。

　昨日の遭遇戦があった場所を示し、そこを通る水路を辿って、上へ。

「奴らの船は、汚水の川上からやってきた。拠点があると見て良い」

「上流へ向かうとなると……この地図から外へ、でちゃいますよね」

　女神官の白い指が、ゴブリンスレイヤーの指を追うように地図上を走った。

　剣の乙女から渡された地図は、あくまでも都市下水路の地図だ。

　つまり水の街の地下深くに広がる巨大な遺跡の、ほんの一角でしかない。

「大丈夫、でしょうか」

「無理はしない」

　落ち着きなく錫杖を握り直す女神官へ、ゴブリンスレイヤーは断定的な口調で言う。

　女神官を気遣っているのかどうかは、定かでない。

　だがいつもと変わらぬ彼の様子に、女神官は強張った頰ほおを緩め、微笑ほほえんだ。

「……そう、ですね。無理も、無茶も、しないようにしましょう」

　両手でしっかりと錫杖を構えて、震えそうになる膝ひざを叱咤しったして、彼女は前を見る。

「川上なら、こっちね」

　妖精弓手が耳を震わせ迷いなく歩くのに、一党パーティは続いていく。

　ほどなく、ちょうど地図の末端へ差し掛かったあたりから、通路の雰囲気は一変した。

　ただの石造りの水路は、壁画の施された歩廊へ。

　苔こけむした床石は、朽ちかけつつある大理石へ。

　流れる水流でさえ、汚水から清水に。

　明らかに下水路──では、ない。

「煤すすの痕あとがある」

　松明を掲げて壁面を丹念に調べていたゴブリンスレイヤーが、天井てんじょう近い箇所を指でなぞる。

　ひょいと覗き込んだ妖精弓手が、つま先立ちになって壁へ顔を近づけた。

「灯りが据え付けられていた、ってこと？」

「随分と昔にな」

　指先にこびり付いた煤を払いながら、ゴブリンスレイヤーは妖精弓手に頷いた。

「ゴブリンどもは、夜目が利きく。灯りは使わん」

「ふぅむ……」

　蜥蜴僧侶は壁際かべぎわに身をかがめると、その爪先でかりかりと壁画を引ひっ搔かいた。

　只人、森人エルフ、鉱人、圃人レーア、蜥蜴人リザードマン、獣人──その他、遍あまねく言葉持つ者たち。

　老若男女問わず、一様に武装した彼らの姿が、ずらりと隙間なく描かれている。

「戦士か兵士……いや」

　兵士と言うには、彼らの装備は統一されていない。傭兵、あるいは、

「冒険者たち、というところですかな」

「この辺りも昔ゃ、ずいぶんドンパチやっとったそうだからのぉ」

　横から壁画を覗きこんだ鉱人道士が、目を細め、丹念に筆運びの跡を調べていく。

　長い年月を経へて風化した塗料は、ほんの僅かに触れるだけで、ぽろりと崩れてしまう。

「この画風は、ここ四、五百年よりも前のもんじゃろうし……」


「あ、もしかして、ここ──……」



　はっと顔をあげた女神官が、ぐるりと周囲を見回した。

　丁寧に築き上げられた通路。人々の絵姿。清らかな水の流れ。

　それは、彼女のよく知っている場所に似た雰囲気がある。

　穏やかで、静かで、侵すべきではない場所。神殿。いや。


「──……お墓、じゃないでしょうか」



　地下墳墓カタコンベ。

　女神官には、そうとしか思えなかった。

　その小さな手で、そっと壁画の──人々の姿を撫でる。

　かつて、神代の戦争で、秩序の勢力として戦った人々の……ここは墓なのだ。

　女神官は多くの先達せんだつを悼いたむように跪ひざまずいて、そっと両手で錫杖に縋すがった。

　鎮魂を祈る彼女の傍かたわらに立って、守るように目を光らせていた妖精弓手が、肩を竦すくめる。

「それが今となっては、ゴブリンの巣、ね」

　どこか寂さびしそうな言葉が、わずかに木霊こだまして消えていく。

　数千年を生きる森人にとって、神代の時代もそう遠い昔の事ではない。

　父母から昔語りに聞かされた戦士たちの墓に、思うところもあったのだろう。

「猛たけき者も終ついには滅びん……か」

「今は関係のない事だ」

　しかし、そんな二人の娘の感傷を、ゴブリンスレイヤーはばっさりと切って捨てた。

　彼は手早く周囲を検あらため、ひとまずゴブリンの気配がないと確かめると、迷いなく歩き出す。

　らしいと言えばらしい対応。妖精弓手と女神官は、思わず顔を見合わせた。

「どう思う、あれ？」

「……まあ、ゴブリンスレイヤーさんですし？」

　それは半ばあきらめの入った、けれど親しみのこもった言葉であった。

　妖精弓手がひらりと立ち上がって歩き出し、女神官がととと、と小走りに続く。

「まったく、かみきり丸はせっかちだわい」

　その三人を、やれやれとも言いたげな調子で、鉱人道士がよたよたと追いかける。

「小鬼どもも、お前さんを見たら逃げ出すじゃろな」

「それは困る」ぼそり、と。ゴブリンスレイヤーの静かな呟き。「逃げられては面倒だ」

　ひどく真面目まじめくさった返答に冒険者たちは微かすかに笑い、冒険を再開した。

　さて、地下墳墓である。

　区画だっていた下水路とは、趣おもむきばかりか構造さえも、まるで違っていた。

　道は複雑に捻ねじれ、折れ曲がり、分岐点も多く、さながら迷宮の様を呈ていしている。

　もしも俯瞰ふかんしてこの墳墓を眺めることができたなら、絡からみあった糸くずのようであったろう。

「怪物どもを迷わせ、死せる戦士たちが脅かされんように、という計らいじゃな」

　感嘆の息を吐つきながら、鉱人道士は仲間たちにそう説明した。

　これほど見事な石造りの回廊は、鉱人の石工でも、容易に築けるものではあるまい。

「妄執に囚われ、亡者となって徘徊するでは、実にむごい最期さいごだからの」

「輪廻りんねからも外れるわけでありますからな。しかしてすでに、ここは小鬼の手に落ちた」

　それは疑う余地のない混沌の芽吹きである。

　何より、と。蜥蜴僧侶は広げた羊皮紙に、木炭で何事かを書き付けながら続けた。

「地図を描くのが生半な事ではない。各方、気を引き締めてかからねば」

「まずはこの部屋、ですね」

　女神官が両手で錫杖を握りしめながら、その重厚な扉を見上げた。

　夜空のような黒檀こくたんに金枠を嵌はめたその扉は、時の流れへ確かに抗あらがっている。

　水気に満ちた場所である事を思えば、腐りも痛みもしていない、奇跡のような状態だ。

　いにしえの魔術がかけられていることは、目にも明らかであった。

　微かに鍵穴かぎあなに錆さびが浮いている事を除けば、まるで朽ちた様子がないのだから。

「……鍵はかかってないわね。罠もなさそう──扉には、だけど」

　その鍵穴をじっと覗きこんで調べていた妖精弓手が、静かに頷き、横へ退く。

「あと、私は専門じゃないから。失敗してても恨まないで」

「行くぞ」と短く宣言し、ゴブリンスレイヤーは躊躇なく玄室げんしつの扉を蹴けり開けた。

　雪崩なだれれ込むようにして冒険者たちが中へと飛び込んでいく。

　全員が突入すると、鉱人道士が扉の下へ楔を打ち込みにかかる。

　不測の事態に備えての事で、その手つきは実に馴れたものだった。

　蜥蜴僧侶は鉱人道士を守りつつ、武具を掲げ、不意打ちに備える。

　その間、部屋の中を探るのは妖精弓手の務めだ。

　玄室は一〇フィート（約三メートル）四方の石畳タイルが縦三、横三の九枚。


　妖精弓手は大弓に矢を番つがえたまま、ぐるりと玄室を睥睨へいげいし──……。



「あれ、見て！」

「ひどい……！」

　……嫌悪の表情も露あらわに、妖精弓手と女神官は息を呑のんだ。

　幾つもの石櫃せきひつが並ぶ、がらんとした玄室の、中央。

　薄暗い中に、松明の光で辛かろうじて浮かび上がる影。

　晒さらし者にするように、大きく両手両足を広げた誰かが縛しばり付けられていた。

　ぐったりと項垂うなだれたその人物は、長い髪をした女であるらしい。

　くすんだ色の金属鎧を纏まとっている。先に挑み、消息を絶った冒険者であろうか。

「……ゴブリンスレイヤーさんっ」

「仕方あるまい」

　ゴブリンスレイヤーの許可を受けて、女神官はさっと虜囚りょしゅうの女へと駆け寄った。

　跪き、「もし、もし、大丈夫ですか？」と声をかける。返事はない。

　ろくにこちらを見る素振りさえなく、ぐったりと頭こうべを垂れたまま。

　衰弱しているのか、あるいは……。


「……ッ！　今、手当をしますからね……！」




　最悪の想像を必死に振り払い、女神官は癒いやしを地母神ちぼしんへと祈り──……。




「いと慈悲深き地母神よ、どうかこの者の傷に、御手をお触れ──……え？」



　ぽとり、と。音を立てて、女の髪が落ちた。

　奇跡を嘆願しようと、手をかざした女神官の目前で。

　呆然ぼうぜんとする彼女を、虚うつろな眼窩がんかが見上げている。

　人──いや、確かに人ではあった。

　過去形だ。

　生きながら剝はがされたと思わしき女の皮を被かぶった、朽ちた髑髏どくろ。

「違います……！　これは、違いますっ！」

　愕然がくぜんと、女神官は悲鳴のように声をはりあげた。

　瞬間、勢い良く音を立てて侵入路が閉ざされる。

　室内に放り捨てられた楔が、からからと小こ馬鹿ばかにしたように転がる。


「ぬぅ……！」



　すかさず蜥蜴僧侶が突進し、肩から身体を叩きつけるが、びくともしない。

「これはいかぬ！　閂かんぬきをかけられたか！」

「退け、鱗の！　わしも一緒にやってみよう……！」

　蜥蜴人と鉱人が肩を組み、渾身の力を込めて扉へと体当たりを試みる。

　ぎしぎしと扉は音を立てて軋きしむが、それだけだ。開く気配はない。

「ＧＲＯＯＲＯＯＲＯＲＯＢ!!」

「ＧＯＲＢ!!　ＧＯＲＲＲＲＢ!!」

　無駄なあがきだと、石壁の向こう側から甲高い嘲笑ちょうしょうが響き渡った。

　妖精弓手が、きゅっと唇を嚙みしめる。

「ゴブリン……！」

「してやられた、か」

　忌々いまいましげに、ゴブリンスレイヤーは吐き捨てた。

　予想してしかるべき事ではあった。

　冒険者が巣穴に潜もぐり込んだことに、小鬼どもが気付かぬわけもない。

　捕捉されないように動いている獲物を、追いかけて仕留めるのは面倒だ。

　であるならば、待ち伏せをする──罠を仕掛けて、用意周到に。

　冒険者は女が倒れていると見れば助けずにはいられない事を、小鬼どもはよく知っていた。

　ゴブリンの小さな頭に収まった悪辣さは、時として只人の上を行く。

　それこそが繁殖力と並んで、小鬼たちを生き永らえさせている要因だった。

「そんな……っ」

　閉じ込められた。その事実に、女神官は呆然と立たち尽つくした。

　両膝が震え、歯がかたかたと音を立て、腰から崩れそうになる。

　かつての、最初の探索行での惨状が、まざまざと彼女の脳裏に蘇よみがえっていた。

「落ち着け」

　そんな彼女を叱咤したのは、いつもと同じ、淡々とした声だった。

　怯おびえる女神官を支えるでもなく、突き放すような一言。

　彼の言葉に、半ば縋るようにして、女神官は懸命に頷いた。

　血の気が失せ青ざめた顔。目尻めじりには光るものが滲にじんでいる。

　この場に彼がいなければ、あるいは一人ならば、きっと気を失っていたに違いない。

　そしてそれは、死か──あるいは、もっと惨むごたらしい運命の入り口だ。

　だが彼女の横では、油断なく武器を握ったゴブリンスレイヤーが身構えている。

「まだ、俺達は生きている」

　いつしか、金糸雀がけたたましく喚わめきだしていた。





§






「毒気！」

　最初に叫んだのは誰だったか。

「ＧＲＯＢ！　ＧＯＲＲＢ!!」

「ＧＲＯＯＲＯＢ！　ＧＯＲＲＲＢ!!」

　鳴き喚く金糸雀と、扉の向こうで嘲笑あざわらうゴブリンども。

　壁面に穿うがたれた幾つかの穴から、吹き出てくる白い瘴気しょうき。

　周囲を囲むように責め立てられ、冒険者たちは玄室の中央に身を寄せる。

　彼らは、確実に追い詰められつつあった。

「これはいかぬな。一網打尽とされてしまうぞ」

「毒気で死ぬとも限らんが……碌ろくな事にはならんじゃろな」

　蜥蜴僧侶がチッチッと舌を鳴らし、鉱人道士が額ひたいに汗を滲ませて呻うめく。

　ちらりと視線を向けた先には、女の皮を被せられた無残な髑髏。

　必死になって目を凝らし、脱出路を探していた妖精弓手が悲鳴を上げた。

「……ダメ！　他に出口は見当たんない！」

「どう、しましょう、ゴブリンスレイヤーさん……」

《解毒キュア》の奇跡は、未いまだ女神官へ授さずけられていない。

　いや、もしその奇跡を与えられていたとしても、対処できるのはほんの僅かな時間ばかり。

　やがては効果が切れ、術が尽きてしまえば、それで終わり。

　毒気の噴出がいつまで続くかわからない以上、時間稼ぎにしかならない。

　女神官は薄く涙を滲ませた瞳で、縋るように彼を見つめた。

　答えは、ない。

「……ゴブリンスレイヤー、さん？」


「…………」



　ゴブリンスレイヤーは、黙々と雑囊ざつのうを漁あさっていた。

　そっと覗き込んだ女神官の鼻先へ、彼は取り出した黒い塊かたまりを突きつける。

「これを手拭いで包んで、口と鼻を覆え」

「これ、炭──ですか？」

「毒気を多少は防ぐ。手持ちに薬草があればそれも入れろ。早くしろ、死ぬぞ」

「あ、はい！」

　大慌てでそれを受け取った女神官は、その場へ座り込み自分の荷物を広げる。

　清潔な手拭いを六枚抜き取ったところへ、横合いから、ぬっと鱗に覆われた腕が伸びた。

「拙僧も手伝おう。あまり毒気は効かぬ故」

「す、すみません……！」

　木炭と薬草とを隙間なく手拭いで包んだ、簡易防毒面。

　蜥蜴僧侶に防毒面を巻いてもらいながら、女神官は仲間たちの分を拵こしらえにかかる。

「ゴブリンスレイヤーさん！」

「すまん」

「あと、これも……！」

　防毒面、ふたつ。片方は大きい布地で拵えられている。

　意図を察したゴブリンスレイヤーは、まず大きい物を手早く鳥かごへと巻きつけた。

　そして兜の隙間から自分の防毒面を押しこみながら、再び雑囊を引っ搔き回した。

　彼の雑囊の中には、得体のしれない小道具がぎっしりと詰め込まれている。

「……ったく。何でも持っとるの、お前さんは」

　女神官から渡された手拭いに、どうにか髭ひげをしまおうとしながら鉱人道士が言う。

「最低限だ」

　雑囊から袋を二つ摑み取り、ゴブリンスレイヤーはぼそぼそと呟いた。

「本当は黒死病医の防毒面が欲しいが、アレはかさばるからな……」

「で、わしらは何をすりゃ良いんじゃ、かみきり丸よ」

　ニヤリと頼もしげに笑っているらしい鉱人道士へ、彼は袋を投げ渡す。

　慌てて両手で受け取った鉱人道士は、そのずしりという重さに首を捻ひねった。

「なんじゃらほい？」

「石灰と、火山の土だ」

　ゴブリンスレイヤーは、いつものように淡々と言う。

「混ぜて、穴を塞ふさげ」

　思わず、鉱人道士は膝を打った。防毒面越しにも、にやりとした笑みが浮かんで見える。

「──混凝土コンクリートか！」

「速乾とはいかんがな」

　うっそりと頷くゴブリンスレイヤーへ、鉱人道士はドンと胸を叩いてみせた。

「なぁに、かみきり丸。《風化ウェザリング》の術は心得があるわい！」

　それを聞いた妖精弓手が、サッと鉱人道士の手から袋を奪い取る。

「おい、耳長娘、何をする！」

「風を読むのは森人の専売特許……ってわけでもないけど」

　防毒手拭いで口元を覆った彼女は、にんまりと目を細め、その長耳を揺らした。

「私が穴を探して塞いでまわる！　鉱人、術かけて！」

「ほいきた！」

　鎚つちで鉄を打ったような返事。

　さっと飛び出す妖精弓手を追って、鉱人道士がどたどたと部屋を走り回った。

　妖精弓手がてきぱきと混凝土を捏こねては穴に詰め、そこへ鉱人道士が手をかざす。

「《チックタック、巡れや巡れ、時の針クロノスよ。ねじ巻き振り子で動き出せ》」

　ヤッと気合を込めて息を吹きかけると、粘ついた泥が瞬く間に凝固するではないか。

　それを見ていた蜥蜴僧侶が、ぐるりと目を回す。

「ふむ。なんともはや、術師殿は手管てくだが多い」

　手拭いと、それだけでは足りなかったのか包帯を巻きつけた顎あごをもごもごと動かす。

　くぐもった声は平素と変わらぬ調子で、蜥蜴僧侶はゆったりとさえして見えた。

　南方の密林に住まう蜥蜴人にとって、戦場は第二の故郷も同然である。

「して、次はどんな手を打つおつもりかな、小鬼殺し殿は」

「扉の前に石櫃をひとつ動かし、阻塞そさいにする」

　ゴブリンスレイヤーは平然と応じた。気負いなく、いつもと同じように。

「毒気が収まれば奴ら、突っ込んでくるぞ」

「あ、て、手伝います！」

　慌てて鞄を片付けた女神官が、さっと立ち上がって言った。

　ゴブリンスレイヤーが頷いて応じ、蜥蜴僧侶が適当な石櫃へと飛びつく。

　女神官もまた、その傍らへと駆け寄った。本当に動くのか？　いや、動かさねばならない。

「いつでも構わん」とゴブリンスレイヤー。

「では合わせて行きますぞ」

　ぐい、と。二人の背後から蜥蜴僧侶が、その太腕でもって石櫃に挑みかかる。

「せぇ、の……！」

「む……！」


「……よ、い──しょ……っ」



　二人に合わせ、女神官も華奢きゃしゃな体一杯に渾身の力を込めて踏ん張る。

　彼女の細腕やしなやかな肉体は、仲間たちとは比べるべくもないほどに非力だ。

　それでも彼女は、汗を垂らし、懸命になって石櫃を押し続ける。


「ん、んん……っ！」



　いつしか、彼女の震えは収まっていた。

　ほどなく、鈍く擦こすれる音を立てながら、徐々に石櫃が動き出す。

　石櫃は床石に白い傷跡を残して押し出され、扉にぶつかって鈍い音を響かせる。

　それをさらに二度、三度と押し付けて、蜥蜴僧侶は満足気に頷いた。

「これで問題はなさそう、ですな」

「こっちも、終わり！」

　首肯する蜥蜴僧侶。跳ねるようにして駆け戻る妖精弓手。

　よたよたと歩きながら、鉱人道士が額に滲んだ汗を拭う。

「とはいえ、こっちも術は品切れだわい」

「なら、武器を取れ」

　ゴブリンスレイヤーが、鞘から一振りの短剣を引き抜いた。

　腰の鳥籠を外し、ようやく大人しくなった金糸雀を玄室の中央に置く。

　括くくりつけた盾の具合を確かめ、雑囊の具合を検め、臨戦態勢を整える。

「ほ。こっちなら弾たまの心配をせなんで済みそうだわい」

　鉱人道士も投石紐スリングを引っ張りだした。さらに足元の石を拾い、ポケットへと詰めていく。

　それにならい、妖精弓手も弓矢の具合を検め、弦つるをしっかりと張り直す。

「拙僧も《竜牙兵》ドラゴントゥースウォリアーを呼びますかな？」

「あ、わたしも《聖壁プロテクション》を……！」

「頼む」

　彼の返事を受け、二人の聖職者が各々の信ずる者へと嘆願を始めた。

「《禽竜イワナの祖たる角にして爪よ、四足、二足、地に立ち駆けよ》」

「《いと慈悲深き地母神よ、か弱き我らを、どうか大地の御力でお守りください》」

　父祖たる恐るべき竜の恩寵により、床に撒まかれた牙きばが見る見るうちに兵士に転ずる。

　そしてその骨の兵士も含めて、慈悲深い地母神は冒険者たちに《聖壁プロテクション》の奇跡を賜たまわった。

　女神官が錫杖に縋って捧げた祈りに、地母神が応こたえたのだ。

　不可視の守りを得た妖精弓手が、素早く大弓に矢を番えて扉へと狙いを定める。

　緊張の色濃い彼女の長耳が、せわしなく上下した。

「……表、静かになったわ」

「気づかれたな」

　深く腰を落として身構えながら、ゴブリンスレイヤーはじりじりと戸口へ近づく。

「噴射口を塞いだ以上、毒気が逆流する。何匹かは死んだろうが……」

　その推測は間違いではなかった。

　地の奥底から木霊するような、どろどろという不気味な戦いくさ太鼓だいこが轟きだしたのだ。

　そして、大勢の何者かが駆けて来る騒々しい足音。武具の立てる金擦かなずれの音。

　すでにゴブリンたちは間近にまで迫ってきていた。

　石櫃で塞がれた扉ががたがたと揺れ、次いで何かを叩きつける鈍い音が響く。

　一度ではびくともしなかった扉も、二度、三度と繰り返される衝撃に軋み出す。

　そして遂には破砕音と共に扉の一部がひしゃげ、薄汚い黄色の目が中を覗きこんだ。

「気をつけて！」

　警告と共に、妖精弓手が矢を放った。

「ＧＲＡＢ!?」

　木芽の鏃やじりが壊れた扉の隙間を縫うように飛んで、ゴブリンの眼球を貫く。

　耳障りな悲鳴と共に小鬼は仰向あおむけに斃たおれるが、すぐに仲間がその後を継いだ。

「足音、数わかんないけど、妙なのが混じってる！」

　無論、小鬼とてさるもの。黙って射抜いぬかれてばかりではない。

　中から反撃があると見るや、壊れかけた扉の隙間から矢を撃ち込み出す。

「《いと慈悲深き地母神よ、か弱き我らを、どうか大地の御力でお守りください》！」

　しかして、敬虔な信徒を守らんとする地母神の加護は健在である。

　先だっての矢衾やぶすまと異なり、散発的な射撃では《聖壁プロテクション》を射抜くのは困難だ。

　両手で錫杖へ縋った女神官が祈り続ける限り、矢が冒険者に届く事はない。

「来よるぞ、来よるぞ。……うじゃうじゃと！」

　鉱人道士が顔をしかめて呟いた。その両手が素早く動き、投石紐スリングから礫つぶてが繰り出される。

　矢と礫、悲鳴と怒号が飛び交い──だが、扉越しの攻防もそう長くは続かなかった。

　如何いかな神代の黒檀といえど、粗雑な鈍器と暴力の前には抗えない。

　石櫃によって支えられ持ちこたえていた扉も、遂に断末魔の悲鳴を上げた。

「ＧＯＲＯＲＢ!!」

「ＧＲＯＯＲＯＢ!!」

　砕け散って撒き散らされた木材と共に、雪崩を打って小鬼どもが飛び込んでくる。

　手には粗雑ながらも剣や槍、弓。身体には革鎧や、鎖くさり帷子かたびら。

「装備が良い」

　ゴブリンスレイヤーは、その一党を率いる、ひときわ大柄な者の存在に気がついた。

「田舎者ホブ……いや」

　低い呻きと共に右手を閃ひらめかせ、彼は短剣を投げ打った。

　狙い違わず短剣は鎧の隙間、露わになった肩口へ突き立つが、致命傷には至らない。

　そのゴブリンは、到底、小鬼とは呼べぬような巨軀きょくである。

　暗い緑色の肌は内側の筋肉で張り詰め、今にも弾はじけそうなほどに隆々りゅうりゅうとしている。


　手には棍棒こんぼう。いやらしいニタニタ笑いこそゴブリンのそれではあるが…………。



「ＧＯＲＡＯＲＡＲＯ!!」

「小鬼英雄ゴブリンチャンピオン……か」

　たたらを踏んで堪たえたゴブリンチャンピオンが短剣を引き抜き、獰猛どうもうな笑みを浮かべた。

　ゴブリンスレイヤーは、迷うことなく中途半端な長剣を抜き放つ。

「切り込む」

「おう、一の太刀たちは任されよ！」

　吠ほえ猛たける蜥蜴僧侶が牙の小刀を振りかざし、竜牙兵を従えて躍り掛る。

　剣戟けんげき、怒号、悲鳴。さして広くもない玄室が、瞬く間に血の臭いで満ち満ちる。

　だがゴブリンどもは雲霞うんかの如く、この戦場へと押し寄せてくる。

　これを切り崩すには何にも増して、まずは頭目を討たねばなるまい。

　ゴブリンスレイヤーもまた剣と盾をしっかと構え、躊躇なく前へ出ようとした。

「あ、あの……っ」

　その背中に、声がかかった。

　しっかと錫杖を胸元むなもとに抱き寄せた女神官だ。

　鉱人道士と妖精弓手、二人の射手によって守られながら、彼女は彼を見上げる。

　彼女は何かを言おうとして口を開く。だが、言葉が出ない。

　ゴブリンスレイヤーは、振り返らない。

　そのまま戦闘の中へ飛び込み──彼の姿は、瞬く間に見えなくなった。

　背後を取られないよう常に動きながら、喉元のどもと目掛けて剣を繰り出す。返す刀でもう一匹。

　捌き切れないものは盾で打ち据えて転がす。一人ではない。竜牙兵が飛び掛かって仕留める。

　短剣を咥くわえて足元まで這い寄ってきたものを蹴り飛ばす。爪先で顎を砕き、踏み潰す。

　振り返りながら、槍で突きかかって来たものへ剣を投擲とうてき。足元から棍棒を拾い上げる。

「ＯＲＡＲＡＧＡ!?」

「五」

　四方八方から群がる小鬼を相手に一合二合と切り結べば、瞬く間に膾なます切ぎりだろう。

　ゴブリンの群れが何匹いるかはさだかでないが、まともにやっては体力が尽きる。

　ならば、まともにやらなければ良いだけだ。

　ゴブリンスレイヤーの戦い方は、徹底的であった。

「派手に暴あばれろ」

「心得た！」

　蜥蜴僧侶の吠えるような返答。

「おお！　御照覧あれ、我が父祖よ！」

　背後から飛びかかる相手を尾で打ち、摑みかかってきた者を振り回し、壁へ叩きつける。

「ＧＯＲＡＲＡ!?」

「ＧＲＯＯＲＯＢＢ!?」

　爪、爪、牙、尾。全身これ武器たる蜥蜴人の戦いは苛烈かれつを極め、さながら旋風せんぷうの如く。

　なにしろ敵の数が多い。当たるを幸い縦横無尽に繰り出される四肢は、強烈だ。

　竜牙兵を伴って戦場に穴をあけ、そこへゴブリンスレイヤーが踏み込んで切り崩す。

「ったく、数が多い……！」

「文句言うても、しゃあねえぞ！」

　二人と一体が討ち漏らした敵を妖精弓手が的確に射殺し、鉱人道士の礫が撃つ。

「まだ行けっかの!?」

「なん……とか、ですっ」

　女神官の祈りを受けてもたらされた地母神の奇跡も、未だ健在。

　戸口より押し寄せる小鬼の群れに対し、冒険者たちは有利に戦いを進めていた。


　────だが、いつまでも続くまい。



　そのことを、誰よりもゴブリンスレイヤーは理解している。

　ゴブリンスレイヤーは右手の棍棒でゴブリンの頭蓋を割りながら、戦場を駆けた。

　次いで長剣を振り上げ飛びかかってきたものを盾で叩き伏せ、右手の棍棒で砕く。

　棍棒を投げ打ってまた一匹仕留めると、彼はゴブリンの死体から長剣を奪い取る。

「十七……」

　そして盾をかざして身を屈かがめ、石櫃に隠れるようにして壁際をひた走った。

　視線の先は、配下に守られたゴブリンチャンピオンへ真まっ直すぐに向けられている。

　鈍い鉛色をした肌に鎧を纏い、棍棒を振りかざして吠え猛る小さな巨人。

　ゴブリンの三倍、人と較くらべても二倍近い巨体。

　小鬼英雄は、ホブゴブリンに極めて近い存在だ。

　本来「ホブ」とは、放浪者、巨大、長、あるいは悪魔を意味する古語である。

　その名に恥じないほど発達した屈強な肉体は、小鬼が先祖返りで手に入れたものだ。

　さらに様々な巣を渡り歩き、様々な冒険者との戦いを経て鍛きたえられている。

　いわば天与の才に恵まれた者が、「経験点」を積み重ねて成長した、小鬼における白金等級。

　それこそが、小鬼英雄。

　先日の牧場の戦いでも熟練者たる重戦士や女騎士とも互角に打ち合ったという。

　戦士としての技量は、恐らく高い。

「行動はしょせんゴブリンのままだが……」

　侮あなどることなど、ゴブリンスレイヤーには不可能だった。

　無論、彼はゴブリンを侮ったことは、一度もないのだが。


「…………」



「ＯＲＧＯＯＲＯＲＢ!!」

　不甲斐ふがいない配下を威圧し、棍棒を振り回して督戦とくせんするゴブリンチャンピオン。

　その背後まで首尾よく回りこんだゴブリンスレイヤーは、緩く剣を握り直した。

　昔語りに、ある圃人が棍棒の一撃で、ゴブリン王の首を刎はね飛ばしたという話がある。

　その伝説の真偽をゴブリンスレイヤーは知らないが、目指すところは同じだ。

　一撃で、殺す。

　狙いは背後からの不意打ちバックスタブ。小鬼英雄の、露出した延髄えんずい。

　ゴブリンスレイヤーはその決意の元、叩きつけるようにして切っ先を繰り出した。

「ＯＲＯＡＧＡ!?」

　そして確かな手応えと噴き出す血の感触を覚え──

「む……！」

　──ゴブリンスレイヤーは、思わず唸うなった。

　手にした刃は、確かに肉に突き立っていた。ただし、突き飛ばされた他の小鬼の。

「ＧＯＲＡＧＡＧＡ!!」

　味方を盾にする。

　なにも驚くべきことではない。ゴブリンにとっては当たり前の事だ。

　この地上に小鬼ほど身勝手な生き物が他にいるだろうか。

　彼らはとにかく勝てば良いのだ。仲間が犠牲になろうとも、群れが、種族が。

　ことこの一点に関して、言葉持つ者と小鬼の考えは決定的に異なる。

　その癖くせをして、小鬼は自分の仲間が殺されたことを逆恨みするのだから、性質が悪い。

「ＧＯＲＯＲＯＲＯＢ！」

　鎧の隙間から腹を貫かれたゴブリンが、血のあぶくを吐きながら何やら叫んだ。

「ち……」

　ゴブリンスレイヤーはすかさず剣を引き抜き、次の攻撃へと備える。

　不意討たんとした冒険者の存在を、小鬼英雄の薄汚い黄色の目が捉とらえた。

　それが先ほど短剣を投げつけた奴だと気付いたのか、口元に歪いびつな笑みが浮かぶ。

「ＧＲＯＯＯＯＯＲＢ!!」

　下から掬すくい上げるように、その剛腕ごうわんが棍棒を振り回した。

「……が、ッ!?」

　金属と肉、骨がひしゃげ、砕ける嫌な音が響き渡った。

　浮遊感、衝撃、無。臓腑ぞうふから込み上げる熱。苦痛。

　咄嗟とっさに構えた盾ごと打ち飛ばされたゴブリンスレイヤーは、状況把握に一瞬を要した。

　打ち上げられて、そのまま玄室に幾つも並ぶ石櫃へと叩きつけられたのだ。

　石櫃が轟音と共に崩れ、塵埃じんあいが吹き上がる。腰から弾け飛んだ角灯ランタンが割れ、炎が散った。

「ゴブリンスレイヤーさんッ!?」

　後方で戦場を俯瞰していた女神官が、思わず叫び声をあげた。

「オルクボルグ、やられた……ッ!?」

　それに反応して、妖精弓手と鉱人道士の目も彼の方へ向けられる。

　──だが、返事はない。

「そんな、え、あ、ゴブリン、スレイヤーさん……？」

　足元が覚束おぼつかず、ぐらぐらと揺れ動く船の中にいるようだった。

　無事のはずだ。だって、そんな。オーガの一撃でも立ち上がってきたではないか。

　そしていつものように「無理も無茶もしない」と言うに決まっている。

　しかし埃ほこりが巻き上がる中、捨てられた人形のように、彼はぴくりとも動かない。

　ごぼり、と。その鉄兜の面頰めんぼおから、泥のような血が噴き出す。

　それは明らかに、致命的な一撃クリティカルヒットであった。


「ぃ……ッ」



　彼女の手から滑り落ちた錫杖が、からからと力なく音を立てた。

　震えわななく両手を口元に寄せる。女神官の細面が、くしゃりと歪ゆがんだ。


「やぁあぁぁっ!?　ゴブリンスレイヤーさんっ！　ゴブリンスレイヤーさんっ！！！」



「ＧＯＲＢ！　ＧＲＲＯＢ！」

「ＧＲＯＲＯＢ！」

　玄室に木霊する、少女の泣き叫ぶ声。聞き慣れたそれに小鬼どもは厭いやらしく嗤わらいあった。

　前衛の負傷。呪文遣いの恐慌状態。同時にそれは忌々しい《聖壁プロテクション》の消失を意味する。

　何よりも、一党パーティの頭目リーダーである人物の脱落。

　無論その機を逃すゴブリンではない。彼らはそうして、数多あまたの冒険者を葬ほうむってきたのだから。

「何たることか……！」

　蜥蜴人ならではの膂力りょりょくでもって奮戦しながら、蜥蜴僧侶は呻いた。

　群がるゴブリン数匹を斬り伏せたものの、竜牙兵がたちまち叩き潰されたのだ。

　こうなると、もはや蜥蜴僧侶は身動きが取れない。

　なにせ三人で防いでいたのが、今や一人となったのだ。

　その場に踏みとどまって全身を駆使しても尚なお、小鬼の軍勢を阻はばむ事ができない。

「落ち着いて、集中を──ッ、うぁっ!?」

　それ故、真っ先に餌食えじきとなったのは妖精弓手だった。

　間断なく弓矢を放ち、小鬼を寄せ付けていなかった彼女。

　その手が一瞬、ほんの一瞬だけ緩んだ隙すきを突いて、ゴブリンが飛びかかったのだ。

　元来、森人は華奢で繊細な生き物だ。俊敏さはともかく、力には劣る。

　背中にしがみついた小鬼を振り払おうとするも、押し寄せる群れには無意味な抵抗だ。

「離せ、離れろ、はな──あっ!?　やめ……や、あぁっ!?」

　引き倒された彼女の姿、悲鳴が、見る間に小鬼の黒山によって埋もれていく。

　かろうじて、細い足がもがくように宙を蹴るのだけが垣間見えた。

「耳長娘！」

　その事態へ真っ先に、そして唯一反応できたのが、傍らにいた鉱人道士だった。

　彼は投石紐スリングを放り捨てると、腰帯に挟んであった手斧を引き抜いて叫んだ。

「ええい、この小鬼ばらが！　良いから、離れんかッ!!」

　彼の判断、その是非は問うまい。術を使うような余暇はなかったのだ。

　そして鉱人道士が飛びかからねば、妖精弓手に待ち受けていたろう運命は想像に難くない。

　だが戦士たちを援護していた射撃が途絶え、小鬼の攻勢に対する抑止力が失われる。

　これは、間違いなく致命的であった。


　つまり──……。




「あ……あ、あぁ……っ」



　──もはや女神官と、ゴブリンチャンピオンの間を遮さえぎるものは、ない。


「や、ぁ……やだ、いやぁ……っ」



　がくがくと全身を震わせ、恐怖にガチガチと歯を鳴らす彼女は、立っていられなかった。

　ぺたりと音を立てて尻しりもちをついた彼女の下半身に生暖かい感触がにじみ、広がる。

「ＧＲＯＢ！　ＧＲＯＯＲＢ！　ＧＯＲＲＲＢ！」

　その臭においに、小鬼英雄は小馬鹿にした様子でニタニタと笑った。

　いっそ気を失ってしまえば、どれほど楽だったろう。

　だが皮肉にも相応の経験を積んで成長した彼女の精神は、それを許さない。

　ぬっと小鬼英雄の巨大な腕が伸び、女神官の細い腰を握りしめた。


「っぐぅ…………ッ!?　か、は……ッ！」



　内臓を圧迫される苦痛に、彼女は呻く。

　このまま握り潰され、背骨を折られてしまうのではないかという恐怖。


「ひ、ぃ……ッ!?　な、に？　なん、ですか……？」



　だが、そうはならなかった。

　腐った肉の臭いの息を撒き散らす口元が、彼女の間近へと迫る。

「う、ああぁあああぁあああぁああぁあッ!?」

　そして、神官衣と鎖帷子ごと、彼女の肩口の血肉が文字通り齧かじり取られた。

　迸ほとばしり、溢あふれた血が、女神官の白い肌を染め上げていく。

「[image: ]ーっ!?　[image: ]ぁーッ!?」

　生まれて初めての激痛に、女神官の精神もとうとう屈服した。

　視界が白と黒に明滅して、ろくに言葉も出せず、赤子のように泣きじゃくった。

　目からぽろぽろと涙を流し、鼻水を滴したたらせ、涎よだれを垂らす無様な姿。


「やめっ!?　……っくしょ、はな、せ、はなれ──あぅっ!?　ぁ……ッ」



　かたや小鬼の山に群がられた妖精弓手も、甲高い叫びをあげている。

　衣服の破かれる音。殴打音。悲鳴。呻き声。

「これはいかぬ！　術師殿、三方さんかた回収して引き上げねば、全滅は必至ひっしかと！」

「つうたかて、ん、なろっ！　おら、引っ込め、小鬼ばら！　わらわらと、えぇいっ!!」

　蜥蜴僧侶、鉱人道士は奮闘を続けているが、それもいずれ終わる事だろう。

「ＧＯＲＯＲＯＢ！」

「ＧＯＲＲＢ！　ＧＯＲＢ！　ＧＯＯＢ！」

　小鬼英雄も、ゴブリンも、それを指さしてゲラゲラと嗤う。死人の耳にさえ届く大声で。

　小鬼に破れた冒険者、小鬼に襲われた村がたどる、お決まりの運命。

　運命──宿命。偶然。サイコロの出目。

　──くそくらえだ。


「────────」



　その全てが、彼の奥底の何かと重なり、弾けて飛んだ。

　石段に手をつき身を起こした彼は、そこが更に地下へ通じる階段である事に気づいた。

　幸運だった、と言うべきであろう。

　叩きつけられた石櫃の中が、階段を隠すため空洞になっていなければ。

　その他の石櫃と同じように、死者や埋葬品を詰め込まれていたならば。

　激突時の衝撃を軽減する事もできず、彼は死んでいたはずだ。

　だが今はそれらの情報の一切いっさいを、彼は無視した。

　重要なのは自分が生きていること。そして生きている以上、まずは戦うことだ。

　彼は雑囊に手を突っ込み、辛うじて割れ残った水薬ポーションの瓶びんを摑み取る。

　奇妙にねじれた手指で苦心しながら栓を抜き捨て、浴びるように中身を呷あおった。

　薬効による治癒は微々たるものだ。瞬く間に傷を癒やす、神々の奇跡とは違う。

　しかし痛みが和らげば、動ける。動けるということは、戦えるということだ。

　ならば、問題はない。

　そして周囲をまさぐる右手が、武器に、武器となりうるものに辿り着いた。

　握り締めて、砕けかけた膝を叱咤し、立ち上がる。

　彼がまだ生きて、動いていることに気づいたゴブリンが数匹、集まってきた。

　手に手に武器をぎらつかせ、ニタニタと厭らしく嗤い、とどめを刺しに来たのだろう。

　だが、それが、なんだと、いうのだ。


「………………ッ！」



　彼は渾身の力を込めて、まず左手の盾でゴブリンを撲殺ぼくさつした。

「ＧＯＲＡＲＯ!?」

　鋭く研ぎ澄まされた円盾の縁は、ただそれだけで凶器となり得る。

　額を叩き割り、血ち飛沫しぶきと脳漿のうしょうを振り払い、前へ。前へ。

　ギリギリまで声は出さない。出してはいけない。あの時と同じ。気づかれてはいけない。

　ゴブリンチャンピオンは今、獲得した獲物を嬲なぶるのに注視している。

　背後で、潰したはずの妨害者が立ち上がったとはまるで気づいていない。

　その巨大な鬼に握り締められた女神官は、ぐったりと弛緩し、微かに痙攣けいれんを繰り返すばかり。

　細く白い首筋を溢れた血で濡ぬれた唇が、喘あえぐように微かに三度か四度、動く。

　声は聞こえない。

　たすけて、なのか。

　かみさま、なのか。

　あるいは、かあさま、とか。とおさま、とか。

　にげて、ではなかったはずだ。あの時は。彼が隠れていることがバレてしまうから。

　彼──彼は。

　ゴブリンスレイヤーは。

「お、ぁ……あッ!!」

　ゴブリンスレイヤーは、背後からゴブリンチャンピオンへと跳びかかった。

　最初、小鬼英雄は何が起こったかわからなかったに違いない。

　何かが首元にまとわり、絡みつけられたのだ。

　戦いの中で吹き飛ばされた、死んだ女の皮と、折れた髑髏の脊椎せきつい。


　囮おとりに使ったがらくたを、小鬼英雄は鬱陶うっとうしそうに払おうとして──……。




「……ッ！」




　────次の瞬間、それが渾身の力を込めて引き絞られた。




「ＧＯ、ＲＲＲＲＢＢＢＢ！？！？！？」



　声にならない絶叫が上がる。

　呼吸を絶たれたゴブリンチャンピオンは、その両手で喉元を搔かき毟むしった。

　ぶちぶちと数本の髪が切れたが、一向に拘束は緩まない。

　もはや嬲り者にしようとしていた女神官のことなど眼中にない。

　飽きた玩具のように放り出された彼女が、地面に転がされる。

「ぁ……」

　微かな声。

　まだ、生きている。

　それだけで、ゴブリンスレイヤーにとっては十分だった。


「お、おぉ……ッ!!」



　彼は自分の右手で骨を摑み、左手に女髪を幾重にも巻きつけていた。

　渾身の力で握りしめられた髪は革の籠手に食い込み、肉を裂く。

　だが、それはゴブリンチャンピオンにとっても同じことだ。

　曰く、暗殺者は只人の髪をよって紐ひもにした絞殺具を好んで用いるという。

　そう簡単に、振りほどけるものではない。

　小鬼英雄は自らの身体をよじり、暴れ、背中を石壁へと叩きつける。


「……っ、が……ッ！」



　ゴブリンスレイヤーの兜から、再び血が溢れ出た。

　みしりと身体の奥底が軋むように悲鳴を上げる。

　それでも尚、彼は髪の毛を摑む手を離そうとはしない。

「ＧＯＲＯＲＯＢ!?　ＧＲＯＯＲＢ!?」

　ゴブリンチャンピオンは、恐慌状態に陥おちいった。

　無論、配下の小鬼どもとて頭目の苦境を見守ってばかりではない。

　とにかくこの敵を殺そうと、何匹かのゴブリンが手に手に武器を取って駆け出した。

　そして、ぐしゃり、と。その頭が弾けるように吹き飛び、血が飛沫する。

　小鬼英雄が遮二しゃに無二むに振り回した棍棒によって、叩き潰されたのだ。

　頭蓋を喪うしなった小鬼の死体が、力なく崩れ落ちる。

　さしものゴブリンどもも、これには攻めあぐねた。

　勝てる目算があるならば、彼らは死をも恐れずに突き進むだろう。

　勝利の向こうにある陵辱りょうじょくや略奪は、何にも増して魅力的だ。

　だが──これは、勝てるのか……？

「イィーアァアァッ！」

　咆哮ほうこう。

　小鬼どもの、その逡巡しゅんじゅんが、一瞬の躊躇、硬直が、文字通り勝敗を分けた。

　父祖を讃たたえる戦の雄叫びと共に、自由となった蜥蜴僧侶が躍りかかったのだ。

　小鬼の血で染まった牙の小刀が、鱗の両腕によって嵐あらしのごとく吹き荒れる。

「ＧＲＡＢ!?」

「ＧＯＲＯＲＢ!?」

　刃が煌きらめくたび手が、足が、首が跳ぶ。逃れようとした者は尾で潰され、牙で砕かれた。

　混乱状態にあったゴブリンたちも、大慌てで四方から蜥蜴僧侶へと押し寄せる。

　そこへ、木の芽の矢が降り注そそいだ。

「──行って！」

　涼やかな声。

　引き裂かれた胸元を隠し、小鬼どもの血で汚れながら、しかれども凛と立った妖精弓手。

　彼女は片膝を突いて大弓を引き絞りながら、声を張り上げていた。

「こっちは、私が何とかするから！」

「かたじけない！」

　叫んだ蜥蜴僧侶が、するすると攻撃の間を縫って這うように駆けた。

　彼が目指す先は、倒れ伏した女神官だ。蜥蜴僧侶はまだ術を残しているはず。

　あの子はもう大丈夫だろうと、妖精弓手は息を吐いた。

「……ありがと」

「なんじゃい、藪やぶから棒に」

　ぼそりと呟いた声に応じるのは、傍らに控えた鉱人道士だ。

　全身を返り血で染め、肩で息をしながら、手斧を構えて離さない。

　射撃手を殺さんと迫り来るゴブリンを、鉱人道士は斧で叩き伏せる。

「鉱人に借りを作るなんて末代までの恥だけど……」

　彼女は、どうにかこうにか苦心して薄い胸を隠そうとしながら、そっぽを向いた。

　長耳が僅かに揺れる。

「礼を言わないのは、エルフにとって、もっと恥ずべきことだから」

「涙目だったくせに、気位ばっか高いのな、おぬしら」

　くっくと声を殺して笑う鉱人道士。妖精弓手は、片目を閉じて見せた。

「低いよりは、良いでしょ？」

　空元気に軽口を叩いた彼女は、小鬼英雄へ弓を射掛けながら、声を振り絞って叫ぶ。

「オルクボルグ、やっちゃえぇっ!!」


「お、おォッ……！」



　馬の手綱を引くように、ゴブリンスレイヤーは髪束かみたばを絞る。

　この巨大なゴブリンの抵抗に、他の者を巻き込むわけにはいかない。

　右に左に、暴れ馬に振り回される如く、その身体が小鬼英雄の背で跳ねる。

　最初のうちはその度に全身がバラバラになりそうな激痛があったものだが……。

　彼はもう、何の苦痛も感じる事はなかった。

　水辺にたゆたうような、奇妙な浮遊感だけが残っている。

　ゴブリンスレイヤーの脳裏にある、客観的な部分が警鐘を鳴らした。

　痛覚は生きている証拠だ。それが消えた。神経が苦痛に耐えかねたのだろう。

　選択を誤ったか。

　死へ進め。棺桶かんおけの釘くぎのように死ぬが良い。

　そんな囁き声さえ聞こえるような気がする。

　だが、痛みがないのだ。それは何とも、都合が良い。

　──無理や無茶をして、勝てるなら、いくらでもしよう。

「おい……！」

　彼は絞りだすようにして声を発した。

　耳元で聞こえた言葉は、果たしてゴブリンチャンピオンの脳まで届いたろうか。

　いずれにせよ小鬼英雄は首を捻り、肩口にしがみつく敵を見ようとした。

　薄汚い黄色の瞳に、血反吐ちへどで汚れた鉄兜が映り込む。

「良く見ろよ、ゴブリン」

　その眼窩へ、ゴブリンスレイヤーは折れた右腕を突き立て、抉えぐった。

　嫌になるほど柔らかいものを握り締め、そのまま思うさま引っ搔き回す。


「ＧＲＯＲＡＲＡＲＡＢ!?　ＧＲＯＯＲＯＲＯＲＯＢ！！？！？！？」



　あまりの激痛にゴブリンチャンピオンは意味不明の叫び声をあげ、身を仰のけ反ぞらせた。

　その動きに逆らわず、ゴブリンスレイヤーは石床へと転げ落ちる。

　地響きを立てて沈む巨体に押し潰されずに済んだのは、辛うじて、であった。

　荒く息を吐き、朽ちた骨を杖代つえがわりにしながら、ゴブリンスレイヤーが立ち上がる。

　全身は血で汚れ、傷は多く、死にかけた戦士。

　ゴブリンたちは、それを遠巻きに見るだけだ。

　何のことはない。殺そうとすれば、容易にできるだろう。

　だが、彼らは──明らかに、怯えていた。

「……次は、どいつだ」

　谷底を吹き抜ける風のように冷たく、無機質で、淡々とした声。

「お前か……？」

　ゴブリンスレイヤーが、右手に握った肉塊にくかいを投げ捨てる。

　摑み取られたゴブリンチャンピオンの眼球が、床に落ちて潰れ、湿った音を立てる。

「ＧＯＲＢ……！　ＧＡＲＡＲＡＲＡＢ!!」

　よたよたと立ち上がった小鬼英雄が、喚くように声をあげた。

　その失われた左目から、粘ついた血を滝の如く滴らせながら。

「ＧＯＢ……」

　凍えたように立ち尽くしていたゴブリンのうち一匹が、槍を取り落とした。

　その目が血の海の中でもがく小鬼英雄と、小鬼殺しの間を忙せわしなく行き来する。

　それが、きっかけとなった。

「ＧＯＲＲＯＲＯＲＯＢ!!」

　小鬼英雄が撤退を意味する咆哮を轟かせたのだ。

「ＧＯＲＡＲＡＢ！　ＧＯＲＡＢ！」

「ＧＲＯＯＢ！　ＧＲＯＢ！」

　ゴブリンは悲鳴を上げ、脇目わきめも振らず脱兎のごとく逃げ出しはじめた。

　撤退の先頭に立つのは小鬼英雄である。英雄といえどもゴブリンなのだ。

　彼らは自分さえ生き延びればそれで良く、この場さえしのげればそれで良い種族である。

　故に勝ち目もなく踏み止まるという選択肢は、小鬼たちの頭にはない。

　こうなると、もはや歯止めは利かない。


　続けて二匹が逃げ、四匹が逃げ、八匹が逃げ──……。



　泣き喚き、叫びながら、ゴブリンたちは次々と入り口へ殺到し、飛び出していく。

　最後には小鬼どもの死体の山と、荒く息を吐く冒険者たちだけが残された。

　誰も、ゴブリンを追撃しようとはしなかった。

　誰も彼もが傷を負い、疲労ひろう困憊こんぱいし、動こうとも思えない有り様の中で。

「……」

　ただ一人、ゴブリンスレイヤーだけが、違った。

　彼はよろよろと骨を放り出すと、拾い上げた手槍を杖にして部屋を歩こうとした。

　足を引きずるみっともない歩き方をしながら、死体を一つずつ、確かめようと。

　歩いた後にはぼたぼたと血が滴り落ち、まるで画布に刷毛はけを走らせているようで。


「………………ッ、う」



　一歩、二歩。歩いたところで、ぐらり、と。ゴブリンスレイヤーの体が傾かしいだ。

「オルクボルグ……！」

　そこでようやく、さっと妖精弓手が飛び出して彼の体を横合いから支えた。

　襤褸ぼろ切れのような衣服と、そこからまろび出た肌に血がつくのも、彼女は厭いとわなかった。

　ゴブリンスレイヤーは「無事か」と酷ひどくぼんやりした声で呟いた。

「何とか……だけど、ね」

　応じる妖精弓手の声は、掠かすれていた。

「そっちの方が、無事じゃないでしょう……！」

　彼女の手に伝わる、ガラクタを詰め込んだ頭陀ずだ袋ぶくろのような感触。

　そんな身体にもかかわらず、「そうだな」とゴブリンスレイヤーは頷いた。

「あの娘は、どうだ」


「…………こっち。歩ける？」



「やってみよう」

　今にも崩れ落ちそうなゴブリンスレイヤーの身体を、妖精弓手は必死に支えた。

　なぜだか頰が熱くなり、何かと思えば、目尻からポロポロと涙が溢れていた。

　彼女はぎゅっと唇を嚙みしめる。

「……ほれ、しゃんとせんか」

　まるで這うように進む二人に、反対側から鉱人道士の腕が加わる。

　彼もまた、凄惨せいさんたる有り様だった。

　頭から自慢の白髭までを返り血で染め、術を用いる為の触媒の鞄も、帯が千切れている。

　それでも鉱人道士は、大きな手でしっかりと、ゴブリンスレイヤーの身体を支えた。

「どっちみち、こっから帰らねばならんのだからな……」

「……ああ」

　そうして途方もない長さに思える僅かな距離を、彼らは懸命に進んだ。

　ほどなく玄室の中央。あの砕けた石櫃の傍そばまで、三人は辿り着く。

　そこには折れた牙の小刀を立てかけて、蜥蜴僧侶が座り込んでいた。

「いやはや。……なんとかなって、よぉ、ございました」

　女神官は彼の足元に、尾で包まれるようにして横たわっていた。

　割れた角灯が燃える光だけが、その姿を淡く照らし出している。

　血で染まった神官衣と鎖帷子ははだけられ、青ざめた上半身には包帯が巻かれていた。

　髪の張り付いた頰には汗が浮かび、瞳は閉じられたまま。

　微かに上下する薄い胸元が、生きている証だった。
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「……どうだ？」

　蜥蜴僧侶が目を細め、ぱたりと尾を動かし、そっと女神官の顔を持ち上げた。

「……ま、命に別状はありますまい。もう少し深手ならば、拙僧の手には負えなかった」

「そうか」

「あ、待って。今、座らせるからね。その方が楽でしょ？」

　息も絶え絶えといった様子のゴブリンスレイヤーに、妖精弓手が囁くように伝える。

「鉱人、そっち支えて」

「あいよ」

　二人がかりで、石櫃の脇、女神官の傍らへとゴブリンスレイヤーを座らせる。

　ふらつく身体は、手を離したら倒れこんでしまいそうなほどに危うい。

　どっかと腰を下ろす仕草も、尻餅をつくのと大差ないほどだ。


「ぁ、…………」



　その音が、気付けになったのだろう。微かに女神官の瞼まぶたが開いた。

　血の気の失せた唇が微かに動き、ほぅ、とか細い声が漏れる。


「ごめ、な、さ…………」



「気にするな」

　ゴブリンスレイヤーは、手を伸ばした。

　革の籠手は破れ、汚れて、ただでさえ見すぼらしかったのが、ひどい有様だった。

　そっと体の傍に置かれた彼の手を、女神官は細い手指で力なく握った。

「……ゴ……ス、レ……ヤ、さ……ん」

「こういう事も、ある」

　そう呟くのがやっとだった。

「すぐに上へ戻りましょ。急がないと、連中、戻ってくるかも。オルクボルグ、立てる？」

「つか、お前さんはさっさと上に外套がいとうでもなんでも羽織れ。かみきり丸はわしが支えっから」

「こちらは背負うて行くより他ありますまい。どれ、気を確かに。すぐ安全な場所へ……」

　誰かが、何かを言うのを聞きながら。

　ゴブリンスレイヤーの意識は、暗闇の中へ転がり落ちていった。
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「いつまで寝ておるか、この愚か者が！」

　脳天に轟く叫び声と激痛が、彼の意識の覚醒かくせいを促した。

　跳び起きて、身構えて、周囲を見回す。凍えるほどに肌を刺す寒さ。


　────白。



　一面の、白だ。

　いつもと同じ、白い闇やみ。もはや陽ひの光よりも馴染なじむように思う世界。

　雪と氷に覆おおわれた、広々とした洞窟──おそらく、その奥底。

　そう自分の居場所を彼が認識した瞬間、再びがつんと頭を殴られた。

　火箸を当てられたように熱く、痛く、冷気とあいまって何がなにやら。

「なにをボサッとしとる！　起きたんなら挨拶あいさつぐらいせんか！」

　きんきんと甲高い罵声ばせいが岩窟に響き渡る。だが、姿は見えない。

　彼はその存在の姿を探そう……などという事は試みなかった。

　きょろきょろ周囲を見回せば、またその隙すきに殴られるに決まっている。

　忍びの隠形おんぎょうを暴あばく事など、到底できるものではない。

　彼はここ数ヶ月──いや、数年か？　──に及ぶ鍛錬で、それを良く理解していた。

　もはやこの仄白ほのじろい暗黒の中では、時間の感覚などというものは曖昧極まりない。

　吹ふき荒すさぶ粉雪の如ごとく、摑つかもうとしても叶かなわぬものだ。

「往還せし者」など様々な呼び名を持つ老爺は、「忍び」「先生」と呼ばれることを好む。

「はい、先生。よろしくお願いします」

　どこにいるともわからぬ相手に対し、彼は素直に深く頭を下げた。

　ふん、という微かすかな鼻息の音が聞こえる。緊張の一瞬である。

　もしも機嫌を損ねることがあれば、折檻せっかんだけでは済まない。稽古をつけてもらえなくなる。

　それは、死活問題だった。

「ま、良かろう」

　ひとまず、忍びに納得してもらう事ができたようだ。

　安堵あんどの息を漏もらさぬよう、彼は平伏したまま、口に雪を含み、ぎゅっと唇を結ぶ。

　迂闊うかつに吐はいた呼気は温かく、白く濁る。すぐにバレる。これで幾度戒められたことか。

「先生、今日は何をすれば良いのですか」

「何をすれば？」はん、と。小こ馬鹿ばかにしたように忍びは嘲あざけった。

「まったく、貴様は馬鹿だ！　何をするか？　こんな馬鹿げた質問はない！」

　不意に、闇の奥から何かが飛来した。

　完全に不意を討たれた彼は避けることもできず、顔面で雪球が弾はじけた。

　ばしゃりと濡ぬれた感触が、一瞬にしてぱりぱりと引きつったような痛みに変わる。

　雪球をあえて軟らかく握り、顔中に冷たい雪を散らすのは、何とも悪辣あくらつであった。

「ぶん殴られた！　だから殴り返す！　小鬼どもを！」

「はい」

　顔をびっしりと覆う霜を拭いもせず、彼は真まっ直すぐに前を見据えた。

　凍傷になるかもしれない。そんな懸念は浮かぶことさえない。

　痛みも、苦しみも、小鬼も、全すべて彼にとって当たり前の事だ。

　もはや言われるまでもない。

　しかし、忍びが「どうだか」と呟くのが聞こえた。

「奴やつばらは頭が良いぞ。残酷ざんこくだし、数も多いし、厭いやらしい。お前に小鬼が殺せるのか？」

「殺します」

「大事な姉ちゃんが小鬼の玩具にされてる間、お前は黙って見てたのにか？」

　忍びが、異様な、軋きしむような笑い声をあげた。

　彼は自分の腹の底が、すっと熱を失うのを感じる。

　同時、頭の奥に燃える石炭をねじ込まれたような熱も。

「それはお前に力がなかったからだ。そうだな？」

　唇を嚙かみ締める。

「はい」

「ちがぁう！　ちがう、ちがぁう！」

　今度は湿った感触の中に、ガッと鈍い痛みが混じっていた。

　忍びは悪辣だ。軟い雪球の中に、石礫いしつぶてを仕込んでいたのだ。

　彼の額ひたいが、心臓の鼓動にあわせて膨れ上がるように痛む。

　割れた傷口から、顔にこびりついた雪を溶かしながら血が滴したたるのを感じる。

　だが、大した事ではない。

　頭蓋ずがいは最も硬い骨のひとつであり、そう容易たやすく砕けるものではないと、学んだ。

　彼は垂れる血を拭おうともせず、忍びがいると思しき方から目を動かさない。

「おまえが、なにもしなかったから、だ！」

　痛烈だった。

　彼は凍えて手の形をした石のように思える拳こぶしを、さらにきつく握りしめる。

「え？　なぜ飛び出して小鬼を殴らんかった？　姉貴と一緒にさっさと逃げんかった？」

　わずかな空気の流れ。忍びが、これみよがしに近づいて顔を覗のぞき込んだのだろう。

　酒臭い息が吹きかかるが、姿は見えず、影を認めることさえできない。

「そりゃあ、お前が『姉貴を助けなかった』からだ。成否だ、生き死にだのは後回しよ！」




　力がないのでなーんにもできませーん！

　けど神様が力をくれたからゴブリンを滅ぼせまーす！

　伝説の勇者に選ばれたからゴブリンを倒せまーす！

　すごい聖剣を手に入れたからゴブリンをやっつけられまーす！

　力があるからなーんでもできまーす！




　忍びの、煽るようなわざとらしい道化歌が、わんわんと氷室の中に反響する。

「力がなくてなんもしなかった奴が、力を手に入れた途端なんかできると思ったか？」

「……」

「できたとしてもそんなもん鍍金めっきよ！　すぐに剝はげて落ちてパァだ！」

　ゆるり。また風が動く。彼は目を動かさず、その流れを感じ取ろうと心がけた。

「良いか」と、忍びは言った。

「才能がねえ。能力がねえ。名前ももったいねえ一山幾らの凡人ぼんじん、ただの『あ』だ」

　どん、と。彼の胸元むなもとが小突かれた。

　あわててぱっと顔をあげると、目前に瞳ひとみがあった。

　ぎらついた小さな瞳は、爛々らんらんと燃える松明たいまつのように異様な金色をしている。

「けど、決めるのはてめえ自身よ」

　彼は、ごくりと唾を呑のんだ。

「何かやると決めて、ぶん回した時点で、てめえの勝ちだ」

　もっとも失敗したら間抜けで、成功しねえと笑いものだけどな──。

　急に忍びの声が低くなった。ばちりと指を鳴らす音が響く。

　瞬間、いつのまにやら用意されていた篝火かがりびが赤々と燃え上がった。

　白い岩窟が炎の色によって薄ぼんやりと照らしだされる。

　やはり、ここは雪洞だった。氷。雪。冷気に満たされた空間。

　だがそれに気を取られた瞬間、もはや忍びは影も残さず消え失せていた。

「運、智慧、そっから根性だ！」

　かわって、わぁんと木霊する不気味な大音声。

　彼は緩く呼吸を整えながら、ゆっくりと立ち上がった。

　脇わきをしめ、足を緩く開き、腰を落とし、身構える。

「やるかやらないか、最初はそれだ！　とにかくやるんだ！」

「はい」

　頷うなずくと、血が垂れて、足元を赤く汚した。気にも留めない。雪で滑らない事を考えろ。

「上手うまくいきゃ巨人を石にし、大蜘蛛を貫き、竜を殺し、冥王めいおうも滅ぼせる！」

「はい、先生」

「お前は運が悪い。智慧もない。根性はあるか！　一緒くたに鍛きたえるぞ──上を見ろ！」

　彼は素直に上を見た。真っ先に、ぎらつく剣呑けんのんな輝きが目にとまる。

　それは雪の洞窟の天井てんじょうにびっしりと生はえそろった、鋭い氷柱つららの群れだった。

　切っ先を真下に向けて整列する様は、恐るべき騎士の集団のようにも思える。

　篝火の熱に炙あぶられて溶け出しているのか、ぽたりと雫しずくが彼のもとへ垂れた。

　剣軍が真下へと突撃を仕掛けてくる時間は、もう間もなくであるらしい。

「謎なぞかけだ！　リドォルッ！　これしかない！　死にたくなけりゃ素早く答えろ！」

「はい、先生」

「よぉし……」

　忍びがびちゃりと舌なめずりをする音が、彼の耳にも聞こえた。

　謎かけとは、それこそ神代の頃ころより続く伝統ある戦いのひとつである。

　神聖、不可侵、絶対のもの。神々がサイコロを振るより前に行っていたとも言われる。

　もちろん、彼にとっては関係のないことだ。

　とにかく、やる。それだけだ。





縦横無尽に空を飛ぶ




血肉を啄ついばむ残酷な嘴くちばし




お前の仇敵きゅうてき！　お前の怨敵おんてき！




殺せばお前の血が流れる！




何者だ！






　彼がまっさきに思い浮かべたのはゴブリンだった。

　だが小鬼は空を飛ばない。嘴もない。

　考えるべく腕を組もうとしたところに、素早く雪球が投げ撃たれる。

　彼はとっさに横っ飛びして氷の上を転がってそれを避けた。

　ぱたりと額から滴る血が氷に垂れ、溶けた水と混じって桃色ににじんだ。

　それを見て、ぱっと彼の脳裏に答えが閃ひらめいた。

「蚊だ」

「正解！」

　忍びが面白おもしろくもなさそうに鼻を鳴らして言った。

「だがまだまだ小手調べ！　次行くぞ！」





海の水は尽き、




川の流れは止まり、




森の木は枯れ、




街の建物は崩れ、




城の人々は消えた！




此こは何処どこだ！






　彼にはさっぱり見当がつかなかった。

　歴史上、伝説上の滅んだ国々の名が浮かんでは消えていく。

　そのどれもこれも、姉が昔語りに教えてくれた様々な物語の中で聞いたものだ。

　かくも無残な有り様となった国はなかったか？

「かぁーっ、どうした！　ボサッとするな！　動け！　死ぬぞ！」

　忍びの喚わめき声。彼は考えるよりも先に、反射的に身体を横へ転がせた。

　どっと落下した氷柱が、床に叩たたきつけられて砕け散る。

　氷の破片から顔を手で庇かばいながら、必死に彼は思考を巡らせる。

　今は兜かぶとを被かぶっていない。優先して守るべきは頭部だ。

　と、唐突に、ずいぶんと昔に姉とやった謎かけ遊びの答えを思い出した。

　あの時も、姉には敵かなわなかったものだが。

「地図の上だろう」

「はっはぁっ！　当たぁりぃっ！　だが遅い遅い！」

　ぱちぱちと小馬鹿にしたような拍手が響く。

　その音はわぁんと木霊し、発生源が定まらない。

　彼は耳に届く物音に頓着とんちゃくせず、前後左右、そして天井へと目を配った。

　油断はできない。思考は絶やしてはいけない。息を整えろ。

　冷え冷えとした部屋のはずなのに、いつしか彼の額には汗が滲にじむ。

　血と汗が目に入らぬよう腕で擦こすると、それがずいぶん傷口に染みた。

「ほぉら、どんどん行くぞ！」





神々よりも正義！




邪神よりも邪悪！




富豪に必要！




貧者に不要！




これは何か！






　彼にとって、これはかなりの難題だった。

　落ち着いて考えようにも、忍びはそれを許さない。

　四方八方から飛び交う雪球を、彼は氷と雪の上を転げるように避け、防ぐ。

　冷えきった四肢は血の気を失い、青を通り越して紫色に変化しつつある。

　かといって時間をかけるわけにもいかない。ぽたりと、上から雫。

「そぉら、気をつけろ！　潰つぶされるぞ！」

　溶けた氷柱がまたしても彼を貫かんと降り注そそぐからだ。

「……ッ」

　それを避けるべく飛び退ったところを、忍びは見逃さない。

　何発目かの雪球が肩口にぶち当たり、雪が飛び散り、礫が肉に食い込む。

　彼は苦痛のうめきを懸命に嚙み殺した。

　時間がない。考えられない。答えなど思い浮かばない。何もない。

　半ば苛立いらだち紛れにそう思った時、彼ははっと気がついた。

　顔をあげ、叫ぶ。

「──何もない！」両足で地を踏んで、姿勢を正してもう一言。「答えは何もない、だ」

「そうだ！　だが邪神よりも邪悪で、悪辣なものはいるぞ！」

　休ませる気などないのだろう。矢継ぎ早に忍びはぽんぽんと問いを投げかけてくる。

　彼は白い闇の中、肩と額から血を流しながら立ち向かう。





黒の中の




黒の中の




黒の中の




黒！






　彼は即座に叫ぶようにして答えを返した。

「洞窟の中で、小鬼の檻おりに捕らえられた、娘の胎はらにいる、小鬼！」

　彼はゴブリンどものことを一時たりとて忘れたことはない。

　文字通り、考えるまでもない事だった。見えざる師を睨にらみつけ、言い返す。

「簡単だ」

「ほぉ、そうか！　なら、こいつはどうだ！」





奴はいついかなる時でも、




必ずお前のもとに現れる！




絶対にお前を逃すことはない！




お前は奴と話すこともできない！




そらきた、お前の隣だ！




残念だったな！　諦あきらめろ！






　先の問題は、次の問いを思いつくまでの時間稼ぎであったのだろう。

　忍びはこういった小手先の術を多く使う。故に彼は多くを学んだ。

　しかして、投じられた謎は、彼にとっては思いもよらないものだった。

　荒く息を吐きながら、彼は転げまわるようにして雪球を搔かい潜くぐり、氷柱を避ける。

　雪は肌を裂き、氷は肌を打ち、体中そこかしこが擦すりむいて血がにじむ。

　額の傷から垂れた血と汗は目に入って視界を塞ふさぎ、肩の傷はずきずきと痛む。

　それでも彼は懸命に考えた。頭を使い、何度も瞬きをして、知恵を振り絞り、答えを探る。

　自分のすぐ間近まで迫ったものの存在に気づくまで、そう時間はかからなかった。

　彼は唇を軽く舌で舐なめ、はっきりとそれを口にした。

「死、だ」

「よぉし、上出来だ！」

　忍びの哄笑こうしょうが岩窟洞に木霊する。

　わんわんと反響するせいで、またぽたぽたと氷柱から雫が滴り落ちた。

「お前は運がない。智慧もない。だが根性だけはある。だから考えろ　根性入れて考えろ！」

「はい、先生」

　彼は素直に頷いた。忍びが、どうして自分の面倒をみてくれるのかは、わからない。

　だがしかし、村が滅び、一人放り出された自分にとって、ただひとつ残された目的。

　それを果たすための方策を、教えを、忍びは授さずけてくれていた。

　師の言葉を拒否するなど、彼には思いもよらない事だった。

「そして正直であれ──こいつはできているな。お前にしちゃ上出来。では、最後だ！」

　虚空こくうから抜け出るように、彼の目前へ忍びが姿を現した。

　彼の背丈せたけの半分ほどしかない──影のように浅黒い小男だ。

　忍びはぎらつく短剣を握り、白金の鎖くさり帷子かたびらを纏まとう圃人レーアの老爺だった。

　爛々と煌きらめく両目で彼を睨みつけ、黄ばんだ乱杭らんぐい歯ばをむき出しにして嘲笑あざわらう。

「わしのポケットに、何が在る！」

　謎掛けの正式な作法に則のっとっていない、卑怯ひきょうな問い掛けであった。

　彼はそれに対しても懸命に答えようと頭を捻ひねるが、まるで見当がつかない。

　せめて三つ答えさせてくれと言うべく口を開いた次の瞬間。

　がっと再び頭に鈍い痛みが走り、彼の意識は闇に溶けて消える。

　この問いの答えを、彼は未いまだにわからないままだ。
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　目が覚めると、やはりそこは白一色の世界だった。

　柔らかなベッド。清潔なシーツ。部屋は心地良く暖められ、天井てんじょうは遠い。

　立ち並ぶ白亜はくあ石せきの円柱、その間から外を窺うかがえば、目の覚める青空。

　庭園に茂る木々から差す木漏こもれ日びが、彼の瞼まぶたまで届いていた。


「…………ふむ」



　彼──ゴブリンスレイヤーは、ゆっくりと上体を起こす。

　視界が軽く、広い。二度、三度、首を回す。兜かぶとがない。

　いつの間に装備を外されたのか、他ほかの装備も、衣服も、全すべて取り払われていた。

　ここはどこか。考えるまでもなく水の街の神殿の一室であろう。

　少なくとも、あの薄汚い小鬼どもの巣窟と成り果てた、地下ではない。

　とすれば他の面々は無事、撤退に成功したと見て良さそうだ。

「……」

　まずはその事実を認識して、彼は小さく頷うなずいた。

　負傷から意識を失うなどという失態はあるまじき事だが。

　生きていれば、次がある。

　最後に勝てば良い。問題はなかった。

　──それにしても、随分と懐なつかしい夢を見たものだ。

　拾われたのが十の時、別れたのが十五だから、五年以上も前になる。

　あの狡猾こうかつ極まりない老圃人レーアが死ぬとも思えないが、今はどうしているだろう。

　ある朝「旅に出る」と言ってぱたりと姿を消し、それっきりになってしまったが……。

「……さて」

　現状把握に次いで、彼はゆっくりと右腕を伸ばす。

　ひしゃげていたはずの骨は繫つながり、平然と機能していた。

　親指から関節を確かめつつ曲げ、拳こぶしを握り、開く。

　これを左腕でも同様に行う。

　苦痛も、不具合も、一切いっさい感じられない。

　癒いやしの奇跡に拠るものだとしても、見事なものだった。


「…………む」



　ならば次は肋骨、と確認しようとして腰に違和感を覚える。

　目を向ければ、一糸まとわぬ裸体の少女。


「ぅ、ん…………」



　あどけない寝顔──女神官だった。

　細く、華奢きゃしゃで、今にも折れそうな腕。

　それが、彼の腰に縋すがるように回されている。


「………………」



　ゴブリンスレイヤーは溜息ためいきを吐ついた。

　肉付きの薄い、繊細な硝子ガラス細工ざいくのような少女。

　こんな娘が冒険者であることに、彼も思うところがないではない。

　彼は細心の注意を払ってシーツを剝はがし、彼女の首筋から肩口を検あらためた。

　白い肌の中でその箇所だけ尚なお白いが、傷の痕はない。

「ん、ぅ……」

　微かすかに身じろぎをする彼女。その寝顔は安らかだ。

　ゴブリンスレイヤーは、元通りにシーツを戻してやる。


「………………」



　自分は、さぞや不出来な弟子だったろう。

　別れてから五年。未いまだゴブリンを殺しきることはできていない。

　そして、この様ざまだ。

　もはや自分一人の失敗が、自分一人では済まなくなった。

　合わせて五人の一党パーティ。ゴブリンスレイヤーは、呻うめくように声を漏らした。

「これは、教わらなかったな……」

「ふふ、おめざめのようですわね」

　そこへ、不意に艶あでやかな声がかけられた。

　果たして、いつからそこにいたのだろうか。ベッドの脇わきに佇たたずむ──白い女。

　薄く肌の透ける布を纏まとっただけで、女神像と見まごうほどの、その美貌。

「それで、どうでしたかしら」

　剣の乙女おとめが濡ぬれた唇で囁ささやくようにしながら、ベッドに手をついて身を乗り出す。

　薄布一枚を身体に巻き、天秤剣の杖つえを手にした、法を司つかさどる──聖女。

「わたくしと、彼女と、褥しとねを共にして……」

「悪くはなかった」

　そっと頰ほおに手をあてた彼女に、彼は頷いて応じる。ひやりとした指の感触。

　ゴブリンスレイヤーの声は常通り、淡々としたものだった。

「これが処女しょじょ同衾どうきんの奇跡……《蘇生リザレクション》か」

「あら、ご存知だったのですね」

「知識としてはな」

　つまらない、とでも言いたげに唇を尖とがらせて、剣の乙女が身を引いた。

《蘇生リザレクション》──《小癒ヒール》、《治療リフレッシュ》を上回る、癒やしの奇跡。

　悪寒に苛さいなまれた古代の勇者を温めるため。

　あるいは荒ぶる大英雄の熱を冷ますため。

　重傷に斃たおれた蛮族王を死霊より守るため。

　神に仕つかえる清らかな乙女と同衾させた──という伝承は古来より多い。

　そしてそれは伝承に留とどまらず、事実でもあるのだ。

　神に仕える乙女が身命を投げ打って祈ることで、初めて神々は嘆願を聞き届けてくれる。

　と言っても、無論、死から蘇よみがえるわけではない。

　世の理ことわりを覆くつがえすことは、人の身では到底叶かなわぬものだ。

　それこそ神々から加護を受けた「勇者」でもなくば、灰になるか、魂が消失するか……。

　死人占い師たちの叡智えいちを持ってしても、完全なる蘇生は不可能とされている。

《蘇生リザレクション》とは、生死の端境はざかいに落ちた者を、こちら側へ繫ぎ留め、引き上げる奇跡である。

　だが、実際に冒険者がその恩寵を得られる機会は少ない。

　理由としては、単純明快に三つ。

　神殿などの聖域で眠らねばならぬ都合上、冒険中の施術はまず無理であること。

　淫行いんこうに及んでは意味がない為、荒くれ揃ぞろいの冒険者は忌避きひされる傾向が強いこと。

　それらの事情から、施術の際には高額の寄付金を納めるのが常であること。

　いずれにせよ黒曜等級程度の女神官には成せぬ、神の御業みわざだ。

　とすれば、剣の乙女以外にこの奇跡を神々へ嘆願した者はいまい。

　彼女はゴブリンスレイヤーの視線に気づいたのか「ふふ」と僅わずかに笑みを零こぼした。

「寄付金については報酬から天引き、というのが冒険者の常法でしたわね」

「並の冒険者には縁遠い話だと思っていたが」

「ふふ、何を仰おっしゃるのかと思えば。あなたは第三位、銀の冒険者ではありませんか」


「…………む」



　そう言われると、今のゴブリンスレイヤーは言い返すことができない。

『銀等級らしく振る舞え』とは常から言い聞かせられている言葉である。

　押し黙った彼の姿を見て満足気に頷いた剣の乙女は、くすりと声を出して笑う。

「もっとも、わたくしの方はもう、清らかとは言えませんが……」

　どこか他人事ひとごとのように呟き、微笑ほほえむ彼女──大司教アークビショップの両瞳りょうどう。

　黒帯を解かれ露あらわになった彼女の瞳を、ゴブリンスレイヤーは初めて目にした。

　どこかぼやけた、焦点のあっていない瞳。

　忠実なる神の従者として完璧かんぺきな造形のただ中で、その一点。

　彼女の美貌は、残酷ざんこくな手法によって破壊されてしまったのだ。

「ゴブリンか」

「ええ」

　応じる剣の乙女も、さして気にした風なく頷いた。

「もう、十年も前になりますか。わたくしも、冒険者でしたから……」

　つい、と。その瞳が動き、ゴブリンスレイヤーへと流し目をくれた。

「ゴブリンに捕まって、洞窟の中で──なにをされたか、お聞きになりますか？」

「……知っている」

　ゴブリンスレイヤーは短く言った。それに彼女は「ふふ」と笑みを零す。

「わたくし、痛い、痛いって。小さい子みたいに、泣いて」

　自身の薄く白んだ傷跡の残る腕を、肉付きの良い脚を。

　彼女はまるで見せつけるように、細い手指で慰撫いぶしていく。

「でもね」と。その艶つややかな唇が、あどけない少女のような声音で囁いた。

「見えてるんです。ぼやけているけれど、あなたの影みたいな佇まいも、ちゃんと」

　ゆるやかに、自身の肉から離れた女の手が、虚空こくうをなぞるように動いた。

　ゴブリンスレイヤーの輪郭を、磁器のような手先が宙に描き出していく。

「どこにでもいる。けれど、目を離すと不意に、消え失せてしまうような……」

「……」

「影のような人」

　ゴブリンスレイヤーは押し黙った。

　首を巡らせ周囲を見回し、自身の装備を確認する。

　鎧よろい兜かぶと一式、剣も盾も、雑囊ざつのうに至るまで、ひとまとめにベッドの横へ置かれていた。

　血や汚泥で汚れているのはいつものことだが、鎧は随分と壊れてしまっている。

　冒険に出る前に修繕したというのに、どうも新調する必要がありそうだった。

「装備を修繕したい。工房だの武具屋だのはあるか？」

　剣の乙女は、答えなかった。

　その見えざる瞳で、彼女の言う「影のような人」をじっと見つめている。

「人というのは、女というのは、弱いものです」

　ぎしりと、柔らかなベッドがかすかに軋きしんだ。

　剣の乙女がそっと身を乗り出して、ゴブリンスレイヤーの真横へと身を添わせていた。

　豊かな乳房がふるりと震える。

「邪悪なものの強大さに比べれば、押し負けてしまいそう……」

　柔らかく豊満な、肉の感触。温ぬくもり。

「……わたくし、不安なのです。怖いのです。おかしいでしょう」

　漂うのは──薔薇の香りだろうか。ほの甘く、芳かんばしい。

「剣の乙女ともあろう女が。毎、毎晩、怖くて、恐ろしくて、たまらないのですよ」

　そう言って彼女は、自らの肩を、胸を、そっと搔かき抱だいた。

　薄布が乱れ、崩れ、しどけない姿を曝さらけ出す。

　男であれば──彼女が何者であったか知った上で、理性をなくしてもおかしくはあるまい。

　剣の乙女だ。

　十年前、魔神と戦い、世を救った女なのだ。

　瞳を焼かれて尚それだけの魅力を、美貌を、保ち続けてきた女だ。

　もしもこれで濡れた瞳で見つめられれば、耐えられる者などいないだろう。

「こんな世界ですもの。助けとなるものは、いくらあっても……」

「……」

「他の方には、きっとわからないでしょうけれど、ね？」

「そうか」

　だが、ゴブリンスレイヤーは短くそう応じた。

　淡々とした、いつも通りの声音で。

「そうか、ですか……。ふふっ」

　おかしそうに、残念そうに、大司教は声をあげて笑った。

「なにが、おかしい？」

「だって、おかしいではありませんか。かつて魔神を討伐した女ですのよ、わたくし」

　──それが小鬼を怖がっている、だなんて。

　そう言って彼女はするりと身を退け、乱れた薄布を正した。

　手に剣秤けんしょうの杖を持ち、どこからともなく取り出した黒帯で目を覆う。

　凛と立つ佇まいには、もはや先ほどまでの淫靡いんびな気配は微塵もない。

「ね」

　不意に、その隠された瞳がゴブリンスレイヤーへと縋るように向けられる。

「わたくしを、助けてくださいますか？」

　彼は、何も言わなかった。

　言えなかった、というべきかもしれない。

　何かを言おうと口を開いた時には、彼女は柱の影へ去ってしまったからだ。

　しずしずと微かな足音が遠のいていく。ややあって、重い扉が開き、閉じる音。

　ゴブリンスレイヤーは、大きく息を吐いた。

　腰に絡からみついていた女神官の細い腕を、そっと振りほどいてベッドから降り立つ。

　強張った身体をぐいと捻ひねって解ほぐしているうちに、彼女の瞼が微かに動いた。

「ぅ、ん……ん……？」

　ぼやけた目をごしごしと擦こすりながら、気怠けだるげに女神官が身を起こす。

　呆ほうけたように周囲を見回していたが、瞳の焦点があうと、一瞬にして顔が真まっ赤かに染まった。

「え、あ、わ、あ、と、えっと……！」

　わたわたと慌てふためきながら、露わになった薄い胸元むなもとへシーツを巻いて隠しだす。

　その様に一瞥いちべつもくれず、ゴブリンスレイヤーは自分の衣服を手にとった。

「み、みみ、見ましたかっ？」

「ああ」

　途端に、女神官は顔を情けなくくしゃりとさせる。

　今にもべそをかきだしそうな有様に、ゴブリンスレイヤーは少し考えてから口を開いた。

「安心しろ」

　びくり、と。女神官の細い肩が跳ねる。

「傷跡は残っていない」

　と、言われると、今度は困ったような様子で女神官は俯うつむいてしまった。

　何と声をかけるべきかも思いつかず、ゴブリンスレイヤーは黙々と衣服を身につける。

　肌着の上に鎧下。さらに鎖くさり帷子かたびらを着こむ。幸い、これに関しては破れていない。

　しかし革鎧はもう、使い物にならないだろう。さして愛着のある品でもないが……。

　買い替えたとして、新品が馴染なじむまでの時間が面倒だった。

「も、もう、怪我けがの方は大丈夫、ですか？」

　ようよう落ち着いてきたのだろう。

　胸元にあてがったシーツを手で押さえながら、そっと彼女もベッドから降り立つ。

「ああ」

　頷くゴブリンスレイヤーと背中あわせに、女神官もまた衣服を身につけだした。

　肉付きの薄い胸と尻しりを質素な下着で包み、その上から肌着を纏う。

　肩口に大穴の空いた鎖帷子を残念そうに眺めた彼女は、神官衣を着こむ。

　質素倹約を旨とする地母神ちぼしんに仕える身だけあり、破れ目は綺麗きれいに繕われていた。

　それを除けば、元来、化粧などすることもない娘である。

　重装備のゴブリンスレイヤーに比べれば、その身支度みじたくは格段に早い。

「ゴブリンスレイヤーさん……」

「なんだ」

　背後からおずおずとかけられた声に、ゴブリンスレイヤーは振り向かず応じる。

　彼女の衣擦きぬずれの音を聞きながら、革製の脚絆きゃはんを履はき、さらに脛当すねあてを巻く。

　小鬼の背丈は低い。足元の防備を疎かにするわけにはいかない。

「その、無理とか、して……ませんか？」

「何故なぜそう思う」

「なにか、いつもと違うような……」

　その言葉に、装備を身につける手が僅かに止まった。


「…………いいや」



　一瞬の沈黙の後、彼は躊躇ちゅうちょなく言い切った。

　へこみの増えた鉄兜を手に取り、しっかりと頭に被かぶる。息を吸って、吐はいた。

「何も、変わらんさ」

　背中に、物言いたげな女神官の視線を感じながら、ゴブリンスレイヤーは立ち上がる。

　武具と装備を新調しなければなるまい。

　糧秣りょうまつ。医療品。その他諸々。ゴブリン退治には装備が何よりも重要だ。

「あの、ゴブリンスレイヤーさん……？」

「なんだ」と、か細い声に、彼がゆっくり振り返った、その時である。

「ここねっ!!」

　それこそ親の仇でも張り倒すかのような勢いで、重厚な扉が音を立てて蹴破けやぶられた。

「二人とも、目が覚めたって聞いたわよ！　だいじょうぶ？　平気？」

　凛と涼やかな声を伴って、颯爽さっそうと駆けて来るのは、言うまでもなく妖精弓手エルフだ。

　括くくった後ろ髪をなびかせ長耳を揺らす姿は、「上機嫌」をそのまま絵にしたかのよう。

　怜悧れいりな顔を子供のように輝かせる彼女の後ろには、やれやれ仕方ないと鉱人道士ドワーフ、蜥蜴僧侶リザードマン。

「大事なさそうだの、かみきり丸に、娘っ子も」

「いやはや、何よりでありましょう。施術が間に合ってよぉございました」

　皆みな、一様にどこか頰を緩め、声が弾はずんでいた。

　ゴブリンスレイヤーは「ふむ」と声を漏らし、三人の顔をぐるりと眺め、頷く。

「……全員、無事か」

「それ、オルクボルグが言う？」

「金糸雀カナリアはどうだ」

「平気も平気。ていうか、オルクボルグが一番危なかったんだから」

　大きな寝台！　と身軽に飛び乗って薄い尻を沈めながら、妖精弓手が唇をとがらせる。

「彼女、目が覚めた途端『ゴブリンスレイヤーさん!?』って泣き出して大変だったのよ？」

「わ、わ、わ、ちょ、ちょっと、言わないって、約束……！」

　妖精弓手に揶揄された女神官が、またも顔を赤らめ、大きく腕を振って抗議の声をあげる。

　しかし妖精弓手は「言わなきゃ伝わらないでしょ」と気にした風もない。

　蜥蜴僧侶が、愉快そうに舌を出して鼻先を舐なめた。

「ま、ともあれこれで憂いなく探索を続けられるというものですな」

　件くだんの小鬼ばらも取り逃がした事であるし。蜥蜴僧侶の言葉に、ゴブリンスレイヤーは頷く。

　ひしゃげた鉄兜がかすかに軋み、蜥蜴僧侶は「ふぅむ」と目を回した。

「その前に武具をあつらえたほうがよぉございましょうが……」

「ばっかおめえ、鱗の。まずはその前に飯だわいな。腹ァ、引っ込んじまわぁ」

「おっと、これはしたり！」

　鉱人道士の茶々入れに、蜥蜴僧侶はわざとらしくも自分の額ひたいを手で叩たたく。

　おどけた仕草に女神官がくすりと声を漏らしたのを見て、妖精弓手が猫のように目を細めた。

「そうはいうけどさ。鉱人ドワーフは少しへっこまないと、腰帯が切れちゃうんじゃない？」

「は！　こう見えてもわしゃ、どっかの金床と違って、伊達だて男おとこで通っとるんだ」

　なにおう!?　と、妖精弓手が長耳を逆立て食って掛かり、喧々けんけん囂々ごうごう、賑やかな言い争い。

　いつもと変わらぬその風景、光景を、ゴブリンスレイヤーはじっと見つめた。

　まるで幻か何かを目まの当あたりにした旅人が、真贋しんがんを確かめるような視線の向け方だった。

「……誰だれもまだ、食事を摂とっていない？」

　ややあって。ぽつり、誰にともなく投げかけられた問いに、女神官が「はい」と答えた。

「あ、わたしは、《蘇生リザレクション》のお手伝いをしなきゃいけないのもありましたけど」

「なぜだ」

「約束したじゃないですか」

　意味がわからない。そんな声の調子に、女神官はさも当然のように言った。

「一山越えたら、みんなでご飯を食べようって」


「む…………」



「約束は、守らなくっちゃ、ですよ？」

　それは陽ひだまりで咲く、花のような微笑みだった。
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　あー、くそ、尻しりが痛ぇ。やっぱ馬車ってなぁ良くねえよな。

　俺おれもコイツとあちこち冒険したけど、冒険者たるもの徒歩かちが一番だぜ。

　俺？　俺らは……まあ、荷物の配達だよ。たまにはな。たまには……頼まれたし。

　嬢ちゃんたちは？　やっぱ女の子ばっかだと冒険も色々と大変だろ。

　なにって、ほら、騎馬できねえし、あと月のものとか。休みを調整──むぐぉっ!?

　……ぷぁっ！　おいこら、いきなり《粘糸スパイダーウェブ》を飛ばす奴やつがあるか！

「デリ、カシーが、なくて、ごめん、ね？」

　……あー、はいはい、俺が悪うございましたよ……。

　だけどよ。女の子ばっか三人の一党パーティなんざ、用心に越したこたねえぞ。

　別に怪物や野盗の類たぐいだけじゃなくて、同じ冒険者にだって性質たち悪わるいのいるからな。

　初心者かい？　手伝ってやろうか？　いやあ冒険上手うまくいったな。じゃあ授業料をもらおう。

　それで払えなきゃあ装備剝はがされるのはまだ良い方で、下手すりゃ借金で雁字がんじ搦がらめさ。

　いつの時代も「悪い先輩」に当たっちまうこたぁあるもんでよ。

　昔よかマシになったけどな。前はとっぽい新人は酒場で袋叩ふくろだたきにされて身包みぐるみを……。

「そ、れ、二、三○年は、前の、こと、でしょ」

　昔話で脅かすなってか？　いいんだよ、ビビっときゃそれだけ慎重になっだろ。

　そりゃあ全員が全員悪党じゃないが、善玉ってわけでもない。

　同じ祈りの言葉持つ者プレイヤーじゃねえか。

　揉もめるときゃ揉める。こじれる時はこじれる。嫌なときは嫌。そんなもんだろ。

　ああ、たまに見るけど、女の子ばっかに男一人の一党パーティとか凄すごそうだよな。ドロドロで。

　俺はもっとこうさっぱり付き合いたいねえ。愛だぜ、愛。愛は自由でなけりゃ。


「…………」



　おい、なんか睨にらまれるようなこと言ったか？

　とにかく、なんにせよ嬢ちゃんたち、気をつけろよ。

　最近、こっちの水の街も物騒で、変な事件も多いって聞くからな。

　……まあ、あいつがこの街にいるってこたぁ、ゴブリン絡がらみだろ。

　御大層な剣を持ってたって、ぶん回す前に襲われたら、世話ねえからな。
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　暖かな日差しと、涼やかな水辺の風。

　人々の楽しげなざわめき。賑やかな市場。

　異邦人や多種族が集つどう街にあって、冒険者風情は珍しくもない。

　だが年若い神官の娘と、昼日中の街中にもかかわらず鉄兜てつかぶとで顔を隠した男。

　二人が連れ立って歩いているとなると、また話は変わってくる。

「晴れて、良かったですね！」

「ああ」

　わずかに頰ほおを上気させ、ゴブリンスレイヤーの後を女神官はひょこひょこついて来る。

　何やら大事そうに包みを抱えて、足取りも軽い。

「……持つか？」

「いえ、大丈夫です！」

　にこやかに女神官は応じる。

　そうかと頷うなずいたゴブリンスレイヤーは、そっと歩調を緩めた。

　ほどなく彼の肩が女神官の横顔に並び、彼女は鉄兜を見上げ、様子を窺うかがった。

　それはまるで、初めての散歩に喜ぶ、小さな子犬のような仕草だった。

　行き交う街の人々や商人たちが、ちらりとすれ違う彼らへ目を向ける。

　女神官はそれについて何か彼に聞こうと口を開き、結局、何も言わずに唇を結んだ。

　ゴブリンスレイヤーのことだ。気にしないに決まっている。

　他ほかの仲間たちは、この光景を見てどう思うだろうか。女神官にはわからない。

　なにしろ妖精弓手エルフ、蜥蜴僧侶リザードマン、鉱人道士ドワーフの三人は、今、この足下にいるのだから。




『じゃあ、オルクボルグたちはゆっくり休んでて！』

『前衛も術者も一人減りますでな。無茶をするつもりもありませんや』

『つーか、装備のない戦士なんぞ危なっかしすぎて連れていけんわい』

　食事の場で三人の冒険者からもたらされた提案。

　女神官は申し訳なくも、未いまだ本調子でなかったから「すみません」と頭を下げたけれど。

　ゴブリンスレイヤーまでもが素直に応じたのは、少し驚いてしまった。

『頼む』と短く口にした彼の心境まで、女神官にはわからなかったが……。

　今になって考えると、彼の思考についてなら、おおよそはわかるつもりだった。

　小鬼英雄ゴブリンチャンピオンとの戦いで明らかになった、石櫃せきひつに隠されし階段。

　あの玄室をゴブリンが待ち伏せに使った以上、そこもまたゴブリンの領域であるは明白。

　ならば探らねばならない──なにしろ、ゴブリンチャンピオンは取り逃がしたままだ。

　先だっての戦いでゴブリンの戦力を大いに削いだとはいえ、冒険者側も損耗している。

　そして時間は常に小鬼に味方するものだ。

　とすれば、技量の確かな野伏レンジャー、武僧、それに術師を遊ばせておく手はない。

　その間、残された戦士と神官は心身および装備を整え、次回の探索に備えるべきだった。

　──が、ここでひとつ問題があった。

　冒険者ギルド支部の工房は顧客が多いせいか、細々した注文に対応はしないのだという。

　ゴブリンスレイヤーが革鎧かわよろい、盾、剣を注文すると、渋い顔で首を横に振られ……。




　結局、外に買い付けに行くという彼に、女神官は迷わず同行を申し出て、今に至る。

　女神官はうきうきと彼に話しかけ、都度はっきり応じてもらっていたのだが……。

「皆さんも心配ですけど、きっと大丈夫ですよね」

「ああ」

「怪我けがは、もう大丈夫ですか？」

「ああ」

「わたしよりも、ゴブリンスレイヤーさんの方が重傷だったんですから」

「ああ」

「無理は、しちゃダメですからね」

「ああ」

　むう、と。女神官は頰を膨らませ、立ち止まった。

　ゴブリンスレイヤーがそれに気づいたのは数歩ばかり進んでからであった。

　足を止めて振り返ったゴブリンスレイヤーへ、彼女はじっと目を向ける。

　ゴブリンスレイヤーは何か問題でもあったかと、首をかしげた。

「どうした」

「……もうっ！　どうした、じゃありませんよっ」

　そこへぴっと人差し指を突きつけて、女神官は彼へと詰め寄った。

「怒っているんですよ！」と精一杯眉まゆを逆立てるが、どうにも迫力が足りていない。

　なにせ、周囲の人の視線が視線だ。

　冒険者同士の痴話ちわ喧嘩げんか──いや、兄妹喧嘩か何かに思えるのだろう。

　最初は訝いぶかしげに見ていた通行人も、微笑ほほえましいものを見るように目を細めていた。

「ゴブリンスレイヤーさん、さっきから『ああ』ばっかりじゃないですかっ」

「そうか？」

「そうですよ！」

「……そうか」

「あと、『そうか』も多いです」

「……む」

　ゴブリンスレイヤーは、腕を組んで唸うなった。

　ざわざわという雑踏の喧騒。見上げれば青い空。小鳥がゆるく飛んでいる。

　ひとしきり何やら悩んだ彼は、ゆっくりとした動作で頷いた。

「……善処しよう」

「そうしてください」と言って女神官はくすくすと笑った。

　この生き真面目まじめな冒険者が「善処する」と言ったら、本当にそうしてくれるのだ。

　ほんの数ヶ月の付き合いといったって、それくらいのことは、わかる。

　彼女が軽い歩調で歩き出すのに合わせて、ゴブリンスレイヤーもまた脚を踏み出した。

　ややもすれば二人の足並みは揃そろい、再び彼の肩が女神官の横に並ぶ。

　たったそれだけのことが、なぜだかとても嬉うれしかった。

「それで、買い物って言ってましたけれど……」

「ああ」と応じた彼は、それから「待て」と言うように掌を突き出した。

　どうやらまだ続きがある、という事らしい。

　その不器用な気の使い方に、女神官はまた、くすりと笑い声を漏もらす。

「俺おれは武器や、防具を見に行く。壊れたからな」

　ゴブリンスレイヤーの鉄兜が、じっと女神官の方を向く。

　面頰めんぼおに覆おおい隠されて、その表情を見る事はできない。影に隠れた赤い瞳ひとみが、かすかに光る。

「お前は、どうする？」

「んと……」

　女神官は細い指を唇にあてがい、小首を傾かしげた。髪がさらりと流れ、風に乗ってなびいた。

　まあ、聞くまでもない、と思うのだけれど。

「……それ、相談ですか？」

「そのつもりだが」

「まったく……」

　当然というようなゴブリンスレイヤーの言葉に、彼女は仕方ないですね、と息を吐ついた。

「わたしも鎖くさり帷子かたびらが破けてしまったので」

　女神官は、つんと澄ました顔を取り繕い、あえて義務的にそう言った。

「直せるお店があれば良いな、と」

「買い替えた方が早いだろう」

　ゴブリンスレイヤーの返事はしごくあっさりとしたもの。

　この人は本当に何もわかっていない。女神官は、じろり、半眼になって彼を見上げた。

「……嫌ですよ、そんなの」

「何故なぜだ」

　今度はゴブリンスレイヤーが首を捻ひねる番だった。

　女神官は大事そうに包みを──中にしまった鎖帷子を抱きしめて、「だって」と呟く。

「これ、ゴブリンスレイヤーさんが最初に褒めてくれたものじゃないですか」

　ゴブリンスレイヤーが、立ち止まって彼女の顔を見つめた。

　女神官は宝物を見せるように、その包みを抱え直した。気恥ずかしくて、視線を逸そらす。

「ほら、覚えてません？　多少目は粗いけど、これなら刃も通さない、って」

「そうか」

　彼は、どこか絞りだしたような声で、そう呟いた。

「……そうだったな」
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　二人が訪れた武具屋は、相応に繁盛しているらしかった。

　店の奥では釜が焚たかれ、鎚つち振ふるう音が響き、薄暗い店内には雑然と武器に甲冑が並ぶ。

　そのいかにも！　といった風情は、ギルドの工房にはないものだ。

「わぁ……」と、女神官が目を瞬かせたのも、無理からぬことであった。

　見たことのない武器、どう構えるかもわからない防具、それらひとつひとつが物珍しい。

　そんな中でも見知った武器があるのに気づいて「あ」と女神官は、それをそっと手に取った。

「連接棍フレイルなんかも、あるんですね」

　杖つえの先に重い分銅を鎖で繫つないだそれは、脱穀機から発展したという武器のひとつだ。

　地母神ちぼしんへ仕つかえる聖職者が扱うこともあって、女神官も「これは知ってる」と薄い胸を張る。

「買うか？」

「いえ……」

　ゴブリンスレイヤーにそっけなく問われ、女神官は目を彷徨さまよわせた。

　流石さすがに、前へ出る勇気はないものだ。護身用なら、錫杖しゃくじょうもある。

「……遠慮、しておきます」

　結局、連接棍をそっと棚に戻して、女神官はととと、と店員らしき男へ向かった。

「あのう、すいません……」

「あン？」

　じろり、と。その男に見られて、女神官は思わず俯うつむいてしまった。

　若い男。二十歳くらいだろうか、しかしどこか成人したての十五歳のような雰囲気がある。

　決して粗野というわけではない。服は清潔だし、髪も髭ひげもちゃんとあたってある。

　だが何とも……気の抜けて弛緩した風な反応が、妙に寒気を感じさせたのだ。

「あ、らっしゃいませぇ。なんの御用でしょーか」

「え、っと。防具の修理を……この、鎖帷子、なんですけど」

　おずおずと女神官が差し出した鎖帷子を、店員は無造作にじゃらりと広げた。

　そして肩口の破れ目へ手をつっこみ、広げ、はあ、と息を吐く。

「あ、これもう穴空いちゃってますね。買い換えた方がよかないッスか？」

「いえ、修繕で……」

「はい、はい、修繕ね」

　と、男の視線が女神官の細い肢体へと走った。

　無遠慮で、不躾ぶしつけなもので、舐なめるように上下へ動く。

「仕立直しとか、します？」

「け、結構です……っ」

　かあっと頰に熱が上がるのを覚えて、女神官は首をふるふると横に振った。

　こういう対応が普通なのだろうか。辺境の街では考えられないことだ。

　それとも逆に、見るからに初心者だから、侮あなどられているのか。

　そう思うと、悔しくもあった、が……。

「修繕だ」

　ゴブリンスレイヤーだった。

　女神官が落とした視線を上げると、目の前には鎖帷子に覆われた背中。

　その向こうでは薄汚れた鉄兜に迫られ、店員が「う」と妙な声を漏らしている。

「ぎ、銀等級……」

　彼の胸元むなもとに揺れる銀の認識票を認めたのだろう、店員の声が震えた。

「あ、あい。修繕っすね、ええと……」

「革鎧と、円盾だ。急ぎで頼む。そちらの鎖帷子と合わせてだ」

「え、と、汚れの落としとか……。あとこれ、盾、持ち手が……？」

「汚れ落としはいらん。持ち手は外してある」

「あと、お代の方が、えっと、特急ですと、金が……」

「ある」

　躊躇ちゅうちょなくゴブリンスレイヤーは雑囊ざつのうから取り出した、革袋を台場へ放った。

　じゃらりと重たい音を立てて、落ちた袋の形が崩れる。金貨。

「あ、ありがとうございっす……！」

「剣も見せてもらうぞ」

「あ、えと、今なら真銀ミスリルの剣とかありますよ！」

「いらん」

　ずかずかと無造作な足取りで、樽に突っ込まれた雑多な剣へ歩み寄り、一本を引き抜く。

　ごくごく普通の両刃の長剣だ。柄も長く、片手半といったところ。

「あ、そういった形の剣がお好みでしたら、鉱人ドワーフの鍛きたえた業物わざものが……」

「長過ぎる」

　がしゃりと乱雑に剣を樽へ突っ込み、かき回し、次につかみとったのは小振りな片刃剣。

「ああ、小剣がお好みですか？　なら遺跡で見つかった、呪文の付与されたものがありますよ」

「呪文」

「ええ！」店員が、声を高くする。

「切れ味をよくするのはもちろん、敵が近づくと音を立てて警告する……」

「いらん」

　文字通り切り捨てるような返答である。

「これをもらうぞ。少し長いが、自分で擦すり上げる。修繕を待つ間、砥石を借りるぞ」

「い、いや、でも、お客さん。そんなのじゃあ、せいぜい小鬼ぐらいしか……」

「小鬼を殺すのに使う」

　店員の顔は、もう何ともいえず、形容しがたい表情になっている。

　しかしゴブリンスレイヤーは、それを気にした風もなく、いつも通りだ。

　──気にするな、ということでしょうか。

　まったく、わかりづらい。

　女神官は頰を緩め、そっと僅わずかに息を漏らした。
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「ふふっ。あはははははっ」

「どうした」

「だって、ゴブリンスレイヤーさんったら……」

　修繕が終わるのを待ち、店を出ると、ふわりと昼下がりの風が吹き抜けた。

　空は青く、初夏の日差しは心地よく、運河を流れる水のせせらぎも耳に心地よい。

「わ、笑っちゃ、いけないですけど、でも……」

　女神官は鈴の転がるように声をあげて笑いながら、目尻めじりに滲にじんだ涙をそっと指先で拭う。

　剣の刀身をこれでもかと削る彼に、見かねた店員が声をかけ、そして……。

「『それに投げ撃って使い捨てるから問題ない』って……！」

「事実だろう？」

「あの店員さん、ものすごい顔をしていましたよ？」

「そうか？」

　そうですよ、と。女神官は笑い声の合間に、やっと呟いた。

　地母神の信者としてあるまじきとは思うのだけれど、どうにも気分が良い。

　反省反省と内心繰り返しながら「ちょっとは良いですよね？」なんて祈ったりもしつつ。


　と──……。



「さぁさ、ほっぺた蕩とろける『あいすくりん』！　美味おいしい美味しい『あいすくりん』だよ！」

　雑踏の喧騒を越えて響く呼び声と、がらがらという手鈴の音。

「あいすくりん……？」

　なんだろうと脚を止めた女神官の目に留まったのは、小ぢんまりとした屋台だった。

　わっと石畳を駆けて子どもたちが殺到し、店員へと次々に硬貨を差し出している。

「何でしょうか、あのお店」

　遠目からでは良くわからないが、子どもたちの様子からすると菓子の類たぐいであろうか。

　ちらちらと女神官がゴブリンスレイヤーを見ると、彼はこっくりと頷いてくれた。

「構わんぞ」

「あ、はいっ！　ありがとうございます！」

　喜色満面といった様子で深々頭を下げた女神官は、髪を翻ひるがえして駆けだした。

　子どもたちに入り混じって列に並ぶのは気恥ずかしかったが……。

　──わたしだって、まだ十五歳、ですし？

　ほんの二、三歳の差だから、と。自分に言い聞かせ、ようやく手に入れたそのお菓子。

　果たして『あいすくりん』とは、溶けかけた白い氷のような代物であった。

　上には彩いろどりを意識してか、ちょこんと赤いさくらんぼがのせられている。

　硬い焼き菓子の皿に盛られたそれを、女神官は匙さじで掬すくって口元に運んだ。


「────わ、わ、わっ！」



　途端、ぱぁっと頰が緩んで、顔が輝いた。

　目を白黒させ、興奮混じりにゴブリンスレイヤーを振り返る。

「すごい！　冷たくて甘いですよ、これ……！」

「旨いか」

「はい、とっても！　神殿では、甘いものなんてあまり食べれなかったですから……」

　えへへ、と。彼女ははにかむように微笑んだ。

「今日はちょっと、ズルしちゃった感じ、です」

「そうか。……ふむ、氷菓子、という奴やつだな」

　物珍しげに、しげしげと屋台を覗のぞき込むゴブリンスレイヤー。

　よく冷やされた金かねの容器には、『あいすくりん』がたっぷりと収まっている。

　それを大匙で掬い取って盛り付けるようだが、見る限り魔術的な痕跡は見られない。

　日に焼けた肌をした店員が魔術師、というようなわけでもないらしい。

「……術の類ではあるまい。どうやって拵こしらえている」

「へぇ、あっしもまあ、原理の方はよぉ知らんのですがね」

　店員は気を悪くした風もなく、にこにことしながら、容器の蓋を閉じた。

「ある学士様が、火の秘薬を水にぶち込むと良く冷えるってぇ発見をしやしてね」

「ほう」

「そんでもって出来た氷に、またぞろ秘薬を入れると、さらにキンキンと冷たくなる！」

「なるほど」

「でまあ酒を冷やして飲んでも旨いんでやすが、果物を凍らせてもまた旨い」

「ふむ」

「そんじゃあ一つ牛の乳を凍らせてみたら旨いんじゃねえか、と。こういうわけで」

「なるほど。……これは良いことを聞いた」

　彼の声は、まるで手品の種を明かされた子供のように、興味深げなものだった。

　女神官が思わず目を瞬かせる程度には、今まで聞いたことのない声、態度。

　ゴブリンスレイヤーは雑囊から大判の金貨を一枚取り出すと、それを店員へと放った。

「釣りは良い。ひとつくれ」

「へぇ、毎度！」

　快活な声で応じた店員が、慣れた手つきで『あいすくりん』を掬い出す。

　その様を、ゴブリンスレイヤーは興味津々といった様子で眺める。

「……ふふっ」

　思わずこぼれた女神官の笑いに、ゴブリンスレイヤーは不思議そうに振り向いた。

「なんだ」

「いえ、ゴブリンスレイヤーさんがどうして色んな事を知ってるのか。わかったので」

「……そうか」

　立ちながら食べるよりは座って落ち着いて食べた方が良い。

　女神官の提案を受け、二人は連れ立って街路がいろ脇わきに置かれたベンチへと向かった。

　並んで腰を下ろして氷菓子を掬い、舌先で冷たさと甘さを感じながら、景色を見やる。

　女神官がついと横を見上げると、彼もまた兜の隙間すきまからもそもそと食べながら、眺めていた。

　暖かな木漏れ日。水路を越えて吹き抜ける涼風。楽しげな人々の声。

　着飾った男女が行き交い、駆けまわる子どもたちは笑顔。

　丁寧に敷かれた石畳の上を、音を立てて馬車が走り抜けていく。

「不思議、ですよね」

　その景色を、目を細めて眺めながら、女神官は小さくそう漏らした。

「誰だれも、この足元にゴブリンがいるなんて、思ってない……」

「……ああ」

「もちろん被害は出てて、それは、きっと、たぶん、怖いなって思うんでしょうけど」

　でも、誰も気にしていないのだ。

　先ほどの武具屋の店員もそう。

　氷菓子売りもそう。

　今こうして暮らす人々も、そうだ。

　辺境の街では──どうだったろう。

　怪物の脅威なんていうのは身近に、あったように感じられた、けれど……。


「…………小さい頃ころ」



　ぽつり、と。

「一歩踏み出したら、地面が崩れて穴に落ちて死ぬのではないか、と」

「え……？」

　ゴブリンスレイヤーが呟いて、女神官は匙を動かす手を止めた。

「そう思って、歩くことさえ躊躇ためらっていた、時期がある」

　溶けかけた『あいすくりん』の頂点から麓ふもとへ、さくらんぼが転げ落ちた。

　それに構わず、女神官はただ、ゴブリンスレイヤーの顔を見つめる。

　鉄兜に遮さえぎられて、その向こう側の表情は、わからなかったけれど。

「ありえん話じゃない。だが、誰もそんな事は気にしていない。俺は、それが不思議だった」

　けれど、彼は──どうやら、微かすかに笑っているらしかった。

「姉や、アイツにも笑われたが……怖かろうが歩くしかないと気づくまで、随分とかかった」

「そういうもの、ですか」

「そういうもの、だ」

　二人の間を、さわさわと葉擦はずれの音を立てながら風が吹き抜ける。

「だが俺は……今も怖くて仕方がない」

　何が、とは。彼は言わなかった。どうして、とも。

　女神官もまた、それを聞こうとは思わなかった。

　出会ってからわずか数ヶ月。

　だけれど、数ヶ月、ずっと傍そばにいたのだ。

　わからない、わけがない。

「手伝ってくれるのは、ありがたいと思っている」

　ゴブリンスレイヤーは、淡々とした、努めていつも通りの平静な声で言った。

「しかし、手伝う必要はないんだ」

　女神官は答えなかった。

　俯いた彼女は蕩け出した『あいすくりん』を、匙で意味もなく突きまわす。

　ややあって、彼女はさくらんぼを摘んで、口に入れた。

　甘酸っぱい中に、種の硬い感触。

　不貞腐ふてくされたように、わざとらしく頰を膨らませる。

「……好きにするって、言ったじゃないですか」

「そうか」

「そうですよ」

「……」

「……ホント、仕方のない人ですね」

　ゴブリンスレイヤーは、何を言うべきか迷うように、青空へと目を向けた。

　女神官が唇に咥くわえたさくらんぼの茎を、行儀悪くゆらゆらと揺らす。

　結局、彼が選んだ言葉は短い一言だった。

「すまん」

「そういうの、聞きたくないです」

「……すまん」

「……べつに、良いです、けど」

　──わたしだって、怖いものは、怖いです。

　そう呟いた言葉が、果たして彼の耳に届いたのかどうか。


「…………つめたっ!?」



　とろりと溶けた氷菓子が手に滴したたって、女神官は声をあげた。

　ばつが悪そうにゴブリンスレイヤーの方を見て、雫しずくをハンカチで丁寧に拭う。

　皿代わりの焼き菓子も、ずいぶんとふにゃふにゃに湿気しけってしまっていた。

「……んっ」

　その焼き菓子ごと、ぱくり。最後の一口と頰張ると、冷たさがキンと頭に痛む。

　目尻に浮かんだ涙を、ごまかすようにそっと擦こすって、女神官は立ち上がった。


「それじゃあ、行きましょうか。ゴブリンスレイヤーさ──……」



「ゴブリンスレイヤー、そこかぁっ!!」

　ぴたりと、その動きが止まる。

　覇気はきに満ち満ちたその声は、女神官も聞き覚えのあるものであった。

　しかして、この街では決して聞くはずのない声でもある。

　顔をあげて見れば、青い甲冑に槍を携えた、精悍せいかんな顔立ちの冒険者──槍使いの姿。

「てめえ、人をわざわざ手紙で呼びつけといて……。受付嬢さんに言いつけるぞ！」

「何をだ」

「この子と遊び歩いてたことをだ！」

「買い物だ」

　辺境の街同様、ぐわっと食って掛かる槍使いを、ゴブリンスレイヤーは面倒そうに払いのける。

　それをよそに、女神官は顔を赤らめながら、そそくさと意味もなく身なりを整えた。

　なぜなら槍使いがいるということは、彼女の姿もそこにある、ということだからだ。

「ふ、ふ、ふふ」

　肉感的な肢体をしならせた魔女が、さながら影のごとく、ぴたりと槍使いに寄り添っている。

　その瞳が女神官へと流れ、とろりと蠱惑こわく的に細められた。

　女神官は、思わずごくりと唾を飲んだ。

「あ、えと……」

「元気そう、ね。良かった、わ」

「あ、はいっ」

　女神官は慌ててパッとベンチから立ち上がり、頭を下げた。

　神官帽がずれるのを、手で押さえて直す。

　素敵な女性だ、と思うのだ。

　あまり恥ずかしい姿を見せたくはなかった。こほんと軽く咳払せきばらい。

「えっと、それで、どうされたんですか？　ここまで……お仕事とか？」

「そ、ね。お仕事。それ、で、あってる、わよ」

　くすくす。からかわれているのか、煙に巻くような微笑と回答。

　魔女は手をくるりと回すとどこからか長煙管を取り出し、《インフラマラエ点火》と火を灯ともす。

　漂いだす甘い香り。それを纏まとった彼女は「ほら」と槍使いの背を、軽く肘で突いた。

「……チッ」

　それでも槍使いはゴブリンスレイヤーを睨にらんでいたが、ややあって露骨な舌打ちをひとつ。

「……ほらよ」

「うむ」

「ったく、俺ぁ運送屋じゃねえんだ。こんなもん運ばせるなっての」

　そうしてゴブリンスレイヤーへと渡されたのは、何やら詰まった、麻の袋だった。

　見た目にもずしりと重たげなそれを、ゴブリンスレイヤーはしっかりと雑囊へと仕舞いこむ。

　そして槍使いの方へと鉄兜を向け、淡々と言った。

「すまん。助かった」

「……ぐ」

「俺の知っている限り、一番身軽で信用できる冒険者は、お前だからな」

「ぐぬぬぬぬ……!!」

「……ふ、ふ、ふふ」

　こらえきれない。そんな感じで魔女が笑い声を転がすと、槍使いはじろりとそちらを睨む。

　もちろん魔女がそんな事を気にするわけもないので、視線は受け流されてしまうのだが。

「……手は足りてんのか？　報酬があるなら、やってやらなくもねえぞ」

「いや。何とかなる」

　女神官は魔女につられ、頰を緩めた。

　先だっての小鬼退治以来、なんとなくだけれど、彼ら二人の間柄がわかってきた気がする。

「つか、こんなモン、こっちでだって売ってるだろが！　買えよ！」

「こちらの品ではダメだ」

　照れ隠しか悔しさか両方か。

　吠ほえるように文句をつける槍使いへ、ゴブリンスレイヤーは首を横に振った。

「目の細かいものでないとな」

「……そうかよ」

　げんなりとしながら、どうでも良いと言いたげに槍使いは肩を竦すくめる。

「しかし、何に使うんだ、そんなの」

「決まっているだろう」

　ああ、と。女神官は笑みを深めた。そうだ、そうとも。彼はいつだって大真面目だ。


　だからこそ心配にもなるし、放っておけないのだけれど────……。



「ゴブリン退治だ」

　ほんとうに、仕方のない人だ。
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　そうして二人と別れ、あれこれ買い込み、女神官とゴブリンスレイヤーは帰路についた。

　夏は昼が長いというけれど、日は既に落ちかけ、赤々とした夕焼けが影を長く伸ばしている。

　それだけ夕陽ゆうひが影を長くしてくれても、女神官の背は、彼の肩までしか届かないのだけれど。


「…………」



　なんとなし、頭上にある彼の顔を見上げてみる。鉄兜に覆われた、表情のわからない顔を。

　──追いつける、んでしょうか。

　自分の胸元で揺れる認識票は、黒曜。第九位。彼の銀には、遠く及ばない。

　ゴブリンばかり退治して。ゴブリンスレイヤーと呼ばれるひと。

　出会ってから、もう何ヶ月かになる。

　わかったこともあれば、わからないこともある。

　教えてくれたこともあれば、そうでないことも。

「……あ」

　そう物思いにふけっている間にも、足は進むし、目的地は近づいてくる。

　水のせせらぎの音が大きくなって、ふと顔をあげれば、そこは法の神殿。


　そして思い思いの装備に身を包んだ、三種三様の冒険者──…………。



　ぱぁっと赤い花が咲くように、夕焼けに染まった女神官の顔に笑みが浮かぶ。

「皆さん、戻られたんですか！」

「そーよ！　もう、大変だったったらないわね！」

　疲れた顔にけれど屈託くったくのない笑みを浮かべて、妖精弓手がひらりと手を振った。

「上がってきたら、二人ともまだ戻ってないみたいでしょ？　だから……」

「せっかくだしの。迎えに行こうかってぇ話しとったとこだ」

　その横では鉱人道士が、白髭をしごいた手で、突き出た腹をばしりと叩たたく。

「ま、ちくと厄介なことが幾つかあったかんの。飯でも食いながら相談といこうや」

「ちょっと鉱人！　食事の場所に仕事のことを持ち込むのは禁止よ、禁止」

「お前さん、『禁止』『禁止』ばっかだのう。男に好かれんぞ？」

「む……！」

　ぴんっと長耳を逆立てた妖精弓手が「それはどういう意味!?」と喰くってかかる。

　当然ながら鉱人道士がそれを煽り返し、いつも通り喧々けんけん囂々ごうごうの言い争い。

「まったく、もう。お二人とも仲が良いですよね」

　初めて出会った頃は止めようともした女神官だが、もう慣れたものだ。

　賑やかなソレに一瞥いちべつをくれると、ゴブリンスレイヤーはすぐ視線を切った。

「首尾はどうだった。厄介とはなんだ。……ゴブリンか？」

「いや、それが何とも……」

　蜥蜴僧侶が喉のどの奥でぐるると音を鳴らし、尻尾しっぽを大きく振って、地面を叩いた。

「立ち話で済む話でもありませぬ故、神殿の中で軍議をしたく」

「あ、それでしたら」

　名案を思いついた、と。女神官が二人のやり取りに口を挟んだ。

　すっと腕を伸ばしてきた蜥蜴僧侶に、彼女は抱えていた荷物を手渡す。

　個人の装備はともかくも、糧秣りょうまつなどは一党パーティ全員の共有物資だ。全員で検あらためる必要がある。

「今日は、わたしがご飯作りますから、その後でみんなで相談しましょう？」

「拙僧は異存ありませぬが、小鬼殺し殿は如何いかに」

「俺も構わん」

　無愛想な返事であった。

　むぅ、と女神官は唇を尖とがらせ、ここぞとばかりに切り返す。

「じゃあ、ゴブリンスレイヤーさん。ご飯の間、ゴブリン以外のことを話してくださいね」

「む……」

「はっはっはっは！」

　蜥蜴僧侶は愉快そうに目を回し、ちろりと舌で鼻先を舐めて見せる。

「旅の仲間パーティの意見は尊重せねばなりませぬぞ。ほれ、お二方、行きますぞ」

　シュウッと鋭い呼気に当てられて、妖精弓手と鉱人道士が黙るのも、いつもの通り。

　巨漢の蜥蜴人リザードマンに押されるようにして神殿に入る三人に続こうとした女神官は、

「……？」


「────」



　ふと、傍かたわらのゴブリンスレイヤーがその場に立たち尽つくしていることに気がついた。

　赤い夕陽の光に照らされて、長く影を伸ばして、ぽつねんと、ただ一人。

　夢中になって遊んでいるうちに友達が帰ってしまって、取り残された子供のように。

　どうして、そんな風に思ってしまったのか、女神官にはわからなかったけれど。

「ゴブリンスレイヤーさん、ほら、行きましょう？」

「……ああ、そうだな」

　彼女の呼びかけに、ぽつりと彼は小さく呟いた。

「そうか」

　仲間。舌になじまぬ言葉を、口の中で繰り返す。

「……そうなるのか」

　そしてゴブリンスレイヤーは女神官と共に、ゆっくりと、仲間たちの後を追った。
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　くそ、くそ、くそくそくそくそ、ちくしょうガイギャックス！

　なんたる大失敗ファンブル、なんたることか！

　まさか我らが祭祀場さいしじょうの位置が暴あばかれるとは！

　都の地下に拠点を構え、密かに浸透し、小鬼どもに贄にえを集めさせ、復活の儀式を。

　小鬼どもは暴れさせて、女を攫さらってこさせさえすれば良いのだ。

　あの呪具さえあれば、魔神様を呼び寄せることもできたものを……！

　やはりあの忌々いまいましき大司教アークビショップを始末せなんだが問題であったか？

　最初に応報すべきは十年前、我らの奇跡を妨さまたげた、腐れた剣の乙女おとめだが……。

　そも胎はらまで黒に染まったくせをして何が乙女だ。そのために──ええい！

　なぜ小鬼どもが皆殺しにあっている!?　どこに手違いがあった？

　我々の計画は完全で、決定的であったはず……！

《否。貴様の計画は完全でもなければ決定的でもなかった》

　お、おお、その声は、偉大なりし我が神よ……！

　どうかこの哀れな信徒にお慈悲を！　あなた様のお力の一端をお恵みくだされ！

《否。見るが良い》

　ぬ……!?

「やあやあ！　そこまでだ、ってボクいっぺん言ってみたかったんだよね！」

「奇襲のアドバンテージを自ら捨てる意味がわからない」

「なに、名乗りは大事だぞ。挑発プロボックに成功すれば攻撃を集める事ができる」

　黒髪の小娘──それに女が二人……冒険者どもか!?

　なぜだ！　なぜ、我らが教団の潜伏場所がわかった!?

「たまたまクリティカルだよ！」

　……なッ!?

「あなたたちの計画は既に発覚している」

「もはや逃れる事はできぬと知れ！」

　いや、まさか、賢者……それに、剣聖？　よもや──よもや！

　そうか、貴様か！　貴様が、そうか！

　おのれい、魔神様の怨敵！　ここで報仇ほうきゅう、果たさせてもらおうぞ！

「勇者、参上ッ!!」
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「厄介ってなあ、まさにあれよな」

　その日再開された探索行は、鉱人道士ドワーフのその一言から始まった。

　地下墳墓カタコンベ──その最奥。

　そこは、さながら礼拝堂のような場所であった。

　小ぢんまりとした室内には石から彫り出された長椅子ながいすが並び、奥には祭壇。

　そして水面の如ごとく奇妙に揺らめく、姿見のような大鏡が壁に埋め込まれて掲かかげられていた。

　とかく、大きい。

　戦用いくさようの大盾と言われても不思議ではないほどの鏡。とすれば、ここはそれを祀まつる場か？

　ならば神殿、あるいは聖域と呼ぶべきだろうか。

　石櫃せきひつの奥から続く階段を降り、その末端から昇りに転じた、その果ても果て。

　問題──厄介は、まさにそこに鎮座していた。

「なん、ですか、あれ……」

　そっと通路の影から様子を窺うかがった女神官が、ひきつった声を漏もらす。

　妖精弓手エルフが、長耳を垂らして首肯した。

「わかんない。……けど、目玉、だとは思うわ」

　空飛ぶ目玉、というのが第一印象であろうか。

　人の背丈せたけほどの直径を持つ、巨大な眼球。

　床から僅わずかに浮遊したそれが、部屋の中央で冒険者たちを待ち構えていた。

　怪物は幾何学的な形状の瞳孔どうこうを血走らせ、ぎょろぎょろと周囲を睨にらみつける。

　さらに瞼まぶた──と形容すべきか──からは幾本もの触手が生はえ、ゆらゆらと蠢うごめいている。

　その全すべての先端に、また無数の眼。

　本体を模したような名状し難き瞳ひとみは、その全てがぎらついた煌きらめきを帯びている。

　猫科の猛獣を思わせる牙きばの生えた口元とあわせ、友好的な生き物とはとても思えなかった。

　通路から様子を窺う彼らの姿は視野に入っているだろうが、反応はない。

　気づいていない、ということはないだろう。彼らのことを脅威と認識していないのだ。

　まさしくこの世ならざる、聖域を犯す冒瀆ぼうとく的な怪物であった。

「見るからに……混沌の眷属でありましょうや」

　蜥蜴僧侶リザードマンが不快そうに目を細めた。

「少なくとも、秩序の神が創りたもうたものではありますまい」

「討滅すれば武勲ぶくんにもなろうが……。正体がわからんからの」

「名前を呼んではいけない……そういう類たぐいの、怪物ですよね」

　鉱人道士が肩を竦すくめてぼやき、女神官が怯おびえたように瞳を震わせる。

　こと冒険において、未知の怪物へ挑むことほど危険な行為はない。

　前衛も後衛も揃そろっていないとなれば、尚なおの事だ。

　昨日、遺跡の探索と偵察とを進めていた三人が直面した、この異様な怪物。

　交戦を避けての撤退を決意したのは、さすが戦達者な蜥蜴人リザードマンの采配さいはいであった。

　もはやこれはゴブリン退治の領域ではないのではないか？

　あるいは剣の乙女おとめ、依頼人に指示を仰あおぐべきではないか？

「知った事か」

　しかして、ゴブリンスレイヤーは迷いなく言い放った。

「これはゴブリン退治だ」

　そう、言われてしまえば仕方がない。もとより一党パーティに、ここで降りる気は毛頭なかった。

　未知なる危険に挑まずして何が冒険者か。──ただしなるべく安全に、だ。

　かくて祭祀場さいしじょうを訪れ、実際に巨大な目玉の怪物を前にして、ゴブリンスレイヤーは言う。

「名前なぞは、大目玉でも何でも構わん」

「お前さんは、とっことんブレんのぉ……」

「巨大な目玉の怪物ビッグ・アイ・モンスターで大目玉ベムか」

　呆あきれたように鉱人道士が笑い、蜥蜴僧侶が愉快そうに目を回す。

「悪くないわね。それに賛成」

　頷うなずきながら、妖精弓手が長耳を揺らした。大弓に木芽の矢を番つがえ、弦つるを緩く引く。

「で、その大目玉をどうするの？」

「んと、いずれにしても、《聖壁プロテクション》はかけますよね、当然」

　錫杖しゃくじょうを手繰たぐり寄せて縋すがるように両手で握りながら、女神官。

　その提案に反対する者は誰だれ一人いない。

「となれば常通り、拙僧は前に出るとしよう。壁は多いほうが宜しい」

「私も、いつも通り弓を射うてば良いわよね」

「わしはどうしたもんか……」

　鉱人道士が髭ひげをしごくようにしながら天を睨んだ。

　古い石造りの天井てんじょうには、いつしか木の根が蔓延はびこっている。

　既に水の街の下を抜けて、その外にまで至っているのだろう。

　広野に生えた草木は、長い歳月を経へて、この地下にまでその末端を伸ばしてきていた。

　あと何百年かしないうちに、この遺跡も樹木によって支配されることだろう。

　時に勝てるものはいない。そういう事だ。

「……どーみても、ありゃあ目ン玉で見て何ぞしよるわな」

「鉱人ドワーフ、それ洒落のつもり？」

「うっさいぞ、耳長娘。わしゃ大おお真面目まじめじゃ」

　妖精弓手の茶々入れに、鬱陶うっとうしそうに鉱人道士は手を振った。

　竜は火を噴く、ハーピーは歌う、蛇には毒があり……となれば、目玉の怪物は視みるものだ。

　蠢く大量の触腕、そこに埋没した禍々まがまがしい目を、侮あなどる事は許されない。

「……視線を遮さえぎるべきだな」

　ゴブリンスレイヤーがぼそりと呟く。

「方法は構わん。やれるか」

「やれんこたぁ、ないな」

　頷いて、鉱人道士は触媒の詰まった鞄かばんを探り、次いで足下の床を掌で撫でる。

「土の精霊ノームも強いことだしの。《霊壁》スピリット・ウォールでも造るか」

「なら、それだ」

　心得たとばかりに鉱人道士は頷き、その腹を叩たたいた。

　ゴブリンスレイヤーも、話は終わりだと自分の武具を検あらためていく。

　修繕の跡こそ真新しいものの、使い込んだ革鎧かわよろいは実に馴染なじんで具合が良い。

　小振りな盾は左腕にしっかりと括くくられ、新調した剣も閉所で振り回すには手頃てごろ。

　雑囊ざつのうの中に詰まった装備も十分。後はいつも通りの、薄汚れた鉄兜てつかぶと。

　一介の冒険者からすれば、あまりにも見すぼらしい装備だ。

　駆け出しでももう少しマシな格好をしているだろう。

　だが、この男が誰であるかを知る者なら、決して馬鹿ばかにしたりはすまい。

　ゴブリンスレイヤーは、まさしく完全武装だった。

「もう少し格好つければ良いのに」

　それを見て、妖精弓手がくすくすと笑った。

　女神官も「そうですねぇ」と思案顔をし、不意にぽんと手を打った。

「そうだ、ゴブリンスレイヤーさん。兜に羽根とかつけてみません？」

「興味がない」

　女子二人からの提案を素気なく拒否して、彼は立ち上がる。

　その腰で角灯ランタンが揺れるのを見て、妖精弓手が目を瞬かせた。

「あれ、オルクボルグ。そういえば、今日は松明たいまつじゃないの？」

「試したいことがある。火は邪魔だ」と、彼は灯あかり窓を細く絞った。「行くぞ」

　合図と共に一斉に部屋に飛び込んだ冒険者たちは、手慣れた様子で陣形を組んだ。

　ゴブリンスレイヤーと蜥蜴僧侶が壁として守りを固め、妖精弓手が遊兵として飛び込む。

　後方に鉱人道士と女神官が控え、呪文を放つべく意識を集中させ、祈禱きとうを捧げる。

　大目玉は当初、無作法な侵入者どもに、じろりと目を向けただけだった。

　それが紛れもない攻撃動作であったと、最初に気づいたのは女神官だ。


　彼女は両手で縋るように錫杖を握り、慈悲深き地母神ちぼしんへと祈りを捧げ──……。



「いと慈悲深き地母神よ、か弱き我らを、どうか大地の御力でお守りくださ……っ、ぁ!?」

「ＢＥＢＢＥＢＥＢＥＢＥＨＯＯＯＯ!!」

　そして愕然がくぜんと目を見開き、不可視の衝撃で打ちのめされたように、その身を吹き飛ばされた。

　空中でびくりと痙攣けいれんするようにして崩れ落ちる彼女を認め、妖精弓手が悲鳴をあげる。

「大丈夫ッ!?」

　射線を確保すべくひた走りながら大声で呼ばわれ、息も絶え絶え女神官は身を起こす。

「は、はい……っ」

　蹲うずくまったまま、青ざめた顔で女神官は頷いた。

　天上の神々に対してつなげた精神の糸を、強烈な視線によって、乱雑に断ち切られたのだ。

　魂を直接殴りつけられたかのような苦痛は、彼女の精神を手酷てひどく痛めつけていた。

　しかし錫杖に縋りながら立ち上がる彼女の懸念は、そこではない。

「……術が、使えません……！」

　他ほかの誰かが術を用いるよりも前に。賢明かつ懸命な声を、一党パーティの面々は確かに聞いた。

　僧侶二人、術者一人、この一党パーティは半数以上が呪文遣いである。

　術の行使は、文字通りの死活問題であった。

「あンの目玉か！」鉱人道士が歯嚙はがみしながら喚わめいた。「かみきり丸、一手たのまあ！」

「わかった」

　言うなり、ゴブリンスレイヤーは雑囊から取り出した卵を怪物へと投じている。

　鋭い線を描いて怪物に叩きつけられ、割れ砕ける催涙さいるい弾だん。同時、赤黒い煙がパッと散った。


「ＯＯＯＯＯＤＥＥＡＲＡＲＡＲＡ！？！？」



　無数の眼球に刺激物が突き刺さり、たまらず大目玉は悲鳴を上げて仰のけ反ぞった。

　もちろん小鬼なぞとは怪物としての位階が異なる。痛痒ダメージにはなるまい。

　なるまい、が。

「どぉれ、任せい！」

　手番ターンの確保には事足りる。

　転がり出た鉱人道士が、続けざま鞄から土を一ひと摑つかみ取り、パッと空中へと振りまいた。

「《土精ノームや土精ノーム、風よけ水よけしっかり固めて守っておくれ》！」

　念じて唱え、たちまち巻き起こる砂埃すなぼこり。

　鉱人道士は続けて子供の玩具のような石壁を床へと放った。

　と、それは見る間に大きく盛り上がり、堅固な土壁へと転じたではないか。

《霊壁》スピリット・ウォール──《聖壁プロテクション》と異なるは、それが物理的な壁であること。

　不可視の力場たる《聖壁プロテクション》では遮れぬ視線も、《霊壁》スピリット・ウォールであればなんのその。

「どうじゃ……!?」

　しかしそれらの行為が、催涙弾を振り払った大目玉の興味を引いたらしい。

　蠢く無数の触眼が《霊壁》スピリット・ウォールへと向けられ、ぎらりと剣呑けんのんに煌めいた。

「ＢＥＥＥＨＯＯＯＯＬＬＬＬ!!」

　と、次の瞬間、目も眩くらまんばかりの閃光せんこうが聖域を塗り潰つぶす。

「む……！」

「いかぬ！」

「む、おッ!?」

　ゴブリンスレイヤーと蜥蜴僧侶が声をあげて飛び退き、鉱人道士が呻うめいた。

《霊壁》スピリット・ウォールに一滴滲にじんだような赤い光点が、見る間に沸々と煮えたぎり、融け出したのだ。


「熱ッ……！」



「こら、いかんわ！」

　余波を受けて悲鳴をあげた女神官を支えながら、鉱人道士は《霊壁》スピリット・ウォールから慌てて飛び出した。

　見る途端《霊壁》スピリット・ウォールは貫かれ、突き抜けた光が礼拝堂の石床に焼やけ焦こげを残して消え去る。

　熱視線──否。

　それは大目玉の小瞳から放たれた、強烈な《分解》ディスインテグレートだった。

「これはしたり、《解呪ディスペル》に加え《分解》ディスインテグレートの邪眼とな！」

　さしもの蜥蜴僧侶といえど、これには攻めあぐね、遠巻きに間合いを測るばかり。

　如何いかに強靭きょうじんな鱗といえど、あの《分解》ディスインテグレートを防げるなどと過信はできない。

　壁代わりに竜牙兵を喚び出したいが、大目玉に睨まれて《解呪ディスペル》されるは明白。

　かといって生得武器である爪つめ爪牙尻尾しっぽを駆使するには、熱線が恐ろしい。

「ちょ、ちょっとこれ、どうするの……!?」

「一度退け！」

　攻めあぐねる妖精弓手へ、後退したゴブリンスレイヤーが鋭く叫ぶ。

　右手に剣を抜き放ち、左腕の盾を掲げた彼は、背に鉱人道士と女神官を庇かばっている。

「わかった……！」

　そこを安全圏と見て取った妖精弓手は、最後の数歩を飛ぶようにして駆け抜けた。

「ＢＥＢＥＢＥＢＥＢＥＥＥＥＨＯＯ!!」

「ひゃっ!?」

　足元への着弾と、かろうじての跳躍ちょうやく。熱線が髪の数本を焦がす。森人エルフ語で悪態を一つ二つ。

　ろくに見定めもせずに選んで転げ込んだ着地点は、ゴブリンスレイヤーの間近。

「無事か」

「っと……!?」

　びくりと長耳を震わせて、妖精弓手は飛び退くように離れた。

「大丈夫。……ありがと」

「そうか」

「いやあ、しかして、これは参りましたな……」

　這いつくばって熱線を潜くぐり抜け、ようよう戻ってきた蜥蜴僧侶が、大義そうに息を吐つく。

「ＢＥＥＨＯＨＯＨＯ……」

　冒険者たちを堂外へ撃退した事で満足したのか、大目玉もぴたりと攻勢を止めていた。

　ふわふわと漂う目玉と、入り口を挟んで対峙たいじする様は、振り出しに戻ったかのよう。

「部屋に入ってこない限りは、攻撃してこない……みたいですね」

　壁にもたれるようにした女神官が、息を喘あえがせながら言う。

「ここを守ってる、んでしょうけど……」

「良いから、ちょっと休む。……はい、お水」

「あ、す、すみません……」

　一口二口と水袋で唇を湿らせた妖精弓手が、女神官へと水袋を差し出した。

　それを両手で受け取って、彼女はそっと水を口に含み、こくりと喉のどを鳴らす。

「たぶん、目に見られなければ奇跡は起こせる、と思うんですが」

「……けど近づきゃ見られる。どうすんだこれ」

　どっかと腰を下ろした鉱人道士が、不機嫌さを隠そうともせずに言う。

「術は使えん、熱線びかびか、手数なら向こうのが上、どもこもならんぞ」

「いや」ゴブリンスレイヤーが、雑囊の中を探りながら言った。「試してみたい方法がある」

「……言っとくけど、火攻めとか、水攻めとか、毒とかはダメだからね」

「そういう約束だ」

　じろりと半眼になって睨む妖精弓手へ、ゴブリンスレイヤーは平然と言った。

「だから火も水も、道具を持ってきていない。毒は効くとも思えん」

　ふん。小さく鼻を鳴らした彼女は「なら良いのよ」と僅かに長耳を揺らす。

「確認するが、ここはもう街の外で良いな？」

「と、思うがの」と、鉱人道士が聞き耳を立てるように小首を傾かしげた。

「結構歩いたし、感じとしてもだいぶ離れとるじゃろ」

「なら問題はない」

「決まりですな。拙僧らには他に妙案がなく、彼奴きゃつめは滅ぼさねばならぬ」

　蜥蜴僧侶が、ぽんと手を打った。

「……とくれば、小鬼殺し殿の策術で行くべきでしょうや」

「頼む」とゴブリンスレイヤーは頷き、妖精弓手へと兜を向けた。

「奴の目を一瞬逸そらせたい。中に入って、走る。頼めるか」

「任せて！」

　妖精弓手がピンと長耳を跳ねさせて、元気よく頷く。

「《酩酊ドランク》をかけられるか。奴に熱線を使われたくはない」

「こっからか？」

　ふうむと顎髭あごひげをしごきながら、鉱人道士が親指を立て片目を閉じた。

　そのまま礼拝堂奥の大目玉へと、狙ねらいを定めるようにして腕を伸ばし、距離を測る。

「石畳の枚数からすっと……おっしゃ、おっしゃ、こんなら何とでもなるわい！」

　鉱人道士はにやりと不敵に笑って、自慢するように腹を叩いた。

　よし。頷いたゴブリンスレイヤーは、次いで蜥蜴僧侶へ鉄兜を巡らせる。

「一体で良いが、竜牙兵が欲しい。できるか」

「《解呪ディスペル》の邪眼がちくと気になりますな……」

「奴の視界はこちらで塞ぐ」

「邪眼さえなくば、できぬわけがありますまい。おまかせあれ」

　ぐるりと蜥蜴僧侶が楽しげに目を回した。

「それから」

　そして、ゴブリンスレイヤーが女神官の方を見る。

「合図をしたら、《聖壁プロテクション》を入り口に張ってもらいたい」

　彼女はごくりと唾を飲み、必死になって彼へ向き合った。

「やれるか」

「……はいっ！　大丈夫、ですっ」

　しっかと両手で錫杖を握り、彼女は大きく頷いて応じる。

「やりましょう！」

　かくて、戦いが始まった。

「とりあえず、当たんなきゃ良いだけなら……！」

　野兎のうさぎのようにサッと戸口から飛び込んできた妖精弓手を、大目玉はじろりと睨みつけた。

　彼女はしなやかな脚を駆使して、礼拝堂の石椅子の上を韋駄天いだてん走る。

　空中を漂いながら、大目玉はその姿を文字通り目で追った。

　瞼に生えた幾本もの触眼が蠢き、剣呑な輝きを放ちだす。

「ＢＥＢＥＢＥＢＥＢＥＨＯＨＯＯＯＯＯＬ!!」


「きた、きたきたきた……ッ！」



　悲鳴とも嬌声ともつかぬ軽い声をあげながら、妖精弓手が跳ねた。

　無論、如何に俊敏な森人といえど、光の速度から逃れる事はできない。

　だが狙い定める瞳の先から身を翻ひるがえすだけならば、話は別だ。

　音もなく閃光が煌めいて、歴史ある壁面や床に、妖精弓手の影を焼き付ける。

　──まあ、不満がないわけじゃないのよね。

　軽業かるわざ師しさながらに身を躍らせながら、妖精弓手は頰ほおを緩めた。

　彼女の血族、経験豊富な姉や従兄弟であれば、もっと上手うまくやったろう。

　大目玉の《分解》ディスインテグレートの邪眼から逃れつつ、その尽ことごとくを射抜いぬく程度は容易たやすいはずだ。

　まだまだ未熟。とはいえ、同胞とて一人でその領域に至ったわけでもあるまい。

　自分にも、時間はたっぷりある。時間は森人の味方だ。死なない限りは。

　となれば未来の事よりも、今の事に全身全霊をかけた方が良い。

　焦あせりもなく怯えもなく、大胆に妖精弓手は礼拝堂を飛び回る。

　大目玉にとっては忌々いまいましいことこの上ない。

「ＯＯＯＯＯＬＬＤＥＲ!!」

　より多く、より正確に熱線を浴びせようと、ぐるりとその中心の目を旋回させ……、

「ほ、耳長娘め。調子は良いようだの」

　礼拝堂の入り口で愉快そうに笑う、鉱人道士から目を逸らしてしまう。

　彼は触媒の詰まった鞄から、酒で満たされた赤い壺を引っ張りだす。

　得も言われぬ香りを漂わせるそれを、長い髭に雫しずくを滴したたらせながら、ぐいと一息。

　そしてモゴモゴと口の中を濯すすぐと、勢い良くそれを空中へ噴き出した。

「《呑のめや歌えや酒の精スピリット。歌って踊って眠りこけ、酒呑む夢を見せとくれ》！」

　すると、どうであろう。

　酒精の飛沫しぶきが見る間に薄いもやへと転じ、大目玉を包んでしまったではないか。

「ＢＥ……ＤＥＲＲＲＲ……？」

　ぐらぐらと揺れ動き、浮遊する軌道さえも不安定。

　混沌の眷属が果たしてどのような夢幻の中に陥おちいったかはわからないが……。

「睨まれてなきゃあ、ざっとこんなもんじゃい」

　自慢気に言い放ち、鉱人道士はぐいと口元を手の甲で拭う。

「……よし」

　頷き応じ、次の瞬間にはゴブリンスレイヤーが礼拝堂の中へと飛び出した。

　妖精弓手とは比べるべくもないとはいえ、全身装備とは思えぬ健脚だ。

　そうして走りながら、彼は雑囊から取り出した袋の中身をぶちまけた。

　ゴブリンスレイヤーの後に尾を引いて、瞬く間にもうもうと白い粉塵ふんじんが巻き上がる。

「オルクボルグ、それなぁに？」と、妖精弓手。

「小麦粉だ。吸い込むな」

「……ちょっとなに考えてるかわかんないんだけど。それ、先に言ってよね」

　顔をしかめながら口元を覆おおう彼女に頓着とんちゃくせず、彼は次から次へと小麦粉をまいていく。

　狭い礼拝堂一杯にそれが充満するまで、さほどの時はかからない。

　今や《酩酊》した大目玉の姿はおろか、一寸先までも見えないほどだ。

「おう、かみきり丸！　耳長娘！　そろそろ術が切れっちまうぞ！」

　鉱人道士の呼びかけに彼が答えるより早く、タッと妖精弓手が駆け出した。

「こっちよ、オルクボルグ！」

　森人の冴さえた五感は、視覚が奪われても問題にもならない。

　その涼やかな声に導かれるまま、ゴブリンスレイヤーも礼拝堂から飛び出す。

「ぬぅん！」

　入れ替わるようにして蜥蜴僧侶が前へ踏み出し、戸口から中へと無数の牙をばら撒まいた。

　見る間にその牙が膨れ上がって組み合わさり、剣と盾を備えた骨の兵士として立ち上がる。

　冒険者たちにとっては見慣れた精悍せいかんな髑髏どくろが、無言で礼拝堂へと踏み込んでいく。

　石灰煙の中へと消え行く背中を睨みながら、しかし、と蜥蜴僧侶が口を開いた。

「小鬼殺し殿、如何な竜牙兵といえども《分解》ディスインテグレートには敵かなわぬぞ？」

「問題はない」

　ゴブリンスレイヤーはそう言って、妖精弓手と女神官とを振り返る。

「奴に矢を射掛けろ。当てれば良い」

「《酩酊ドランク》──切れかけてるけど、当たったら解けちゃうわよ？」

「構わん。そして、即座に入り口へ《聖壁プロテクション》を張れ」

　そして彼は、女神官へ淡々と続けた。

「お前が要かなめだ。しくじると死ぬぞ」

「……は、はいっ」

　ぎゅっと両手で錫杖を握りしめ、懸命に彼女は頷く。

　妖精弓手が「もう少し言い方があるでしょ」とぼやきながら、大弓に矢を番えた。

　蜘蛛糸の弦をきりりと引き絞り、木の枝葉でできた矢の狙いを定める。

　森人の射手は眼で狙うのではなく、心にて狙うのだ。


「……ッ！」



　風切り音さえも置き去りにして、粉塵の中で蠢く影めがけて矢が解き放たれる。

　その結果など、見なくともわかろうものだ。

「──当たるわよ！」

「《いと慈悲深き地母神よ、か弱き我らを、どうか大地の御力でお守りください》……！」

　敬虔な信徒の祈りに応じて、今度こそ地母神より守りの奇跡がもたらされた。

　不可視の障壁が、礼拝堂の入り口を完全に閉鎖する。鉱人道士が目を瞬かせた。


「粉──密閉…………おい、おいおいおい、まさか……！」



　ゴブリンスレイヤーが叫んだ。

「耳を塞いで、口を開け、屈かがめ！」





§






「ＢＥ……ＨＯＯＬＬＬＯＯＨＯＨＯＨＯ!!」

　大目玉は突如として訪れた鈍い痛みによって、幻惑から覚醒かくせいした。

　見れば瞼に刺さった木芽の鏃やじり。周囲は粉塵に満たされ、視界が狭い。

　その中にあって、武具を手にした人影がこちらへと近付いて来る。

　また、懲りずに侵入者が来たらしい。

　彼に感情と思わしきものがあれば、きっと苛立いらだちを覚えたに違いない。

　大目玉はぐるりと眼を剝むいて向きを変え、触眼で侵入者へと狙いをつけた。


《分解》ディスインテグレートの邪眼が致命的な威力の熱量を孕はらんで、光、輝き──……。




「ＬＤＥＥＥＲＲＲＲＲＲＲＲ！！！！」



　その後で、何が起きたのか。

　女神官は最初、稲妻が落ちたのではないかと思った。
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　爆発。
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　女神官は最初、稲妻が落ちたのではないかと思った。

　何かが立て続けに弾はじけるような音が響いた次の瞬間、部屋を火の玉が呑み込んだのだ。

　膨れ上がったそれは一挙に礼拝堂の内部を押し潰し、轟音と爆熱を伴って解き放たれる。

「っ、ぁ……!?」

《聖壁プロテクション》越しでさえ肌を焼くような熱風が通路を吹き抜け、彼女はたまらず顔を庇った。

　僅かな視界の端、身を縮こまらせた妖精弓手が、長耳を必死になって押さえるのが見えた。

　頭上からは土埃が降り注そそぎ、遺跡全体が崩れるのではないかというほど大きく揺れる。

　やがて、もうもうと立ち込める煙が、いささか薄らいだ時、

「……見ろ」

　ぼそり、というゴブリンスレイヤーの声。身を屈めただけで、彼は平然としている。

　言われて妖精弓手が覗のぞきこむと、礼拝堂の中に、果たして大目玉の姿は──あった。

　上だ。

　天井へと噴き上げられ、叩きつけられたのだろう。

　焼け焦げた怪物が、もがくように触眼を蠢かせていた。

　一瞬だけ停滞したそれは、抗あらがうこともできず引き寄せられるように剝はがれ、落ち……。

　ぐしゃり、と。

　礼拝堂の中央から、文字通り、肉が潰れる嫌な音が響く。

　焼け焦げた肉塊にくかいは粘液を飛び散らしながら痙攣し、やがて動かなくなる。

　混沌の怪物、異界より呼び出された『見つめる者』の、それが最期さいごだった。


「────……やりおったわい」



　呆然ぼうぜんと、鉱人道士が声を漏らした。

　のそのそと身を起こした彼に手を貸しながら、蜥蜴僧侶が舌をちろちろと覗かせた。

「小鬼殺し殿は、小麦粉と言っていたが……何をしたのかね」

「炭鉱夫から聞いたことだが」

　ずかずかと、いつも通り無造作な足取りで、ゴブリンスレイヤーは礼拝堂へと踏み込む。

「狭い場所に細かな粉塵が散って、そこへ火花が飛ぶと、燃え広がり爆発するらしい」

　彼は剣を抜き放つと床に斃たおれた大目玉を突付き、反応がないことを確かめる。

「……が、思いの外、準備が面倒だ。引火、誘爆の可能性も高い。危険極まりない」

　ゴブリンスレイヤーは首を左右に振り、つまらなさそうに呟いた。

「これではゴブリンども相手に、使えん」

「っていうか、爆発って！」

　妖精弓手がぴんと長耳を逆立てて、わっとゴブリンスレイヤーへ食って掛かる。

　さもありなん。約束したではないか。そう睨まれた彼は、平然と応じた。

「火攻めでも、水攻めでも、毒気でもないぞ」

「そういう問題じゃなくって……。ああ、もう、良いわ」

　溜息ためいき混じりに言いながら、おっかなびっくり妖精弓手も礼拝堂へ入ってくる。

　──約束を守ろうとしてくれるだけに、始末が悪いったら。

　幸いにも、大目玉が死んでしまえば、この部屋に他に生命の気配はない。

　あの混沌の眷属が、この地下遺跡の親玉であったのだろう。

　それ以前は地下水路を我が物顔で泳ぐ沼竜アリゲイタこそが、主あるじであったのかもしれない。

　いずれにせよ玉座に座る者は変わったと、そういう事だろう。

「あの……。爆発しなかったら、どうするつもりだったんです？」

　小走りになってゴブリンスレイヤーの傍そばへ、女神官が駆けて来る。

「なんと言ったか……ともかく、コイツはこの場を守ることしか頭にないようだ」

　彼女の疑問に、彼は足下の死骸へ顎をしゃくって応じた。

「通路から弓矢を撃ち、正気に戻る前に逃げる。これを死ぬまで繰り返す」

　至極当然というように、ゴブリンスレイヤーは頷く。

「手間だが、確実だ」

「やぁよ。それ、一番大変なの私じゃない」

　ひとしきり探索を終え、安全を確認した妖精弓手が、いい加減にしてくれとボヤく。

　そのまるっきり諦あきらめた様子に笑みを嚙み殺しながら、その横で鉱人道士が髭を撫でた。

「お前さんにとっちゃ死活問題だものな。なんたって肥えねばいつまでも金床のままじゃし」

「むしろ鉱人がちょっと瘦せるべきよね」

「ばっかもん。恰幅かっぷくの良さこそ鉱人よ」

　蜥蜴僧侶が愉快そうに肩を竦めて眼を回し、女神官が口元に手を当ててくすくすと笑う。

　それに釣られて妖精弓手が笑い出し、鉱人道士の胴間声が彼女に続いた。


　ゴブリンスレイヤーは笑わなかったが──……。



「……」

　ふぅ、と息を吐いて、右手に握ったままの剣を鞘さやへと叩き込んでいた。

　探索で強こわばっていた雰囲気はいつのまにか弛緩し、奇妙な居心地の良さが広がっている。

　彼らは、勝ったのだ。
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「さて、そうすると……気になるのは、これですな」

　薄暗い礼拝堂内にひとしきり笑いが木霊こだました後のこと。

　蜥蜴僧侶がそっと指し示した祭壇の上には、未いまだそれが健在であった。

　巨大な姿見の如き、鏡。

　表面は水面のように揺らめいて、奇妙な反射を繰り返している。

　緻密で繊細な彫金もさることながら、大爆発に巻き込まれて尚、傷ひとつついていない。

　およそ尋常な代物でないとは、目にも明らかであった。

「ご神体か何か……でしょうか？」

　そう呟いた女神官が、身を乗り出して祭壇へと近づく。

「迂闊うかつに触れるとまずいのではありますまいか？」

「とはいっても、調べないことに、は……」

「わしらン一党パーティにゃ、斥候スカウトだの盗賊だのはおらなんだからなぁ」

　と、女神官の白い指先が、柔らかく表面を撫でた瞬間であった。

　とぷん、と。その指先が鏡に沈んだのである。

「……っ!?」

　思わず指を引っ込めると、鏡面が水面の如く波打った。

　触れたところから波紋が広がり、鏡全体がさざ波立つ。

「あ、っと、これ……」

「備えろ」

　慌てて後退した女神官に入れ替わり、ゴブリンスレイヤーの号令が飛ぶ。

　各々が各々の武具を構えて臨戦態勢に入るが、その間も鏡の異変は留とどまらない。

　やがて波打つ鏡面は乱れ、回り、狂い、ややあってから奇怪な光景を映しだした。

　どこともしれぬ、異様に乾いた緑の砂が敷き詰められた、荒野こうや。

　不気味に淀よどんだ夕空には、黄ばんだ太陽がぎらぎらと煌めいている。

　そして何よりも目を引いたのは、巨大な、得体のわからぬ機械装置だ。

　まるで粉ひき機のように揺れながら動くそれを、小さな人影が懸命になって押している。

　いや、人影と見えたのは人ではない。ゴブリンスレイヤーには明らかだ。

「──ゴブリンか」

　醜悪な顔つきをした、小鬼。その集団だった。

　鞭むちを手にしたゴブリンが大口を開けて──おそらく怒鳴り散らし──作業を急かす。

　小鬼どもが何のために、何をしているのか。想像するだにおぞましい。

　何故なぜならばその機械装置、巨大な歯車は、明らかに人骨を寄せ集めたものだったからだ。

「これ、一体……」

「小鬼めらの住処すみか、とみるべきでしょうな」

　恐れおののく女神官の横で、蜥蜴僧侶がゆっくりと頷く。

　ゆるりと前に出た彼が、鱗の生えそろった手の爪先で、再び鏡に触れる……。

　と、不意に鏡面の像が乱れた。

　幾重にも重なり、縦に流れ、ぐるぐると回転し、まるで砂嵐すなあらしのように搔かき消える。


「あ……ッ！」



　その最中、僅かにかいま見えた景色に、妖精弓手が声をあげた。

　長耳を上下に揺らし、優美な手つきで指差して「ほら、あれ！」と皆に声をかける。

「今、見えた。こないだの──密林の奥の、遺跡！」

「密林の奥」ゴブリンスレイヤーが唸うなった。「やけに装備の良いゴブリンがいたところか」

「その覚え方はどうかと思うけど、それであってる」

　ゴブリンスレイヤーに、妖精弓手は興奮気味に長耳を揺らしながら頷いた。

「もしかして、あそこの奴らって、ここから飛ばされてきたんじゃないの？」

「……これが《転移ゲート》を作り出す、古代の遺物だっちゅうわけか」

　鉱人道士が、信じられんと言いたげに呟く。

　無理もない。そもそも空間と空間を繫つなぐ《転移ゲート》の呪文は、失われて久しい。

　かつてゴブリンスレイヤーが用いたような巻物スクロールでなくば、見ることもないだろう。

　それでさえ実際に遺跡の奥で見出すか、高額で買い取る必要がある。

　その幻の呪文を、自在に発動できる──魔法の品。

　正しい使い方こそ冒険者たちにはわからないが、正しく使えば……。

　いったい、どれほどの価値を生み出せるのだろうか。

　計り知ることもできない。


「誰かがこれでゴブリンを呼び寄せて──……」



　妖精弓手が、恐ろしいものから離れるように、そっと鏡から後退あとずさりする。

「武器を与えて、こン地下に住まわせて……」

　片目を閉じて鏡面を睨みながら、鉱人道士が呻く。

「鏡は、あの怪物に守らせていた。という事ですな」

　後を継いで、ぱたりと尾を揺らしながら蜥蜴僧侶が頷く。

「……どうしましょう、ゴブリンスレイヤーさん」

　不安げな顔をして、女神官は彼の方を見上げた。

　ゴブリンスレイヤーは、答えない。

　いや。

　彼は緩やかに首を横に振ると、ずかずかと決断的に歩き出した。

　大目玉、その死骸を足蹴あしげにして転がし、下に垣間見えたボロ布を引きずり出す。

　爆発によって吹き飛んだのだろう。焼け焦げ、煤すすけて、薄汚れていたが……。

　広げてみれば、それは何か、悪趣味な軍旗のようでさえあった。

　赤黒い顔料──血を塗りたくって描かれた、稚拙ちせつな落書き。

　片目。

　あまりにも幼稚で、だけれども、それが示す意図は、おぞましいほどに明白だ。

　奪われた片目の応報を果たすという、その旗印。小鬼どもの旗印。本丸の証。

「やはりゴブリンだったか」

　ゴブリンスレイヤーのつぶやきに応じるように、地の奥底から唸り声が上がる。

　怨嗟えんさの声。妬ねたみ嫉そねみ、奪い、犯し、殺さんとする声。欲望に満ち満ちた、醜悪な叫び。

　薄汚れた穴蔵の奥底、悪夢の中にしかありえない暗黒より響く声。

「……ひっ」

　女神官は両手でしっかと錫杖を握り締め、ぶるりと身を震わせた。

　聞き覚えがある。嫌というほどに。これは、この声は。ゴブリンの……！

「ははぁ……。今の爆発音は響きましたからな」

　蜥蜴僧侶が、しゅうと獰猛どうもうに息を吐いて、その首を巡らせた。

　声の源は、四方八方──礼拝堂に続く幾つかの回廊から。

　足音。武具のぶつかる音が、幾重にも木霊し、近づいてきている。

　時はあまりない。

「小鬼どもの出入り口がここにあるなら、看過はできますまい」

「つーこたぁ……」

　鉱人道士が、火酒の瓶びんを鞄から取り出して、ぐびりと呷あおった。

　強張った顔に赤みが差して、奇妙に吹っ切れたような笑みに歪ゆがむ。

「奴ら、ここを取り戻しに来よるってわけか」

「ちょっと、もう……勘弁してよぉ……」

　しかして、妖精弓手はへなへなと、その場に座り込んでしまっていた。

　先ほどの興奮もどこへやら、長耳はしんなりと情けなく垂れ下がっている。

　美しい細面も、くしゃりと歪んで、泣きべそをかくまで後どれほどか。

　その傍に寄り添う女神官もまた、様相としては似たような有様だった。

　震え、怯え、強張った手は白くなるほどに錫杖を摑んで離さず、瞳も揺れる。

　けれど、彼女はゴブリンスレイヤーを見ていた。

　縋るわけでもなく、頼るわけでもなく、ただ真まっ直すぐに。

「ゴブリンスレイヤー、さん」

　女神官のか細い呟きをきっかけに、全員の視線が自然とゴブリンスレイヤーへ集まった。

　かつてのオーガとの対決も、ゴブリンロードとの戦いも、今回の冒険も。

　窮地きゅうちに陥った際、確実に何かやらかすのがこの男だった。

　それはもうある種の諦めに近かったかもしれないが、それだけではない。

　でなくば、誰もゴブリンスレイヤーを頭目リーダーにしようとは思わないだろう。

　その思いは、無粋ぶすいを承知であえて言葉にするならば、信頼と呼ぶべき感情だった。


「………………」



　ゴブリンスレイヤーは、黙って部屋全体を見渡した。

　崩れかけた礼拝堂。

　恐るべき《転移ゲート》の力を秘めた鏡。

　四方八方から迫り来るゴブリンども。

　こちらは疲労ひろう困憊こんぱいした冒険者が五名。

　絶体絶命──そうだろうか？

「俺おれのポケットには何がある？」

　それは答えを求めない、独白でしかない。

　かつてはわからなかった謎なぞかけだ。

　今でもわかったかと言われれば、疑問だ。

　何もない。

　手はある。

　手がある。

　いつだって。

　それならば。

「……」

　彼は怯えながらも逃げようとしない妖精弓手を見た。

　彼は酒を飲み、気を奮い立たせている鉱人道士を見た。

　彼は迫り来る闘争に血を滾たぎらせている蜥蜴僧侶を見た。

　彼は真っ直ぐに自分を見つめてくれている女神官を見た。

　そして、静かに頷いて、言った。

「安心しろ」

　鉄兜に遮られて、ゴブリンスレイヤーの表情を窺うことはできない。

　だが女神官には……いや。

　彼が唯一持っている仲間たちには。

「問題にもならない」

　彼が微かすかに笑っているような、そんな気がしてならなかった。
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　死の足音を表現するのであれば、これを置いて他ほかにあるまい。

　地獄の底から轟くような戦いくさ太鼓だいこ。

　武装を鳴らして歩みを進める怪物ども。

　吐息から交じる腐敗臭は遺跡の空気を、滴したたる涎よだれは床石を汚す。

　猥雑わいざつな呟き、喚わめき声。満ちているのは欲望と身勝手な怒りだけ。

　小生意気な冒険者どもをどう引き裂き、踏み躙にじり、陵辱りょうじょくするか。

　ずん、と。地響き伴い先陣切るは、巨漢の小鬼──小鬼の英雄チャンピオン。


　まずは全員の片目を抉えぐる。殺すのも、喰くらうのも、犯すのも、まずはそれからだ──……。



「う、ぅ……」

　その全すべてを、妖精弓手エルフの鋭敏な長耳は余すことなく捉とらえていた。

　血の気が引いて青ざめた顔で、彼女はぶるりと身を震わせ、声を漏もらす。

　ぐいと大弓に蜘蛛糸の弦つるを張り直し、矢の残りを検あらためて、深呼吸を一度。

「行けるか？」

「……当然！」

　いつもと変わらぬ淡々としたゴブリンスレイヤーの問いに、彼女は薄い胸を張って応じた。

　空元気も元気のうち。恐ろしい時ほど舌は回る。軽口も叩たたけないでは、きっと死んでしまう。

「そっちこそ、こないだみたいに吹っ飛ばされないでよね」

「そのつもりだ」

　じろりと半眼になって睨にらみつけると、ゴブリンスレイヤーはむっつりと頷うなずいた。

　彼は火をつけた松明たいまつを四本、四方に置いて光源とし、ぐるりと聖域の四方を見回す。

　自分たちが侵入してきた入り口の他、どこへ続くかもわからぬ回廊が幾本も伸びている。

「どこから来るかわかるか？」

「四方八方」そう言って、妖精弓手は肩を竦すくめてみせた。「数は聞かないで」

　と、そこに、のっそりと蜥蜴僧侶リザードマンが首を出した。

「小鬼殺し殿、阻塞そさいの用意はできましたぞ」

　無論、その間とて他の者が休んでいたわけではない。

　蜥蜴僧侶は先の爆破で崩れた瓦礫がれきだなんだを、祭壇を囲むよう、積み重ねていた。

　簡易的といえど陣地のあるなしは、防衛戦の成否を大きく左右する。

　なんとなれば、それを越えようとする間、敵は無防備になるし、速度も落ちるのだから。

　指示を出した鉱人道士ドワーフが、手の埃ほこりをはたき落としながら応じた。

「つーても急ごしらえだかんの。あんま期待すんなよ」

「十分だ。そっちはどうだ？」

「はい、準備、できてます！」

　健気けなげに声をあげて、女神官が答えた。

　彼女は今、小さな身体でよじ登った、祭壇の上にいる。

　周囲の床に投擲とうてき用の小石、予備の短剣、矢などをずらりと並べるのが彼女の仕事だ。

　いざというとき、即座に次の武器を取れるように。ささやかだが、大事な備え。

「よし」と、ゴブリンスレイヤーは頷いた。

　もはや彼の耳にもはっきりと、小鬼どもの行軍は届いている。

　猶予はない。悠長に説明している時間もない。ゴブリンスレイヤーは迷わない。

「術はいくつ残っている」

「わたしは、えと……」

　女神官は細い指先を唇にあてて、考えこんだ。

　天上の神々へ嘆願するのに、あと幾度己おのれの魂は耐えられるだろうか。


　経験則でしかないが──……。



「一回失敗して、一度使ったので……あと一回です」

「温存しろ」ゴブリンスレイヤーは、きっぱりと言った「使いどころがある」

「はいっ」

　彼がそう言うのだ。迷うことなく女神官は頷く。

　しっかりと錫杖しゃくじょうを両手で握り、彼女は祭壇の上から四方の暗黒を見回した。

　つまり術を使うまでは、女神官が皆のかわりに全体把握を担になうのだ。

　責任重大──いや、一人が背負うわけではない。みんなと共に。

「頑張ります……！」

「はははは。やれ、巫女殿も随分と頼もしくなられた」

　祭壇の横で尻尾しっぽをぱたりと揺らした蜥蜴僧侶が、愉快そうに舌で鼻先を舐なめた。

「そんなこと、ないですよ？」

　恥じ入るように呟く女神官に向けて目を回すと、彼は触媒たる牙きばを握りこむ。

「拙僧は、二回。《竜牙兵》ドラゴントゥースウォリアーをもう一度喚ばなければ、三回となりますが」

　温存する気はありますまい？　牙を剝むく、獰猛どうもうな蜥蜴僧侶の笑み。

　ゴブリンスレイヤーは即座に「頼む」と答えた。

「盾を持たせて」と言って、彼は顎あごで女神官を示した。「あの娘を守らせろ」

「承知、承知。拙僧は鏡でよろしいかな？」

「ああ」

　蜥蜴僧侶がゆっくりと首を縦に振り、奇怪な合掌でもって応こたえた。

　彼はするりと祭壇に登ると、素早く牙を投じて意識を集中させていく。

　この世において蜥蜴人リザードマンほど戦に長けた種族はいないと言われる。

　一行の参謀である彼は、もはや薄々ゴブリンスレイヤーの策に気づいているらしかった。

「《禽竜イワナの祖たる角にして爪つめよ、四足、二足、地に立ち駆けよ》！」

　祝詞のりとをあげる蜥蜴僧侶、組み上がる竜牙兵に一瞥いちべつをくれ、鉱人道士は髭ひげを指で梳すいた。

「わしゃあ、さっき《霊壁》スピリット・ウォール張って《酩酊ドランク》使って……あと二回ってとこかの」

「取っておけ。切り札だ」

「ほ！　そりゃあ、重大だの。……なら、使いどこまではかみきり丸を手伝うか」

　そう言って腹を叩く鉱人道士は、既にもういつもの調子だ。

　彼がいなくば、こうもこの一党パーティは潤滑に回らなかったやもしれぬ。

　妖精弓手は、くすりと鈴の音のような笑い声を零こぼす。

「うちは恵まれてるわよね。呪文遣いが三人いるって」

「お？　たまさかにゃあ耳長娘も素直になるか」

「失礼ね。私はいつだって素直よ」

　誰だれかが笑った。笑い合って、彼らは頷きあった。それで十分だった。

　小鬼のぎらつく瞳ひとみが、もう目に映る。小鬼英雄ゴブリンチャンピオンの唸うなり声が、もう聞こえてくる。

　妖精弓手は、片目を細めて小鬼どもとの距離を図りつつ、ゆるく長耳を揺らした。

「……で、私はどうすれば良いの？」

「奴やつらを引き付けてから仕留めろ。数を減らしつつ、一匹でも多く誘い込む」

「むちゃくちゃ言われてる気もするんだけど……」

「そうか？」

　ゴブリンスレイヤーは空の右手に投石紐スリングを握り、石を巻きつける。

　同時に雑囊ざつのうから取り出した投石紐スリングを鉱人道士に託して、次弾の準備にも余念がない。

　妖精弓手は「ふぅん」と声を漏らしながら、弦に矢を番つがえ、引き絞った。

「いいわ、やったげる」

　その強張った、けれど優美な微笑と、同時。

「ＧＯＲＯＯＲＯＲＲＲＲＲＢ!!」

　ゴブリンチャンピオンの戦咆哮ウォークライ。

　隻眼せきがんの小鬼英雄が棍棒こんぼうを振るって吠ほえれば、小鬼の士気も上がろうというもの。

　手に手に槍だの棒きれだの斧だの錆さびた短剣だの、雑多な武具を手にしたゴブリンども。

　わらわらと有象無象に現れ駆けて来る、その中でも一番前に飛び出した一匹を、

「ひとつ」

「ＧＲＯＢ!?」

　ゴブリンスレイヤーは躊躇ちゅうちょなく投石で撃ち殺した。

　有史以来、この世で最も物を投げるに適した種族は只人ヒュームである。

　たとえ竜とても、只人ほどに投擲をすることは叶かなうまい。

　小鬼では膂力りょりょくが足らず、森人エルフは矢を愛し、鉱人ドワーフ、圃人レーアは手慰み程度に扱うが……。

　馬よりも速い速度で、礫つぶてを正確に叩き込める生き物は、只人を置いて他にいない。

「ＧＯＲＯＢ!?」

「ＧＲＯＯＯＲＲＢ!?」

「ほ、こら狙ねらう必要がなくて良いわな」

　そして石くれさえあれば、弾たまの尽きることがないのが投石紐スリングだ。

　鉱人道士の太い指が魔法の如ごとく閃ひらめいて、次々に紐に石を巻きつけては小鬼殺しへ渡される。

「かみきり丸、好きなだけ撃て！　こうならもう片っ端で良かろ！」

「そのつもりだ。……これで、三」

　ひょうと音を伴って礫が飛び、また一匹のゴブリンが頭蓋ずがいを砕かれ息絶える。

　二匹、三匹、立て続け。ゴブリンスレイヤーは鴨撃ちの如く小鬼を仕留めていく。

　頭蓋に礫を埋うずめ、もんどり打って斃たおれる同胞の屍しかばねを踏み越え、迫り来るゴブリンども。

「ＧＲＯＢ！　ＧＯＯＯＲＯＢＢ!!」

　ゴブリンどもは自分たちが冒険者を襲っている、などと露つゆほども思わない。

　自分たちが襲われているのだ。

　あらゆる事象において、ゴブリンどもは常に自分たちが被害者だと考える。

　そして襲われているのだから叩きのめして良いと、常に責任を転嫁する。

　故にこそ同胞が殺されれば怒りを滾たぎらせ、復讐心を燃やすのだ。

　瓦礫を積み上げた障壁など何するものぞ。

　ぎらついた瞳で目指すは、冒険者どもに守られた、祭壇の小娘ども──

「右側、阻塞にとりつきます！」

「任せて！」

　二人の娘の声が飛び交うと、瞬く間に放たれた矢によって次々とそれが射抜いぬかれた。

　女神官は額ひたいに汗あせ滲にじませて周囲を見張り、妖精弓手はそれに合わせて弓を引く。

　ひくり、ひくりと長耳を震わせ、地下の風に乗せて必殺の射撃である。

　小鬼風情が避けられるわけがあるものか。

「とはいえ、数が多いったら……！」

「左から、三……！　前から、四！」

「はい、はい、と！」

　祭壇の周りを踊るように跳ねて、矢継ぎ早に攻撃を繰り出す妖精弓手。

　額に汗滲むのは疲労ではなく、緊張と切迫からだ。

　一本ずつ矢を持つ気はとうに失せ、当たるを幸い、彼女は三本を一度に摑つかんで撃ちまくる。

　当然、矢筒の中身は空になるし、既に床に置かれた矢を補給して繰り出すばかり。

　しかしてその矢が続く限り、ゴブリンどもは近づけず、屍を積み上げざるをえない。

「ＧＯＲＯＲＯＲＯＢ！　ＧＲＯＢ！　ＧＯＯＲＢ！」

　とならば、四の五の言ってもいられまい。

　小鬼英雄の下知げちがくだり、一匹の小鬼が大事そうに抱えていた壺の蓋を引ひき剝はがした。

　ゴブリンどもが、その醜悪な脳で考えだした、粘つく毒液である。

　粗雑な弓を手にした小鬼の射手は、石の鏃やじりを浸して絡からみつけ、次々と毒矢を放った。

「ＧＯＯＲＢ!?」

　適当極まりない狙いによって、幾匹かの小鬼が背後から撃たれて殺される。

　急所に当たらなかったものもビクビクと痙攣けいれんを繰り返し、泡を吹いてやがて死ぬ。

　だが重要なのは、後方で弓を放つ森人、指示する只人の娘どもに矢が届くことだ。

　当たれば毒にかかる。動けなくなれば良い。死んでも良い。お楽しみは色々ある。


「────」



　しかして、そこに忠勇ちゅうゆうたる竜牙兵がいることを忘れてはならない。

　盾を与えられた骸骨の兵士は、黙々と娘らを守って武具を掲かかげ、矢を弾はじく。

　よしんば盾を超えたとしても、血肉なき身体に毒が通じるわけもない。

「ふむん」

　息を吐つき額の汗を拭い、足元の矢を拾い上げながら、妖精弓手は竜牙兵の背中を叩いた。

「結構、可愛かわいいやつよね、これ」

「そ、そうですか？」

　引きつった顔で小首をかしげる女神官が、飛び交う矢弾に慌てて頭を下げた。

　帽子を押さえて呼吸を整え、額の汗が目に入る前に拭って、闇やみの中へ目を凝らす。

　その傍かたわら、蜥蜴僧侶がその巨軀きょくを駆使して鏡の前に仁王立っていた。

「はっはっは、お褒めに与あずかり恐悦きょうえつ至極しごく、とはいえ……」

　石壁に古代の技法でもって据え付けられた、神秘の鏡。

　さざなみ立つ鏡面を囲む金色の枠へ、蜥蜴人の鋭い爪が、がっきとかかる。

「なんともはや、この鏡、どう据えられているものか……！」

　シュウッという息と共に、二の腕を覆おおう鱗が、筋肉によって内側から膨れ上がる。

「《おお、気高き惑わしの雷竜ブロントスよ。我に万人力を与えたもう》！」

　恐るべき竜、偉大なりし祖霊の加護を願う《擬竜》パーシャルドラゴンの奇跡であった。

　膨張する筋肉の生み出す膂力りょりょくは、はるか古代に地を闊歩かっぽした恐るべき竜のそれに近しい。

　爪は石壁をひび割らせながら、鏡を割ることなく、ぐいと隙間すきまを広げていく。

　さりとて、一手二手で引き剝がせるとは思えぬ。猶予はない。

「ＧＯＲＯＯＯＯＢＢ！　ＧＯＯＲＯＯＲＯＢ!!」

　遠方の阻塞が一撃の元に打ち砕かれ、瓦礫はもとの残骸と化して飛散する。

　ずんと足音響かせて、ぐいと棍棒振り上げて、隻眼の小鬼英雄が進撃を開始したのだ。

「ＧＯＲＲＢ！」

「ＧＯＲＢ！　ＧＯＯＲＢ!!」

　わめき声をあげて喜びを露あらわにするは雑多な小鬼ども。

　英雄が共にある。ただそれだけで勝った気になるのは、人も小鬼も大差ない。

　その耳障りなゴブリンどもの声に当てられて、女神官は微かすかに細身を震わせる。

　ぎゅっと唇を嚙かみ締めて、錫杖を握って、声を懸命に張り上げた。

「大きいの、きます……！」

「俺おれがやる」

　ゴブリンスレイヤーは迷わなかった。

　彼は次の瞬間、床の短剣をひっつかんで腰帯に手挟み、阻塞を越えて飛び出した。

「祭壇からは離れるな！」

　投げ渡された投石紐スリングを受け取った鉱人道士が「ほいきた」と応えて礫を投じる。

　その援護を背に受けて、ゴブリンスレイヤーは矢の如く駆けた。駆け抜けた。

　目前、手に手に武器を持って迫り来るゴブリン、その数三。それがどうした。

「十と九……二十！」

「ＧＲＯＯＢ!?」

　正面、右手の剣で抜き打ちざま、小鬼の喉のどを裂いて致命傷クリティカル。

　血泡を噴いたところを蹴けりつけて剣を抜きつつ、右から迫るもう一匹の頭蓋を砕く。

　捌ききれぬと判断した左の小鬼は盾で打ち据えて背後へ流す。

　すかさず、そこに鉱人道士の礫が飛んだ。

「ＧＯＲ!?」

　胸を撃たれてよろめく小鬼を、ゴブリンスレイヤーは躊躇なく突き殺した。

　狙いは喉。断末魔の声さえあげられずに斃れる小鬼。それに任せ、埋まった剣を手放す。

「ＧＯＲＯＯＢ!!」

「二十一……！」

　背後を取られぬよう、腰帯に挟んだ短剣を投擲。突貫せんとしたゴブリンの喉を撃つ。

　同時に駆け出したゴブリンスレイヤーは、宙を搔かきつつ息絶える小鬼の得物をかっさらう。

　棍棒。只人が恐らく史上初めて手にしたであろう武器。悪くはない。

「二十二……三」

　鈍器による原始的な一撃が、また一匹の小鬼の頭蓋を打ち砕いた。

　後方に弓持ちを認めたゴブリンスレイヤーは、そちらへ棍棒を投げつける。

「ＧＯＲＡＲＡ!?」
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　無論、それで致命傷は与えられない。小鬼弓兵を始末したのは、妖精弓手の矢であった。

「やたっ！」妖精弓手の快哉かいさい。見ずとも長耳が跳ねることは察せる。「オルクボルグ、矢！」

「む……！」

　以心伝心とまで言わずとも、既にこの一党パーティ、息の合わぬということがない。

　文字通り小鬼を蹴散らして戦場を奔はしるゴブリンスレイヤーは、小鬼弓手の矢筒を奪う。

　そして振り返り様に、遠心力へ任せてその矢筒を妖精弓手へと放り投げた。

　重量がある上に咄嗟とっさのことであるから、とても届くわけはないのだが。

「あいよ！」

　さっと飛び出した鉱人道士が矢筒を拾い上げ、後方へ放れば問題はない。

「取りましたっ！」

「……っし！」

　女神官が抱きしめるように受け取って、妖精弓手へ手放せば、後は彼女の独壇場。

　後は矢の雨。弓と矢を揃そろえた森人の火力は、決して魔術師と比較して劣るものではない。

　高度に熟達した技術スキルは魔術スペルと区別がつかない──とは、よく言ったものである。

　もっとも鉱人道士に言わせれば「魔術師は稲妻を投げるだけ」と思ってる奴は大間抜けだが。

「ＧＲＯＯＲＢ!!」

　阻塞から飛び出した鉱人を袋叩きにせんとするゴブリンども。

「えぇい、鱗の、まだか！」

　もはや射撃戦の間合いではない。投石紐スリングを放り出した鉱人道士は、手斧を抜いて叩き込んだ。

　なにしろ鉱人はすべからく頑丈にできているものだ。

　がむしゃらに短い手足でぶん殴って蹴倒して、転げるように鉱人道士は陣内へと駆け戻る。

「今、少し……ばか、りッ!!」

　蜥蜴僧侶の踏みしめた祭壇が、蹴爪によってひび割れ、僅わずかに砕ける。

　蜥蜴人は汗をかかないが、もし只人同様の肌があれば、汗みずくとなっていたろう。

　鏡はメキメキと異音を立てながら壁から剝がれつつあるが、まだまだ時がかかるは明白。


「……っ！　手伝います……っ！」



「かたじけない！」

　一瞬周囲を見回した女神官が、さっと近づいて鏡の傍そばにひざまずく。

　多勢に無勢。

　ゴブリン最大の武器こそはその数であり、冒険者最大の弱点はその数である。

　徐々に祭壇へ近づく小鬼の数は増えるばかり。

　女神官は、もはや見張りよりも時間の方が大事と見たのだ。

　とはいえその細く華奢きゃしゃな腕でできることがあるのか？　あるに決まっている。

　彼女は躊躇ためらうことなく錫杖を鏡と壁の間に差し込み、てこの原理で力をこめた。


「ん、しょ……っ!!」



「……まだ時間は必要か」

　背後を仲間に任せたゴブリンスレイヤーは、低く呻うめいた。

　前衛は、もはや己ひとり。

　有象無象がバタバタと斃れる中、ゴブリンスレイヤーは空手に小鬼の剣を執る。

　棍棒に石の刃を埋めた、およそ剣とも言えぬ剣。

　だが武器へ文句を言うゴブリンスレイヤーではない。


「ＧＯＲＡＲＡＢ……ッ！」



「ふん」

　そして、目前には見上げるほどの巨軀──隻眼の小鬼英雄。

　無惨に抉られた隻眼。爛々らんらんと鬼火の如く燃える瞳。顔には醜悪な笑み。怒り。

「ＧＯＲＡＲＡＲＡＢＯＯＢＯＢＯＲＩＩＩＩＮ!!」

　次の瞬間、ゴブリンスレイヤーは後方へ倒れこむように跳んだ。

「ＧＯＲＡＢ!?」

　巻き込まれた一匹が悲鳴を上げるのも構わず、後転の要領で受け身を取り、姿勢復帰。

　片膝かたひざ立だちになった彼の目の前で、もがいていたゴブリンが棍棒に叩き潰つぶされる。

「ＧＯＲＡＲＡＲＡＢ!!」

　吠え猛たけるゴブリンチャンピオンは、もはやゴブリンスレイヤーしか眼中にないらしい。

　振り下ろされた棍棒の一撃は石畳を砕き、地響きを立て、ばらばらと上からは土が降る。

「馬鹿ばか力ぢからめ」

　そう吐はき捨てたゴブリンスレイヤー目掛け、間断なく次の一撃が襲いかかる。

　かつて対峙たいじした──彼はもはや名前も覚えていないが──人喰鬼オーガに勝るとも劣らない威力。

　致命的一撃クリティカルも、大失敗ファンブルも避けたいところだ。

　ゴブリンスレイヤーは油断せず盾を掲げると、迷わずゴブリンの群れの中へと飛び込んだ。

「ＧＯＲＡＢ!?」

　悲鳴、絶叫。肉と骨の潰れる音に入り混じり、汚らしい血ち飛沫しぶきが奔る。

　全ては小鬼英雄の棍棒によるものだ。

　ゴブリンスレイヤーを叩き潰さんと縦横無尽振るわれる棍棒は、仲間とて容赦しない。

　哀れな小鬼たちはゴブリンスレイヤーの盾とされ、あたら命を散らしていく。

「馬鹿め」

「ＧＯＲＡＢ!?」

　ゴブリンスレイヤーは怯おびえ怯ひるんだ小鬼の脳天に剣を叩き込み、手放し、武具を奪い取る。

　冒険者から奪ったと思わしき錆びた剣は、幾日かぶり、再び冒険者の手へ戻った。

　試し切りとばかりに素振りがてら一匹の喉を突き、血泡を噴かせて仕留める。

　がぼがぼと溺れるようにもがく小鬼を刺した剣で振り回し、後方へと蹴り倒す。

「ＧＯＯＲＯＲＯＲＢ!!」

　とどめは、小鬼英雄が刺して……いや、叩いてくれた、というべきか。

　自分の血で窒息死するよりは楽だったろう。

「小鬼にしては恵まれた死に方だ」

「ＧＯＲＡＲＡＲＡＢ!!　ＧＯＲＡＲＡＲＡ!!」

　一撃。小鬼が潰れ、衝撃が轟き、天井てんじょうから土が降る。

　一撃。小鬼が殴り飛ばされ、轟音と共に、天井から土が落ちる。

　一撃。一撃。一撃。──ゴブリンスレイヤーは、そのことごとくを搔かい潜くぐった。

　ゴブリンに、反省の二文字はない。

　自分の手で同胞を殺したとしても、それは同胞か、あるいは盾にした奴が悪いのだ。

　なんと卑怯ひきょうな奴だろう！　目を抉って、手足を砕き、仲間を目の前で殺しても足りないぞ！

　怒りを燃やす小鬼英雄は、かつて自分が仲間を盾としたことも都合よく忘れている。

　まともに戦わぬ目前の冒険者への苛立いらだちは、かつて自分たちが毒気を用いたことを覆い隠す。

　ゴブリンとは馬鹿だが、間抜けではない。ゴブリンスレイヤーは繰り返す。

　つまるところ間抜けではないが、愚かであるということだ。

　そして愚か者が武器を振り回して暴あばれてくれるなら、これを利用しない手はない。

　なんだってそこにある最大火力を活用しないんだ？

　かくてゴブリンスレイヤーは真まっ直すぐに戦場を駆け抜け、小鬼英雄がその後を追い続け……。

「オルクボルグがひきつけて、るなら……！」

　それを黙って見ている妖精弓手ではない。

　長く美しい足で迫り来る小鬼を蹴り飛ばしながら祭壇へ登った彼女は、舌打ちをひとつ。

　まったく、忌々いまいましいことに小鬼の矢を使わねばならないとは！

「ほんともう、信じらんないわね！」

　半ば八つ当たりめいて、長耳を揺らして風を読んだ彼女の矢が奔る。

　無論、狙いはゴブリンチャンピオンではなく、有象無象の取り巻きどもだ。

「ＧＲＯＢ!?　ＧＯＯＲＢ!?」

　粗雑な矢といえど突き刺されば命を奪う。

　バタバタとゴブリンは薙なぎ倒されるように斃れるが、いかんせん数が多い。

　自慢の白髭も返り血で汚しながら、鉱人道士がまた一匹の小鬼、その頭蓋を打ち砕いた。

「おう、耳長の！　もそっと多く撃てんのか！」

「うっさい！　ならもっと良い矢をよこしなさい！」

「石でも投げりゃあ良かろうが！」

「嫌よ！」

　喧々けんけん囂々ごうごう。いつものやり取りは、あるいは意図的なものか。

　軽口さえも叩けなくなれば、それこそ本当の終わりだ。冒険者とはそういうものだ。

　例えば顔を真まっ赤かにして錫杖を握り手に力をこめている、女神官がそうだった。


「ん、んんぅ……ッ！」



　ぷるぷると細腕を震わせて唇を嚙み締め、体重をかけて鏡と格闘し続ける彼女。

　遥かに華奢でひ弱な只人の娘がこうなのだ。

　勇猛ゆうもう果敢かかん、一世いっせい之雄のゆうたらんとす蜥蜴人が余力を残すことなどありえない。

「どぉれ、もう、ひと踏ん張り……ッ!!」

　恐るべき竜たる父祖の加護を宿した蜥蜴僧侶は、その身に滾る血を存分に燃やした。

　剝きだした牙の隙間から気を吐き、爪と尾に至るまで、彼の肉体が力そのものになった時、


「イイィイィィッアァアアァアァァァッ!!」



　ついにめきりと音を立て、神秘の鏡は筋力の前に屈服した。

　石壁の破片を貼はり付けながらも、大鏡は今や蜥蜴僧侶の手にある。

「ゴブリン…ッ！　スレイヤー、さんっ!!」

　息も絶え絶え。喘あえぎ喘ぎ、掠かすれた声で、へたばりながらも女神官が彼を呼ばわる。

　ぱっと振り返ったゴブリンスレイヤーは、迫り来る小鬼英雄を蹴りつけ、走りだした。

「鏡面を上に掲げろ！　──下に入れ！」

「承知！」

　むん、と蜥蜴僧侶は気合を発し、その大鏡を屋根の如く支え、祭壇の上に踏ん張った。

　全てはここに懸かっていると、蜥蜴僧侶は理解しているのだろう。

　彼は片膝を突いて支点を増やし、肩に鏡をのせ、こゆるぎもしない姿勢を作り出す。

「きませい！」

　反対側を支えるのは、忠僕たる竜牙兵。

「ＯＲＡＲＡＲＡＧ!!」

　小鬼英雄、渾身の一撃。

　事態なぞ小鬼どもにわかるわけもない。だが、何かが起きているのは明白だ。

　一刻の猶予もないと叩きこまれた棍棒が、また数匹の小鬼、その脳漿のうしょうをぶちまける。

　ゴブリンスレイヤーは、飛び退きざま、小鬼から奪った手槍を叩きつけた。

　穂先が小鬼英雄の指の幾本かを落として宙へ跳ばし、悲鳴が轟く。

「ＧＡＲＡＯＲ!?」

「《石弾ストーンブラスト》！　大玉、上だ！」

「上!?　──ほいよ！」

　一瞬驚きはあったものの、鉱人道士はそれ以上躊躇う愚を犯さない。

　鞄かばんから取り出した粘土を一摑み。転がり回して息吹をかけて、えいやと念をこめる。

「《仕事だ仕事だ、土精ノームども。砂粒一粒、転がり廻せば石となる》！」

　そして渾身の力でもって投じられた粘土玉は、宙空で、見る間に巨大な岩へと転じ……、

「光！」

「はいっ！」

　その一切いっさいに囚われることなく、女神官は躊躇なく応えた。彼の指示に。信頼に。

　己がここにいる意味はこれなのだと、小さな胸を張れるほどの自負と想おもい。

　その全てを一心にまとめ上げ、天上に座す神々と魂を繫つなぎ、結ぶ。

「《いと慈悲深き地母神ちぼしんよ、闇に迷える私どもに、聖なる光をお恵みください》……！」

　か弱き乙女おとめが魂削りながら捧げる清らかなる祈り。

　慈悲深き地母神が、どうして《聖光ホーリーライト》を賜たまわらぬことがあろう。

「ＧＯＲＯＲＢ!?」

　太陽の爆発！

　女神官の（てこ代わりに使われた）錫杖より、眩まばゆいばかりの白光が空間を焼いた。

　はるか神代の頃ころよりあるだろう遺跡とて、かくも光が灯ともったことはあるまい。

　小鬼どもは炎に晒さらされたかのごとく悲鳴をあげ、仰のけ反ぞりながら顔を覆った。

　網膜を焼かれたのだ。

　そしてそれは、咄嗟に顔を伏せたとて、ゴブリンスレイヤーも例外ではない。

「……ッ」

「オルクボルグ、こっち！」

　だがしかし、真白い闇の中、凛と涼やかな声が響く。

　妖精弓手──野伏レンジャーとして卓越した技量を持つ彼女の手が、ゴブリンスレイヤーの手を取る。

「すまん」

「良いから！　何するつもりなのか知らないけど！」

　それを頼りに最後の一歩、二歩、三歩。

　妖精弓手は優雅に跳んで、ゴブリンスレイヤーは祭壇へとよじ登った。

　蜥蜴僧侶の尾が伸びて、ぐいと彼の肉体を鏡の下へ引きずり込む。

　ゴブリンスレイヤーは、叫んだ。

「《降下》フォーリング・コントロール──落とせ！」

「だあ、もう！　《土精ノームや土精ノーム、バケツを回せ、ぐんぐん回せ、回して離せ》！」

「……これで」

　振り返ろうとしてよろめいたゴブリンスレイヤーの身体を、蜥蜴僧侶の尾が支えた。

　彼の右手を、女神官がしっかと摑む。彼女の手は、僅かに震えていた。

　左手は、妖精弓手に握られたまま。革の籠手こて越しにもわかるほど、痛く、強く。

　ばしりと鉱人道士が彼の背を叩く。精神力が尽きて尚なお、いつもと変わらぬ様子で。

　ゴブリンスレイヤーは未いまだ光の痕あとが焼き付いたままの視界に、ゴブリンの姿を捉えた。

　混乱し、怯え、竦み、嫉妬しっとと憎悪の声をあげ、じたばたともがく、小鬼どもの姿を。

「ＧＯ!?　ＧＲＯＢ!?」

「ＧＲＡＲＯＯＲＯＲＯＲＯＲＢ!?」

　巨石が天井にぶち当たって砕けたのは、鉱人道士が複雑な呪印を次々と結んだ直後だった。

　爆発に晒され、目玉の怪物が叩きつけられ、小鬼英雄の膂力でもって揺さぶられた天井。

　木の根によって支えられ続けた、遥か古代より在り続ける石造りの天井。

　しかして、歳月に勝てるものは存在しない。

　そして歳月とはこの場合、質量重量に加え精霊の力を伴っているものだ。

　地を司つかさどる土精ノームらは、思い切りその力を振り回した挙句、下方へ向けて手放した。

　まず、びしりとひび割れ、砕け、耐えかねた木の根の一部が折れて落ちた。


　そして──……。



「ざっと……五十と、三か」

　吠え猛る小鬼英雄の顔が次の瞬間、怒涛の如く降り注そそぐ土砂に塗り潰され、埋もれて消えた。

　それが、最期さいごだった。
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　全てが終わって何もかもが死んだようになるまで、ほんの僅か。

　もうもうと茶色い煙が立ち込める空洞は──かつて、礼拝堂であったのだろうか。

　今となっては土砂、瓦礫、岩、破片に埋もれ、その面影は完全に喪うしなわれていた。

　天井があったはずの箇所には、今や縦横無尽に張り巡らされた木の根が茂るばかり。

　差し込む僅かな光は木漏れ日──いや、あれは月と星の灯ひだ。

　初夏の夜。煌々きらきらと輝く星々の明るさは、天高くに座す神々の瞳だというけれど。

　彼らが見守るこの場に、かつての住人たちの名残と呼べるものは……ない。

　しいて言えば、瓦礫の隙間からちらほらと垣間見える、無惨な小鬼の軀だけだろう。

　……いや。

　鏡が、あった。

　伽藍がらんと化した廃墟の中央、かつて祭壇があったと思わしき瓦礫の山。

　山の頂きに星明かりを照らし返して輝く、一つの巨大な鏡が鎮座していた。

　そして、がたり、と。

「ぷ、ぁ」

　可愛らしい声と共に、瓦礫の山が僅かに崩れた。

　わずかな隙間から岩を押しのけ土を払い、這い出てきたのは……森人の娘。

　顔を粉塵ふんじんで汚した、妖精弓手であった。

「……ま、まったく、まったくもう！　な、なに考えてるのよ、オルクボルグ！」

　ぶるぶると水に落ちた猫のごとく身を震わせ、ぴんと長耳を逆立てる。

　どうやら汚れ以外はいささかの痛痒ダメージもないようで、続いて出てきた女神官も、ほっと一息。

　けふ、けふと短く何度か咳せき込んで、口の中に入った土を吐き出した。

「び、びっくりしました……」

「びっくりで済むの!?」

「なんか、ちょっと、もう、慣れてきちゃいました」


「ああ、もう……っ！」



　彼女に手を差し伸べて引き起こしてやりながら、妖精弓手の怒りは収まらない。

　その様子に目を回しながら、蜥蜴僧侶が這い出て、どっかとその場に座り込む。

「やれやれ……。《転移ゲート》の鏡があってよう御座いましたなぁ」

　大義そうに息吐く彼の横では、芸の細かいことに、竜牙兵までもがやれやれと首を振る。

　祭壇は未だ健在。だからこそ彼らは生きていられたのだが……奇妙なことが、あった。

　周囲をぐるりと囲むように土砂が積もっているにもかかわらず、中心たる祭壇は空白なのだ。

　理由はといえば、今は竜牙兵が一人で抱えている鏡。

　蜥蜴僧侶と竜牙兵の支えた鏡が、降り注ぐ土砂の尽ことごとくを《転移》させたからだ。

　さもなくば今頃は、死屍しし累々るいるいを晒すゴブリンたち同様、潰れて死んでいたに違いあるまい。

「瓦礫が吸い込まれてゆく。とはいえ、如何いかんせん、重いのが堪こたえた」

「ま、鱗のが一番働いたかんの」

　続けて這い出た鉱人道士が、呵々かかと笑って、蜥蜴僧侶の傍らにどっかと腰を下ろす。

「盾に使うにゃ、ちぃとデカすぎるけんどもな」

　やっと気兼ねなく飲める。躊躇なく鉱人道士は酒瓶さかびんを取り出し、ぐびりと呷あおった。

　精神力を消耗した顔は青白いけれど、酒精に当てられれば、すぐに赤みが戻るだろう。

「しっかし、向こうの奴らが可哀想かわいそうだの」

　古代の遺物、その操作方法を完全に熟知しているのは、それこそ古代の人々だけだ。

　誰が持ち込んだものかは定かでないにしても、《転移ゲート》の誤作動があったのだろう。

　小鬼どもの巣窟からこの街の地下へ繫げるはずが、どうしてかあちらの古代都市へ。

「もしかすっと、こら、大昔の旅行装置かなんかだったんかもな。え、かみきり丸」

「興味がない」

　そして、ゴブリンスレイヤー。

　最後に瓦礫の山から姿を現した彼は、疲れた様子も見せず、平然淡々とそんな事を言う。

　埃まみれ、返り血まみれ。安っぽい鉄兜てつかぶとに薄汚れた革鎧かわよろい。いつもと同じといえば同じ。

　彼の様子に、錫杖に縋すがってようやく立ち上がった女神官が、唇を尖とがらせた。

「……街の下じゃなくて、良かったですよ、本当」

「街の下なら下で、また別の手を考えた」

　もう、と頰ほおを膨らませたところで、この男が頓着とんちゃくするわけもない。

　ゴブリンスレイヤーの鉄兜が、ぐるりとその場で周囲を巡る。

　女神官の呆あきれ顔から、愉快そうな蜥蜴僧侶、酒を呷る鉱人道士の赤ら顔。

　そして最後に半眼となって射抜くように彼を睨む、妖精弓手の方を向いた。

「おい」

「……なによ」

「火も、水も、毒も、爆発もなしだぞ」

　どうだ、と。心なしか得意げな、その声。

　月下、妖精弓手の顔に笑みが浮かんだ。透き通った、硝子ガラス細工ざいくのように美しい笑み。

「オルクボルグ？」

「なんだ」

　こんにゃろと妖精弓手に蹴っ飛ばされて、ゴブリンスレイヤーは瓦礫の中に転げ落ちた。
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　彼女にとって、その世界は純白であった。

　光に満ち溢あふれた白一色の空間。

　暖かな空気も、爽さわやかな風も、木々の葉擦はずれも、裸足はだしに感じる草の感触まで。

　遍あまねく全すべてが清涼で、光に満ちて、混沌の入り込む余地はない。

　穏やかな心地良さの中を、彼女はしゃならしゃならと歩いて行く。

　そう、心地が良いのだ。これは驚くべきことだった。

　ここ数日の間、彼女は奇妙な暖かさを胸に覚えていた。

　その正体に見当もつかないが、きっかけは、想像がつく。

　傷つき倒れた彼を抱いてから──だろうと、彼女は思う。

　才能がない凡庸ぼんような戦士の、ただただ鍛きたえただけというような身体。

　だからこそ、それは如何いかな英雄のそれよりも彼女には尊く思えた。

　重ねた肌に感じる傷跡のひとつひとつにさえ価値がある、と。

　──と、その足が不意に止まった。

　神殿庭園の芝生を踏みしめる微かすかな足音。

　白の中に、滲にじむ黒。朧おぼろな──黒い影。

　彼女の口元が綻ほころび、唇には薄く笑みが浮かぶ。

　その姿、忘れられようはずがない。

「ご無事で、何よりですわ」

　黒色──彼が、微かに頷うなずいたように見えた。

　彼は革鎧かわよろいと鉄兜てつかぶとを身につけ、中途ちゅうと半端はんぱな長剣を帯びているという事だけれど。

　幾度となく思い描いた武者姿に朧な影を重ねて、彼女は彼を夢想する。

「確認にきた」

　彼はそう言って、ずかずかと彼女の傍そばまで歩み寄る。

　彼女はどんな表情をするべきか、少しだけ悩んだ。

　毅然きぜんとした態度を取るか、それとも素直に微笑ほほえんだ方が良いのか。

　あまり喜んでいるように見えては、子供のようで恥ずかしい。

「はい、なんでしょう？　わたくしに答えられる事でしたら、何なりと……」

　結局、彼女はいつも通りの、穏やかな微笑を選択した。

　それが一番自分らしいと思えたのだ。彼にもそう思ってもらいたかった。

　彼はどんな顔をしているのだろうか。影姿では、わからない。

　鉄兜を被かぶっているのだからいずれにしても見えないだろうけれど。

　それが少しばかり、残念だった。

　静かな声で、彼は言う。

「全部、知っていたのだろう」

　微かに心臓が跳ねた。

　頰ほおが熱を帯びる。

　手にしていた剣秤の杖つえを手繰たぐり寄せ、凛と背筋を伸ばす。

　ああ、声が震えなければ良いのだが。

「──はい、その通りですわ」

　そうか、と。彼が微かに呟くのが聞こえた。

　淡々とした、初めて会った時、褥しとねで話した時と変わらぬ声だ。

　それが何故なぜだか不思議と、悔しくてならない。

　何か変化がある事を期待していたのだと、彼女は今更ながらに気がつく。

　こんな不可思議な気持ちは、初めてだった。

「でも、どうしてお気づきになられたのですか？」

「気づいたわけではない」

　小首を傾かしげて問うた彼女に、彼は応じる。

「知りうる立場にある者には、全員聞くつもりでいた」

「全員……」剣の乙女おとめはぽつりと呟く。「……なんだ、そうだったのですか」

　いささかの落胆を覚えた彼女は、思わず頰をふくらませてしまう。

　ああ、はしたない。子供じみた事はしたくないと、考えたばかりだったのに。

「そんな事なら、もう少しはぐらかせば良かったかしら……」

　そっと溜息ためいきを吐ついて、彼女は彼の──その黒い姿を見やる。

「でも最初に問われる、というのは……嫌な気がしませんね」

　唇がわずかに緩み、弧を描いて釣り上がった。

　意識してなのか、自然になのか、自分でもわからない。

「疑われた理由を、聞いても？」

「幾つか、ある」

　彼女の視界の中、黒い影が緩やかに動いた。

　ずかずかと無造作な、乱雑な歩き方。けれど音は立たない。

　彼の歩き方が、彼女は好きだった。

「あの白い……なんといったか」

「沼竜アリゲイタ？」

　ああ、と。彼は呟いた。確かそんな名前だったはずだ、と。

「あれが偶発的遭遇ランダムエンカウントとは思えん」

「では、計画的遭遇シンボルエンカウントだと？」

「少なくとも我々を追い返そうとし、一方で小鬼どもを襲う程度には」

「いささか、強迫観念パラノイアめいていませんか？」

「これほどの遺跡なのに地図はなく、ネズミ退治の依頼もなく、冒険者に放置されている」

　彼女の問いへ答えるかわりに、彼はゆるく首を横に振った。

「見張りでもいなければ、ありえん事だ」

「お詳しいのね」

「……ああ」

　ゴブリンスレイヤーは言った。

「冒険者については、詳しい」

　くつり。彼のぶっきらぼうな返事に、彼女の喉のどの奥で笑いが転がる。

「つまり、地下を見張る某なにがしかがいたという事だろう。……あれは使徒ファミリアだ」

「……」

　彼女は何も言わず、ただただ顔に笑みを貼はり付けたまま、じっと彼の方を見つめた。

　肯定するのは悔しく──けれど、否定するのは恥ずかしい。

　その通り、あの沼竜は至高しこう神しんに仕つかえる秩序の守人、都市地下の守護獣だ。

　雨に打たれた冷たさ、戦いの火照ほてり、小鬼の臭におい、鱗と肌に突き立てられる錆さびた刃。

　沼竜から共有される感覚を誤魔化ごまかすための入浴。

　そこであの女神官に晒さらした醜態を思うと、頰に熱が上るのが、自分でもわかるほど。

「皮肉ですわね」と、彼女は喉を震わせた。

「至高神の御使いが守ってくださるのは街だけ、なんて」

「お前なら気づいたはずだ」

　──女を殺すのも、その場で腹わたを引きずりだすのも、死体をそのままにするのも。

「ゴブリンの手口ではない」

　その通りだった。

　ゴブリンは臆病で、醜悪で、どうしようもなく小賢しく、そして残虐な者どもだ。

　人の領域で悠長に獲物を解体して喰くらうなど、小鬼にとって思いもよらぬ事だろう。

　囚われた哀れな娘は、いつだって巣穴に運ばれ、そこで尊厳と貞操ていそうを蹂躙じゅうりんされる。

　あるいは既に十分な虜囚りょしゅうがいれば、死ぬまで玩具として弄もてあそばれてしまう。

　そう、簡単には殺してもらえない。

　その全てを、彼女は知っていた。

「……ええ」

　今でも思い出す、文字通り目に焼き付けられた光景。

　薄暗い岩屋に閉じ込められ、連中と自分の排泄物で薄汚れ、惨めな思いで泣きながら……。

　彼女の両瞳りょうどうは、松明たいまつによって焼き潰つぶされた。もう、十年以上も前の事だった。

「あの鏡を使って何か企たくらんでいた……例の魔神とやらの、残党です。黒幕は」

　もう、この世にはいない。

　自分たちとはまったく無縁のところで、あっさりと全てに蹴けりはついた。

　彼女は柱にもたれるようにして、見えもしないのに外の景色へと目を向ける。

「だって」

　滲んでぼやけ、白んだ世界。どこまでも続くそれを眺め、息を吐く。

　退屈な話題を振られた、年頃としごろの村娘のような仕草だった。

「だって、ゴブリンに襲われれば、きっと、わたくし、泣いてしまいますもの……」

　かつて剣の乙女自身も対峙たいじしたことのある邪教の動きは、耳に入っていた。

　凄惨せいさんな生いけ贄にえの儀式。その痕跡こんせきを知れば、彼らが何を企んでいるかも察しがつく。

　自分への復讐。それだけならば、ただ、どうとでもできたろう。けれど、

　──ゴブリン。

　足が震えた。天秤剣を握って、やっと立っていられた。眼帯で表情を隠せていて良かった。

　誰だれに言える？

　剣の乙女と呼ばれた英雄が。

　どうか、ゴブリンから私を助けてください、などと。

「誰も、思いもよらないのでしょうね」

　言いながら、彼女はしどけなく薄布を崩し、そっと自らの肩を撫でる。

　口元を悪戯いたずらっぽく釣り上げ、からかうような口調で彼に問うた。

「わたくしを、どうするおつもり？」

「どうもしない」

　しかし彼の口調は、やはり変わらない。義務的で、平坦で、無機質で、冷たい。

「ゴブリンではないからな」

　彼女は唇を尖とがらせた。拗すねたように──いや、拗ねているのだ、と思う。

「だから理由を、お聞きにならないのですね」

「話すなら、聞こう」

　ほぅ、と。気怠けだるげな吐息が彼女の口から漏もれる。

「わかってもらいたかった」

　風が枝葉を、草木を揺らしながら、ざぁっと吹き抜けた。

　怖くて、辛つらくて、痛くて、恐ろしくて、どうしようもなくて。

　そんな事が世の中にあって、そういう事をする者がこの世界にはいる。

「……わかってもらいたかった、だけです」

　──街の地下に、蔓延はびこる小鬼。

　夜毎よごと、水路から這い出ては道行く人に襲いかかる。

　冒険者を送り込めば帰って来ず、いつ誰が犠牲になるかもわからない。

　ベッドの下に、扉の影に、ゴブリンが潜ひそんでいる。寝ようとすれば、襲ってくる。

　きっと、みんな怯おびえてくれるはずだと思ったのだ。

　自分と、同じように。

「結局、誰もわかっては、くださいませんでしたが……」

　そう、しょせんは『それだけ』の事だった。

　小鬼に殺されるかもしれないと、怯えながら生きていく者はいなかった。

　死ぬのは『誰か』であって、自分ではないのだから。

「……あの《転移ゲート》の鏡をさし上げても、良いのです」

　彼女は、精一杯に媚こびるような微笑を浮かべた。

　自分でもわかってしまうほど、今にも消えてしまいそうに頼りないものだった。

「あなたになら。あなたなら、きっとわかってくださる、と……」

　彼は、その言葉を途中で切り捨てるように言った。

「あれは、捨てた」

「え……？」

　彼女の顔に、初めて笑み以外の表情が浮かぶ。驚きと、微かな困惑。

「……古代の遺物。値千金の、財宝ですのよ？」

「他ほかのゴブリンが使い方を学習せんとも限らん」

　だが、彼は言う。興味がないと言うように、冷たく、あっさりと。

「鏡面を混凝土コンクリートで固め、沈めた。あの、なんだ。白いのには、良い寝床だろう」

　彼の──影は、些いささかも揺れない。当たり前のような口ぶりだ。

「……ふふっ。本当に……本当に、面白おもしろい御方」

　彼があまりにもいつも通りなので、彼女はかえっておかしくなってしまった。

　ふわふわと浮いているような、何とも奇妙な心地の良さだった。

「タガが外れているのね、きっと」

「かもしれん」

「ね。わたくしからも、聞いて宜しい？」

　答えられるとは限らんと、彼は呟く。

「小鬼を退治して、なにか……変わりました？」

　両手を広げて、彼女はそう問うた。あどけない少女が、細やかな秘密を打ち明けるように。

　勇者──勇者は違う。

　勇者が邪教団を滅ぼしたことで、正義とか、世界とか、平和とかは救われたのだ。

　決して、小鬼に怯える哀れな娘を助けても、そうはなるまい。

　人々は平然と暮らし、川は流れていく。何も変わらない。何も。

　だから誰も、自分を助けてはくれないのだ。

　たかだか名もなき神官が、迂闊うかつにも小鬼に襲われ陵辱りょうじょくされたとしても。

　洞窟の中でいくら泣き叫んでも、何をされても。

　剣の乙女と讃たたえられる女の中で、十五歳の少女が救いを求めていたとしても。

　そんなことを、気にかけてくれる人は、誰もいない。

　でなくば、どうして『ゴブリン退治』の依頼を出せようか。

「なにも……なんにも、変わらないじゃ、ありませんか」

「それで良いと、俺おれは思っている」

　一瞬の躊躇さえなく、彼は答える。

「お前は、ひどい目にあったと言ったな」

　はい、と。彼女は頷いた。

「俺は、それを見ていた。最初から、最後まで」

　だから、と。彼は繫つなげる。

「お前の、気持ちは、わからない」

　彼は──ゴブリンスレイヤーは、はっきりと断言した。


「────────」



　彼女──剣の乙女は、ぼんやりと立たち尽つくす。

　白い世界の中に浮かぶ、朧げな影へ。縋すがるように、そっと手を伸ばす。

「……わたくしを、助けてはくださらないのですか？」

「ああ」

　彼は、その手を取ることはなく。言い捨てて、素気なく彼女へ背を向けた。

　奈落の底に突き飛ばされたように彼女は頭こうべを垂れ、力なく笑った。

　諦あきらめにも似た想おもいが渦うずを巻く。もう、そんなのにも慣れてしまった。

　──いつもの事だ。

　かつて乙女の魂は、完膚かんぷなきまでに打ち砕かれた。

　彼女の眼には今なお、最後に見せつけられたおぞましい光景が焼き付いている。

　夜が来れば、それはまざまざと彼女へと突きつけられ、彼女を責め苛さいなむ。

　群がる小鬼によって、汚され、犯され、奪われ、蹂躙され続ける。

　誰一人として、そこから彼女を救い出してくれる者はいない。


　だから、それはきっと、いつまでも終わらない──……。



　誰も、助けては、くれないのだ。

　いつも。

　いつでも。

「だが」

　ぽつり、と。響いたその言葉に、はっと彼女は顔を上げた。

「ゴブリンが出たなら、俺を呼べ」

　黒い影は、彼の背中は、もう随分と遠い。

　だがその淡々とした無機質な声は、はっきりと聞こえた。

「ゴブリンは、俺が殺してやる」

「あ……」

　彼女は、その場へ崩れ落ちるようにして跪ひざまずいた。

　その美しい顔が、くしゃくしゃになる。

　押さえた口元から嗚咽おえつが漏れ、はらはらと目尻めじりから零こぼれる涙を堪こらえる事ができない。

　夢を見た時以外に泣いたのは、はたしていつ以来だろう。

「夢……夢の、中…でも？」

「ああ」

「来て、くれる、のですか……？」

「ああ」

　なぜ。そう問うた声は、震えて言葉にもならず喉から転げ落ちてしまったけれど。

　彼は、はっきりと答えてくれた。

「俺は、ゴブリンスレイヤーだからな」

　小鬼を殺す者ゴブリンスレイヤー。

　ゴブリンスレイヤー、そう呼ばれる黒い影が歩いて行く。去って行く。

　小鬼を滅ぼす為に。

「ぁ……」

　剣の乙女は、思わず自身の豊かな胸を搔かき抱だいた。

　決して清らかとはいえまい。

　だが、こんな日が来るとは思えなかった。

　再び、こんな想いを抱くことができるとは思わなかった。

　もはや永久に得ることはあるまいと思っていたそれを、彼女は確かに手にしていた。

　何のことはない。

　壊れた娘が壊れた男と、話し合っただけだ。きっとそれだけの事だ。

　だが、彼女は今、自分の胸に灯ともった暖かさの正体を知った。

　それはくすぶり続けていた熾火おきびが、不意に赤々と燃え上がったようだった。

　例えて言うのならば、それは誰かと共にあたる暖炉の炎だ。

　何もかもを委ゆだねて、何の心配もせず、ただ心安らかに眠る。
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　不安も、恐怖も、そこにはない。

　暗闇くらやみに震えながら泣き喚わめくことも、悪夢に叫びながら飛び起きることも、ない。

　どれほど焦こがれていただろう。心安らかに眠ることのできる夜を。

　どれほど想っていただろう。闇に怯えることのない夜を。

「わ、わた、わたくし、は……！」

　しゃくりあげ、泣きじゃくりながら、彼女は声をあげた。

　見えざる瞳より後から後から溢れる涙を、手で必死に拭う。

　胸を引き裂くような切ない喜びと共に、彼女は自らの想いを叫んだ。

「あなたを、お慕い申し上げております……！」

　その言葉が届いたかどうかは──神のみぞ知る、だ。





§






　雨上がりの、遠く雲が渦巻く空の下。

　広野を真まっ直すぐに通る街道を、がたごとと馬車が行く。

　中央から辺境へ。東から西へ。

　商いへ行く者。家族に会いに行く者。あるいはその逆の者。

　開拓へ赴く者。都落ちしてきたと思わしきみすぼらしい者。

　乗り合いの馬車らしく、乗客の表情は悲喜ひき交々こもごもだ。

　そうした人々の中に、五人の冒険者たちの姿もあった。

　車座になって座る彼らは、思い思いの姿勢で寛くつろいでいる。

　その様子から「ああ、一仕事終えたのだな」と気づく者はいたろう。

　しかし彼らが何の冒険をしてきたのか、そこまでの考えに至る者はいない。

　当事者以外にとっては、さして関係のないことだ。

　竜退治などはおとぎ話の中でのことで、竜に襲われる事を考えたりはしない。

　冒険者の務めというのは、得てしてそういうものなのだ。


「んん……！　あー、楽しかったなぁ……！」



　荷箱に背中を預けていた妖精弓手エルフが、強張った肩を解ほぐすように伸びをする。

　長耳が機嫌よくピンと立ち、表情も柔らかい。

　胡座あぐらをかいて膝ひざに頰杖を突いた鉱人道士ドワーフが、呆あきれたように言った。

「小鬼に組み伏されてピーピー泣いとった癖くせに、よぉ言うわい」

「あら、勝って生き延びたんだから良いじゃない」

　それに報酬も貰もらえたのだし、と彼女は革袋を掌の上で弄ぶ。

　袋の重みは、中にぎっしり詰まった金貨のそれだ。

　とはいえ、彼女にとって別に報酬は問題ではない。付けたりだ。

「ま、あの《転移ゲート》の鏡はちと惜しい気もしましたがな」

　応じるのは、尻尾しっぽでとぐろを巻いた蜥蜴僧侶リザードマンだ。

　彼は舌先で鼻を舐なめるようにしながら、何やら帳面を捲めくっている。

　あの《転移ゲート》の鏡を塗り固めて沈める前に、出来る限り特徴を記録していたのだ。

「価値ある資料、異端を滅ぼし功徳くどくも積めた。拙僧としても十二分、問題なしですな」

「ま、わしはこの金で旨いもんでも食えりゃ文句はないがの」

「鉱人ドワーフは食い意地ばっかりよね」

「そりゃあ、鉱人ってのはそういうもんだからの」

　妖精弓手と鉱人道士、二人の賑やかな、いつものやりとり。

　離れたところにぺたんと座った女神官は、それを楽しげに聞いていた。

　──終わった、と思って良いのだろう。おそらくは。

　誰が《転移ゲート》を用いて小鬼禍ゴブリンハザードを招いたのか、という懸念はあったが……。

　それはもはや、彼女たちの冒険とは何ら関係を持たない、別の物語だろう。


「…………」



　ちらり、と。彼女は目線を横に向ける。

　荷台の柵さくと幌ほろに寄りかかるようにして座り込んだ、彼がそこにいた。

　剣を抱え込んで、鉄兜を被った頭を俯うつむかせて。

　馬車が水の街から出立して早々に、彼は眠ってしまったのだ。

「……仕方ないですね」

　くすりと笑った女神官は、鞄かばんから薄手の毛布を取り出した。

　彼も、休む時くらい鎧も兜も外せばよいだろうに。

　そっと肩から毛布をかけてやり、彼女は彼の横にそっと座り直す。

　組んだ両手を膝の上にのせて、背筋を伸ばし、錫杖しゃくじょうを横に立てかけて。

　そう、彼はゴブリンスレイヤーだ。そうであるなら、仕方のない事だ。

　小鬼と相対している以上、気を抜ける時などありはしない。

　だから、女神官も彼へ何かを問おうとは思わなかった。

　剣の乙女への報告から戻った彼は、「終わった」とだけ彼女に伝えたのだ。

　なら、それで良いのだろうと思う。

　終わった以上、彼を休ませてあげなくてはいけない。

「あら？」

　と、女神官は、彼が剣以外に何かもう一つ抱え込んでいる事に気づいた。

　小さな鳥籠とりかご──金糸雀カナリアだ。

　籠の中で止まり木に乗って目を閉じ、主人と同じように眠っている。

　彼はきちんと餌を与えて、金糸雀の面倒を見ていたようだ。

　妙に律儀りちぎなところが、彼らしかった。

「名前とか、考えてるんでしょうか？」

　彼のことだ。世話をしている癖に、きっと考えていないに違いない。

　辺境の街に戻って彼が起きたら、ちゃんと確認しておかないと。

『金糸雀で良いだろう』などと言われたらあんまりだ。

「ふふっ」

　女神官は彼も、金糸雀も起こさぬよう気をつけながら、そっと手を伸ばす。

　細い指先でつまみ上げたのは、金糸雀から抜け落ちた羽根の一本だ。

　籠の隙間すきまからゆっくり抜き取って、幌の隙間から差す光にかざす。

　薄い若草色が、きらきらと煌きらめいて見えた。

　女神官は、それをそうっと、彼の兜の隙間に挿さし入れる。

　若草色の羽は薄汚れた鉄兜には不釣り合いだったが、彼女は気にしなかった。

　彼は、多少なりと見栄えを良くしたって許される只人ヒュームなのだから。

「お疲れ様でした、ゴブリンスレイヤーさん」

「帰ったら」

　不意にぼそり、と。鉄兜の奥から声があった。

　女神官は目をぱちくりと瞬かせ、「もう」と僅わずかに唇を尖らせる。

「起きてたなら、起きてるって言ってくださいよ」

「今、起きたところだ」

　のそりと身を起こした彼の声は、常よりも少し緩い。

　寝てたというのは本当だなと思いながらも、女神官は文句をつけた。

「鉄兜を被っているから、わからないんです」

「そうか」

　ゴブリンスレイヤーは雑囊ざつのうから水袋を引っ張りだし、一口、二口と中身を飲んだ。

　無論、兜を被ったまま面頰めんぼおの隙間から器用に飲むのだから、聞く耳はないらしい。

　──それとも、脱いでって言わないと伝わらないんでしょうか。

　んん、と唇に人差し指をあてがい考えこむ女神官へ一瞥いちべつをくれ、彼は言った。

「帰ったら」と先と同じことを繰り返した。「試してみたいことがある」

「試してみたいこと、ですか？」

「氷菓子だ」

「あ……」と、思い至って頰を緩めた女神官の横、真っ先に反応したのが、蜥蜴僧侶である。

「氷菓子とな！　拙僧もご相伴しょうばんに与あずかってよろしいですかな？」

「喰いたいなら、構わん」ゴブリンスレイヤーは少し考えて付け加える。「牛乳を使う」

「おお！　甘露かんろよ！」

　のたくった尻尾が感極まって馬車の床を叩たたき、御者がすわ何事かと幌の中を覗のぞき込む。

「す、すみません、何でもありません。ごめんなさい」

　大慌てで女神官が頭を下げると、静かにしてくださいねと言って御者は前を向き直す。

　ほっと薄い胸を撫で下ろして一息。馬車から降りろと言われなくて良かった。

　そんな彼女をさらりと無視して、鉱人道士がにっかり笑って太鼓腹を叩く。

「おう、かみきり丸！　飯ンことで鉱人を頼らんでどうする！」

「そうなのか」

「そうともよ！」

　ゴブリンスレイヤーは、少し宙空に兜を向けて唸うなると、こっくりと頷いた。

「なら、頼む」

　どう作るのだと鉱人道士に聞かれれば、彼はこうすると手でろくろを描いて説明をする。

　それに蜥蜴僧侶が爪先つめさきを立てて案を出し、ならばとゴブリンスレイヤーが組み込んでいく。

　ゴブリンスレイヤーは口数が少なく、決して打ち解けやすいわけではないけれど……。

「まったく、もう」

　今この場の中心にいるのは、間違いなく、彼で。

　それを思うだけで、女神官の小さな胸に、ぽかぽかと暖かいものが広がっていく。

　言葉ほどには締まらぬ顔で、彼女は「よしっ」と決意をこめて挙手をする。

「ゴブリンスレイヤーさん、わたしももらって良いですよね？」

「構わん」

　構わん、ですって。くすくすと声を殺して笑った女神官は、ちらりと妖精弓手を見た。

　彼の対面に座り込んでそっぽを向いたまま、ひくり、ひくりと耳だけを揺らす彼女。

　それに気づいたというわけでもないだろうけれど、ゴブリンスレイヤーは淡々と言った。

「お前はどうする」

「……」妖精弓手はぴくりと耳を震わせた。「もらう、けど」

「そうか」とゴブリンスレイヤーは呟き、「失敗しても、蹴るな」と鋭く言った。

「む……」

　──根に持っている？

　いや、違うだろう。妖精弓手は小さく鼻を鳴らした。

　彼は、まあ、うん、癇癪かんしゃくを起こした森人エルフに蹴っ飛ばされても、根に持たないタイプだ。

　もちろんふつうは怒るだろうという事は置いておくとして。

　ややあって、妖精弓手はふぅっと息を吐いた。ひょいと身を乗り出して、彼へ向き直る。

「はいはい、わかったわよ。蹴らない。蹴らないからちょうだい。それで良い？」

「ああ」

　鉄兜が、こっくりと縦に振られる。

　その兜に、若草色の羽が挿してあると、彼はいつ気づくのだろう？

　馬車の中でか、街についてからか、それとも脱ぐまで気付かないのか。

　気づいた時はどんな風にする？　怒るか、笑うか、気にしないのか。

　それを思うと楽しみで、妖精弓手は知らず、猫のように目を細めていた。

「ゴブリン退治っていうのがちょっと減点だけどね」

　長耳をひくひく上下に揺らしながら、彼女はくるりと指先で宙に円を描く。

　地下の遺跡に潜もぐって、探索して、罠わなにかかって、それを切り抜けて。

　未知の怪物と戦って、それを倒して、貴重な古代遺産を発見して。

　みんなを乗せて、がたがたと馬車が走る。

　中央から辺境へ。東から西へ。

　冒険を終えて、家に帰るために。

「……まあ、悪くはなかった、かな」

　素直じゃない森人の呟きに、金糸雀が、薄く目を開けてチチチと歌った。
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　ドーモ、蝸牛かぎゅうくもです。

　ゴブリンスレイヤー二巻を手にとってくださった皆様、本当にありがとうございます。

　一巻も大変ご好評頂けたようで、読者の皆様への感謝で一杯であります。

　雑談から生まれた何か変な冒険者は、私の想像を超えてどんどん進んで行ってしまいました。

　それというのも私が考える以上に、皆様が彼と彼の仲間たちを応援してくださったお陰かげです。

　彼はこれからもゴブリンを退治していきますが、どうかよろしくお願い致します。

　さて、ゴブリンスレイヤー第二巻、如何いかがでしたでしょうか？

　ゴブリンが出てきたのでゴブリンスレイヤーがゴブリン退治をする話でしたね。

　とはいえ単発の冒険を繰り返していた一巻に対し、今回は長大なダンジョンの攻略。

　やはりキャンペーンの醍醐味だいごみといえばダンジョンでありましょう、とはＴＲＰＧのお話。

　仲間と共に迷宮を踏破し、知略を巡らせ、怪物と戦い、財宝を得る喜びは格別なものです。

　そんな事を考えながら、とにかく自分の好きなモノを突っ込んで書き続けたように思います。

　皆様にもその楽しさ面白さを感じて頂けたのなら、これ以上の喜びはありません。

　ここからは謝辞に移りたくあります。

　まずウェブ版一巻二巻からの読者の皆様、応援ありがとうございます。

　今後とも頑張っていきますのでよろしくお願い致します。

　一巻に続けて素晴らしい挿絵を描いてくださった神奈月かんなつき昇のぼる先生、ありがとうございます！

　挿絵を見せていただく度たびにモニター前で大喜びして踊っている作者が私です。

　そしてコミカライズを担当してくださる黒瀬くろせ浩介こうすけ先生、どうかよろしくお願い致します。

　二巻と同月にビッグガンガンで開始されます。凄いですよ！　ぜひ！　ひゃっほう！

　創作関係の友人たち、ゲーム仲間たち、皆のお陰で前へ進めています。ありがとう。

　担当様、編集部の皆様、出版宣伝販売に関かかわってくださった方々、ありがとうございます！

　そして本作以前のウェブ作品から応援してくださっている、まとめサイト管理人yaruok様。

　出版までの縁を繫いでくださったのは間違いなく貴方あなたです。いつもありがとうございます。

　他にも書ききれないほど多くの皆様のお陰でここまで来れました。

　本当にありがとうございました。

　続く第三巻では辺境の街の収穫祭を予定しております。

　ゴブリンが出てきたのでゴブリンスレイヤーがゴブリン退治をする話であります。

　皆様に楽しんで頂けるよう、精一杯頑張っていきますのでどうかよろしくお願い致します。
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著者

蝸牛くも（かぎゅう　くも）

ＴＲＰＧと映画とウェブ創作漬けの日々を過ごしていたはずが、思えばすごいところへ来てしまいました。

最近あった一幕。

「東京湾に神話生物が潜んでるらしい」「それはハゼだ」「ハゼ」「ハゼだ」恐らく我々は正気を失っていないはず。

探索者の戦いは続く。




イラスト

神奈月昇（かんなつき　のぼる）

兵庫在住のイラストレーター。

基本ずぼらな引き篭り野郎。

夜も寝ないで（昼寝して）仕事するのが我がジャスティス。

主な作品に『神曲奏界ポリフォニカ』の挿画、ゲームイラスト等。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜Webページはこちら＞

http://www.sbcr.jp/products/4797387520.html
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（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取れば紹介ページにアクセスできます。問合せのリンクよりお寄せ下さい。）




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「蝸牛くも先生」係

「神奈月昇先生」係




http://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

ゴブリンスレイヤー２


蝸牛くも








発行人　小川　淳





発行所　SBクリエイティブ株式会社

　　　　〒１０６－００３２

　　　　東京都港区六本木２－４－５







装　丁　　　AFTERGLOW（山崎 剛／西野英樹）

印刷・製本　中央精版印刷株式会社






２０１６年５月３１日　初版第一刷発行

２０１６年６月１５日　電子第一版発行




©Kumo Kagyu　　ISBN 978-4-7973-8752-0




item/image/P147.jpg





item/image/P268.jpg
_roll the dice.






item/image/P301.jpg
Goblin
Slayer

anygone
roll the dice.





item/image/P029.jpg





item/image/adaku.png





item/image/cover.jpg





item/image/P270.jpg
i
i
Z
>
T
(3

Goblin
_Slager.

anygone
roll the dice.





item/image/P137.jpg
[ OH e F Il 4

Goblin
_Slager

anygone
roll the dice.





item/image/P135.jpg
gy
_roll the d






item/image/P263.jpg





item/image/P205.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Contents





		表紙



		目次



		第１章　『冒険と日常と』



		間　章　「神さまと神さまがもりあがるお話」



		第２章　『水の街の小鬼殺し』



		間　章　「その頃の二人のお話」



		第３章　『偶発的遭遇』



		間　章　「若い王様のお話」



		第４章　『冒険と冒険の合間』



		第５章　『死へ進め』



		第６章　『謎かけ』



		第７章　『囁きと祈りと詠唱』



		間　章　『ある冒険者が他の冒険者にお節介を焼くお話』



		第８章　『しおりを挟む』



		間　章　「邪教団が行殺されるお話」



		第９章　『名前を言ってはいけない怪物』



		第10章　『魔の罠の廃都』



		第11章　『往きて、還りし』



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編



		奥付











item/image/P208.jpg
Goblin
_Slager .

anygone
roll the dice.





item/image/P329.jpg
Goblin
Slagyer

anygone
roll the dice.





item/image/P051.jpg





item/image/P313.jpg





item/image/P155.jpg
Goblin
Slagyer

anygone
roll the dice.





item/image/QRcode.png





item/image/P066.jpg
Goblin
_Slager .

anygone
roll the dice.





item/image/P222.jpg
Goblin
_Slager .

anygone
roll the dice.





item/image/P343.jpg





item/image/white.jpg





item/image/logo.png





item/image/P063.jpg





item/image/P064.jpg
- ang : \
_roll the dice.





item/image/P004.jpg
Goblin
_Slager .

anygone
roll the dice.





item/image/P127.jpg





item/image/P096.jpg
TUNEUH YU\

15
F&
Ity
i
35

Goblin
_Slager.

anygone
roll the dice.





item/image/P094.jpg
a >
_roll the dice.






item/image/P238.jpg
- angone
_roll the dice.





item/image/P353.jpg





item/image/P000e.jpg
o =B+

ML S B | W A N R o B B

O%NGQ——%ﬂir?MWﬁﬁﬂw

T

l
:






item/image/P000d.jpg





item/image/P000g.jpg





item/image/P000f.jpg





item/image/P240.jpg
Goblin
_Slager.

anyone
roll the dice.





item/image/P000a.jpg





item/image/P000c.jpg





item/image/P000b.jpg
s

- :
R USSR
e / ,, \

=
S
e ) B
=
=





